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このたびは、ヤマハクラビノーバMLP-71Dをお買い求め

いただきまして、誠にありがとうございました。

MLP-71Dは、ヤマハ ミュージック ラボラトリーシステ

ムでご使用いただくクラビノーバです。MLP-71Dの優れ

た機能を十分に生かして演奏をお楽しみいただくために、

本書をご活用いただきますようご案内申し上げます。また、

お読みになったあとも、いつでもご覧になれるところに大

切に保管してくださいますよう、お願い申し上げます。

画面に「CVP」と表示される機能は、クラビノーバMLP、CVPシリーズの共通機能です。
この取扱説明書に掲載されているイラストや画面はすべて操作説明のためのものです。したがって、実際の仕様と

異なる場合があります。
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取扱説明書 (本書)

変換プラグ
マイク付きヘッドフォンHPE-100Mのマイクプラグを、底面左側

の【MIC
マ イ ク

.】端子に接続する場合に、ご使用ください。

取扱説明書�

MLP-71D

■付属品(お確かめください)

ミュージックソフト・コレクション
MLP-71Dでお楽しみいただける、各種ミュージックソフトのサ

ンプルと、ワンタッチセッティングファイル(P.52)、パーソナル

コンピューター用MIDIドライバー(P.134)を収録したディスクで

す。ミュージックソフトの「ピアノ アンサンブル」には楽譜が

ついています。クラビノーバで再生させたり、一緒に演奏した

り、ガイド機能を使って練習をしたりなどいろいろな方法でお

楽しみいただけます。使い方は、本書のP.74～をご参照くださ

い。

録音用ディスク
自分の演奏を録音するための空きディスクです。

和文シート
楽器のパネルにのせてお使いください。親しみやすい日本語表

示でパネルのボタン名を確認することができます。
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第
1
章
�は
じ
め
に
�

見やすく操作しやすい大型LCD画面
LCD画面を見ながら操作しますので、ひとつひとつの操作を確

認しながらできます。(P.14)

リアルで豊かな響きの音色(133クラビノー
バ音色+480XG音色+12ドラムキット)
ピアノをはじめ、弦楽器、管楽器などの豊富な音色が楽しめま

す。鍵盤でパーカッションも叩けます。(P.23)

ディスクソフト再生機能
市販の豊富なディスクソフトを利用して、本格的なオーケスト

ラやバンド伴奏をバックに弾いているような、楽しい演奏がで

きます。もちろん音楽鑑賞もできます。(P.74)

初心者の練習を助けてくれるガイド機能
ディスクソフトを使うと、LCD画面とガイドランプが、弾くタ

イミングや鍵盤の位置を教えてくれます。3段階の練習方法で、

ステップアップしながら1曲をマスターしていきます。(P.85)

第1章 はじめに 必ずこの章からお読みください

■MLP-71Dの特長
レパートリーが広がる自動伴奏機能
鍵盤でコードを指定するだけで、お好みの音楽スタイルで伴奏

を自動演奏してくれます。100種類の伴奏スタイルから選べます。

(P.36)そのほかに、ピアノソロの伴奏が楽しめる「ピアニスト」

の伴奏スタイルが40種類あります。(P.44)

自分の演奏を簡単に録音できる録音機能
簡単録音、多重録音、自動伴奏のステップ録音(コードシーケン

ス)など、演奏経験や用途に合わせて録音方法が選べます。

(P.89)

手軽にパーソナルコンピューターと接続で
きる【TO

トゥー

HOS
ホスト

T】端子
MLP-71Dを音源に使用してパソコン用音楽ソフトを聞いたり、

パソコンで音楽を制作するときの入力用キーボードとしても使

えます。(P.132)
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章
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■本書について

本書の構成
この取扱説明書は、次の9章で構成されています。

第1章 はじめに(P.6)

ご使用前に必ずお読みください。特に"MLP-71Dの特長"(P.6)と"基本操作"(P.14)の項目は、ひととおり

お読みいただきますと、以降の説明が大変理解しやすくなります。

第2章 ヘルプとデモ演奏(P.19)

MLP-71Dの中に入っている、ヘルプの使い方とデモ演奏の聞き方を説明します。デモ曲の曲名を知りたい

ときにもご覧ください。

第3章 ボイス(音色)(P.23)

音色の選び方を説明します。また、ペダル機能や各種音色効果について知りたいときにもご覧ください。"音

色一覧表"は第9章資料にあります。

第4章 伴奏スタイル(リズムと自動伴奏)(P.36)

リズムの選び方、自動伴奏の使い方を説明します。また、オリジナルの自動伴奏パターンをご自分で作ってみ

たい、というときにもご覧ください。

"伴奏スタイル一覧表"は第9章資料にあります。

第5章 レジストレーション機能を使う(パネル状態の登録)(P.71)

パネルの設定状態の登録と呼び出し方を説明します。

第6章 ソングコントロール(P.74)

ディスクソフトの再生方法、ソフトを使った練習方法や、自分で弾いた曲の録音再生方法を説明します。

MLP-71Dで再生できる、音楽データの種類について知りたいときにもご覧ください。

第7章 ファンクション(P.109)

MLP-71Dをさらに便利に使いこなすための細かい設定を説明します。チューニングや移調、ペダルに関す

る設定、ディスクに関する細かい機能、MIDI
ミ デ ィ

設定などを知りたいときはご覧ください。

第8章 その他(P.131)

他の機器やパーソナルコンピューターとの接続を説明します。メッセージ一覧もご覧ください。

第9章 資料(P.140)

MIDI及びデータの互換性、別売ソフトについて説明します。"音色一覧表"(P.154)、"伴奏スタイル一覧表

"(P.160)"MIDIデータフォーマット"(P.144)などお役に立つ資料もまとめてあります。

目的のページの見つけ方
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「目次」を使う(P.4)

どういうことが知りたいのか、目的から捜すときに便利です。

「各部の名前」を使う(P.12)

ボタンの名前から捜すときに便利です。

「索引」を使う(P.167)

用語から捜すときに便利です。

表記上の決まり
LCD画面について
本書に使われているLCD画面表示のイラストは、すべてLCD

画面が日本語表示に設定されている場合の例です。P.14の"日

本語表示の切り替え"の説明を見てLCD画面を日本語表示に切

り替えてください。

使用しているイラストは説明のための1つの例にすぎません。お使いのク

ラビノーバの状態によってイラストと異なる画面が出る場合もありますの

でご了承ください。

ボタンやLCD画面表示の表記について
本書では、以下に示すようなカッコを使ってパネル上のボタン

類とLCD画面上の表示などを区別しています。

【 】：

パネル上にあるボタン類を示します。この場合、ボタン、スラ

イダー、ジャック(端子)といった言葉は省略します。たとえば、

マスターボリュームのスライダーは、文章中で【MASTE
マ ス タ ー

R

VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】と表記します。

[ ]：

LCD画面上にある項目やその項目に対応する(すぐ下にある)LCD

ボタンを示します。たとえば、LCD画面上に表示されている

"VOIC
ボイス

E"の部分は、[VOIC
ボイス

E]と表記します。また、LCD画面上に

表示されている"VOIC
ボイス

E▼▲"に対応したLCDボタンは[VOIC
ボイス

E]▼

▲と表記します。

「 」：

LCD画面上に表示されるメッセージを示します。たとえば、「よ

いですか？(Are you sure?)」のように表記します。

操作説明の表記について

【MUSTER VOLUME(全体ボリューム)】�

パネルの表記� 和文シートの表記�

本書では、以下に示すような矢印を使って、操作の結果と手順

を区別しています。

操作の結果

○○○ ➡ ※※※ ○○○の操作を行った結果、※※※の状

態になることを示しています。

操作の手順

○○○ ⇒ ☆☆☆ ○○○の操作を行ったあと、☆☆☆の操

作をすることを示しています。

基礎用語
本書をお読みいただく上で、知っておいていただきたいいくつ

かの言葉を説明します。

伴奏スタイル：

リズムパターンや自動伴奏を使うときに選ぶ、音楽的な意味で

のスタイルのことを"伴奏スタイル"と呼びます。いろいろな伴

奏スタイルが11個のグループに分かれて用意されています。パ

ネル上の英語表記では"STYL
スタイル

E"となっています。本書でも、"伴

奏スタイル"を省略して"スタイル"と表現する場合もあります。

モード：

ある機能を実行できる状態を意味します。たとえば、ソングの

録音を行ったり、録音に関するいろいろな機能を使える状態を1

つにまとめて、ソングレコードモードと呼びます。

また、"種類"、"方式"という意味に使われる場合もあります。

たとえば、デモ演奏で、1曲だけ演奏させる(=SINGL
シングル

E)とか、全

曲を続けて演奏させる(=ALL
オ ー ル

)とかの、演奏のさせ方の方式を選

ぶことを"演奏モードを選ぶ"という言い方をします。

基本設定：

工場出荷時には、MLP-71Dの持つさまざまな設定値や機能が、

標準値や標準の状態に設定されています。これらの設定値や機

能の状態を基本設定と呼びます。各機能の基本設定は、好みや

目的に合わせて変更することができますが、バックアップ機能

(P.125)の設定によって、電源をOF
オフ

Fにしたあとも変更した値を

保持するか、基本設定に戻すかを決めることができます。また、

"リコール機能"(P.126)を使うといつでも基本設定に戻すことが

できます。

基本画面：

電源をON
オ ン

にして、最初に表示される下記のLCD画面を意味します。

ポップアップ：

パネル上のさまざまなボタンを押すと、ある機能を使うための

操作画面が表示されますが、これらの画面の中には一時的に表

示されるだけで、しばらくすると元の画面に戻るタイプのもの

があります。このような画面を"ポップアップ画面“、"ポップ

アップ表示された画面"などと呼びます。
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ディスクドライブユニットが破損するおそれがあります。

■磁気ヘッドの定期的なクリーニング
・ディスクドライブユニットは高精度の磁気ヘッドを使用していま

す。ディスクドライブユニットを長時間使用していくうちに、磁
気ヘッドはフロッピーディスクの磁性粉で汚れてきます。磁気ヘ
ッドが汚れてくると、録音や再生（データの書き込みや読み取り）
にエラーが生じることがあります。

・ディスクドライブユニットを良い状態でお使いただくために、磁
気ヘッドを定期的に（1ヵ月に1回程度）クリーニングしていただ
くことをお勧めします。

・磁気ヘッドのクリーニングには、市販の「乾式ヘッドクリーニン
グディスク」をご使用ください。

■フロッピーディスクについてのご注意

◇フロッピーディスクの取り扱いと保管
フロッピーディスクの中にはデータを記録する磁性体が入ってい
ます。磁性体を保護し、さらにフロッピーディスクユニットの磁
気ヘッドを防護するために、以下の点にご注意ください：

・（持ち運ぶ場合も含めて）必ず市販のケースに入れて保管し、落
としたり、物を乗せたり折り曲げたりしないでください。また、
ディスク内部に水やほこりなどが入らないようにしてください。

・ディスクのシャッターを開けて、内部の磁性体に触れないでくださ
い。

・磁気を帯びたもの（テレビやスピーカーなど）には近づけないで
ください。

・直射日光の当たる場所や、過度に高温／低温の場所、多湿な場所
などに置かないでください。

・シャッターやディスク本体が変形しているようなフロッピーディ
スクは絶対に使用しないでください。

・フロッピーディスクにはラベル以外のもの（メモなど）を貼らな
いでください。また、ラベルは所定の位置にはがれないようにし
っかりと貼ってください。

◇誤消去防止
フロッピーディスクには、誤ってデータを消してしまうことが
ないようにライトプロテクトタブが付いています。大切なデー
タの入っているディスクは、ライトプロテクトタブをオン（タ
ブの窓が開いた状態）にして書き込みができないようにしてく
ださい。

◇データのバックアップ
フロッピーディスクの万一の事故に備えて、大切なデータは、
バックアップとして予備のディスクに保存しておかれることを
お勧めします。

◇市販フロッピーディスクの中には粗悪品もございます。メー

カー名をお確かめの上、お求めください。

■フロッピーディスクのフォーマット(初期化）
・新しいディスクや他の機器で使っていたディスクはそのままでは

使うことができません。MLP-71Dで使えるように最初にフォーマ
ット（初期化）しておく必要があります。フォーマットのし方に
ついてはP90, 113をご参照ください。

  録音可  �
（演奏を録音できます。）�

  録音不可  �
（演奏を録音できません。）

フロッピーディスクの裏面�

■フロッピーディスクの取り扱い

フロッピーディスクの取り扱い
MLP-71Dには「ミュージックソフト・コレクション」のディス
クや録音用の空きディスクが付属しています。これらのフロッ
ピーディスクは、扱い方を間違えると記録されているデータを
失いかねません。フロッピーディスクとディスクドライブユニ
ットをご愛用いただくために、ご使用時には以下のことをお守
りください。

■フロッピーディスクの種類
・MLP-71Dには市販の「3.5インチ2DDまたは2HDマイクロフロッピ

ーディスク」をご使用ください。

■フロッピーディスクの挿入／取り出し

◇フロッピーディスクの入れ方
フロッピーディスクのシャッターに文字が書かれている方（表面）
を上にして、イラストのようにディスク挿入口にカチッと音がす
るまでていねいに差し込みます。

◇フロッピーディスクをディスク挿入口から取り出すときのご注意
・ディスク挿入口左のDISK IN USE(ディスク使用中)のランプが消

えたことを確認した後（ディスクドライブが実行中でないことを
確認した後）、イジェクトボタンをしっかりと正確に押し、フロッ
ピーディスクが完全に出たことを確認してから取り出してくださ
い。

・イジェクトボタンを中途半端に押したり、あわてて押すと、取り
出し機構が正常に作動せず、フロッピーディスクが途中で引っか
かり取り出せなくなる場合があります。この場合、無理にフロッ
ピーディスクを取り出そうとすると、ディスクがこわれたり、デ
ィスクドライブユニットが故障したりする原因になります。この
ような場合は、もう一度イジェクトボタンを押しなおすか、また
はフロッピーディスクをディスク挿入口に完全に押し込んで、も
う一度イジェクトボタンをしっかりと正確に押しなおして取り出
してください。

◇録音中や再生中などは絶対にフロッピーディスクを取り出さ

ないでください。ディスクのデータがこわれるだけでなく、

ディスクドライブユニットの故障の原因になります。

◇電源を切るときは、フロッピーディスクはあらかじめディス

クドライブユニットから取り出してください。電源を切った

後、フロッピーディスクを入れたまま長時間放置すると、デ

ィスクが汚れ、 データの読み書きにエラーが生じる原因にな

ります。

◇イジェクトボタンを押してディスクが半分出た状態（ディスク

を手で抜き取っていない状態）のままで、キーカバーを開閉し

ないでください。キーカバーとディスクが接触してディスクや

DISK IN USEのランプ�

イジェクトボタン�

(このランプは電源をONにしている間、
ずっと点灯しています。)

シャッター�

�



キーカバーを開閉するときは、両手で静かに行い、途中で手を離さないでください。

また、ご自分や周りの方、特にお子様などが、キーカバーの端と本体の間に手や指

をはさまないようにご注意ください。

キーカバーを開けるとき、キーカバーの上に金属や紙片などを置かないでください。

本体の内部に落ちて取り出せなくなり、感電、ショート、発火や故障などの原因に

なります。
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■ご使用前の準備

キーカバーと譜面立てについて

ご使用時
1 キーカバーの前側をゆっくり持ち上げて開けます。

2 譜面立てを下向きに開きます。

3 譜面すべり止めを、図のような角度に立てます。

しまうとき
1 譜面すべり止めを、元の位置に倒します。

2 譜面立てを上向きに閉じます。

3 キーカバーをゆっくり閉じます。

手や指をはさまないように注意�

手や指をはさまないように注意�
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電源を入れる

1. 電源を入れる

【POWE
パ ワ ー

R】を押します。➨ 電源が入り、LCD画面に基本画面が現れます。最初にGrand 
グ ラ ン ド

Pian
ピアノ

oの音色と8Bea
ビート

t Pop
ポップ

1の伴奏スタイルが自動的に選ばれます。また、本体前面左の電源

ランプも点灯します。

LCD画面が見えにくい場合は、LCD画面

左側の【CONTRAST(コントラスト)】で調節

してください。

2. マイク付きヘッドフォンを差し込む

マイク付きヘッドフォンのヘッドフォンプラグとマイクプラグを、底面左側の【PHON
フォーンズ

ES】

と【MIC
マ イ ク

.】に、それぞれ差し込みます。

マイク付きヘッドフォンHPE-100Mをご使用の場合は、付属の変換プラグを【MIC
マ イ ク

.】端子

に差し込んで、ご使用ください。

※音量は【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】で調節します。

電源を切るときは、もう一度【POWE
パ ワ ー

R】を押します。

➡ LCD画面の表示が消え、本体前面左の電源ランプも消灯します。

変換プラグ� HPE-100M

電源ランプが点灯�

POWER

PHONESMIC.VOL. MIC.

画面表示を日本語表示に切り替えると(P.14)、「グランドピアノ」�
「8ビートポップ1」と表示されます。�

スピーカーから音を出す場合でも、ヘッ

ドフォンからも音が出ます。

【POWER】を押して電源を切らないまま

キーカバーを閉じても、自動的に電源が

切れます。この場合は、再度キーカバー

を開けると、自動的に電源が入ります。

MLP-71Dのスピーカーから音を出す場合
MLP-71Dの本体スピーカーから音を出す場合は、【SPEAKE

ス ピ ー カ ー

R】を押してランプを点灯させま

す。もう一度【SPEAKE
ス ピ ー カ ー

R】を押すとランプが消灯し、スピーカーから音が出ない設定に戻り

ます。

電源を入れたときにはいつでも、スピーカーから音が出ない設定（【SPEAKE
ス ピ ー カ ー

R】のランプ消

灯）になっています。通常はこの設定にしておきます。
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（底面）� （底面）�

中央のド(C3)

■各部の名前
「GM

ジーエム

規格」のマークです。MLP-71Dが「GM
ジーエム

規格」準拠

のディスクソフトを再生できることを示しています。

「GM
ジーエム

規格」についての説明はP.141をご参照ください。

「XG
エックスジー

フォーマット」のマークです。MLP-

71Dが「XG
エックスジー

フォーマット」準拠のディス

クソフトを再生できることを示していま

す。「XG
エックスジー

フォーマット」についての説明は

P.141をご参照ください。

「DISK
ディスク

ORCHEST
オーケストラ

RA」のマークです。MLP-71DがDisk

Orchestra Collectionフォーマットのディスクを再生でき

ることを示しています。Disk Orchestra Collectionフォー

マットについての説明はP.141をご参照ください。

「STYL
スタイル

E FILE
ファイル

」のマークです。MLP-71Dで

「STYL
スタイル

E FILE
ファイル

」のディスクを使用できるこ

とを示しています。「STY
スタイル

LE FILE
ファイル

」につい

ての説明はP.68をご参照ください。

! 【SPEAKE
ス ピ ー カ ー

R】....................................................................................P.11

" 【CALL
コ ー ル

】............................................................................................P.18

ボリュームセクション

# 【MASTE
マスター

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】..............................................P.17

$ 【ACMP
アカンパニメント

/SON
ソング

G VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/ソング ボリューム)】................P.18, 48, 79

% 【DEMO(デモ曲)】..............................................................................P.20

D

C

B

A

& 【HEL
ヘルプ

P(機能説明)】..............................................................................P.19

伴奏スタイルセクション

' STYL
スタイル

E(伴奏スタイル)ボタン..............................................................P.36

( 【PIANIST(ピアニスト)】................................................................P.36, 44

) 【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】..................................................P.57

* 【HARMONY(ハーモニー)】................................................................P.51

+ 【ONE TOUCH SETTING(ワンタッチ セッティング)】............................P.52

, 【ACMP
アカンパニメント

ON
オ ン

(自動伴奏オン)】................................................................P.43

- 【VIRTUAL ARRANGER(バーチャル アレンジャー)】............................P.54

. 【INTR
イントロ

O (前奏)】..........................................................................P.39, 48

/ 【MAIN A(メインA)】....................................................................P.38, 48

0 【MAIN B(メインB)】....................................................................P.38, 48

1 【ENDIN
エンディング

G(後奏)】........................................................................P.41, 48

2 【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】....................................P.40, 41, 48

3 【METRONOME(メトロノーム)】........................................................P.42

4 TEMPO(テンポ)【-/+】..........................................................P.37, 42, 77

スタート/ストップセクション

5 【TAP(タップ)】....................................................................................P.39

6 【SYNCH
シンクロ

RO(スタート待機)】....................................................P.38, 94, 97

7 【START/STOP(スタート/ストップ)】..................................P.22, 38, 94, 97

ディスプレイコントロールセクション

8 【CONTRAST(コントラスト)】..............................................................P.14

9 【BEA
ビート

T(拍子)】..............................................................................P.40, 74

: 【FUNCTIO
ファンクション

N(諸設定)】....................................................................P.109

; 【MIXER(ミキサー)】................................................................P.18. 49, 80

（底面）�

MIC. PHONES

（背面）�
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< PAG
ページ

E(画面送り)【E】【F】........................................................P.16

= 【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】............................................................P.16

> LCD画面....................................................................................P.14, 15

? LCDボタン......................................................................................P.15

@ 【EXIT
エグジット

(戻る)】....................................................................................P.16

A 【ダイアル】......................................................................................P.15

B 【-/+】................................................................................................P.15

ソングコントロールセクション

C 【SONG(ソング)】..................................................................P.75, 91, 113

D 【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】........................................P.22, 76, 94, 97

E 【REC
レコード

(録音)】..................................................................P.92, 95, 98, 100

F 【PAUS
ポ ー ズ

E(一時停止)】......................................................................P.84 98

G 【REW
リワインド

(巻戻し)】..................................................................................P.84

H 【FF
フォワード

(早送り)】......................................................................................P.84

ガイドコントロールセクション

I 【EASY PLAY(イージープレイ)】..........................................................P.85

J 【NEXT NOTE(ネクストノート)】..........................................................P.85

K 【SOUND REPEAT(サウンドリピート)】................................................P.85

ボイスセクション

L VOIC
ボイス

E(音色)ボタン ......................................................................P.23

M 【DUAL(デュアル)】..............................................................................P.26

N 【SPLIT(スプリット)】..........................................................................P.28

O 【REVER
リ バ ー ブ

B(残響)】..............................................................................P.32

P 【EFFEC
エフェクト

T(音色効果)】..........................................................................P.34

レジストレーションセクション

Q REGISTRAT
レジストレーション

ION(パネル状態記憶/呼び出し)【1】～【4】....................P.71

R BANK(バンク)【-】【+】................................................................P.71

S 【MEMOR
メ モ リ ー

Y(記憶)】............................................................................P.71

T 【FREEZ
フ リ ー ズ

E(パネル状態固定)】..................................................................P.72

U DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

(ディスク使用中)ランプ........................P.9, 53, 75, 90, 113

V 3.5"フロッピーディスクドライブ ................................................P.9

W 【POWE
パ ワ ー

R】........................................................................................P.11

X 鍵盤ガイドランプ..............................................................P.75, 85, 88

Y ソフトペダル..........................................................................P.31, 112

Z ソステヌートペダル......................................................................P.31

[ ダンパーペダル..............................................................................P.31

\ 【MIC
マ イ ク

.VOL.
ボリューム

】..................................................................................P.131

] 【MIC
マイク

.】..........................................................................................P.131

^ 【PHONE
フォーンズ

S】..............................................................................P.11, 131

_ AUX OUT
ア ウ ト

【L/L+R】【 R 】..........................................................P.131

` AUX IN
イン

【L/L+R】【 R 】..............................................................P.131

a 【TO
トゥー

HOS
ホスト

T】..................................................................................P.132

b 【HOS
ホスト

T SELEC
セレクト

T】..................................................................P.132, 133

c MIDI
ミ デ ィ

【IN
イン

】【OUT
ア ウ ト

】..............................................................P.132, 133

PHONES MIC.

（背面）�
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■基本操作
操作はLCD画面を見ながら行います。一度パネルのボタンを押すと、その機能を使うための

操作画面が開きます。開いたLCD画面の内容に応じて、画面の下のボタン及びその右横の

【ダイアル】や【-/+】を使って、さまざまな操作をスムーズに行えるようになっています。

これらの操作を一度覚えると、同じ要領で簡単にいろいろな機能を使えるようになります。

基本操作を覚える前に、操作をスムーズに行うための準備をします。

操作の準備
LCD画面の明るさを調節する

【CONTRAST(コントラスト)】のつまみを左右に回して、LCD画面の明るさを調節します。

日本語表示に切り替える
本書ではすべてのページで日本語表示のLCD画面を使用しています。ここで日本語表示に切

り替えてください。

1 【HEL
ヘルプ

P(機能説明)】を押します。
➡ ヘルプ(HELP)画面が表示されます。

2 一番左側のLCDボタンを押して、[JAPANE
ジャパニーズ

SE]を表
示させます。 その他にも必要に応じて[ENGLISH(英

語)](基本設定)、[GERMAN(ドイツ語)]、

[FRENCH(フランス語)]、[SPANISH(スペ

イ ン 語 ) ] を 選 ぶ こ と が で き ま す 。

(FRENCHやGERMAN、SPANISHを選ん

だ場合には、ヘルプの説明文以外の画面

では英語表示となります。)

一度日本語表示に切り替えると、電源を

OFFにしたあとも保持されます。
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基本操作
LCD画面とLCDボタン
LCD画面の下に並んだ5つのボタンをLCDボタンと呼びます。このLCDボタンでLCD画面上に

表示された項目を選んだり、数値を変えたりすることができます。

LCDボタンは、表示される画面に応じてその役割が変わります。画面表示には、角の丸い四

角で囲んであるものと、角がある四角で囲んであるものの2種類がありますので、まずそれを

覚えてください。

角の丸い四角で囲んである場合

角の丸い四角で囲んである項目は、まず、その表示のすぐ下のLCDボタンを押して表示を反

転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って設定します。

または…項目を選んだあと、さらにLCDボタンを押しても設定できます。

たとえば、次のような画面で音色を選ぶ場合は、右下の[VOIC
ボイス

E]▼▲のすぐ下のLCDボタンを

押して[VOIC
ボイス

E]の表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】で具体的な音色を選びます。

角がある四角�

角の丸い四角�

5つのLCDボタン�

反転表示…

画面上の項目を選ぶと、選ばれた項目の

表示が反転し、白抜きの文字で表示され

ます。

ボタンを押し続けると…

LCDボタンと【-/+】は、押し続けると連

続的に選択/変更できる場合があります。

▼と▲、またはEとFが表示されるLCDボタンでは、多くの場合、両方のボタン、または

【-/+】を同時に押すと、設定されている値を基本設定に戻すことができます。

▼と▲、EとF、【-/+】を同時に押し

ても基本設定に戻らない項目もあります。
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角がある四角で囲んである場合

角がある四角で囲んである項目は、その表示のすぐ下のLCDボタンを押すだけで、直接選べ

たり、ON
オ ン

/OF
オフ

Fの切り替えになります。

たとえば、次のような画面でデモ曲の1曲目を選ぶ場合は、[1]の下のLCDボタンを押すと、

すぐに1曲めの演奏が始まります。

PAG
ページ

E(画面送り)【E】【F】
LCD画面には、続きのページがある場合があります。PAG

ページ

E(画面送り)【E】【F】を押すと、

画面の次ページや前ページを表示させることができます。現在のページとその機能の全体ペ

ージ数は、画面右上のページのマークで確認できます。

【EXIT
エグジット

(戻る)】
現在のモードから抜けたり、元の画面に戻したい場合は、【EXIT

エグジット

(戻る)】を押します。

【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】
VOIC

ボイス

E(音色)ボタンやSTYL
スタイル

E(伴奏スタイル)ボタンを押して、音色や伴奏スタイルを選ぶと、

選んだ音色/スタイルの画面が数秒間表示されたあと、自動的に元の画面に戻るようになって

います。このような画面をポップアップ画面と呼びます。ポップアップ画面のときには、

【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】のランプが点滅し、数秒後に表示が元に戻ることを知らせます。

ここで、【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】を押すとランプが点灯に変わり、画面を表示させ続ける

ことができます。もう一度【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】を押すと、ランプが消え元の画面に戻

ります。

ポップアップでない画面のときに【DISPLA
ディスプレイ

Y HOL
ホールド

D(画面固定)】を押してランプを点灯させると、

ポップアップ画面は開かなくなります。

ポップアップタイム機能で、ポップアッ

プ表示される時間の長さを設定できます。

(P.130)
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メモリーバックアップ
さまざまな数値や機能の設定内容は、バックアップ機能(P.125)の設定によって、電源をOF

オフ

F

にしたあとも保持できます。バックアップ機能の画面では、バックアップしたい内容をグル

ープごとに選べます。バックアップしないグループの内容は電源をOF
オフ

Fにすると基本設定に

戻ります。

また、電源をOF
オフ

Fにして約1週間以上過ぎると、バックアップされている内容も消え、すべて

の設定内容が基本設定に戻ります。したがって、バックアップされている内容を保持したい

場合は、少なくとも1週間以内に数分間は電源をON
オ ン

にしてください。

バックアップの基本設定

バックアップのON
オ ン

/OF
オフ

Fが設定できる項目

については、それぞれの項目の説明で、"

バックアップの基本設定：ON
オ ン

(または

OF
オフ

F)"という形で基本設定を示します。

また、P.161には、バックアップ項目の一

覧表があります。

バックアップをON
オ ン

にしている項目でも、

リコール機能(P.126)を使えばいつでも基

本設定に戻すことができます。

メッセージ
LCD画面には、操作中、各種のメッセージが表示されます。次の操作を促すものや、操作の

内容を確認するもの、操作の結果、また、無効な操作をしたときにもメッセージが出ます。

操作を促すメッセージが出たときは、その内容に従って操作をすれば安心です。また、無効

な操作を指摘するメッセージが出たときは、P.135のメッセージ一覧で詳しい内容を確認して

ください。

ボリューム調節について

MLP-71Dは、パネル上に2つのボリューム調節用のスライダーを持っています。また、自動

伴奏(AUT
オート

O ACCOMPANIM
アカンパニメント

ENT)やソングのパート別の音量を個別に調節する機能も持っ

ています。

【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUM
ボ リ ュ ー ム

E(全体ボリューム)】
MLP-71D全体のボリュームを調節することができます。

また、【PHONE
フォーンズ

S】や【AUX OUT
ア ウ ト

】の出力レベルも調節することができます。

小さくなる�

大きくなる�
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【ACMP
アカンパニメント

/SON
ソング

G VOLUM
ボ リ ュ ー ム

E(自動伴奏/ソング ボリューム)】
自動伴奏(AUT

オート

O ACCOMPANIME
ア カ ン パ ニ メ ン ト

NT)やソングの再生ボリュームを調節することができます。

小さくなる�

大きくなる�

手弾き音のボリュームには影響しません。

【MIXER(ミキサー)】
【MIXER(ミキサー)】を押すと、ミキサー(MIXER)画面が表示されます。ミキサー画面では、自

動伴奏やディスクソフトの各パートのボリュームを個別に調節することができます。もう一

度【MIXER(ミキサー)】を押すと元の画面に戻ります。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても元の画面に戻ります。

詳しくは、"自動伴奏のパート別のボリューム調節"(P.49)、"ソングの各パートのボリューム

調節"(P.80)をご覧ください。

コミュニケーション機能（【CALL
コ ー ル

】）
先生に質問したい場合などに、【CALL

コ ー ル

】ボタンで先生を呼び出して会話できます。

1【CALL
コ ー ル

】を押します（ランプ点灯）。
➡ 先生の調整卓のランプが点滅し、生徒から呼び出しがあったことを知らせます。

誤って【CALL
コ ー ル

】を押してしまった場合

は、もう一度【CALL
コ ー ル

】を押すと呼び出

しを解除できます。（【CALL
コ ー ル

】のランプ

が消灯し、先生の調整卓のランプも消灯

します。）

2 先生が点滅しているボタンを押すと、【CALL
コ ー ル

】のラン
プが消灯し、先生と会話できます。

3 先生がもう一度ボタンを押すと、会話が終了します。 関連事項につきましては、調整卓の取扱

説明書をご参照ください。
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第2章 ヘルプとデモ演奏

ヘルプモード中は、ヘルプ以外の操作は

行えません。

2 メニューを選ぶ
[SELEC

セ レ ク ト

T]▲や▼を押して、説明を見たいメニューを選びます。

➡ 選ばれたメニューの表示が反転します。メニューは以下の10項目が用意されてい

ます。

ヘルプのメニュー

1. INTRODUCTION

2. BASIC OPERATION

3. DEMO SONGS

4. VOICES

5. STYLES

6. ACCOMPANIMENT

7. USING ACMP

8. SONG PLAYBACK

9. SONG RECORDING

10. FUNCTION

■ヘルプ機能の使い方

各機能の基本的な説明を、いつでもヘルプモードで見ることができます。

LCD画面に説明が出るとともに、実際にその機能を使った演奏も同時に聞くことができます。

1 ヘルプモードに入る
【HELP

ヘ ル プ

(機能説明)】を押すと、ヘルプ(HELP)メニュー画面が表示され、ヘルプモードに入

ります。
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3 説明をスタートする
[START

ス タ ー ト

]を押すと、選んだメニューの説明が始まります。

LCD画面のページは自動的にめくられますが、[K ]を押すと一時停止し、さらに

[G]を押して、前ページへ戻って説明を読むこともできます。

⇒もう一度[K]を押して続きを見ます。

4 説明をストップする
説明が終わると、自動的にヘルプメニュー画面に戻ります。

または、途中で[STOP
ス ト ッ プ

]を押しても、ヘルプメニュー画面に戻ります。

別のメニューを選んでさらに説明を見ることもできますし、ここで【HELP
ヘ ル プ

(機能説明)】

を押すと、ヘルプモードを終了し基本画面に戻ります。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても基本画面に戻ります。

■デモ演奏を聞く

MLP-71Dには総合的なデモが4曲、音色紹介用に12曲、スタイル紹介用に11曲、計27曲

のデモ演奏が入っています。 聞いてみましょう。

1 デモ演奏モードに入る
【DEMO(デモ曲)】を押すと、スタイル(STYLE)ボタンと音色(VOICE)ボタンのランプが連続

して点滅し、デモ(DEMO)画面が表示されます。



21

第
2
章�

ヘ
ル
プ
と
デ
モ
演
奏�

2 演奏モードを選ぶ
右端のLCDボタンを押して、演奏モードを選びます。次の3つのモードが用意されて

います。

[ALL
オ ー ル

]： 最初に選んだ曲から順番にすべての曲が続けて演奏されます。スト

ップするまで繰り返し演奏されます。

[RANDO
ラ ン ダ ム

M]：最初に選んだ曲からランダム(順不同)にすべての曲が演奏されます。ス

トップするまで繰り返し演奏されます。

[SINGL
シ ン グ ル

E]： 選んだ曲を1回だけ演奏します。演奏が終わると自動的にストップします。

3 曲を選んで演奏をスタートする
曲を選ぶと、今選んでいる演奏モードでデモ演奏がスタートします。次の3つの方法

があります。

(A)音色紹介用のデモ曲を聞きたい場合は、聞きたい音色のVOIC
ボイス

E(音色)ボタンを押し

ます。

➡ 選んだ音色のデモ曲からデモ演奏がスタートします。演奏中のVOIC
ボイス

E(音色)ボタン

のランプが点滅し、LCD画面上に選ばれているメニューが表示されます。

(B)伴奏スタイル紹介用のデモ曲を聞きたい場合は、聞きたいスタイルのSTYLE
ス タ イ ル

(伴奏

スタイル)ボタンを押します。

➡ 選んだスタイルのデモ曲からデモ演奏がスタートします。演奏中のSTYLE
ス タ イ ル

(伴奏スタ

イル)ボタンのランプが点滅し、LCD画面上に選ばれているメニューが表示されま

す。

(C)総合的なデモを聞きたい場合は、画面上の[1]～[4]のどれかのLCDボタンを押し

ます。

➡ 演奏中は、画面上の曲の番号が反転し、選ばれているメニューが表示されます。
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【START/STOP(スタート/ストップ)】や【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押しても、デモ演奏

をスタートすることができます。

デモ演奏と一緒に鍵盤で演奏ができます。

デモ演奏中に、一緒に鍵盤を弾くことができます。テンポを変更したり(P.37)、【REW
リワインド

】、

【FF
フォワード

】、【PAUS
ポ ー ズ

E】の各ボタンも使えます。「4.GUIDE DEMO」の曲では、ガイド機能

(P.85)も使えます。音色の変更はできません。

報はMIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】から出力されます。

デモ演奏のデータはMIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】から出

力されませんが、一緒に弾いた鍵盤の情

4 ボリュームを調節する
【MASTE

マ ス タ ー

R VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(全体ボリューム)】でボリュームを調節します。
【ACMP/SONG

アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】は使えません。

5 デモ演奏をストップする
【START/STOP(スタート/ストップ)】か【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】、演奏中のVOIC

ボイス

E(音色)ボ

タン/STYLE
ス タ イ ル

(伴奏スタイル)ボタン/LCDボタン[1]～[4]を押すと演奏が止まります。

⇒【DEMO(デモ曲)】を押すとデモ演奏モードが終了します。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押してもデモ演奏モードが終了します。

曲名� 作曲者�
総合的なデモ�
1曲め� Piano Concerto in A minor 1st Mov. (ピアノ協奏曲 イ短調第一楽章) Robert Alexander Schumann
2曲め� When You Wish Upon a Star (星に願いを) Leigh Harlin
3曲め� It don't mean a thing if it ain't got that swing (スイングがなければ意味がない) Duke Ellington
4曲め� Misty Erroll Garner

音色紹介用デモ�
PIANO (ピアノ) Etude op.10 No.5 (エチュード op.10 No.5) Frederic Francois Chopin
E.PIANO (エレクトリックピアノ) Original (オリジナル)
VIBES (バイブ) Original (オリジナル)
GUITAR (ギター) Original(オリジナル)
CLAVI.TONE/SYNTH (クラビノーバトーン/シンセ) Gnomes from "Pictures at an Exhibition" (「展覧会の絵」より「小人」) Modest Petrovich Mussorgsky
ORGAN (オルガン) Fantasia and Fugue in G minor (ファンタジアとフーガ ト短調) Johann Sebastian Bach
STRINGS/CHOIR (ストリングス/クワイア) Symphony No.40 1st Mov. (交響曲40番第一楽章) Wolfgang Amadeus Mozart
BRASS (ブラス) Stars and Stripes Forever (星条旗よ永遠なれ) John Philip Sousa
SAX/FLUTE (サックス/フルート) Londonderry Air (ロンドンデリーのうた) (Traditional)
BASS (ベース) Original (オリジナル)
DRUMS (ドラムス) Original (オリジナル)
XG An American in Paris (パリのアメリカ人) George Gershwin

伴奏スタイル用紹介デモ�
POP (ポップ) Original (オリジナル)
16BEAT (16ビート) Night Birds William Jeffrey Revell Sharpe
DANCE POP (ダンスポップ) Together Forever Matt Aitken/Mike Stock/Peter Waterman
ROCK (ロック) Original (オリジナル)
BALLAD (バラード) Original (オリジナル)
JAZZ (ジャズ) It's All Right With Me. Cole Porter
BALLROOM (ボールルーム) Hernandos' Hideaway Richard Adler
LATIN POP (ラテンポップ) Desafinado Antonio Carlos Jobin
TRADITIONAL (トラディショナル) Anchors Aweigh (錨をあげて) Andrew Gold
COUNTRY (カントリー) Original (オリジナル)
WALTZ (ワルツ) Original (オリジナル)
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■音色の選び方
MLP-71Dでは、ピアノをはじめ、弦楽器、管楽器などの豊富な音色をお楽しみいただけま

す。また、キーボードパーカッション機能を使って、ドラムやパーカッション音色を鍵盤で演

奏することもできます。

音色の内訳

・クラビノーバ音色 133音色

・XG音色 480音色

・ドラムキット 12キット

資料(P.154)に音色一覧表があります。

MLP-71Dの各音色は12グループに分けられ、各音色グループはパネル上のVOIC
ボイス

E(音色)ボタンに

割り当てられています。

ボイスセレクト(VOICE SELECT)画面での選び方

1 音色グループを選ぶ
VOIC

ボイス

E(音色)ボタンを押して音色グループを選びます。

➡ ボイスセレクト(VOICE SELECT)のポップアップ画面が現れます。

ポップアップ画面について

ポップアップ画面は、数秒後に元の画面

に戻ります。ディスプレイホールド機能

を使って、画面を表示させたままにする

こともできます。(P.16)

音色選択のバックアップ

各グループの中で最後に選ばれた音色は、

バックアップ機能(P.125)の設定をON
オ ン

にし

ておくと、電源をOFF
オ フ

にしたあとも保持

されます。

電源をON
オ ン

にしたときは、自動的にグラン

ドピアノ(GRAND PIANO)の音色が選ばれま

す。ただし、バックアップ機能(P.125)の

設定をON
オ ン

にしておくと、前回最後に選ば

れていた音色が選ばれます。

第3章 音色(ボイス)



2 音色を選ぶ
LCDボタンを押して音色を選びます。【ダイアル】や【-/+】も使えます。

ボイスセレクト(VOICE SELECT)画面には続きのページがあります。PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】

【F】を使って、続きのページを表示させることができます。

3 演奏する
【MASTER VOLUME

マ ス タ ー ボ リ ュ ー ム

(全体ボリューム)】でボリュームを調節して演奏してください。
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エフェクト(音色効果)の自動設定…

音色を選ぶと、選んだ音色に合った効果

を演出するエフェクトも、自動的に選ば

れます。ファンクション(FUNCTION)のエフ

ェクトセッティング(EFFECT SETTING)で自動

的に選ばれないようにもできます。

(P.110)

基本画面での選び方
ボイスセレクト(VOICE SELECT)画面が消え、基本画面に戻ったあとでも、[VOIC

ボイス

E]▼▲で音色を選

ぶことができます。

1 音色選択表示を選ぶ
[VOIC

ボイス

E]▼か▲を押します。

➡ [VOIC
ボイス

E]の表示が反転します。

2 音色を選ぶ
【ダイアル】や【-/+】で選びます。

または…[VOIC
ボイス

E]▼や▲を押しても音色が選べます。

この方法で音色を選ぶ場合は、音色グループの中だけでなく、全音色の中から選ぶこ

とができます。

3 演奏する
【MASTER VOLUME(全体ボリューム)】でボリュームを調節して演奏してください。

XG
エックスジー

音色とは…

「GM
ジーエム

システムレベル1音色配列」をさらに拡張し、豊かな表現力とデータの継続性を可

能にした、ヤマハの音源フォーマット「XG
エックスジー

フォーマット」に準拠した音色です。
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キーボードパーカッションで打楽器を演奏する
VOICE(音色)ボタンの【DRUMS(ドラムス)】グループの中には12のドラムキットが含まれています。

ドラムキットを選択すると、打楽器音が鍵盤に割り当てられます。それらの鍵盤をたたいて打

楽器を演奏することができます。

C6

C5

C4

C3

C2

C1

C0

C7

トライアングル オープン�

クイーカ オープン�

ウッドブロック(ロー)

ウッドブロック(ハイ)

ギロ ロング�

サンバホイッスル(ロー)

サンバホイッスル(ハイ)

カバサ�

アゴゴ(ハイ)

ティンバル(ハイ)

コンガ(ロー)

コンガ(ハイ)ミュート�

ボンゴ(ハイ)

ライドシンバル2

クラッシュシンバル2

スプラッシュシンバル�

ライド シンバル カップ�

チャイニーズシンバル�

ハイタム�

ミッドタム(ハイ)

ミッドタム(ロー)

ロータム�

フロアタム(ハイ)

フロアタム(ロー)

スネア(ハイ)

スネア(ミディアム)

バス ドラム(ハイ)

バス ドラム(ミディアム)

バス ドラム(ロー)

スネア(ロー)

スネア ロール�

ブラッシュ スワール(ハイ)

ブラッシュ スワール(ロー)

シーケンスクリック(ハイ)

シーケンスクリック(ロー)

メトロノーム クリック�

フィンガー スナップ�

スクラッチ プッシュ�

ホイップ スラップ�

スルド オープン�

ジングルベル�

ベルツリー�

F�5
G�5

G�6

D�6
C�6

F�6

A�6

A�5

C�5
D�5

C�4
D�4
F�4
G�4
A�4

G�3

C�3

F�3

A�3

D�3

A�2

C�2
D�2
F�2
G�2

D�1

A�1

C�1

F�1
G�1

ティンバル(ロー)

アゴゴ(ロー)

トライアングル ミュート�

クラベス�

ギロ ショート�

クイーカ ミュート�

シェーカー�

マラカス�

ボンゴ(ロー)

コンガ(ハイ)オープン�

クラッシュシンバル1

ライドシンバル1

タンバリン�

カウベル�

ビブラスラップ�

ハイハット ペダル�

サイド スティック�

ハイハット クローズ�

ハイハット オープン�

ハンド クラップ�

オープン リム ショット�

ブラッシュ タップ�

ブラッシュ スラップ�

カスタネット�

スティック�

Hi Q

メトロノーム ベル�

スルド ミュート�

スクラッチ プル�

クリック ノイズ�

A6

G6

F6

E6

D6

B5

A5

G5

F5

E5

D5

B4

A4

G4

F4

E4

D4

B3

A3

G3

F3

E3

D3

B2

A2

G2

F2

E2

D2

B1

A1

G1

F1

E1

D1

B6

* [ドラムキット](【DRUMS】の中の
最初のキット)の各打楽器のイラスト(上
記鍵盤図の左右のアイコン)が、割り当
てられている鍵盤の上のパネルに描かれ
ています。�

各ドラムキットの打楽器音の種類については、P.158のドラムキット一覧をご参照ください。

【DRUMS
ド ラ ム ス

】を選択しているときは、パネ

ルのイラストに対応した鍵盤だけが発音

します。

トランスポーズ(P.110)、チューン(P.110)、

オクターブシフト(P.28,30)はドラムキッ

トには効きません。



■2つの音色を重ねて弾く：デュアル
(DUAL)機能
1つの音色を選んで演奏するだけでなく、2つの音色を重ねて演奏することもできます。ソロ

やサビなどで厚みのある音がほしいときなど、たいへん効果的です。また、2つの音色の音量

バランスやデチューンの深さも変えられます。

デチューン…2つの音色の音程を微妙にずらし、音に厚みを出す効果

2つの音色�

デュアルモード�

重ね てプレイ�
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デュアルとスプリット(P.28)を同時に使う

ことはできません。

デュアル(DUAL)音色の選び方

1 第1音色を選ぶ
普通に音色を選びます。(P.23)

2 デュアルモードに入る
【DUAL(デュアル)】を押してデュアルモードに入ります。

➡ デュアル(DUAL)画面がポップアップ表示されます。

3 第2音色を選ぶ
デュアル(DUAL)のポップアップ画面では第2音色を選ぶことができます。

VOIC
ボイス

E(音色)ボタンや、[RIGHT
ラ イ ト 2

2 VOIC
ボイス

E]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】

や【-/+】を使って選びます。

または…[RIGHT
ラ イ ト 2

2 VOIC
ボイス

E]を押しても選べます。音色は一方の方向にだけ変わります。

すべての音色グループの中から選ぶことができます。また、第1音色と同じ音色を選

ぶこともできます。

第2音色…

設定範囲 ：すべてのボイス

基本設定 ：Str
ストリングス

スロー1

バックアップの基本設定：OFF



デュアル(DUAL)のポップアップ画面が消え、デュアル(DUAL)の基本画面に戻っても、

[RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E][RIGHT
ラ イ ト 2

2 VOIC
ボイス

E]で音色を選ぶことができます。

[RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E]または[RIGHT
ラ イ ト 2

2 VOIC
ボイス

E]を押して、表示を反転させたあと、通常の

操作で音色を選びます。
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[STYLE
ス タ イ ル

]▼▲が反転しているときに音色

を選ぶ操作をすると、[RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E]を

選ぶ操作となります。

4 デュアルモードを終了する
もう一度【DUAL(デュアル)】を押すとランプが消え、デュアルモードはOFF

オ フ

になります。

2つの音色の音量バランスを設定する

1 デュアル(DUAL)のポップアップ画面の、[BAL
バランス

.]を押し
ます。
➡ 表示が反転します。

2【ダイアル】や【-/+】を使って2つの音色の音量バラ
ンスを調節します。
または…[BAL.]を押すと、第2音色の音量だけが上がります。また、【-/+】を同時に

押すと同音量のバランスに戻ります。

音量バランス…

基本設定：同音量

バックアップの基本設定：OFF

音量バランスの設定は、どの音色の組み

合わせにも共通して働きます。したがっ

て、組み合わせごとに異なる音量バラン

スを設定することはできません。

2つの音色の音程を微妙にずらす
デチューンの深さ(DETUNE DEPTH)設定で、2つの音色の音程を微妙にずらすと、音に厚みが出ます。

1 デュアル(DUAL)のポップアップ画面の、[DETUNE
デ チ ュ ー ン

DEPT
デ プ ス

H]を押します。
➡ 表示が反転します。



2【ダイアル】や【-/+】を使ってデチューンの深さを調
節します。
または…[DETUNE

デ チ ュ ー ン

DEPT
デプス

H]を押すと、数値が大きくなり、デチューン(DETUNE)が深くなり

ます。また、【-/+】を同時に押すと基本設定に戻ります。
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デチューンの深さ…

設定値の範囲：0～10

基本設定：5

バックアップの基本設定：OFF

デチューンの深さの設定は、どの音色の

組み合わせにも共通して働きます。した

がって、組み合わせごとに異なるデチュ

ーンの深さを設定することはできません。

2つの音色のオクターブを変える
オクターブシフト設定で、2つの音色の音程を別々に1オクターブ上げたり下げたりすることが

できます。

デュアル(DUAL)のポップアップ画面の、[OCTAVE
オ ク タ ー ブ

SHIF
シフト

T]の[RIGHT
ラ イ ト 1

1]または[RIGHT
ラ イ ト 2

2]を押しま

す。

➡ LCDボタンを押すごとに数値が変わります。-1～0～+1の設定範囲の中から選びます。

オクターブシフト…

設定値の範囲： -1 (1オクターブダウン)、

0 (オクターブシフト無し)

+1 (1オクターブアップ)

基本設定：0(オクターブシフト無し)

バックアップの基本設定：OFF

オクターブシフトした場合の発音域につ

いて…

オクターブシフトによって、88鍵の最高

音(C7)より高くなる音は1オクターブ下の

音で、88鍵の最低音(A-1)より低くなる音

は1オクターブ上の音で発音します。

[RIGHT
ラ イ ト 1

1]の設定は、通常の1音色での演

奏時にも有効になります。また、スプリ

ットモード(P.30)の[RIGHT
ラ イ ト 1

1]の設定とも

共通になります。

■鍵盤の左右に違う音色を選んで弾く：
スプリット(SPLIT)機能
鍵盤を好きな位置で左側と右側の領域に分け、別々の音色を選んで演奏することができます。

たとえば、左手でベース音色を、右手でピアノ音色を演奏することができます。

2つの音色�

スプリットモード�

左領域� 右領域�

スプリットポイント�

スプリットとデュアル(P.26)を同時に使う

ことはできません。

スプリット(SPLIT)音色の選び方

1 右領域の音色を選ぶ
普通に音色を選びます。(P.23)



2 スプリットモードに入る
【SPLIT(スプリット)】を押してスプリットモードに入ります。

➡ スプリット(SPLIT)画面がポップアップ表示されます。

3 左領域の音色を選ぶ
スプリット(SPLIT)のポップアップ画面では左領域の音色を選ぶことができます。

VOIC
ボイス

E(音色)ボタンや、[LEFT
レ フ ト

VOIC
ボイス

E]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や

【-/+】を使って選びます。

または…[LEFT
レ フ ト

VOIC
ボイス

E]を押しても選べます。音色は一方の方向にだけ変わります。

すべての音色グループの中から選ぶことができます。
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左領域音色…

設定範囲：すべての音色

基本設定：アコ.ベース1

バックアップの基本設定：OFF

スプリット(SPLIT)のポップアップ画面が消え、スプリット(SPLIT)の基本画面に戻っても、

[LEFT
レ フ ト

VOIC
ボイス

E][RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E]で音色を選ぶことができます。

[LEFT
レ フ ト

VOIC
ボイス

E]または[RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E]を押して、表示を反転させたあと、通常の操作

で音色を選びます。

[STYLE
ス タ イ ル

]▼▲が反転しているときに音色を選

ぶ操作をすると、[RIGHT
ラ イ ト 1

1 VOIC
ボイス

E]を選ぶ操

作となります。

4 スプリットモードを終了する
もう一度【SPLIT(スプリット)】を押すとランプが消え、スプリットモードはOFF

オ フ

になり

ます。



スプリットポイント(SPLIT POINT)を変更する
右領域と左領域は好きな位置(鍵盤)で分けることができます。

スプリットポイントの基本設定はF♯2です。

【SPLIT(スプリット)】を押しながら、スプリットポイントにしたい鍵盤を押して設定します。(ス

プリットポイントの鍵盤は左領域に含まれます)。

➡ 設定されたスプリットポイントの鍵盤ガイドランプが点灯し、鍵盤名が画面上の[SPLIT
スプリット

POINT
ポ イ ン ト

]に表示されます。

スプリットポイントをC3に設定する例

または…ポップアップ画面の[SPLIT
スプリット

POINT
ポ イ ン ト

]を押してから、【ダイアル】や【-/+】を使って設定

することもできます。[SPLIT
スプリット

POINT
ポ イ ン ト

]を押すと、プラスの方向にだけ変わります。【-/+】を同時

に押すと基本設定の"F♯2"に戻ります。

C3
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スプリットポイント…

設定範囲：すべての鍵盤

基本設定：F♯2

バックアップの基本設定：OFF

スプリットポイントの設定は、どの音色

の組み合わせにも共通して働きます。し

たがって、組み合わせごとに異なるスプ

リットポイントを設定することはできま

せん。

ダンパーレンジ機能(P.112)を使って、ダ

ンパーペダルの効く範囲を

右領域だけ

左領域だけ

両方

の中から選ぶことができます。基本設定

では右領域にだけダンパーペダルが効く

ようになっています。

左/右領域音色の音量バランスを設定する

1 スプリット(SPLIT)ポップアップ画面の、[BAL
バランス

.]を押し
ます。
➡ 表示が反転します。

2【ダイアル】や【-/+】を使って2つの音色の音量バラ
ンスを調節します。
または…[BAL

バランス

.]を押すと、右領域音色の音量だけが上がります。また、【-/+】を同時

に押すと同音量のバランスに戻ります。

音量バランス…

基本設定：同音量

バックアップの基本設定：OFF

音量バランスの設定は、どの音色の組み

合わせにも共通して働きます。したがっ

て、組み合わせごとに異なる音量バラン

スを設定することはできません。

2つの音色のオクターブを変える
オクターブシフト設定で、2つの音色の音程を別々に1オクターブ上げたり下げたりすることができます。

スプリット(SPLIT)のポップアップ画面の、[OCTAVE
オ ク タ ー ブ

SHIF
シフト

T]の[LEFT
レ フ ト

]または[RIGHT
ラ イ ト 1

1]を押しま

す。

➡ LCDボタンを押すごとに数値が変わります。-1～0～+1の設定範囲の中から選びます。

オクターブシフト…

設定値の範囲： -1 (1オクターブダウン)、

0 (オクターブシフト無し)

+1 (1オクターブアップ)

基本設定：0(オクターブシフト無し)

バックアップの基本設定：OFF

オクターブシフトした場合の発音域につ

いて…

オクターブシフトによって、88鍵の最高

音(C7)より高くなる音は1オクターブ下の

音で、88鍵の最低音(A-1)より低くなる音

は1オクターブ上の音で発音します。

[RIGHT
ラ イ ト 1

1]の設定は、通常の1音色での演

奏時にも有効になります。また、デュア

ルモード(P.28)の[RIGHT
ラ イ ト 1

1]の設定とも共

通になります。

自動伴奏のシングルフィンガー、マルチ

フィンガー、フィンガード(P.43)とスプリ

ット機能を、同時に使って演奏すること

もできます。この場合、左領域で押さえ

た鍵盤の音は、自動伴奏音といっしょに

左領域音色で鳴ります。



■ペダルを使う
MLP-71Dには3本のペダルがついています。

ダンパーペダル(右のペダル)
このペダルを踏むと、鍵盤から指を離しても音を長く響かせることができます。

ここでダンパーペダルを踏むと、
このとき押さえていた鍵盤とその
あと弾いた音すべてが長く響く。�
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ダンパーペダルは、【DRUMS(ドラムス)】

【XG
エックスジー

】グループの中で、ダンパー機能に

適さない音色には機能しません。

ソステヌートペダル(まん中のペダル)
このペダルを踏んだときに押さえていた鍵盤の音だけを、鍵盤から指を離しても長く響かせる

ことができます。ペダルを踏んだあとに弾いた音には効果はかかりません。

ここでソステヌートペダルを
踏むと、このとき押さえてい
た鍵盤の音だけが長く響く�

ソステヌートペダルは、【DRUMS(ドラムス)】

【XG
エックスジー

】グループの中で、ソステヌート機

能に適さない音色には機能しません。

【STRINGS/CHOIR(ストリングス/クワイア)】や

【BRASS(ブラス)】などの持続音系の音色で

は、ソステヌートペダルを踏むと、音が

減衰せず踏んでいる間鳴り続けます。

ソフトペダル(左のペダル)
このペダルを踏むと、音量がわずかに下がり、音の響きが柔らかくなります。

このペダルは、その他にも自動伴奏をスタート/ストップしたり、フィルインを入れるスイッ

チとして使うなど、いろいろな機能を割り当てて使うことができます。詳しくはP.112をご参

照ください。

ソフトペダルは、音色によって効果が薄

い場合があります。

音色によって、ダンパーペダルを踏んで

いて指を鍵盤から離したあと、音がゆっ

くり減衰して消えるものと、音が持続し

て消えないものとがあります。
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■残響をかける：リバーブ(REVERB)
リバーブ(REVERB)とは残響のことで、コンサートホールなどで演奏しているような臨場感を味

わうことができます。MLP-71Dでは、いろいろな種類のリバーブ効果を好みの深さ(効果の

度合)でかけることができます。

リバーブのON/OFF
オ ン / オ フ

【REVER
リ バ ー ブ

B(残響)】を押すとランプが点灯し、リバーブがON
オ ン

になります。

➡ リバーブ(REVERB)画面がポップアップ表示され、現在設定されているリバーブタイプ(種類)と

デプス(深さ)が示されます。

もう一度【REVER
リ バ ー ブ

B(残響)】を押すとランプは消え、リバーブはOFF
オ フ

になります。

リバーブのON/OFF…

基本設定：音色ごとの設定

バックアップの基本設定：OFF

パネル上でのリバーブのON/OFFは、ソン

グやアカンパニメントの再生音には無効

です。

【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】がON
オ ン

でリバーブタイ

プが選ばれている(P.34)と、【REVERB
リ バ ー ブ

(残響】

と【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】の両方を足した効

果がかかります。

リバーブタイプ(種類)を選ぶ
ポップアップ表示されたリバーブ(REVERB)画面の[TYPE

タ イ プ

]▲▼で、リバーブタイプを選びます。

または…[TYPE
タ イ プ

]を押して表示が反転したあとは、【ダイアル】や【-/+】を使って選ぶこともで

きます。

リバーブタイプリスト

HALL1 (ホール1)

コンサートホールで弾いたときのような響き�

HALL2 (ホール2)

HALL3 (ホール3)

HALL4 (ホール4)

HALL5 (ホール5)

ROOM1 (ルーム1)

部屋の中で弾いたときのような響き�
ROOM2 (ルーム2)

ROOM3 (ルーム3)

ROOM4 (ルーム4)

STAGE1(ステージ1)

ソロ楽器向きの響き�STAGE2(ステージ2)

STAGE3(ステージ3)

PLATE(プレート) 金属的な響きを持ったリバーブ�

WHITE ROOM(ホワイトルーム) 独特の短いリバーブ�

TUNNEL(トンネル) トンネルの中で演奏しているような長い響き�

BASEMENT(ベースメント) 地下室にいるような短い反射音を持った響き�

リバーブタイプ…

設定範囲：リバーブタイプリストを参照

基本設定：伴奏スタイルごとの設定(その

とき選ばれているスタイルに

設定されているタイプが自動

的に選ばれます。スタイルを

切り替えると、そのスタイル

に合ったリバーブタイプが自

動的に選ばれます。)

バックアップの基本設定：OFF

リバーブタイプの設定は、どの音色にも

共通して働きます。したがって、音色ご

とに異なるリバーブタイプを設定するこ

とはできません。

パネル上にないリバーブタイプをMIDIで

受信した場合、「XG REVERB」と表示さ

れます。

ちょっと覚えておこう…

同じリバーブタイプを選んでいても、音

色によって効果が深く(強く)感じたり、

浅く(弱く)感じたりする場合があります。

なお、AUX IN【L/L+R】【R】から入力し

た音には効果はかかりません。
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トータルデプス(全体のリバーブの深さ)を設定
する
トータルデプスを変更することにより、全体としての効果のかかり具合を設定することができ

ます。[TOTAL
ト ー タ ル

DEPT
デプス

H]▼▲で設定します。

または…[TOTAL
ト ー タ ル

DEPT
デプス

H]を押して表示が反転したあとは、【ダイアル】や【-/+】を使って設定

することもできます。

値は"5"ずつ変化させることができます。[TOTAL
ト ー タ ル

DEPT
デプス

H]▼ ▲か【-/+】を同時に押すと基本設

定の"50"に戻ります。

【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】がON
オ ン

でリバーブタイ

プが選ばれている(P.34)と、【REVERB
リ バ ー ブ

(残響】

と【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】の両方を足した効

果がかかります。

トータルデプス…

設定範囲：0(効果なし)～100(最大)

基本設定：50

バックアップ基本設定：OFF

トータルデプスの設定は、どの音色にも

共通して働きます。したがって、音色ご

とに異なるトータルデプスを設定するこ

とはできません。

パート単位で別々のリバーブデプス(次項

参照)を設定することはできます。

各パートのリバーブデプス…

設定範囲：各パートとも0(効果なし)～

100(最大)

基本設定：各パートとも50

バックアップの基本設定：OFF

実際のリバーブデプスは、各パートのリ

バーブデプスとトータルデプスを総合し

たものになります。したがって、どちら

かの設定が"0(効果なし)"になっている場

合は、もう一つの設定が"100"になってい

たとしても効果はかかりません。

パートごとにデプス(深さ)を設定する
自動伴奏(P.43)のリズム、ベース、コードの各パートと、鍵盤の手弾き音に対して、それぞれ

異なるリバーブデプスを設定することができます。

PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で、リバーブのポップアップ画面の2ページめ、リバーブパートデ

プス(REVERB PART DEPTH)画面を開きます。

リバーブパートデプス(REVERB PART DEPTH)画面の[BASS
ベ ー ス

]、[CHOR
コ ー ド

D]、[RHYTH
リ ズ ム

M]、[KBD
キーボード

(鍵盤)]で

パートを選びます。複数のパートを同時に選ぶこともできます。

⇒ 反転表示されたパートのリバーブデプスを【ダイアル】や【-/+】を使って設定することが

できます。値は"5"ずつ変化させることができます。

または…[BASS
ベ ー ス

]、[CHOR
コ ー ド

D]、[RHYTH
リ ズ ム

M]、[KBD
キーボード

(鍵盤)]をそれぞれ押すと、押したパートのリバ

ーブデプスが深くなります。また、【-/+】を同時に押すと基本設定の"50"に戻ります。
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■音色効果をかける：エフェクト
MLP-71Dには、リバーブに加えて音に広がりや奥行きを与えたり、特殊な効果を演出する、

いろいろな種類のエフェクト(音色効果)が用意されています。各エフェクトは好みの深さ(効果の

度合)でかけることができます。

エフェクト(音色効果)の自動設定…

音色を選ぶと、選んだ音色に合った効果を演

出するエフェクトも、自動的に選ばれます。

ファンクション(FUNCTION)のエフェクトセ

ッティング(EFFECT SETTING)(P.110)で自動

的に選ばれないようにもできます。

エフェクトのON/OFF
オ ン / オ フ

【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】を押すとランプが点灯し、エフェクトがON
オ ン

になります。

➡ エフェクト(EFFECT)画面がポップアップ表示され、現在設定されているエフェクトタイプ(種

類)とデプス(深さ)が示されます。

エフェクトデプス(P.35)が0(ゼロ)になっ

ている場合には、【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】を押

してON
オ ン

にしてもランプは点灯しません。

もう一度【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】を押すとランプは消え、エフェクトはOFF
オ フ

になります。
エフェクトのON/OFF…

基本設定：音色ごとの設定

バックアップの基本設定：OFF

リバーブタイプを選んだときに【3434

REVERB
リ バ ー ブ

(残響】がON
オ ン

になっていると、

【REVERB
リ バ ー ブ

(残響】と【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】の

両方を足した効果がかかります。

エフェクトタイプ(種類)を選ぶ
ポップアップ表示されたエフェクト(EFFECT)画面の[TYPE

タ イ プ

]▲▼で、エフェクトタイプを選びます。

または…[TYPE
タ イ プ

]を押して表示が反転したあとは、【ダイアル】や　【-/+】を使って選ぶことも

できます。

[TYPE
タ イ プ

]▲▼や【-/+】を同時に押すとエフェクトタイプの基本設定に戻ります。

エフェクト画面では、下記リストにあるリバーブタイプも選ぶことができます。

エフェクトタイプリスト

エ
フ
ェ
ク
ト
画
面
で
選
べ
る�

リ
バ
ー
ブ
タ
イ
プ�

エ
フ
ェ
ク
ト
タ
イ
プ�

HALL1 (ホール1)
コンサートホールで弾いたときのような響きを持つリバーブ�HALL2 (ホール2)

HALL3 (ホール3)

ROOM1 (ルーム1)
部屋の中で弾いたときのような響きを持つリバーブ�ROOM2 (ルーム2)

ROOM3 (ルーム3)

STAGE1(ステージ1)
ソロ楽器向きの響きを持つリバーブ�STAGE2(ステージ2)

STAGE3(ステージ3)

CHORUS1 (コーラス1)
豊かで暖かみのある広がりをつける�CHORUS2 (コーラス2)

CHORUS3 (コーラス3)

CELESTE (セレステ) 音にうねりと広がりをつける�

FLANGER (フランジャー) ジェットサウンドのようなうねりを付加する�

SYMPHONIC (シンフォニック) 豊かで奥行きのある響きを作り出す�

AUTO PAN (オートパン) 音が左右に揺れ動くような効果�

DELAY LCR (ディレイL、C、R) 左、中央、右の3ポジションで独立したディレイ効果が得られる�

DELAY LR (ディレイL、R) 左右のポジションで独立したディレイ効果が得られる�

ECHO (エコー) 「こだま」のようなディレイ効果が得られる�

CROSS DELAY (クロスディレイ) 音が左右に飛び交うようなディレイ効果が得られる�

TREMOLO (トレモロ) 音量が周期的に変化する"トレモロ"効果を作り出す�

ROTARY FAST (ロータリーファスト) ロータリースピーカー(回転スピーカー)を使っているような速い�
ビブラート感が得られる�

ROTARY SLOW (ロータリースロー) ロータリースピーカー(回転スピーカー)を使っているような遅い�
ビブラート感が得られる�

PHASER (フェーザー) サウンドに金属的なうねりをつける�

WAH (ワウ) ギターなどの音を周期的に変化させるために用いる効果�

タイプ…

設定範囲：エフェクトタイプリストを参照

基本設定：音色ごとの設定

バックアップの基本設定：OFF

他のエフェクトタイプやOFF
オ フ

のメッセー

ジをMIDIで受信した場合、画面上に[XG

EFFECT]が表示されます。

＊ディレイとは、信号を遅らせて作り出

す音の遅延効果の総称で、エコーと呼ば

れることもあります。

デュアルやスプリット機能を使っている

ときは…

2つの音色共エフェクトがON
オ ン

で、タイプが

異なっていた場合は、デュアルの第2音色/

スプリットの左領域音色のエフェクトは、

一時的にかからなくなる場合があります。

その後、デュアルの第2音色/スプリット

の左領域音色のデプスを上げると、両音

色にそのエフェクトがかかります。
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エフェクトデプス(エフェクトの深さ)を設定する
エフェクトデプスを変更することにより、現在選ばれているエフェクトタイプの効果のかかり

具合を設定することができます。[R1
ライト1

DPT
デ プ ス

]を押して反転表示させ、【ダイアル】や【-/+】を使

って設定します。

または…[R1
ライト1

DPT
デ プ ス

]を押すと、エフェクトデプスが深くなります。【-/+】を同時に押すと、それ

ぞれの基本設定に戻ります。

[R1
ライト1

DPT
デ プ ス

]の表示は、今選ばれている音色によって、[R2
ライト2

DPT
デ プ ス

]、[L
レフト

DPT
デ プ ス

]の中から自動的に表示

されます。

[R1
ライト1

DPT
デ プ ス

]…デュアルのときの第1音色/スプリットのときの右領域音色

[R2
ライト2

DPT
デ プ ス

]…デュアルのときの第2音色

[L
レフト

DPT
デ プ ス

]…スプリットのときの左領域音色

リ バ ー ブ タ イ プ を 選 ん だ と き に

【REVERB
リ バ ー ブ

(残響】がON
オ ン

になっていると、

【REVERB
リ バ ー ブ

(残響】と【EFFECT
エ フ ェ ク ト

(音色効果)】の

両方を足した効果がかかります。

エフェクトデプス…

設定範囲：0(効果なし)～100(最大)

基本設定：音色ごとの設定

バックアップの基本設定：OFF

エフェクトデプスを0(ゼロ)にすると、

【EFFECT(音色効果)】のランプは消えます。

基本設定に戻す
画面上の[RESET

リ セ ッ ト

]を押すと、選ばれている音色に設定されている[TYPE
タ イ プ

]と[R1
ライト1

DPT
デ プ ス

]の値をワン

タッチで基本設定に戻すことができます。
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■伴奏スタイルの選び方
MLP-71Dには、100種類の伴奏スタイル(STYLE)が用意されています。伴奏スタイルはリズ

ム、ベース、コードなどのパートから構成されています。リズムだけを鳴らしたり、あとで述

べる自動伴奏(AUTO ACCOMPANIMENT)機能(P.43)を使って楽しむことができます。

【PIANIST(ピアニスト)】をON
オ ン

にして自動伴

奏を使うと、40種類あるピアノの音色だ

けでできた伴奏スタイルもお楽しみいた

だけます。(自動伴奏を使わないと、

【PIANIST(ピアニスト)】のスタイルは鳴りま

せん。)(P.44)

自動伴奏

自動伴奏を使って再生すると、そのスタイルで使われている、すべてのパートを鳴らす

ことができます。自動伴奏を使わずに再生するとリズムパートだけが鳴ります。自動伴

奏についてはP.43で説明します。
第9章資料P.160に伴奏スタイル一覧表が

あります。

MLP-71Dの100種類の伴奏スタイルは11グループに分けられ、各スタイルグループはパネル上

のボタンに割り当てられています。

スタイルセレクト(STYLE SELECT)画面での選び方

1 伴奏スタイルグループを選ぶ
STYLE
ス タ イ ル

(伴奏スタイル)ボタンを押してスタイルグループを選びます。

➡ スタイルセレクト(STYLE SELECT)のポップアップ画面が現れます。 ポップアップ画面について

ポップアップ画面は、数秒後に元の画面

に戻ります。ディスプレイホールド機能

を使って、画面を表示させたままにする

こともできます。(P.16)

各グループの中で最後に選ばれたスタイ

ルは、バックアップ機能(P.125)の設定を

ON
オ ン

にしておくと、電源をOFF
オ フ

にしたあと

も保持されます。

電源をON
オ ン

にしたときは自動的に8ビート ポ

ップ1(8Beat Pop1)のスタイルが選ばれます。

ただし、バックアップ機能(P.125)の設定を

ON
オ ン

にしておくと、前回最後に選ばれてい

たスタイルが選ばれます。

第4章 伴奏スタイル(リズムと自動伴奏)
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2 スタイルを選ぶ
LCDボタンを押してスタイルを選びます。【ダイアル】や【-/+】も使えます。

スタイルセレクト(STYLE SELECT)画面には、続きのページがあります。PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)

【E】【F】を使って、続きのページを表示させることができます。

基本画面での選び方
スタイルセレクト(STYLE SELECT)画面が消え、基本画面に戻ったあとでも、[STYLE

ス タ イ ル

]▼▲で伴奏ス

タイルを選ぶことができます。

1 スタイル選択表示を選ぶ
[STYLE

ス タ イ ル

]▼か▲を押します。

➡ [STYLE
ス タ イ ル

]の表示が反転します。

2 スタイルを選ぶ
【ダイアル】や【-/+】で選びます。

または…[STYLE
ス タ イ ル

]▼や▲を押し続けても伴奏スタイルが選べます。この方法でスタイ

ルを選ぶ場合は、スタイルグループの中だけでなく、全スタイルの中から選ぶことが

できます。

スタイルボタンがON
オ ン

できない…

ソングプレイモード中は、伴奏スタイル

は選べません。

【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】につ

いて…

スタイルファイルディスク(P.68)のスタイル

や自分で作ったオリジナルのスタイル(P.57)

を使うために、【DISK/CUSTOM(ディスク/カス

タム)】のボタンも用意されています。

テンポ(速さ)とボリュームの調節
スタイルを選ぶと、スタイルごとに設定されているテンポの基本設定値が自動的にセットされ、基

本画面に表示されます。(スタイル再生中に切り替えた場合は、テンポはその時のままになります。)

TEMPO(テンポ)【-/+】を押すと、基本画面のテンポ表示が反転します。

➡ 【ダイアル】や【-/+】を使ってテンポを設定します。

または…TEMPO(テンポ)【-/+】を押すごとに値が1つずつ変わり、押し続けると連続して変わり

ます。

ただし、スタイルセレクト(STYLE SELECT)画面では、【ダイアル】や【-/+】は使えません。

TEMPO(テンポ)【-/+】で設定してください。

テンポが遅くなる�
�

テンポが速くなる�

テンポ表示�

テンポ…

設定範囲：32～280

基本設定値：スタイルごとの設定

バックアップの基本設定：OFF

各スタイルのテンポを基本設定値に戻す…

TEMPO(テンポ)【-/+】を同時に押すと、今

選ばれているスタイルのテンポの基本設

定値になります。ボリュームは、【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリューム)】で調節します。



■伴奏スタイルをスタート/ストップ
させる
スタイルをスタートさせるにはいくつかの方法があります。

基本的なスタートの方法
【START/STOP(スタート/ストップ)】を押します。

➡ ランプが点灯し、スタートします。

各スタイルはメインAとメインBの2つのパターンを持っています。各パターンは【MAIN A(メイ

ンA)】【MAIN B(メインB)】を押して選ぶことができます。ランプが点灯している方が現在選ばれ

ているパターンです。メインAはそのスタイルの基本パターンで、メインBはそれにアレンジ

を加えた展開パターンです。同じ曲の中でこれらを使い分けることで曲調を変えることができ

ます。スタイルの再生中にパターンを切り替えると、自動的にオートフィルを経由して切り替

わります。

オートフィル(AUTO FILL)

スタイル再生中に【MAIN A(メインA)】や【MAIN B(メインB)】を押すと、押したボタンのランプ

が点滅し、自動的にフィルインパターンが鳴ります。

オートフィルが自動的に鳴ったあとのリズムパターンの移行先は次のとおりです。

メインAが選ばれていて【MAIN A(メインA)】を押すと…【MAIN A(メインA)】

メインAが選ばれていて【MAIN B(メインB)】を押すと…【MAIN B(メインB)】

メインBが選ばれていて【MAIN A(メインA)】を押すと…【MAIN A(メインA)】

メインBが選ばれていて【MAIN B(メインB)】を押すと…【MAIN B(メインB)】

【MAIN A(メインA)】や【MAIN B(メインB)】を押し続けると、その間フィルインパターンが繰り返

されます。

オートフィル再生中に、点滅しているボタンを小節の最後の8分音符以前で押すと、オートフ

ィルは解除されます。スタイルの再生中に、オートフィル(AUTO FILL)を小節の最後の8分音符以

降で押すと、次の小節からフィルインパターンに切り替わります。

シンクロ(SYNCHRO)スタート
鍵盤を弾くと同時にスタイルをスタートさせることができます。

【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】を押すとランプが点灯し、同時に【BEAT
ビ ー ト

(拍子)】の1拍めが、そのとき

のテンポに合わせて点滅します。これでシンクロスタートがスタンバイされます。(もう一度

【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】を押すと、ランプが消えシンクロスタートが解除されます。)

【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】、【MAIN A(メインA)】、【MAIN B(メインB)】を押してスタート時のパターンを選びま

す。

このあと、鍵盤を弾くと同時にスタイルがスタートします。
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スタイル再生中に【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】

を押すと、スタイル再生がストップし、

同時にシンクロスタートがスタンバイさ

れます。

スプリットモード中と、自動伴奏(P.43)を

使ってスプリットポイントを設定してい

るときは、左領域の鍵盤を弾いたときに

スタートします。
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タップ(TAP)スタート
タップ機能を使うと、1回の操作で、テンポを指定すると同時にスタイルをスタートさせるこ

とができます。

【TAP(タップ)】を指で数回たたくと、そのタイミングのテンポで選ばれているスタイルがスター

トします。2拍子、4拍子のスタイルの場合は4回、3拍子の場合は3回、5拍子の場合は5回たた

きます。

スタイルの再生中に【TAP(タップ)】を2回たたくと、そのタイミングのテンポに変えることがで

きます(この場合、【TAP(タップ)】をたたいた時のクリック音は鳴りません)。

TAP TAP TAP TAP

*4拍子の曲の場合�
�

4回たたく�
�

【TAP(タップ)】を、選ばれているスタイル

の拍子に必要な回数(たとえば、3拍子の

場合は3回)たたかなかった場合、数秒後

にタップ機能は解除されます。

イントロ(INTRO)からのスタート
【MAIN A(メインA)】を押して【INTRO

イ ン ト ロ

(前奏)】を選ぶと、【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】のランプが点灯し、同時

に【MAIN A(メインA)】のランプが点滅します。これは、イントロAでスタートし、イントロの

あと自動的にメインAが鳴ることを示しています。もう一度【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】を押すと、ランプ

が消えイントロスタートが解除されます。

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すか、【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】を押して鍵盤を弾くとスタ

ートします。

➡ イントロAからメインAに移行すると、【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】のランプは消え、【MAIN A(メインA)】

のランプが点灯に変わります。

イントロにもイントロAとイントロBの2つのパターンがあります。

【MAIN B(メインB)】を押して【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】を選ぶと、イントロBでスタートし、イントロのあ

と自動的にメインBが鳴ります。

また、【MAIN A(メインA)】を押して【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】を選びさらに【MAIN B(メインB)】を押すと、

イントロAでスタートし、イントロのあと自動的にメインBを鳴らすことができます。

【MAIN B(メインB)】➝ 【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】➝ 【MAIN A(メインA)】の順に押すと、イントロBでスター

ト後メインAが鳴ります。
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フェードイン(FADE IN)でのスタート
フェードインとは、はじめは小さく、徐々に音量が大きくなっていくスタート方法のことです。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】を押すと、【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】のランプが点灯

し、フェードインスタートがスタンバイされます。

もう一度【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】を押すと、ランプが消えフェードインスタートが解

除されます。

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すか【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】を押して鍵盤を弾くとスター

トします。

➡ フェードイン中はランプが点滅、フェードインが終了するとランプが消えます。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】はどのパターン(【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】、【MAIN A(メインA)】、【MAIN

B(メインB)】、【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】)が選ばれているときでもON
オ ン

できます。

左のペダルによるスタート
ファンクション(FUNCTION)のレフトペダル(LEFT PEDAL)機能(P.112)を使って、左のペダルの機能を

[START
ス タ ー ト

/STOP
/ ス ト ッ プ

]に設定すると、左のペダルでスタイルをスタートすることができます。また、

ブレイクを入れたり、フェード イン/アウトやフィルイン、エンディングを入れるペダルとし

て利用することもできます。このようにすると、両手を使って演奏しながらスタイルをフット

コントロールすることができ、たいへん便利です。

【BEAT
ビ ー ト

(拍子)】
スタイル再生中は、ビートランプが左から順に1拍ごとに点滅します(1拍めは赤で、2拍め以降

は緑色で点滅します)。また、LCD画面には現在のテンポと小節番号が表示されます。

ビートランプ�
�

テンポ表示�
� 小節番号�



ブレイク(BREAK)
ファンクション(FUNCTION)のレフトペダル(LEFT PEDAL)機能(P.112)を使って[BREAK

ブ レ イ ク

]を選んでおく

と、左のペダルを使って、ブレイク(一時的にスタイルの音を消して空白を作る効果)を入れる

ことができます。

スタイル再生中に左ペダルを踏むと、踏んでいる間だけブレイクを入れることができます。ペ

ダルから足を離すと、次の小節の頭から元の再生に戻ります。

ブレイク中にもう一度左のペダルを踏むと、ブレイクが解除され元の再生に戻ります。

伴奏スタイルをストップする
【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すと、スタイルの再生をストップすることができます。

【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】を押すと、エンディングが再生されたあと、自動的にストップします。

エンディングの再生中にもう一度【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】を押すと、リタルダンドして(だんだん遅く

なって)終了します。

メインAからエンディングに入った場合とメインBからの場合とで、2つのパターンがあります。

(エンディングの再生中は、【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】のランプが点灯し、メインAから入った場合には

【MAIN A(メインA)】の、メインBから入った場合には【MAIN B(メインB)】のランプも点灯します)。

【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】を小節の2拍め以降で押した場合は、次の小節からエンディングに切り替わり

ます。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】を押すと、フェードアウトしたあと自動的にストップします。

その後、数秒間フェードインスタンバイ(ランプ点灯)になったあと、解除されます。フェード

アウトとは、徐々に音量が小さくなる終わり方のことです。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】はどのパターン(【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】、【MAIN A(メインA)】、【MAIN

B(メインB)】、【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】が選ばれているときでもON
オ ン

できます。

ファンクション(FUNCTION)のレフトペダル(LEFT PEDAL)機能(P.112)を使って、左のペダルの機能を

START
ス タ ー ト

/STOP
/ ス ト ッ プ

に設定すると、左のペダルでスタイルをストップすることができます。
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■メトロノームを使う
正確なテンポで演奏したいとき、MLP-71Dのメトロノームをお使いください。

メトロノームのスタート/ストップ
【METRONOME(メトロノーム)】を押すとランプが点灯し、メトロノームが鳴り出します。

➡ メトロノーム(METRONOME)画面がポップアップ表示され、現在選ばれている拍子(BEAT)と音量

(VOLUME)が示されます。

スタイルの再生中でも使うことができます。

もう一度【METRONOME(メトロノーム)】を押すとランプが消え、メトロノームはストップします。

メトロノームのテンポとボリュームの調節
テンポは、スタイルのテンポ調節と同じようにTEMPO(テンポ)【-/+】で32～280の範囲で設定す

ることができます。

TEMPO(テンポ)【-/+】を押すと、基本画面のテンポ表示が反転します。

⇒【ダイアル】や【-/+】を使ってテンポを設定します。

または…TEMPO(テンポ)【-/+】を押すごとに値が1つずつ変わり、押し続けると連続して変わります。

ボリュームは、メトロノーム(METRONOME)のポップアップ画面で選びます。

[VOLUME
ボ リ ュ ー ム

]▼か▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】で選びます。

または…[VOLUME
ボ リ ュ ー ム

]▼や▲を押し続けても選べます。

または…スタイルのボリュームと同じように、【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリューム)】

でも調節できます。

テンポ表示�

メトロノームのボリューム…

設定範囲：0～100

基本設定値：50

バックアップの基本設定：OFF

拍子の選択
【METRONOME(メトロノーム)】を押して、メトロノームをスタートしたときにポップアップ表示

されるメトロノーム(METRONOME)画面で、拍子を選択することができます。

[BEAT
ビ ー ト

]▼か▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】で選びます。

または…[BEAT
ビ ー ト

]▼や▲を押し続けても選べます。

[NORMAL
ノ ー マ ル

]を選ぶと、特定の拍子はつきません。

[2]、[3]、[4]、[5]を選ぶと、各小節の頭でアクセント音が鳴るようになります。

スタイルとメトロノームをいっしょに使

うとき…

メトロノームを鳴らしているときに

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すと、

スタイルもスタートし、スタイルとメト

ロノームがいっしょに鳴ります。

メトロノームとスタイルをいっしょに鳴

らしているときに、【START/STOP(スタート

/ストップ)】を押すと、メトロノームとスタ

イルが同時にストップします。

フリーテンポのディスクソフト再生時…

フリーテンポのディスクソフト(P.74)を再

生しているときは、メトロノームは使え

ません。
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■自動伴奏(AUTO ACCOMPANIMENT)を使っ
て演奏する
MLP-71Dでは、100種類のスタイルで、リズム、ベース、コードなどから構成される自動

伴奏をつけながら、いっしょに演奏を楽しむことができます。いろいろな方法が用意されてい

ます。また、ピアノの音色だけでできた"ピアニスト"スタイルもあります。

自動伴奏の再生データは、通常はMIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】から出力されませんが、ファンク

ション(FUNCTION)の"MIDI3"の"自動伴

奏/ハーモニーの送信"(P.124)の設定によ

り、出力することもできます。

自動伴奏(AUTO ACCOMPANIMENT)の種類
自動伴奏とは、鍵盤でコード(和音)を指定するだけで、選んだスタイルの伴奏を自動演奏する

機能です。

鍵盤でのコード指定方法には、次の4種類があります。鍵盤演奏経験や好みによって選びます。

シングルフィンガー(SINGLE FINGER)

左領域内(鍵盤ガイドランプで示されるスプリットポイント以下)の鍵盤を簡単なルールに従っ

て押さえるだけで、メジャー、セブンス、マイナー、マイナーセブンスのコードを使った自動

伴奏をつけることができます。(P.45)

フィンガード(FINGERED)

左領域内(スプリットポイント以下)でコード(和音)のとおりに鍵盤を押さえるだけで自動伴奏

をつけることができます。(P.47)

マルチフィンガー(MULTI FINGER)

シングルフィンガーとフィンガードの押さえ方の両方を混ぜて使えます。(P.48)

フルキーボード(FULL KBD)

ピアノ両手演奏をするだけで、コードを押さえなくても、弾いたフレーズに応じた自動伴奏が

つきます。鍵盤のどこを弾いても自動伴奏が演奏されます。(P.48)

"シングルフィンガー"、"マルチフィンガ

ー"、"フィンガード"、"フルキーボード"

の演奏方法について詳しくは、P.45～

P.48で説明します。
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自動伴奏とピアニストの使い方

1 伴奏スタイルを選ぶ
使いたいスタイルを選びます。(P.36)

スタイルボタンがON
オ ン

できない…

ソングプレイモード中は、伴奏スタイル

は選べません。

ピアニスト

ここで、【PIANIST(ピアニスト)】を押すと、ピアノの音色だけでできた伴奏スタイルを選ぶことが

できます。この場合リズムの音は鳴りません。ピアニストのスタイルは40種類あります。

【PIANIST(ピアニスト)】を押すとPianistのスタイルセレクト(STYLE SELECT)画面がポップアップ表示

されます。

➡ 【PIANIST(ピアニスト)】のランプが点灯します。

⇒ LCDボタンや、【ダイアル】、【-/+】でピアニストのスタイルを選びます。

Pianistのスタイルセレクト(STYLE SELECT)画面には続きのページがあります。PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】

【F】を使って続きのページを表示させることができます。

2 テンポを設定する
演奏する曲や好みに合わせて、テンポを設定します。(P.37)
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3 自動伴奏(AUTO ACCOMPANIMENT)機能をON
オ ン

にする
【ACMP ON

アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すと、ランプが点灯し、自動伴奏機能がON
オ ン

になります。

➡ アカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)画面がポップアップ表示さ

れます。
自動伴奏をON

オ ン

にすると、シンクロスター

トが自動的にスタンバイされます。

もう一度【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すと、ランプが消え、自動伴奏機能がOFF
オ フ

に

なります。

【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】がONできない…

市販のディスクソフトの再生中はON
オ ン

でき

ません。また、MLP-71Dの録音機能を使

って録音した曲の再生中は、録音した曲

が自動伴奏を使っている曲の場合はON
オ ン

で

きませんが、自動伴奏を使っていない曲

であればON
オ ン

できます。ただし、ファンク

ション(FUNCTION)のトランスフォーム

(TRANSFORM)機能(P.120)で変換したデータ

の場合は、自動伴奏は使えません。

4 コード指定方法を選ぶ
アカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)画面がポップアップ表示されている間

に、[SINGL
シングル

E FINGE
フィンガー

R]、[MULT
マ ル チ

I FINGE
フィンガー

R]、[FINGERE
フ ィ ン ガ ー ド

D]、[FUL
フ ル

L KBD
キーボード

]の1つを押し

て、使いたいコード指定方法を選びます。

コード指定方法…

基本設定：マルチフィンガー

バックアップの基本設定：OFF

アカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)

画面に表示されている[SPLIT
スプリット

POIN
ポイント

T]について

は、P.50で説明します。

5 自動伴奏をスタートする
【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すか、【SYNCHR

シ ン ク ロ

O(スタート待機)】がON
オ ン

の状態で鍵

盤を弾いて演奏をスタートします。また、左のペダルでもスタートできます。(P.112)

自動伴奏の演奏方法
● シングルフィンガー
左領域(スプリットポイント以下)の鍵盤を下記のルールに従って1つ～3つ押さえるだけで、ス

タイルに合ったアレンジで自動伴奏が再生されます。

➡ コード名がLCD画面に表示されます。

自動伴奏に合わせて右領域の鍵盤でメロディを弾いてください。

コード名�



シングルフィンガーのコードの押さえ方

シングルフィンガーでは下記の4種類のコードで演奏できます。

● メジャー

コードのルート音の鍵盤を押します。

● マイナー

コードのルート音とそれより左側の黒鍵を同時に押します。

● セブンス

コードのルート音とそれより左側の白鍵を同時に押します。

● マイナーセブンス

コードのルート音とそれより左側の白鍵と黒鍵を同時に押します。

コードのルート音(CDEFGAB)がどの鍵盤に対応しているかは、下記のように覚えましょう。

C D E F G A B

ド� レ�ミ�ファ�ソ�ラ�シ�

ド�

例）Cm7(シーマイナーセブンス)を出す場合「ド」と「シ」と「シのフラット」を押さえる�

シ�� シ�

ド�シ�

例）C7(シーセブンス)を出す場合「ド」と「シ」を押さえる�

ド�シ�

例）Cm(シーマイナー)を出す場合「ド」と「シのフラット」を押さえる�

�

ド�

例）C(シーメジャー)を出す場合「ド」の音を押さえる�
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● フィンガード
左領域(スプリットポイント以下)の鍵盤でコード(和音)を押さえると、自動伴奏が再生されま

す。自動伴奏に合わせて右領域の鍵盤でメロディを弾いてください。

押さえたコードが、MLP-71Dで検出できなかった場合、LCD画面のコード名の部分に"＊"が表

示されます。

同じようなコードが連続した場合(たとえ

ばあるマイナーセブンスコードに続けて

同じルートのマイナーコードが続いた場

合など)、自動伴奏が変化しないことがあ

ります。

フィンガードコードについて

フィンガードでは下記のコードで演奏できます。巻末に「Cコードの押さえ方一覧」を

掲載しています。

● メジャー

● シックス [6]

● メジャーセブンス [M7]

● メジャーセブンスフラットファイブ [M7(�5)]
● メジャーセブンスシャープイレブンス [M7(�11)]
● アッドナインス [add9]

● メジャーセブンスナインス [M7(9)]

● シックスナインス [6(9)]

● フラットファイブ [(�5)]
● オーギュメント [aug]

● セブンスオーギュメント [7(�5)]
● メジャーセブンスオーギュメント [M7(�5)]
● マイナー [m]

● マイナーシックス [m6]

● マイナーセブンス [m7]

● マイナーセブンスフラットファイブ [m7(�5)]
● マイナーアッドナインス [madd9]

● マイナーセブンスナインス [m7(9)]

● マイナーセブンスイレブンス [m7(11)]

● マイナーメジャーセブンスフラットファイブ [mM7(�5)]
● マイナーメジャーセブンス [mM7]

● マイナーメジャーセブンスナインス [mM7(9)]

● マイナーフラットファイブ [m(�5)]
● ディミニッシュセブンス [dim7]

● セブンス [7]

● セブンスサスフォー [7sus4]

● セブンスナインス [7(9)]

● セブンスシャープイレブンス [7(�11)]
● セブンスアッドサーティーンス [7(13)]

● セブンスフラットファイブ [7(�5)]
● セブンスフラットナインス [7(�9)]
● セブンスアッドフラットサーティーンス [7(�13)]
● セブンスシャープナインス [7(�9)]
● サスフォー [sus4]

左領域の鍵盤でコードを押さえたあと指

を離しても、次のコードを押さえるまで

は同じコードの伴奏が続きます。

オンベースコードの鳴らし方

オンベースコードを鳴らしたいときは、

コード構成音以外にベース音を1オクター

ブで押さえる必要があります。たとえば、

FonCを鳴らしたいときは、Fコードの構成

音(F音、A音、C音)を押さえ、さらにそ

れより低い鍵域で、C音を1オクターブ(C

音+C音)で押さえます。(コードシーケン

ス録音などでご使用ください。)

鍵盤を2つしか押さえなかった場合、前の

コードから適当なコードが検出されます。

連続した3つの鍵盤(たとえば、C、�C、D)

を押さえると、コードなしとなります。

リズムだけを鳴らす場合などに利用しま

す。この場合、LCD画面のコード名の部

分には"---"が表示されます。
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● マルチフィンガー
シングルフィンガーとフィンガードの演奏方法を混ぜて使えます。

ただし、シングルフィンガーの押さえ方をするときに、次の注意が必要です。

マイナー、セブンス、マイナーセブンスを鳴らしたいときは、コードのルート音に一番近い白

鍵や黒鍵を押してください。

● フルキーボード
全鍵域で通常のピアノ両手演奏をするだけで、コードを押さえなくても自動伴奏が再生されま

す。特定のコードの弾き方にとらわれず、鍵盤のどこで演奏してもリズム、ベース、コードや

フレーズによる自動伴奏がつきます。検出されたコード名がLCD画面に表示されます。(曲の

アレンジによっては、フルキーボードでの演奏に合わない場合もあります。)

フルキーボードでは、小節のはじめから

だいたい8分音符間隔でコードが検出され

ます。この間隔以内で弾かれた短いコー

ドは検出されません。

6 自動伴奏をストップする
【START/STOP(スタート/ストップ)】または【ENDING

エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】、【FADE IN/OUT(フェードイン/アウ

ト)】でストップします。

自動伴奏機能をOFF
オ フ

にするときは、【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押してランプを消します。

各種ボタンの活用

【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】、【MAIN A(メインA)】、【MAIN B(メインB)】、【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】、【FADE

IN/OUT(フェードイン/アウト)】のボタンは、"伴奏スタイル"の項P.38～P.41で説明したとおり

に使えます。また、【MAIN A(メインA)】、【MAIN B(メインB)】、【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】、【FADE

IN/OUT(フェードイン/アウト)】の"ボタンON
オ ン

"の操作は左のペダルでも行うことができます。

(P.112)両手で演奏中にも使えますので、とても便利です。

たとえば次のタイミングで、これらのボタンを押してみてください。

演奏を始めるとき…【INTRO
イ ン ト ロ

(前奏)】や【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】

演奏の途中…【MAIN A(メインA)】、【MAIN B(メインB)】

演奏を終わるとき…【ENDING
エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】や【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】

自動伴奏パートの録音について…

シングルフィンガー、フィンガードでは

自動伴奏パートをあらかじめ録音してお

くと、それを再生させながらメロディだ

け弾くという方法で簡単に楽しめます。"

クイック録音"(P.91)"コードシーケンス機

能"(P.100)をご参照ください。

自動伴奏全体のボリューム調節
【ACMP/SONG

アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリューム)】を使って自動伴奏全体のボリュームを調節する

ことができます(手弾きの音量には影響しません)。このボリューム調節により、自動伴奏の音

量と手弾きの音量のバランスを取ることができます。

全体のボリュームは【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(全体ボリューム)】で調節します。

ちょっと覚えておこう…

自動伴奏といっしょに、スプリット(P.28)や

デュアル(P.26)機能も使えます。
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自動伴奏のパート別のボリューム調節
自動伴奏は、次のようにベース、コード、パッド、フレーズ、リズムの5つの伴奏パートから

構成されています。

ベース： ベースパートです。アコースティックベース、シンセベースなど、各スタイルに合

ったベース音が使われます。

コード： ピアノやギターなどの音で作られるリズミカルなコードの伴奏パートです。

パッド： ストリングス、オルガン、クワイアなどの音を使った長いコードの響きをつけるパ

ートです。

フレーズ：パンチのきいたブラスセクションやコードアルペジオなど、さまざまな装飾音をつ

けるパートです。

リズム： 伴奏の中心となるリズムパートです。通常、ドラムキットのいずれかが使われます。

この機能を利用して、あるパートのボリ

ュームを0にして鳴らさないようにして、

鳴らすパートの組み合わせを変えると、

いろいろなタイプの伴奏になります。

スタイルによっては、5つの伴奏パートを

全部使っていないものもあります。

ミキサー機能を使うと、これら5つの伴奏パートのボリュームを個別に調節することができま

す。【MIXER(ミキサー)】を押すとランプが点灯し、ミキサー(MIXER)画面が表示されます。

[BASS
ベ ー ス

]、[CHOR
コ ー ド

D]、[PAD
パ ッ ド

]、[PHRAS
フ レ ー ズ

E]、[RHYTH
リ ズ ム

M]、を押してパートを選び、【ダイアル】や

【-/+】を使って設定します。値は"2"ずつ変化させることができます。複数のパートを選んで同

時にボリューム調節することもできます。また、【-/+】を同時に押すと、それぞれの基本設定

の"90"に戻ります。

もう一度【MIXER(ミキサー)】を押すとランプが消え、元の画面に戻ります。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても元の画面に戻ります。

PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】を使って、ミキサー画面の2ページめを開くと、手弾きの音量やハ

ーモニー機能(P.51)の音量を調節することができます。

[KBD
キーボード

(=手弾きの音量)]、[HARMONY
ハ ー モ ニ ー

]を押してパートを選び、【ダイアル】や【-/+】を使って設定

します。

[PRESET
プ リ セ ッ ト

]を押すと、すべてのパートのボリュームを基本設定に戻すことができます。

各パートのボリューム…

設定範囲：0～100(最大)

基本設定：KBD
キーボード

(=手弾きの音量)は100、

それ以外の各パートは90

バックアップの基本設定：OFF

各ボリュームの関係…

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】は【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(全体ボリュー

ム)】と連動しています。

自動伴奏の各パートのボリュームは、

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】と連動しています。

K B D
キーボード

( 手 弾 き の 音 量 ) は 、【 M A S T E
マ ス タ ー

R

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(全体ボリューム)】と連動しています。

ハーモニーパートのボリュームは、

KBD
キーボード

(手弾きの音量)と連動しています。

各パートのリバーブデプス…

(P.33)の方法で、自動伴奏のパート別のリ

バーブデプスを設定することができます。



スプリットポイントを変更する
自動伴奏使用時の右領域と左領域は、好きな位置(鍵盤)で分けることができます。

【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押しながら、スプリットポイントにしたい鍵盤を押して設定します。

(スプリットポイントの鍵盤は左領域に含まれます)。

➡ 設定されたスプリットポイントの鍵盤ガイドランプが点灯します。

また、スプリットポイントは、アカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)のポッ

プアップ画面で【ダイアル】、【-/+】を使って設定することもできます。【-/+】を同時に押すと

基本設定の"F
�
2"に戻ります。
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スプリットポイント…

設定範囲：すべての鍵盤

基本設定：F�2
バックアップの基本設定：OFF

[FUL
フ ル

L KEYBOAR
キ ー ボ ー ド

D]が選ばれているとき

は、スプリットポイントは設定できませ

ん。

自動伴奏のスプリットポイントはスプリ

ット機能で設定したスプリットポイント

(P.30)と共通です。



■自動伴奏の活用
自動伴奏をさらに便利に楽しく使うための機能が用意されています。

ここでは、次の機能を説明します。

ハーモニー機能

演奏しているメロディに、自動的に和音や装飾音をつけることができます。(P.51)

ワンタッチセッティング機能

様々な音色や演奏効果のお勧めの組み合わせを、瞬時に呼び出すことができます。(P.52)

バーチャルアレンジャー機能

自動伴奏がよりメロディックになります。(P.54)

シンクロストップ

自動伴奏を自分のテンポで楽しめます。入門段階にお勧めです。また、演奏の途中にブレイク

を入れるときにも便利です。(P.54)

スモールアカンプ機能

自動伴奏の楽器編成を小さくすることができます。(P.55)

コードアシスト機能

コードの押さえ方を、鍵盤ガイドランプで示してくれます。(P.55)

ハーモニー機能
ハーモニー機能を使うと、自動伴奏に加えて、右領域の鍵盤で演奏しているメロディにハーモ

ニーや装飾音が付け加えられます。付け加えられる音は、自動的に、自動伴奏によって演奏さ

れているコードに合ったものになります。

1 ハーモニー機能をON
オ ン

にする
【HARMONY(ハーモニー)】を押すとランプが点灯し、ハーモニー機能がON

オ ン

になります。

➡ アカンパニメントハーモニー(ACCOMPANIMENT HARMONY)画面がポップアップ表示され

ます。

⇒ ポップアップ表示されているアカンパニメントハーモニー(ACCOMPANIMENT HARMONY)

画面で、【ダイアル】や【-/+】を使って、ハーモニーの種類を選びます。16種類

のハーモニーが用意されています。
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自動伴奏の演奏方法がフルキーボードの

ときは、ハーモニー機能をON
オ ン

にすること

はできません。
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2 演奏する
自動伴奏を使って演奏します。

ハーモニーの種類によって 、現在選ばれている音色とは違う音色が、ハーモニーで

使われるものもあります。

イントロ、エンディングの再生中や、自動伴奏がOFF
オ フ

のときは、ハーモニーはオクタ

ーブの音程でだけ加わります。

ハーモニー機能そのものがOFF
オ フ

のとき

(【HARMONY(ハーモニー)】のランプが消え

ているとき)は、レフトペダルによるハー

モニーのON/OFF
オ ン / オ フ

は機能しません。

ワンタッチセッティング(ONE TOUCH SETTING)機能
各スタイルには、それぞれの特徴を生かした音色やエフェクトなどのパネルの設定状態がプロ

グラムされており、ワンタッチセッティング機能によって、いつでも簡単に呼び出すことがで

きます。MLP-71Dはスタイルごとに2種類(合計200個)の設定状態を持っています。設定後は、

自動伴奏を使って演奏してください。

また、付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクからも、129個のワンタッチ

セッティングを呼び出すことができます。

ワンタッチセッティングに表示されるメニューとその内容は、お勧めのパネル設定状態の一例

にすぎません。このほかにも、演奏する曲に応じて、自由にお好みの設定でお楽しみください。

ワンタッチセッテングの設定項目についてはP.161のリストをご覧ください。

【PIANIST(ピアニスト)】や【DISK/CUSTOM(ディス

ク/カスタム)】グループの伴奏スタイル用のワンタ

ッチセッティングはありません。

右領域の鍵盤で和音を演奏した場合は、

一番あとに弾かれた音に対してハーモニ

ーが加わります。

3 ハーモニー機能をOFF
オ フ

にする
もう一度【HARMONY(ハーモニー)】を押すと、ランプが消え、ハーモニー機能がOFF

オ フ

に

なります。

ハーモニー機能は演奏中にもON/OFF
オ ン / オ フ

することができますので、盛り上げたいフレー

ズにだけハーモニーを付けたりすることもできます。

左のペダルによるコントロールの方法

レフトペダルの機能をHARMONY ON/OFFに設定すると(P.112)、レフトペダルを踏んでいる

間だけ、右領域での演奏にハーモニーや装飾音をつけることができます。この方法を使うと、

両手で鍵盤を弾きながらフットコントロールによってハーモニー機能がON/OFF
オ ン / オ フ

できますの

で、曲の途中で必要なフレーズにだけハーモニーをつけたりするのに便利です。

ワンタッチセッティングの呼び出し方
MLP-71Dに入っているスタイルごとのワンタッチセッティングの呼び出しかた。

1 通常の方法でスタイルを選び、【ONE TOUCH
SETTING(ワンタッチセッティング)】を押します。
➡ ランプが点灯し、ワンタッチセッティング(ONE TOUCH SETTING)のポップアップ画面が

現れます。

あらかじめ選んでおいたスタイルのメニューが画面の先頭に表示されます。

2 ワンタッチセッティングのメニューが表示されますので、【ダイ
アル】や【-/+】で選びます。
または…[▲や▼]を押しても選べます。

【SET
セット

】を押すと、選んだメニューのパネル状態がセットされます。

あらかじめ選んでおいたスタイルのメニューが画面の先頭に表示されますが、ほかの

スタイルのメニューも、すべてここで選ぶことができます。



付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクからの呼び出しかた。
「ミュージックソフト・コレクション」のディスクに入っているワンタッチセッティングを読

み込むと、次の3種類のキーワードで、本体とディスクに入っているワンタッチセッティング

を並べ替えることができます。

STYLE(スタイル名)

NAME(ワンタッチセッティング名)

ARTIST(アーティスト名)

STYLE(スタイル名)を選んだ場合は、本体に入っているメニューが表示されます。NAME(ワンタッチ

セッティング名)、ARTIST(アーティスト名)を選んだ場合は、ディスクに入っているメニューが表示され

ます。

また、「ミュージックソフト・コレクション」のディスクから読み込んだワンタッチセッティ

ングは、1度読み込むと自動的に本体にバックアップされますので、次回からはディスクを入

れなくても、すべてのメニューを呼び出すことができます。

1 付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディス
クを、図のような正しい向きと方向で、ディスクドライ
ブに差し込みます。

2 自動的にソングプレイモードになりますので、いったん
【SONG(ソング)】を押してランプを消してから、【ONE
TOUCH SETTING(ワンタッチセッティング)】を押します。
➡ ランプが点灯し、ワンタッチセッティング(ONE TOUCH SETTING)のポップアップ画面が

現れます。

ディスクインユースランプ�
�
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3 [KEYWOR
キ ー ワ ー ド

D]を何回か押して、ワンタッチセッティン
グを選ぶためのキーワードを選びます。
➡ 選ばれたキーワードに従って、ワンタッチセッティングのメニューが並べ替えら

れます。

4【ダイアル】や【-/+】で選びます。
または…[▲や▼]を押してもワンタッチセッティングが選べます。

⇒ [SET
セット

]を押すと、選んだメニューのパネル状態がセットされます。

呼び出した設定状態は、必要に応じて自由に変更することができます。また、それを

レジストレーション機能(P.71)を使って登録しておくこともできます。

再度【ONE TOUCH SETTING(ワンタッチセッティング)】を押すと、ランプが消灯し、ワン

タッチセッティングを呼び出す前のパネル設定に戻ります。

ワンタッチセッティングを使うときには、

自動的に【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】もON
オ ン

になり、スタイルのスタート前なら、シ

ンクロスタートがスタンバイされます。

スタイルのスタート後にワンタッチセッ

ティングを切り替えたときには、テンポ

は元のままとなります。

自動伴奏の演奏方法がフルキーボードの

ときには、ワンタッチセッティングに、

"ハーモニー機能ON
オ ン

"の設定が含まれてい

た場合でも、ハーモニー機能はON
オ ン

になり

ません。

バーチャルアレンジャー(VIRTUAL ARRANGER)機能
【VIRTUAL ARRANGER(バーチャルアレンジャー)】を押すとランプが点灯し(最初に電源を入れたとき

は自動的にランプが点灯します。)、簡単なコード(和音)を押さえるだけで、自動的にコードが

展開してメロディックな自動伴奏になります。

もう一度【VIRTUAL ARRANGER(バーチャルアレンジャー)】を押すとランプが消え、通常の自動伴

奏に戻ります。

自動伴奏がON
オ ン

のときだけ効果があります。ただし、自動伴奏でフルキーボードを選んでいる

ときは、ON
オ ン

でも効果がありません。
メロディックな自動伴奏が、メロディや

その曲のコード進行にあわないこともあ

ります。

【DISK/CUSTOM (ディスク/カスタム)】を選んでい

るときは、バーチャルアレンジャー機能がON
オ ン

になっていても効果がありません。

シンクロストップ(SYNCHRO STOP)機能
シンクロストップ機能を使うと、左領域(スプリットポイント以下)の鍵盤を押さえている間だ

け、自動伴奏が鳴ります。鍵盤から手を離すと、自動的に自動伴奏がストップし、再び鍵盤を

押さえると再スタートします。一定のテンポで演奏するのが難しいときや、演奏の途中にブレ

イクを入れるときに使用すると便利です。

自動伴奏がON
オ ン

のときでないと使えません。ただし、自動伴奏でフルキーボードを選んでいる

ときは使えません。

【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すとアカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)のポッ

プアップ画面が現れますので、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で2ページめを出します。

⇒ [SYNCHR
シ ン ク ロ

O STOP
ス ト ッ プ

]を押して表示を反転させます。

➡ 【SYNCHR
シ ン ク ロ

O(スタート待機)】のランプが点灯します。

もう一度[SYNCHR
シ ン ク ロ

O STOP
ス ト ッ プ

]を押して表示を元に戻すと、シンクロストップ機能がOFF
オ フ

になりま

す。
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スモールアカンプ(SMALL ACMP)機能
スモールアカンプ(SMALL ACMP)機能を使うと、現在の自動伴奏を構成するパートのうち、いくつ

かのパートがミュート(消音)され、オーケストレーションがシンプルになります(音数が減って

簡単なアレンジの伴奏になります)。

【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すとアカンパニメントモード(ACCOMPANIMENT MODE)のポップアップ

画面が現れますので、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で2ページめを出します。

⇒[SMALL ACMP
スモール アカンパニメント

]を押して表示を反転させます。

もう一度[SMALL ACMP
スモール アカンパニメント

]を押して表示を元に戻すと、スモールアカンプ機能がOFF
オ フ

になります。

【PIANIST(ピアニスト)】を選んでいるときは、

[SMALL ACMP
スモール アカンパニメント

]をON
オ ン

できますが、自動

伴奏の構成内容は変わりません。

コードアシスト機能
コードアシスト機能を使うと、自動伴奏のフィンガード演奏をしながら、コードの押さえ方を

簡単に知ることができます。知りたいコードをLCD画面上で指定するだけで、押さえる鍵盤の

ガイドランプが点灯しますので、コードを確認したり、覚えるために利用することができます。

1 コードアシスト機能をON
オ ン

にする
【ACMP ON

アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すとACCOMPANIMENT MODE(アカンパニメントモード)のポッ

プアップ画面が現れますので、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で2ページめを出します。

⇒ [CHOR
コ ー ド

D ASSIS
アシスト

T]を押すと、コードアシスト機能がON
オ ン

になり、画面が切り替わり

ます。コード指定方法は、自動的にフィンガードになります。

2 自動伴奏をスタートする
【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すか、シンクロスタート(P.38)で、自動伴奏をス

タートします。

3 コードのルート音を指定する
[ROOT

ル ー ト

]を押して反転表示させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って、知りたいコ

ードのルート音を指定します。

または…[ROOT
ル ー ト

]を押しても、ルート音を指定できます。
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4 コードのタイプを指定する
[TYPE

タ イ プ

]▼か▲を押して反転表示させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って、コード

のタイプを指定します。

または…[TYPE
タ イ プ

]▼や▲を押しても、コードのタイプを指定できます

5 指定したコードを入力する
指定したコードは、鍵盤ガイドランプによって、押さえる位置が示されます。 その

とおり鍵盤を押さえると実際に自動伴奏音がそのコードで鳴ります。あるいは、鍵盤

を押さずにLCD画面上の[ENTER
エ ン タ ー

]を押しても、指定したコードを入力し、自動伴奏を

そのコードの響きで再生させることができます。

6 転回コードを表示させる
LCD画面上の[INVERT

イ ン バ ー ト

]を押すと、コードを押さえる鍵盤の位置が変わり、コードの

転回形が示されます。[INVERT
イ ン バ ー ト

]を押すごとに、次の転回形に変わります。[INVERT
イ ン バ ー ト

]

に転回形の番号が表示されます。

7 自動伴奏をストップする
【START/STOP(スタート/ストップ)】または【ENDING

エ ン デ ィ ン グ

(後奏)】でストップします。

8 コードアシスト機能をOFF
オ フ

にする
【EXIT

エグジット

(戻る)】を押すと、コードアシスト機能を終了し、元の画面に戻ります。

また、【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押すと、ランプが消え、コードアシスト機能が終了

し、自動伴奏機能もOFF
オ フ

になります。

コードアシスト機能をON
オ ン

にしているとき

は、スプリットポイントは鍵盤ガイドラ

ンプでは表示されません。

スプリットポイントがF♯2より下に設定

されているときは、自動的にF♯2になり

ます。

以下のコードの種類をLCD画面上で指定することができます。

メジャー[Maj]

マイナー[m]

セブンス[7]

マイナーセブンス[m7]

マイナーセブンスフラットファイブ[m7(�5)]
シックス[6]

マイナーシックス[m6]

メジャーセブンス[M7]

サスフォー[sus4]

オーギュメント[aug]

マイナーフラットファイブ[m(�5)]
セブンスサスフォー[7sus4]

セブンスオーギュメント[7(�5)]
ディミニッシュセブンス[dim7]

フラットファイブ[(�5)]
セブンスフラットファイブ[7(�5)]
マイナーメジャーセブンス[mM7]

また、鍵盤からはすべてのフィンガードのコードを入力することができます。

LCD画面上で指定したコードのルート音とタイプは、それぞれ[ROOT
ル ー ト

]と[TYPE
タ イ プ

]に表示

されますが、実際に鍵盤で押さえた(あるいは[ENTER
エ ン タ ー

]で入力した)コード名は、通常通

り画面左側の鍵盤マークの横に示されます。

鍵盤ガイドランプが点滅している鍵盤は、そのコードを押さえるときに省略してもよい

鍵盤です。
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■オリジナルの伴奏スタイルを作る：
カスタムスタイル機能
カスタムスタイル機能を使って、オリジナルの伴奏スタイルを作ることができます。作ったス

タイルは、【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】に記憶させてパネルのスタイルと同様に使え

ます。また、フロッピーディスクに保存しておき、必要な時に読み込んで使用することもでき

ます。

カスタムスタイルのデータは、電源を

OFF
オ フ

にすると消えてしまいます。したが

って、作成したデータは電源をOFF
オ フ

にす

る前に必ずフロッピーディスクに保存し

てください。(P.65)

電源をON
オ ン

にしたときはいつでも、あらか

じめプログラムされた仮のスタイルが1

つ、【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】に入

っています。

1 カスタムスタイル機能をON
オ ン

にする
【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押すとランプが点灯し、ディスク／カスタムスタ

イル(DISK/CUSTOM STYLE)画面が表示されます。

⇒ 画面上の[CUSTO
カ ス タ ム

M STYLE
ス タ イ ル

]を押すと、「元になるスタイルを選んで下さい。(Please

select a source style.)」のメッセージが表示され、数秒後にカスタムスタイル

(CUSTOM STYLE)画面の1ページへ移行します。また、同時に現在【DISK/CUSTOM(デ

ィスク/カスタム)】に記憶されているスタイルが再生されます。

2 元になる伴奏スタイルを選ぶ
パネルのスタイルの中から、作成しようとしているスタイルに似ているものを、元の

スタイルとして選びます。通常の選択方法(P.36)で選ぶことができます。

元 の ス タ イ ル と し て カ ス タ ム ス タ イ ル を 使 い た い 場 合 は 、 も う 一 度

【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押し、[STYLE
ス タ イ ル

]▼▲を押すか、一度[STYLE
ス タ イ ル

]▼▲

を押して反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って使いたいスタイルを選びま

す。
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3 録音したいセクションを選ぶ
カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)の1ページの画面で、一番左側のLCDボタンを押して、

[MAIN
メ イ ン

A]、[MAIN
メ イ ン

B]、[INTRO
イ ン ト ロ

]、[FILL
フ ィ ル

IN
イン

]、[ENDING
エ ン デ ィ ン グ

]の中から最初に作りたいセク

ションを反転表示させて選びます(画面を開いたときはMAIN
メ イ ン

Aが選ばれています)。

ボサノバ1のスタイルを選んだ場合

セクションとパートについて…

カスタムスタイルでは、MAIN
メ イ ン

A、MAIN
メ イ ン

B、

INTRO
イ ン ト ロ

、FILL
フ ィ ル

IN
イン

、ENDING
エンディング

を、一つの伴奏

スタイルを構成する"セクション"と表現し

ます。RHYTH
リ ズ ム

M1/2、BASS
ベ ー ス

、CHOR
コ ー ド

D1/2、

PAD
パ ッ ド

、PHRAS
フ レ ー ズ

E1/2を"パート"と表現します。

カスタムスタイルで作成できるイントロ、

フィルイン、エンディングは、それぞれ1

パターンずつになります。

カスタムスタイル機能をON
オ ン

にしたときに

メインAとメインBのどちらが選ばれてい

たかによって、元になるイントロ、フィ

ルイン、エンディングのパターンのバリ

エーションが決まります。

(フィルインについては、"メインA→フィ

ルイン→メインA"のパターンか、"メイン

B→フィルイン→メインB"のパターンが

使われます。)

4 拍子や小節数を変更する
元になるスタイルとは異なる拍子のスタイルを作りたい場合や、選んでいるセクショ

ンの小節数(パターンの長さ)を変更したい場合は、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で

カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の2ページを表示させます。拍子や小節数を変更

する必要がなければ、次の手順5に進んでください。

[BEAT
ビ ー ト

]を押すか、一度[BEAT
ビ ー ト

]を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って拍

子を選びます。まず、拍子を変更しようとすると、LCD画面には「スタイルを消去し

てよいですか？(Clear style?)」のメッセージが表示されます。(拍子を変えて録音する

場合、スタイルそのものを消去して最初から録音し直す必要があるからです。)

消去してよい場合は[はい(OK)]を、中止する場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。

スタイルを消去したあとは、[2]、[3]、[4]、[5]の拍子の中から新しい拍子を選ぶこと

ができます。

現在選んでいるセクションの小節数を変更したい場合は、[MEAS.
メ ジ ャ ー

]を押すか、一度

[MEAS.
メ ジ ャ ー

]を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って小節数を選びます。まず、

小節数を変更しようとすると、LCD画面には「セクションを消去してよいですか？

(Clear section?)」のメッセージが表示されます。(小節数を変えて録音する場合、セク

ションそのものを消去して最初から録音し直す必要があるからです。)



消去してよい場合は[はい(OK)]を、中止する場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。セクション

を消去したあとは、1～8小節の中から新しい小節数を選ぶことができます。ただし、FILL
フ ィ ル

IN
イン

セクションの小節数は1小節と決められていますので、消去しても1小節しか選ぶことができま

せん。

拍子や小節数を決めたら、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】でカスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画

面の1ページに戻ってください。

5 録音するパートと音色を選ぶ
[PART

パ ー ト

]や、【ダイアル】、【-/+】を使って録音したいパートを選びます。次のように8

つのパートの中から選ぶことができます。

R1: Rhythm 1(リズム1)

R2: Rhythm 2(リズム2)

Bs: Bass(ベース)

C1: Chord 1(コード1)

C2: Chord 2(コード2)

Pd: Pad(パッド)

P1: Phrase 1(フレーズ1)

P2: Phrase 2(フレーズ2)

最初は自動的にR1(リズム1)パートが選ばれ、録音状態(反転表示)になっています。選ば

れているパートには下線が表示されます。

選択したパートは、一番右側のLCDボタンを押して[REC
レコード

(録音)]を反転させることによ

り、録音状態にすることができます。

元になるスタイルがパネルのスタイル、またはスタイルファイルディスク(P.68)から

読み込んだスタイルの場合、R1(リズム1)、R2(リズム2)以外のパートは、消去してからで

ないと録音できないことになっています。したがって、これらのパートを録音状態に

しようとすると、まず「パートを消去してよいですか？(Clear part ?)」のメッセージ

が表示されます。[はい(OK)]を押すと、そのパートが録音状態になります。キャンセ

ルしたいときは[キャンセル(CANCEL)]を押します。
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一度に録音状態にできるのは1パートだけです。あるパートを録音状態にすると、次

の図のようにその他のパートは再生状態(パート表示が四角い枠で囲まれている状

態)、またはOFF
オ フ

の状態(パート表示だけの状態)になります。録音データが何もないパ

ートは、パート表示の代わりにドット(・)表示になります。

また、この時点で録音に使いたい音色を選ぶことができます。(最初は、選んだパー

トで元もと使われている音色が自動的に選ばれます。)

R1(リズム1)パートでは、【DRUMS(ドラムス)】グループの音色だけを使うことができます。

R2(リズム2)パートでは、すべての音色を使うことができます。他のパートでは

【DRUMS(ドラムス)】以外の音色を使用することができます。

6 選んだパートへ録音する
鍵盤を弾くと選んだパートへ新しい音が録音されます。すでにデータが録音されてい

るパートの場合、鍵盤を弾いたタイミングで新しい音が追加される形で録音されます

(カスタムスタイルではCメジャーセブンス[CM7]のパターンとして録音されますの

で、ここではCメジャーセブンス[CM7]のパターンとして弾いてください)。

何もデータがない状態から新しく録音を始めたい場合は、録音を始める前に[CLEA
ク リ ア

R]

を押して、そのパターンを消去してください。なお、R1(リズム1)、R2(リズム2)パートを

両方とも消去した場合、タイミングをとるためのガイドとしてメトロノームの音が鳴

ります(このメトロノーム音は録音されません)。

また、R1(リズム1)、R2(リズム2)パートへドラムキットの音色を録音しているときは、各

ドラム音色単位で不要な音を消去することもできます。「C1」(下から2番目の「ド」)

の鍵盤を押さえながら、消したいドラム音色の鍵盤を押します。

[SOL
ソ ロ

O]を押して反転させると、選ばれているパートの音だけが鳴り、他のパートの

音はミュート(消音)されますので、1つのパートだけを聞いて確認する場合に便利で

す。もう一度[SOL
ソ ロ

O]を押すと、通常通りに音が鳴ります。

C1

録音状態�

データのないパート�OFF

再生状態�
�
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C1の鍵盤を押さえながら、メトロノーム

(A1の鍵盤)をクリアすれば、タイミング

のガイドを消すことができます。

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すこ

とにより、作成中のスタイルの再生をス

トップしたり、再びスタートさせること

ができます。再生がストップしていると

きは鍵盤を弾いても録音されません。

すべてのパートで、パターンの終わりの

ポイント(繰り返しの切れめ)では、音が

自動的にOFF
オ フ

されます。したがってパタ

ーンの繰り返しの切れめをまたいで録音

しないよう、ご注意ください。
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7 録音したパートにクオンタイズをかける
パートクオンタイズ機能を使って、一度録音したパートの音のずれを特定の音符のタ

イミングに合わせて修正することができます。たとえば、録音した音符を正確に8分

音符や16分音符のタイミングに合わせて並べることができます。

PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】でカスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の2ページめを

表示させます。音符のイラストがついたLCDボタンを押して、次の中からタイミング

を合わせたい音符の長さを選びます。

音符の長さを選んだら、[START
ス タ ー ト

]を押します。クオンタイズが実行され、[START
ス タ ー ト

]が

[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]の表示に変わります。

クオンタイズの結果が期待どおりでない場合は、この[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]を押すと、デー

タをクオンタイズをかける前の状態に戻すことができます。一度クオンタイズをかけ

たあと、他のボタンを操作してしまうと、[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]は使えなくなります。

4分音符� 8分音符� 16分音符� 32分音符�

4分3連符� 8分3連符� 16分3連符�

録音済みのパートを選んでクオンタイズ

をかけることもできます。

8 他のパートやセクションを録音する
上記の手順3～7を繰り返して、その他のパートや別のセクションを選んで録音してい

きます。

カスタムスタイルの録音中は、ミキサー

(MIXER)画面によるボリューム調節は機能

しません。
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9 作成したカスタムスタイルに名前をつける
カスタムスタイルが完成したら、PAGE

ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】でカスタムスタイル

(CUSTOM STYLE)画面の3ページめを表示させます。[STYLE
ス タ イ ル

NAME
ネ ー ム

]を押すと、ネーム

(NAME)画面が表示され、作成したカスタムスタイルに名前をつけることができます。

[F]を押して下線の位置を移動し、スタイルネームの文字位置を選びます(スタイル

ネームは最大12文字でつけることができます)。

⇒【ダイアル】や【-/+】を使って入力したい文字や記号を反転させます。[CH.SET
キャラクターセット

]

を押すと、選んだ文字や記号がスタイルネームの下線が置かれている位置に入力

されます。同じ要領で別の文字位置に下線を移動して、文字や記号を入力してい

きます。

入力を間違ったときは、【BACK
バ ッ ク

】を押します。下線の一つ前の文字が消去され、消

去された位置に下線が戻ります。

[OK
オーケー

]を押すと、入力したスタイルネームがそのカスタムスタイルの名前として登録

されます。作業を中止したい場合は[CANCEL
キ ャ ン セ ル

]を押します。

10 カスタムスタイルを本体内にストア(保存)する
カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の3ページにある[STOR

ス ト ア

E]を押すと、作成したカ

スタムスタイルを本体内のメモリーに保存する画面に変わり、「******** をストアし

ますか？(Store********?)」のメッセージが表示されます。(********のところには実

際のスタイルネームが入ります。)[MEMOR
メ モ リ ー

Y No.
ナンバー

]▼▲でストア先のメモリーナンバ

ーを1～4の中から選びます。[はい(OK)]を押すと、カスタムスタイルが選んだメモリ

ーナンバーに保存されます。中止する場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。

現在のスタイルネーム�
�

カスタムスタイルをストアしたときのテ

ンポの値が、そのスタイルの基本設定値

になります。

選んだメモリーナンバーにすでにスタイ

ルがストアされていた場合、そのスタイ

ルネームがナンバーの横に表示されます。

そのナンバーにストアを実行すると、元

のスタイルは新しいスタイルに置き替え

られます。
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11 カスタムスタイルの作成を終了する
【EXIT

エグジット

(戻る)】を押すと、カスタムスタイルの作成を終了し、通常の演奏状態に戻りま

す。

カスタムスタイルのデータは、電源を

OFF
オ フ

にすると消えてしまいます。したが

って、作成したデータは、電源をOFF
オ フ

に

する前に必ずフロッピーディスクに保存

してください。(P.65)

カスタムスタイルに関するその他の機能
カスタムスタイルには、そのほかにもいくつかの機能が用意されています。

リコールセクション機能
この機能を使うと、録音中のセクションを最後にストアしたときのデータに戻すことができま

す。(そのセクションの全パートが同時に戻ります。)

カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の2ページにある[RECAL
リ コ ー ル

L SECTIO
セクション

N]を押すと、リコールセ

クション機能が実行されます。拍子を変更している場合は、「リコールできません！(Can't

recall)」のメッセージが表示され、リコールセクション機能は実行できません。このような場

合、[はい(OK)]を押すと前の画面に戻ります。

スタイルのクリア(消去)
カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の3ページにある[STYLE

ス タ イ ル

CLEA
ク リ ア

R]を押すと、現在のカスタ

ムスタイルそのものを消去することができます。「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージ

が表示され、[はい(YES)]を押すと実行されます。中止する場合は[いいえ(NO)]を押します。



ボリュームとエフェクト
カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の4ページでは、各セクションのパート単位でボリューム、

リバーブ、エフェクト、パンを設定することができます。これらの値をうまく設定することに

より、各パートのバランスが取れたクオリティの高いスタイルに仕上げることができます。

[SECT
セクション

.]、[PART
パ ー ト

]でセクションやパートを選びます。("ALL"を表示させると、セクション全体

またはパート全体を選択することができます。)

真ん中のLCDボタンで、選んだセクション／パートに対して設定したい機能を

[VOLUME
ボ リ ュ ー ム

][REVER
リ バ ー ブ

B][EFFECT
エ フ ェ ク ト

][PAN
パ ン

]の中から選びます。[VALU
バリュー

E](または[DEPT
デプス

H])で値を設定

します。なお、[VOLUME
ボ リ ュ ー ム

]は、すべてのセクションに共通の設定となるため[VOLUME
ボ リ ュ ー ム

]を選ぶ

と[SECT
セクション

.]は"ALL"に固定されます。また、[EFFECT
エ フ ェ ク ト

]を選んだ場合、[TYPE
タ イ プ

]の項目も表示され、

エフェクトのタイプ(種類)を選ぶことができます。各機能で設定できる値は次のとおりです。

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

： -50～0～+50(元になるスタイルに設定されているボリュームに対しての相対 値

です。)

REVER
リ バ ー ブ

B： 0(効果なし)～100(効果最大)

EFFECT
エ フ ェ ク ト

： 0(効果なし)～100(効果最大)

エフェクトタイプ

CHORUS 1 (コーラス1)

CHORUS 2(コーラス2)

CHORUS 3(コーラス3)

CELESTE1(セレステ1)

CELESTE2(セレステ2)

CELESTE3(セレステ3)

FLANGER1(フランジャー1)

FLANGER2(フランジャー2)

OFF(オフ)

PAN(音の定位)：L10(左端)～C(真ん中)～R10(右端)

64

伴
奏
ス
タ
イ
ル�

(

リ
ズ
ム
と
自
動
伴
奏)

第
4
章�

通常、選んだセクション/パートに基本設

定されている各機能の値が最初に選ばれ

ますが、[PART
パ ー ト

]に"ALL"を選んでいると

きは、R1(リズム1)のパートに設定されて

いる値が表示されます。また、[SECT
セクション

.]に

"ALL"を選んでいるときは、MAIN
メ イ ン

A(メ

インA)のセクションに設定されている値

が表示されます。

元のスタイルで使われているエフェクト

タイプが、ここで選択できるタイプ以外

の場合は、エフェクトの[ TY P E
タ イ プ

]に

"OTHERS"が表示されます。一度他のタ

イプに変更すると、"OTHERS"を選び直

すことはできません。



フロッピーディスクへの保存(SAVE)と削除(DELETE)
カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の5ページには、作ったカスタムスタイルをフロッピーディ

スクへ保存(SAVE)する機能があります。カスタムスタイルは個別に保存したり、4つまとめて1

セットとして保存することもできます。また、フロッピーディスクから削除(DELETE)することも

できます。

フロッピーディスクへの保存

フロッピーディスクドライブにフォーマット済みのディスクが正しく差し込まれていることを

確認したあと(P.9)、[MEMOR
メ モ リ ー

Y NO.
ナンバー

]▼▲を使ってセーブしたいカスタムスタイルを選びます。

4つのカスタムスタイルをまとめて1セットとして保存したい場合は、"ALL"を選びます。それ

から[SAVE
セ ー ブ

]を押して保存を始めます。カスタムスタイルに名前をつけたときと同様の画面

(P.62)が現れますので、同じ要領でディスクに保存するファイルとしての名前をつけます。そ

れから[SAVE
セ ー ブ

]を押します。保存先のディスクにすでに同じ名前のスタイルファイルが存在す

る場合は、「同じ名前のファイルがあります。入れ替えますか？(Same name! Overwrite?)」のメ

ッセージが表示されます。[はい(OK)]を押すと、保存が実行され元のファイルは新しいファイル

に置き替えられます。中止する場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。

カスタムスタイルはディスクに保存する前に、必ず本体内のメモリーにストアされている必要

があります(前に述べた(P.62)の手順10をご参照ください)。したがって、ストアされていないカ

スタムスタイルをディスクへ保存しようとすると、「ディスクセーブの前にストアして下さい。

(Please store to memory before saving to disk.)」のメッセージが表示されます。この場合は[はい

(OK)]を押して、ストア機能があるカスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の3ページに戻り、ストア

したあともう一度保存を行ってください。

フロッピーディスクからの削除

カスタムスタイルを保存してあるフロッピーディスクを、ディスクドライブに正しく差し込み、

[DELET
デリート

E]を押します。[FILE
ファイル

]▲▼を使って削除したいカスタムスタイルを選び[OK
オーケー

]を押すと、「よいで

すか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、削除が実行されスタイルが

削除されます。中止する場合は[いいえ(NO)]を押します。

【EXIT
エグジット

(戻る)】を押すと、カスタムスタイルの機能がOFF
オ フ

になり、通常の演奏状態に戻ります。

ディスクドライブのイジェクトボタンを押してディスクを取り出します。

65

伴
奏
ス
タ
イ
ル�

(

リ
ズ
ム
と
自
動
伴
奏)

第
4
章�

保存したカスタムスタイルファイルは、

あとで、スタイルファイルディスクの読

み込み機能(P.68)を使って本体に読み込

み、使うことができます。
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カスタムスタイルの再生
【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押すとランプが点灯し、ディスク／カスタムスタイル

(DISK/CUSTOM STYLE)画面が表示されます。[STYLE
ス タ イ ル

]▲▼、【ダイアル】、【-/+】を使って、使いたい

スタイルを選びます。選んだスタイルは、パネルのスタイルと同じように再生スタート/スト

ップでき、自動伴奏に使用することができます。(P.43)

カスタムスタイルでは、作成できるイン

トロ、フィルイン、エンディングは、そ

れぞれ1パターンずつになります。したが

って再生時にも、パターンのバリエーシ

ョンはありません。

カスタムスタイルに関するその他のメッセージ
カスタムスタイルについての、その他のメッセージを説明します。

ストアするためのメモリーが不十分な場合

ストアするのにメモリーが足りない場合に表示されます。この場合、不要なスタイルをカスタ

ムスタイルのメモリーから削除するか、今ストアしようとしているスタイルのデータ量を減ら

す必要があります。データ量を減らす場合は、いったん[キャンセル(CANCLE)]を押して、カスタ

ムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の1ページに戻り、スタイルのパートをクリアするなどしてデータ

を減らします。

不要なスタイルを削除する場合は[削除(DELETE)]を押します。次の画面が表示されますので、

[MEMOR
メ モ リ ー

Y NO.
ナンバー

]▼▲で不要なスタイルを選び、[はい(OK)]で削除を実行することができます。中

止する場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。

スタイルが使用しているメモリー容量がお

およそのキロバイト(KB)で、画面に表示さ

れます。カスタムスタイルのメモリー全体

が100KBですので、どのスタイルを削除す

るかを決める目安にしてください。

録音中にメモリーがいっぱいになった場合

録音中にメモリーがいっぱいになった場合、このメッセージが表示されます。この場合は[は

い(OK)]を押して、カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画面の1ページに戻り、現在録音中のスタイル

のパートをクリアするなどしてデータを減らしてください。
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ストアする前にカスタムスタイル機能を終了しようとした場合

ストアする前に、【EXIT
エグジット

(戻る)】を押してカスタムスタイル機能を終了しようとした場合に、こ

のメッセージが表示されます。

[MEMOR
メ モ リ ー

Y NO.
ナンバー

]▼▲でストア先のメモリーナンバーを選び、[はい(YES)]を押すと、ストアされ

たあとカスタムスタイル機能が終了します。[いいえ(NO)]を押すと、ストアされずにカスタムス

タイル機能が終了します。終了せずにもう一度カスタムスタイルの画面に戻る場合は[キャン

セル(CANCEL)]を押します。

ストアする前に別のスタイルを選択しようとした場合

ストアする前に、別のスタイルを元になるスタイルとして選択しようとした場合に、このメッ

セージが表示されます。[MEMOR
メ モ リ ー

Y NO.
ナンバー

]▼▲でストア先のメモリーナンバーを選び、[はい(OK)]

を押すと、現在のカスタムスタイルがストアされ、元になるスタイルを新たに選択することが

できます。[キャンセル(CANCEL)]を押すと元のカスタムスタイルの画面に戻ります。

現在のカスタムスタイルをストアせずに、

元になるスタイルを新たに選択したい場

合は、すぐ前で述べた"ストアする前にカ

スタムスタイル機能を終了しようとした

場合"のやり方で、一度ストアせずにカス

タムスタイル機能を終了します。それか

ら新たにカスタムスタイル機能をON
オ ン

にし

てやり直します。
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■スタイルファイルディスク(STYLE
FILE DISK)を使う
「Style

ス タ イ ル

File
ファイル

Format
フ ォ ー マ ッ ト

」のディスクや自分で作ったカスタムスタイルを保存したディスクから

スタイルファイルを読み込んで使用することができます。

ディスクから読み込んだスタイルファイルは【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】に記憶させ

てパネルのスタイルと同様に使えます。

ディスク取り扱い上の注意について…

"フロッピーディスクの取り扱い"

(P.9)をお読みください。

Style File Formatとは・・・

スタイルファイルフォーマットとは、ヤ

マハの自動伴奏機能のノウハウを集大成

した、伴奏スタイルデータの統一フォー

マットです。パネルの100スタイルやカス

タムスタイルも、スタイルファイルフォ

ーマットに準拠しています。

読み込んだスタイルファイルは電源を

OFF
オ フ

にすると消えます。

電源をON
オ ン

にしたときはいつでも、あらか

じめプログラムされた仮のスタイルが1

つ、【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】に入

っています。

スタイルファイルの読み込み

1 スタイルファイルディスクをディスクドライブに入れる
スタイルファイルディスク(STYLE FILE DISK)を図のような正しい向きと方向でディスクドライ

ブの挿入口にしっかりと入れます。MLP-71Dがディスクを読み込んで認識するまで、[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユース

]ランプが点灯します。スタイルファイルディスクが挿入されると、スタイルファイ

ルロード(STYLE FILE LOAD)画面(手順2の画面)が表示されます。

すでにスタイルファイルディスクが差し込まれていて、スタイルファイルロード(STYLE

FILE LOAD)画面が表示されていない場合は、【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押してデ

ィスク／カスタムスタイル(DISK/CUSTOM STYLE)画面を表示させ、[LOAD
ロ ー ド

SINGL
シングル

E]を

押してください。これでスタイルファイルロード(STYLE FILE LOAD)画面が表示されます。

なお、カスタムスタイルの保存機能の"ALL(オール)"(P.65)を使って、4つのファイルを1

セットで保存したものを一括して読み込む場合は、[LOAD
ロ ー ド

SINGL
シングル

E]ではなく[ALL
オ ー ル

LOAD
ロ ー ド

]を押してください。

ディスクインユースランプ�
�

以下はロードシングルでの操作例ですが、オールロードでの手順も基本的には同じです。

差し込んだディスクにスタイルファイル

とソングファイルが入っている場合は、

自動的にソングプレイモードになります。

この場合、一度ソングプレイモードを

OFF
オ フ

にするために【SONG(ソング)】を押し

て ラ ン プ を 消 し 、 あ ら た め て

【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押して

ください。
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2 スタイルファイルを選ぶ
[STYLE

ス タ イ ル

]▲▼や【ダイアル】、【-/+】を押して、読み込みたいスタイルファイルを選び

ます。

また、[LISTE
リッスン

N]を押すと、現在選択されているスタイルファイルが再生され、読み

込む前に試聴することができます。もう一度[LISTE
リッスン

N]を押すか、【START/STOP(スター

ト/ストップ)】を押すと、再生がストップします(手順1で[ALL
オ ー ル

LOAD
ロ ー ド

]を選択した場合は、

[LISTE
リッスン

N]はありません)。

スタイルファイルを読み込む前にテンポ

を変更すると、そのテンポが読み込んだ

スタイルの基本設定値となります。

スタイルファイルによっては、ファイル

サイズが大きすぎるため[LISTEN
リ ッ ス ン

]が使え

ない場合があります。このような場合、

「データが大きすぎて[LISTEN
リ ッ ス ン

]は効きま

せん。[LOAD
ロ ー ド

]を押してロードして下さい。

(Too much data for LISTEN function! Please

load data)」というメッセージが表示され

ます。その場合は手順3で直接データを読

み込んでください。

[LOAD
ロ ー ド

SINGL
シングル

E]を押すと、自動的に自動

伴 奏 機 能 が O N
オ ン

に な り ま す 。 ま た 、

[LISTEN
リ ッ ス ン

]を押すと、選んでいるスタイル

ファイルがCメジャーのコードで再生さ

れます。このとき、自動伴奏の演奏方法

でコードを変えたりメロディを弾いてみ

たりすることもできます。

スタイルファイルを読み込むメモリーと、

カスタムスタイル(P.57)のメモリーは共通

です。

選んだメモリーナンバーにすでにスタイ

ルファイルがある場合、そのスタイルネ

ームが画面右上に表示されます。そのナ

ンバーに読み込みを実行すると、元のス

タイルは新しいスタイルに置き替えられ

ます。

オールロードを実行した場合は、1～4す

べてのメモリーの内容が新しいデータに

置き替わります。

3 メモリーナンバーを選んでスタイルファイルを読み込む
[MEMOR

メ モ リ ー

Y]を押して、選んだスタイルファイルを記憶するメモリーナンバーを選び

ます(1～4の中で選ぶことができます)。

[LOAD
ロ ー ド

]を押すと、選んだスタイルファイルが読み込まれ、選んだメモリーナンバー

に記憶されます。

[FAMILY]をメモリー2に入れた場合

手順の2と3を繰り返して、必要なスタイルファイルを各メモリーナンバーに記憶することがで

きます。

また、手順の1で[ALL
オ ー ル

LOAD
ロ ー ド

]を押した場合、次のような画面が表示されます。
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この場合、メモリーナンバーを選択する必要はありません。[OK
オーケー

]を押すと「よいですか?(Are

you sure?)」のメッセージが出ます。[はい(YES)]を押すと、すべてのスタイルファイルが読み込

まれ、1～4の各メモリーナンバーに記憶されます。[CANCEL
キ ャ ン セ ル

]を押すと、スタイルファイルの

読み込みがキャンセルされます。

スタイルファイルを読み込むためのメモリーが十分確保できない場合は、「メモリーが足りま

せん！他のスタイルを削除しますか？(Not enough memory! Delete an unneeded style?)」のメッセ

ージが表示されます。この場合、▼▲を使って不要なスタイルを選択し、[削除(DELET
デリート

E)]を押し

て削除することができます。削除したくない場合は、[キャンセル(CANCEL
キャンセル

)]を押すと、元の画面

に戻ります。

スタイルが使用しているメモリー容量が、

おおよそのキロバイト(KB)で画面に表示

されます。スタイルファイルのメモリー

全体が100KBですので、どのスタイルを削

除するかを決める目安にしてください。

4 スタイルファイルディスクを取り出す
【EXIT

エグジット

(戻る)】かSTYLE(スタイル)ボタンを押すと基本画面に戻ります。ディスクドライ

ブのイジェクトボタンを押してディスクを取り出します。

かならず守って…

[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

(ディスク使用中)]ランプが点灯

しているときはディスクを取り出さない

でください。

[LISTEN
リ ッ ス ン

]、[LOAD
ロ ー ド

]、【EXIT
エグジット

(戻る)】、

STYLE(スタイル)ボタンはスタイルファイル

の読み込み中[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

(ディスク使用中)]

ランプ点灯中)は使えません。

読み込んだスタイルを使う
【DISK/CUSTOM(ディスク/カスタム)】を押すとランプが点灯し、ディスク／カスタムスタイル

(DISK/CUSTOM STYLE)画面が表示されます。[STYLE
ス タ イ ル

]▲▼や【ダイアル】、【-/+】を使って、

使いたいスタイルを選びます。選んだスタイルは、パネルのスタイルと同じように再生スター

ト/ストップでき、自動伴奏に使用することができます。(P.43)
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■レジストレーション機能を使う
現在のパネル上の設定状態をそのまま登録しておき、好きな時に呼び出すことができます。

20種類(5バンク×4メモリー)の設定状態を登録することができます。

1 パネル状態を設定する
登録したいパネルの設定状態を作ります。レジストレーション機能によって登録でき

る内容はP.161のリストをご覧下さい。

2 レジストレーションバンクを選ぶ
BANK(バンク)【-】【+】を押すと、基本画面の左上にバンクが表示されます。

[A]～[E]の5つのバンクの中からどれか1つを選びます。

3 パネル状態を登録する
【MEMOR

メ モ リ ー

Y(記憶)】を押しながら、REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N(パネル状態記憶/呼び出し)【1】～【4】の1

つを押して登録します。押したボタンに以前に登録されていた設定内容が消え、新し

い設定内容が登録されます。また、登録されたレジストレーションナンバー(バン

ク／ボタンのナンバー)がLCD画面の左上に表示されます。たとえば、手順の2でバン

クのAを選んで、【1】のボタンに登録した場合は、次のようにRマークの横に"A-1(A

バンクの1)"と表示されます。

登録されたレジストレーションナンバー�

第5章 レジストレーション(パネル状態の登録)

レジストレーション...

設定範囲：バンク:A～E ボタン:1～4

基本設定： すべてのレジストレーショ

ンナンバーにあらかじめプログラムされ

た設定が入っています。

バックアップの基本設定：ON
オ ン

1つ1つのレジストレーションデータや、

20種類のレジストレーションデータを1セ

ットにして、フロッピーディスクに保存

(SAVE)しておき、必要なときに読み込んで

使用することができます。(P.117)



登録したパネル状態を呼び出す
前に述べたの手順2の要領でBANK(バンク)【-】【+】を押し、呼び出したいパネル状態が登録さ

れているバンクを選びます。あとは、目的のREGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N(パネル状態記憶/呼び出し)【1】～【4】

を押すだけで、登録されているパネル状態が呼び出されます。呼び出されたレジストレーショ

ンナンバー(バンク／ボタンのナンバー)がLCD画面の左上に表示されます。また、呼び出した

あとにパネルのボタンや設定を変更すると、ナンバーの右横に鉛筆マークが表示され、パネル

状態が呼び出したレジストレーションの設定から変更されたことを示します。

呼び出されたレジストレーションナンバー�
�

変更を示す鉛筆マーク�
�
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別のバンクに切り替えても、その時点で

別のパネル状態が呼び出されることはあ

りません。

REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N(パネル状態記憶/呼び出し)【1】

～【4】を押したときだけ、別のパネル状

態が呼び出されます。

レ フ ト ペ ダ ル 機 能 ( P . 1 1 2 ) を

[REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N]に設定しておくと、左

ペダルを踏むごとに、次のレジストレー

ションナンバーに登録されているパネル

状態を呼び出すことができます。ただし

この場合は、レジストレーションに設定

されているレフトペダル機能は呼び出さ

れません。

フリーズ(FREEZE)機能を使う
登録したパネル状態を呼び出すときに、レジストレーションフリーズ機能をON

オ ン

にしておくと、

フリーズ(FREEZE)画面で指定した項目の内容を、元のままに固定しておくことができます。この

機能により、自動伴奏を使った演奏中に別のパネル状態を呼び出しても、突然スタイルが変更

されたり音量が変わったりなど、しないようにすることができます。

フリーズ項目

● VOIC
ボイス

E SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

● REVER
リ バ ー ブ

B/EFFECT
エ フ ェ ク ト

● TUNE
チ ュ ー ン

● PEDA
ペ ダ ル

L

● ACMP
アカンパニメント

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

各項目の内容はP.161のリストをご覧ください。

1 【FREEZ
フ リ ー ズ

E(パネル状態固定)】を押してランプを点灯させると、
レジストレーション[フリーズ](REGISTRATION [FREEZE])画
面がポップアップ表示されます。

フリーズがON
オ ン

の項目名には"*"が表示さ

れ、[ON/OFF
オ ン / オ フ

]表示はONが反転します。



2 ▲や▼を押して項目を選び、[ON/OFF
オ ン / オ フ

]を押して、フ
リーズする(ONが反転)フリーズしない(OFFが反転)を
設定することができます。
または…【ダイアル】や【-/+】でも項目を選べます。

もう一度【FREEZ
フ リ ー ズ

E(パネル状態固定)】を押してランプを消すと、レジストレーショ

ンフリーズ機能がOFF
オ フ

になります。
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レジストレーションフリーズ機能は、同

じバンク内だけでなく、他のバンクに切

り替えた場合も有効です。

フリーズ項目の設定…

基本設定：ACMP
アカンパニメント

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

がフリーズ

ON
オ ン

(他の項目はOFF
オ フ

)

バックアップの基本設定：ON
オ ン
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■ソングの再生
本書では、自分で演奏を録音した音楽データや、ディスクソフト「ピアノ アンサンブル」な

どの曲のデータを指して"ソング"と呼びます。

MLP-71Dでは、ソングの録音機能(P.89)を使って録音した自分の演奏や、ディスクソフト

「ピアノ アンサンブル」などのいろいろなジャンルの音楽を再生したり、再生している音楽と

いっしょに演奏することができます。

「ピアノ アンサンブル」は、付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクにもサ

ンプル曲(楽譜付き)が入っていますが、他にもたくさんのタイトルが発売されています。また、

あるパートの再生だけを消してそのパートを練習したり、ガイド機能(P.85)やリピート機能

(P.82)を使って練習するなど、いろいろな使い方ができます。

ディスクの取り扱いについて、"フロッピ

ーディスクの取り扱い"(P.9)をお読みくだ

さい。

再生される音楽データは、MIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】

から出力されません。

いろいろなディスクの再生…

「ピアノ アンサンブル」や自分で録音し

たソング以外にも、「XGソングデータラ

イブラリー」や市販のGMデータなどの

ディスクを同様に再生することができま

す。"各種の音楽データの再生"(P.84)をご

参照ください。また、P.142に"MLP-71D

で再生できる別売ソフトのご紹介"が掲載

されていますので、参考にしてください。

市販のディスクソフトは著作権で保護さ

れていますので、個人で楽しむ範囲でご

利用ください。

ディスクソフト「ピアノ アンサンブル」について

市販の「ピアノ アンサンブル」は、1曲につき3種類のファイルがディスクの中に入って

います。MLP-71Dでは、すべてのファイルを再生することができますが、MLP-71Dで再

生する最適のファイルは、「XG
エックスジー

ファイル(XG/SMFフォーマット)」です。付属の「ミュー

ジックソフト・コレクション」には、「ピアノ アンサンブル」のXG
エックスジー

ファイルが入ってい

ます。ファイルフォーマットについて詳しくは、P.141をご覧ください。

「ピアノ アンサンブル」の3種類のファイルの内訳とMLP-71Dでの再生順序

1曲め 曲A XG
エックスジー

ファイル(XG/SMFフォーマット)

2曲め 曲B XG
エックスジー

ファイル(XG/SMFフォーマット)

3曲め 曲A DOCファイル(DOC/ESEQフォーマット)

4曲め 曲B DOCファイル(DOC/ESEQフォーマット)

5曲め 曲A サイレントアンサンブルピアノ用ファイル(XG/ESEQフォーマット)

6曲め 曲B サイレントアンサンブルピアノ用ファイル(XG/ESEQフォーマット)

※市販の「ピアノ アンサンブル」を再生するときは、1曲めと2曲め(3曲入りの場合は3

曲めまで)をお使いください。

なお、サイレントアンサンブルピアノ用ファイルは"サイレントアンサンブルピアノ

(+MU50)"用のフリーテンポのソフトですので、テンポ表示が「---」となり、ビートラン

プは点滅しません。

フリーテンポのソフトとは…

ヤマハ"ピアノプレーヤ"や"サイレントア

ンサンブルピアノ(+MU50)"用のソフト

で、曲のテンポに関係なく一定のテンポ

が設定されているソフトのことです。こ

れらのソフトをMLP-71Dで再生した場

合、テンポ表示が「---」となり、ビート

ランプは点滅しません。また、小節番号

は実際の曲の小節番号とは一致せず、単

に曲の進行を示す目安となります。「ピア

ノソフト」「ピアノソフトプラス」「ピア

ノアンサンブル」のサイレントアンサン

ブルピアノ用ファイルなどがこれに該当

します。また、他のソフトの中にも一部

該当するものがあります。

第6章 ソングコントロール



75

ソ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル�

第
6
章�

再生手順

1 ソングプレイモードに入る
付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクや録音した演奏データが入

っているディスクを、ディスク挿入口に、図のように正しい向きと方向でカチッと音

がするまでていねいに差し込みます。音楽データの入ったディスクをディスクドライ

ブに差し込むと、自動的にソングプレイモードになります。

➡ MLP-71Dがディスクを読み込んで認識するまで、[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

]ランプが点灯しま

す。認識されると、ソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面(ソングプレイの1ペ

ージめ)が表示され、【SONG(ソング)】のランプが点灯します。

すでにディスクが差し込まれていて、ソングプレイモードに入っていない場合は、

【SONG(ソング)】を押してください。

➡ 【SONG(ソング)】のランプが点灯します。ここで、ソングプレイ[メイン](SONG

PLAY[MAIN])画面が表示されていないときは、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で1ペー

ジを出してください。

ディスクインユースランプ�

ラベル�
�

�

シャッター�
�

ディスクに関係するファンクションの画

面や、カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画

面のときは、ディスクを差し込んでも、

自動的にソングプレイモードにはなりま

せん。

2 ソングナンバーを選ぶ
[SONG

ソ ン グ

]▼▲を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使って、再生させたいソングナンバー

を選びます。

➡ 選ばれたソングのソングナンバーとネーム、ファイルの種類を表すファイルアイ

コン、現在のテンポなどが表示されます。

ソングナンバーは、曲データのないナン

バーも含めて1～60まで表示されます。曲

データのないソングナンバーではソング

ネームは表示されません。

また、[ALL
オ ー ル

]を選ぶと、ディスクに入っているすべてのソングが順番に再生されます。

[RANDO
ラ ン ダ ム

M]を選ぶと、ディスクに入っているすべてのソングがランダム(順不同)に再生されま

す。どちらの場合もストップするまで繰り返し再生されます。

*「ピアノアンサンブル」XGファイルの場合

テンポ� 現在の手弾き用音色� ファイルアイコン�
�

選ばれたソングナンバー/ネーム�
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ファイルアイコン

ファイルの種類を示すファイルアイコン表示には、次の4種類があります。

[XG
エックスジー

]/[X]： XG/SMFフォーマットのファイルのとき。

[DOC]/[D]： DOC/ESEQフォーマットのファイルのとき。

[Pian
ピアノ

o]/[P]： ピアノプレーヤ、サイレントアンサンブルピアノ用ファイルのとき。

[CVP
シーブイピー

]/[C]： MLP-71D、CVP-98/96/94/92で録音したソングデータのとき。

MLP-71D、CVP-98/96/94/92以外のCVP各

モデルで録音したソングデータのファイ

ルの場合は、アイコンは出ません。

サイレントアンサンブルピアノ(音源内蔵

モデル)のSMFフォーマットで録音したデ

ータの場合は、[Piano
ピ ア ノ

]/[P]アイコンは出ま

せん。

PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で3ページのソングプレイ[リスト](SONG PLAY[LIST])画面を開くと、デ

ィスクに入っているソングネームを一覧表示させることができます。再生させたいソングを【ダ

イアル】や【-/+】を使って簡単に選ぶことができます。ディスクに9曲以上入っている場合、9

曲め以降を選ぶと画面が切り替わって次の8曲のソングネームが表示されます。

曲名表示のところに何も表示されない場合…

このソングナンバーには、曲データがな

いことを示しています。

特定のソングからの連続再生…

ソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面

で[ALL
オ ー ル

]を選んだあと、3ページのソング

プレイ[リスト](SONG PLAY[LIST])画面でソン

グを選ぶと、選んだソングからすべての

ソングを順番に繰り返し再生させること

ができます。

1曲の繰り返し再生…

ソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画

面、または3ページのソングプレイ[リス

ト](SONG PLAY[LIST])画面でソングを選び、4

ページのソングプレイ[リピート](SONG

PLAY[REPEAT])画面で[1 SONG
ソ ン グ

]を選ぶと、選

んだソングだけをストップするまで繰り

返し再生させることができます。

3 再生をスタート/ストップする
再生をスタートするときは、パネルの【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

➡ 選んだソングの再生がスタートします。[ALL
オ ー ル

]や[RANDO
ラ ン ダ ム

M]を選んでいるとき以

外は、1ソングが最後まで再生されると自動的にストップします。再生中は現在の

小節番号とテンポがLCD画面に表示されます。

または…【START/STOP(スタート/ストップ)】を押してもスタートします。

再生をストップするときは、パネルの【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】をもう一度押しま

す。

➡ ソングの再生がストップします。

または…【START/STOP(スタート/ストップ)】を押してもストップします。

【SONG(ソング)】を押してランプを消すと、ソングプレイモードを終了し元の画面に戻

ります。

再生中の音色選択

ソングの再生中は、通常の音色選択の方

法(P.23)で、手弾きの音色を変更すること

が で き ま す 。 ま た 、 再 生 中 の

1/RIGHT&2/LEFTパートの音色を変えた

いときは、ソングプレイ[パート](SONG

PLAY[PART])画面(P.79)で変更できます。

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押してから、

実際にソングがスタートするまで少し時

間がかかる場合があります。

鍵盤ガイドランプを消したいとき…

再生中、1/RIGHT、2/LEFTパートの再生

音に合わせて、鍵盤ガイドランプがつき

ますが、5ページめのソングプレイ[ガイ

ドモード](SONG PLAY[GUIDE MODE])画面(P.88)

でランプを消すことができます。

ペダルによるスタート/ストップ…

ファンクション(FUNCTION)3ページのペ

ダル(PEDAL)画面でレフトペダル機能の

[START
ス タ ー ト

/STOP
ス ト ッ プ

]を選んでおくと、レフトペ

ダルが【START/STOP(スタート/ストップ)】と

同様に機能します。(P.112)
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ソングのテンポ調節

ソングの再生テンポは、いつでも変更することができます。(P.37)また、TEMPO(テンポ)

【-/+】を同時に押すと、選んだソングの基本設定テンポに戻すことができます。

通常、テンポは数字で表示されますが、フリーテンポのソフト(P.74)の場合は[---]が表示

され、その場合にはLCD画面上に表示されている小節番号は、小節番号ではなく曲の進

行を示す目安となります。テンポ変更をした場合は、基本設定テンポを元にした増減具

合を、「-99～+99」以内の範囲(ソフトによって増減幅は異なります)でパーセント(%)表

示します。

リズムの入っていない曲などで、ビート

ランプが点滅しないものもあります。

ソングによっては、LCD画面に表示され

る小節番号が楽譜の小節番号からずれる

ことがあります。

かならず守って…

[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

]ランプが点灯しているとき

やソングの再生中はディスクを取り出さ

ないでください。

パートごとの音量調節…

ミキサー(MIXER)画面でパートごとの音

量調節ができます。

ソングの再生音と手弾き音の音量バラン

スの調節…

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】(P.18)で調節します。

自動伴奏を使って録音したデータの再生

中は、【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押して

自動伴奏をON
オ ン

することはできません。

4 ディスクを取り出す
ディスクを使い終わったら、ディスクドライブのイジェクトボタンを押してディスク

を取り出します。

➡ LCD画面が基本画面に戻ります。

パートキャンセル
ソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面で、[1/RIGH

ライト

T(=右手)]、[2/LEFT
レ フ ト

(=左手)]、[ORCH
オーケストラ

(=伴

奏)]を押すことによって、各パートの再生をそれぞれON/OFF
オ ン / オ フ

することができます。各パートの

ボタンが反転しているときが、再生できる状態(ON
オ ン

)です。たとえば、右手や左手のパートの再

生をOFF
オ フ

にして、そのパートの手弾き練習をすることができます。

1/RIGH
ライト

Tをキャンセルした状態

演奏中でもパートのON/OFF
オ ン / オ フ

を切り替える

ことができます。

また、各ボタンへのトラックの割り当てを、6ページのソングプレイ[パート](SONG PLAY[PART])画

面(P.79)で変更することができます。

データのないパート(割り当てられている

トラック[P.79]にデータがない場合や、ト

ラックOFFが割り当てられている[P.79]場

合)はON
オ ン

になりません。

また、「ピアノソフト」と「ピアノ アン

サンブル」のDOCファイル、サイレント

アンサンブルピアノ用ファイルのパート

表示では、データのないパートのボタン

表示は出ません。
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伴奏パートを個別にON/OFF
オ ン / オ フ

する
通常、[ORCH

オーケストラ

(=伴奏)]を押すことにより、伴奏パート(TRACK
ト ラ ッ ク

3～16)、または1/RIGH
ライト

T、2/LEFT
レ フ ト

以外のすべてのパートが一度にON/OFF
オ ン / オ フ

されます。2ページのソングプレイ[トラックプレ

イ](SONG PLAY[TRACK PLAY])画面を使って、これらのパートを個別にON/OFF
オ ン / オ フ

することもできます。

1 ソングプレイ[トラックプレイ]画面を開く
PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E 】【F 】で2ページのソングプレイ[トラックプレイ](SONG

PLAY[TRACK PLAY])画面を開きます。

➡ データのあるトラックが[TRACK
ト ラ ッ ク

]EFの上に表示されます。再生できるトラッ

クはナンバーが四角い枠で囲まれた状態になっています。データが何も入ってい

ないトラックはドット(・)で表示されます。

MLP-71D、CVP-98/96/94/92で録音したも

のではない SMF：スタンダードMIDIファ

イルデータ(P.140)の場合は、トラックに

データが含まれているかいないかに関ら

ず、すべてのトラックのナンバーが表示

されます。

2 再生するトラックを選ぶ(PLAY/OFF
プ レ イ / オ フ

、SOL
ソ ロ

O)
[TRACK

ト ラ ッ ク

]EやF、【ダイアル】や【-/+】を使ってトラックを選びます。

➡ 選ばれているトラックには下線が表示されます。

選ばれているトラックについて、一番右側のLCDボタンを押して[PLAY
プ レ イ

(再生)]、また

は[OFF
オ フ

]を選ぶことができます。

➡ 再生をOFF
オ フ

にしたトラックは、トラック表示の枠囲いが消え、ナンバーだけの表

示となります。現在選ばれているトラックの再生時の音色が[PLAY/OFF
プ レ イ / オ フ

]の上に表

示されます。

トラックを選んだあと、[SOLO
ソ ロ

]を押して表示を反転させると、選んだトラックだけを再生す

ることができます。もう一度[SOLO
ソ ロ

]を押すと解除されます。
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[1/RIGH
ライト

T]、[2/LEFT
レ フ ト

]へのトラック割り当てと
音色指定
[1/RIGH

ライト

T]、[2/LEFT
レ フ ト

]へのトラック割り当て
特定のトラックをソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面の[1/RIGH

ライト

T]、[2/LEFT
レ フ ト

]にそれぞれ

割り当て、各トラックの再生をON/OFF
オ ン / オ フ

することができます。[2/LEFT
レ フ ト

]にはTRACK
ト ラ ッ ク

--(OFF
オ フ

)も割

り当てることができます。同じトラックを両方のパートに割り当てることはできません。
「ピアノ アンサンブル」のDOCファイル、

「ピアノソフト」は、トラックの割り当て

は固定されていて、変更できません。

PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で6ページのソングプレイ[パート](SONG PLAY[PART])画面を開きます。

⇒ [1/RIGH
ライト

T]、[2/LEFT
レ フ ト

]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】でトラックを

割り当てます。

または…[1/RIGH
ライト

T]、[2/LEFT
レ フ ト

]を押してもトラックが選べます。

再生中はトラックの割り当てはできません。

トラック割り当て…

基本設定：ファイルの種類によって異な

り ま す 。 ( [ 2 / L E F T ] に は

TRACK--(OFF)が割り当てられ

ている場合もあります。)

1/RIGHT&2/LEFTパートの再生音色指定
ソングプレイ[パート](SONG PLAY[PART])画面で1/RIGH

ライト

T&2/LEFT
レ フ ト

パートの再生音色を指定す

ることもできます。

[PART1,2VOICE
パ ー ト 1 , 2 ボ イ ス

]▼か▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って選びま

す。

または…[PART1,2VOICE
パ ー ト 1 , 2 ボ イ ス

]▼や▲を押しても選べます。

自動伴奏を使わずに録音したソングの再

生中には、自動伴奏機能をON
オ ン

にすること

ができます。その場合、【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリューム)】はソング

の再生ボリュームではなく、自動伴奏の

ボリュームに対して機能するようになり

ます。

ただし、ファンクション(FUNCTION)の

トランスフォーム機能(P.120)で変換した

データの場合は自動伴奏は使えません。

「ピアノ アンサンブル」や自動伴奏を使っ

て録音したソングを再生しているときは、

自動伴奏機能を使うことはできません。

再生中は再生音色の指定はできません。

ソング全体の再生ボリュームの調節
【ACMP/SONG

アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリューム)】を使って、ソング全体の再生ボリュームを調節

することができます。



ソングの各パートのボリューム調節
ソングプレイモード時に【MIXER(ミキサー)】を押してミキサー(MIXER)画面を表示させると、ソン

グの各パートの再生ボリュームを個別に調節できます。1ページは再生しているソフトに応じ

た画面が表示され、手弾きのボリュームとオーケストラ伴奏のボリュームバランスをとること

ができます。2ページでは各トラックを個別に調節することができます。

1ページ

LCDボタンを押して表示を反転させ、【ダイアル】や【-/+】を使って各パートのボリュームを

調節することができます。複数のパートのボタンを同時に押して反転させ、選んだパートのボ

リュームを同時に調節することもできます。値は「2」ずつ変化させることができます。

「ピアノ アンサンブル」XG
エックスジー

ファイルや自分で録音したデータの再生時

[PART
パ ー ト

1] ………パート1

[PART
パ ー ト

2] ………パート2

[OTHE
ア ザ ー

R]………パート3～8、11～16

[RHYTH
リ ズ ム

M]……パート9、10

[KBD
キーボード

] …………手弾きの音量

「ピアノ アンサンブル」DOCファイルの再生時

[L&R
エル&アール

] …………右手＆左手パート(ピアノパート)

[BASS
ベ ー ス

] ………ベースパート

[ORCH
オーケストラ

] ………オーケストラパート

[RHYTH
リ ズ ム

M]……リズムパート

[KBD
キーボード

] …………手弾きの音量

「ピアノ アンサンブル」サイレントアンサンブルピアノ用ファイルの再生時

[L&R
エル&アール

] ………右手＆左手パート(ピアノパート)

[ORCH
オーケストラ

] ……伴奏パート

[KBD
キーボード

] ………手弾きの音量
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「ピアノソフト」の再生時

[L&R
エル&アール

] ………右手＆左手パート(ピアノパート)

[KBD
キーボード

] ………手弾きの音量

さらに、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で、2ページのトラックミキサー(TRACK MIXER)画面にする

と、16トラック全部を一度に表示して、ボリューム調節や音色、リバーブデプスなどの変更が

できます。

以下の項目の変更ができます。項目について詳しくは、各参照ページをご覧ください。

トラックミキサー画面で変更できる項目

●1～16トラックを選んでいる場合

・VOLUME(ボリューム)(P.79)

・VOICE(ボイス)(P.23)

・PAN(パン)(P.111)

・REVERB DEPTH(リバーブデプス)(P.33)

・EFFECT DEPTH(エフェクトデプス)(P.35)

●[TOTAL
ト ー タ ル

]を選んでいる場合

・TEMPO(テンポ)(P.77)

・REVERB TYPE(リバーブタイプ)(P.32)

・REVERB DEPTH(リバーブデプス)(P.33)

・EFFECT TYPE(エフェクトタイプ)(P.34)

トラックミキサー(TRACK MIXER)画面での設
定変更

1 設定を変更するトラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]E かF を押して、設定を変更したいトラックを選びます。ここで、

[TOTAL
ト ー タ ル

]を選ぶと、トラックごとの設定変更でなく、曲全体の設定を変更することに

なります。

選択したトラックは、一番右側のLCDボタンを押して[PLAY
プ レ イ

(再生)]、[OFF
オ フ

]、または

[SOL
ソ ロ

O]を選ぶことができます。[SOL
ソ ロ

O]を選ぶと、選んだトラックだけを再生するこ

とができます。

2 変更する項目を選ぶ
[SELEC

セ レ ク ト

T]▼か▲を押して、設定を変更したい項目を選びます。

選ばれたトラックは反転表示�

選ばれた変更する項目� 選ばれたトラックの現在の設定値�
�

VOICE(ボイス)を選んだ場合、MIDIでの

音色選択に使われる Program Change

Number [PRG#]、Bank LSB [BKL]、Bank

MSB [BKM]も表示されます。

ファイルの種類によって、「Fixed」が表

示され、変更できない項目がある場合も

あります。

VOICE(ボイス)の変更は、ファイルの種

類によって、１または２トラックだけで

きる場合もあります。
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3 設定を変更する
【ダイアル】や【-/+】で設定値を変更します。曲を再生しながら設定の変更をするこ

とができますので、変更した効果の具合を確認しながら設定できます。

[TO T A L
ト ー タ ル

] を選び、リバーブデプス

(REVERB DEPTH)の設定を変更すると、

その設定効果は手弾きの音にもかかりま

す。

自動伴奏、リズム、ハーモニーのデータ

が録音されているトラックの音色も変更

できます。

ボリュームの設定範囲：0～100

エフェクトタイプ(EFFECT TYPE)の設定

は、1曲につき1タイプです。

別のソングを選択すると、すべての設定

は選ばれたソングの基本設定値(または録

音したときの値)に戻ります。

自動伴奏を使わずに録音したソングの再

生中に、自動伴奏機能をON
オ ン

にすると、ミ

キサー(MIXER)画面はソングの各トラッ

クのボリュームではなく、自動伴奏の各

パートのボリュームとして機能するよう

になります。

リピート機能
MLP-71Dでは、リピート機能を使って、1つのソングやソング内のある範囲を繰り返し再生さ

せることができます。難しいフレーズを繰り返して練習するときなどに便利です。

用途に合わせて使えるリピートモードが4種類用意されており、4ページのソングプレイ[リピ

ート](SONG PLAY[REPEAT])画面で使いたいモードを選ぶことができます。

4つのリピートモード

• OFF(リピート機能OFF)

• PHRASE(フレーズリピート)

• 1 SONG(1ソングリピート)

• AB mode(ABリピート)

リピートモードを選ぶと、ソングプレイ

[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面で

[ALL
オ ー ル

]や[RANDO
ラ ン ダ ム

M]を選んでいた場合、

それらの再生機能は解除されます。

他のソングに切り替えると、リピートモ

ードは"OFF
オ フ

(リピート機能OFF
オ フ

)"に戻りま

す。
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フレーズリピート(「ピアノ アンサンブル」のXG
エックスジー

ファイル/DOCファイルのみ)
「ピアノ アンサンブル」の楽譜に書いてあるフレーズナンバーを指定して、そのフレーズだけ

繰り返して練習することができます。この機能を使いたいときは、XG
エックスジー

ファイルか、DOCファ

イル(P.74)を使用してください。XG
エックスジー

ファイルの中(1997年3月以前に発売になったもの)には、フ

レーズリピートが使用できないものがあります。その場合には、同じ曲のDOCファイルをお使

いください。

[REPEA
リ ピ ー ト

T MODE
モ ー ド

]▼か▲で[PHRAS
フ レ ー ズ

E]を選ぶと、その右側にフレーズナンバーを指定するための

[PHRAS
フ レ ー ズ

E]表示が現れます。[PHRAS
フ レ ー ズ

E]▼か▲を押して表示を反転させたあと【ダイアル】や

【-/+】でフレーズナンバーを選びます。

または…[PHRAS
フ レ ー ズ

E]▼や▲を押しても選べます。

ソングの再生をスタートすると、指定されたフレーズが、ストップするまで繰り返し再生され

ます。
演奏中でもパートのON/OFF

オ ン / オ フ

を切り替える

ことができます。

ガイド機能も同時に使えます。

フレーズリピートが開始されるときに、

カウントインが入ります。なお、再生し

ているソングがフリーテンポのソフトの

ソングのときは、カウントインは入りま

せん。

1 ソングリピート
[REPEA

リ ピ ー ト

T MODE
モ ー ド

]▼か▲で[1 SONG
ソ ン グ

]を選んでいるときは、現在選ばれているソングを

繰り返して再生させることができます。一度ソングの再生をスタートすると、ストッ

プするまで繰り返し再生されます。

カウントインは入りません。

ABリピート
ソング内のある特定の範囲(A点とB点)を指定して、繰り返し練習することができます。

[REPEA
リ ピ ー ト

T MODE
モ ー ド

]▼か▲で[AB mode
モ ー ド

]を選ぶと、その右側にA点とB点を指定するための[A→]と

[B]が現れます。

ソングの再生中に[A→]を一度だけ押すと、範囲の開始位置としてA点が指定されます。

⇒ つづいて[B]を押すと、範囲の終了位置としてB点が指定され、A点からB点までの繰り返し

再生がスタートします。

一度指定したA点からB点までの範囲は、別のソングや別のリピートモードに切り替えるまで

保持されます。【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を使って、同じ範囲を何度でも繰り返し再生させ

ることができます。

指定したA点からB点までの範囲は、別の

ソングや別のリピートモードに切り替え

ると解除されます。

A-Bリピートが開始されるときに、カウ

ントインが入ります。なお、再生してい

るソングがフリーテンポのソフトのソン

グのときは、カウントインは入りません。

再生スタート前に[A→]を押すとソングの

始まりをA点に指定することができます。

この場合、リピート開始時のカウントイ

ンは入りません。

A点からB点までの範囲が指定されている

ときに、[B]を押してOFF
オ フ

にするとB点が

解除され、A点からソングの最後までの

繰り返し再生となります。

A点からB点までの範囲が指定されている

ときに、[A→]を押すとA点もB点も解除

されます。同じ曲の中で、別のA点B点の

指定ができます。

A点が選ばれていないと、B点は選べませ

ん。
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再生に関するその他のコントロール

一時停止
ソングの再生中に【PAUS

ポ ー ズ

E (一時停止)】を押すと、一時的にストップします。もう一度

【PAUS
ポ ー ズ

E(一時停止)】を押すか、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押すと、停止していた位置から再

スタートします。

巻き戻しと早送り
【REW

リワインド

(巻戻し)】と【FF
フォワード

(早送り)】を使って、ソングの再生位置を戻したり進めたりすることができ

ます。

● ソングの停止中や一時停止中は、【REW
リワインド

(巻戻し)】や【FF
フォワード

(早送り)】を押すごとに1小節ずつ戻し

たり進めたりすることができます。どちらのボタンも押し続けると連続的に移動させるこ

とができます。

● ソングの再生中に、【REW
リワインド

(巻戻し)】や【FF
フォワード

(早送り)】を押し続けると、すばやくソングの位置

を戻したり進めたりすることができます。この場合【REW
リワインド

(巻戻し)】を押している間は、音が

鳴りません。

【REW
リワインド

(巻戻し)】を使うと、音色、テンポ、

ボリュームが変わることがあります。

各種の音楽データの再生
市販のディスクソフトについて
MLP-71Dでは、付属の「ミュージックソフト・コレクション」に入っている「ピアノ アンサ

ンブル」、「XG
エックスジー

ソングデータライブラリー」以外に、「ピアノソフト」、「ピアノソフトプラス」、

また、一般的な、"GM
ジーエム

システムレベル1"(P.141)音色配列を使用しているSMF：スタンダード

MIDIファイル(フォーマット0と1)(P.140)のソングデータが入っているディスクなども再生する

ことができます。

MLP-71Dで再生できる市販ソフトについて詳しくは、第9章資料(P.142)をご覧ください。

MLP-71Dの内蔵音源は、再生データに応じて、ヤマハのXG
エックスジー

フォーマット(GM
ジーエム

システムレベル

1を含む)(P.141)、またはヤマハのDOC音色配列(P.141)に自動的に切り替えて対応します。(た

だし、パネル上で選ばれる音色配列は変わりません。)

他の楽器で録音されたソングデータ
クラビノーバMLP-51D/11D,CVP-98/96/94/92/89/79/69/59/87/85/83/75/

65/55/70/50、CLP-705で録音されたソングデータをMLP-71Dで再生すると、ほぼ適切な音色で

再生されるようになっていますが、音量バランスなどに若干違いが出る場合があります。た

だし、MLP-51D/11D、CVP-70/50の自動伴奏(ABC)を使用して録音したデータは、正しく再生

されません。

ヤマハのピアノプレーヤ、サイレントアンサンブルピアノで録音されたソングデータも再生

できます。

どのようなタイプの音楽データを再生す

る場合でも、MLP-71Dでは、3.5インチ

2DD(720KBフォーマット)、または3.5イ

ンチ2HD(1.44MBフォーマット)のフロッ

ピーディスクだけ使用することができま

す。
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ガイドコントロール
MLP-71Dには、ディスクソフトを使って演奏の練習ができる、ガイド機能があります。

LCD画面に表示される"ピアノロール"と"鍵盤ガイドランプ"によって、鍵盤を弾くタイミング

や音符の長さ、押さえる鍵盤位置を示してくれます。さらに、正しい鍵盤を押さえるまで伴奏

が待っていてくれますので、マイペースで練習することができます。

また、ガイド機能はデモ曲の「4.GUIDE DEMO」再生中にも使えます。デモ曲

「4.GUIDE DEMO」再生中にガイドボタンの1つを押すと、メロディパートをガイドを使っ

て演奏することができます。

ガイドの種類とピアノロール
次の3種類のガイドが用意されています。鍵盤演奏経験や好みで選んで練習できますが、初め

て弾く方は、イージープレイ(EASY PLAY)→ネクストノート(NEXT NOTE)→サウンドリピー

ト(SOUND REPEAT)の順番で練習されることをお勧めします。

弾くタイミングの練習：イージープレイ(EASY PLAY)

イージープレイでは、弾くタイミングだけを練習しますので、鍵盤位置はどこを弾いてもかま

いません。正しいタイミングで鍵盤を弾くと、メロディがスムーズに流れます。(伴奏は通常

どおりに再生が進みます。)

弾く鍵盤位置の確認：ネクストノート(NEXT NOTE)

ネクストノートでは、ピアノロールや鍵盤ガイドランプを見ながら、弾く鍵盤位置を確認しま

す。正しい鍵盤位置を弾くまで伴奏が待っていてくれますので、自分のペースで練習できます。

鍵盤ガイドランプは、ランプが点灯している鍵盤を弾くタイミングがきたら、点灯から点滅に

変わります。

鍵盤ガイドランプが点滅しない…

曲によっては、特別なガイド方式で、ラ

ンプの点灯しかしない曲もまれにありま

す。そのような曲の場合でも、通常のネ

クストノート方式に切り替え、ランプの

点滅をさせることができます。P.87ガイ

ドに関するその他の機能をご覧ください。

お手本演奏を聞いて弾く：サウンドリピート(SOUND REPEAT)

サウンドリピートでは、短いお手本演奏が再生されます。それを聞いて、強弱などをまねして

練習します。お手本演奏は3回繰り返したあと、自動的に次のお手本演奏を始めます。

お手本演奏のリピート回数…

5ページめのソングプレイ[ガイドモー

ド](SONG PLAY[GUIDE MODE])の画面で設定で

きます。(P.88)

鍵盤ガイドランプは必要に応じてON/OFF
オ ン / オ フ

することができます。
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ピアノロール…

ピアノロールは、ガイドコントロールのいずれかのボタンを押してから 、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して再生をスタートすると、LCD画面に現れます。弾く

鍵盤位置に向かって、弾く音符の長さと同じ長さのバーが画面の上から降りてきます。

バーが画面の下まで達したときが、鍵盤を弾くタイミングです。バーの長さ分鍵盤を押

さえていると、正しい音符の長さ分鍵盤を弾いたことになります。

ピアノロール表示中は…

リピートモードのとき、ソングプレイ[リ

ピート]画面が小さく出ます。それ以外の

ソングプレイモードのとき、ソングプレ

イ[メイン]画面が小さく出ます。

ピアノロールのON/OFF
オ ン / オ フ

…

5ページめのソングプレイガイドモード

(SONG PLAY[GUIDE MODE])の画面でON/OFF
オ ン / オ フ

で

きます。(P.88)

ガイド機能を使った練習

1 練習曲の準備
ガイドに入る前に、ディスクドライブに正しくディスクが入っていることを確認します。

⇒ ソングプレイ[メイン](SONGPLAY [MAIN])画面で、練習したい曲の選曲と、練習するパ

ートのキャンセル(反転している表示を戻す)をしておきます。

2 ガイドの種類を選ぶ
【EASY PLAY(イージープレイ)】、【NEXT NOTE(ネクストノート)】または【SOUND REPEAT(サ

ウンドリピート)】を押します。

➡ 押したボタンのランプが点灯します。

弾く練習を始める前に…

弾く練習を始める前に、弾くパートのキ

ャンセルをせずに演奏を再生し、お手本

演奏を聞きましょう。曲の全体像をつか

んでおくと、このあとの練習もスムーズ

に進行します。

自動パートキャンセル…

練習するパートの再生キャンセルをせず

に、ガイドに入ったときは、自動的に

1/RIGH
ライト

Tパート(2/LEFT
レ フ ト

パートにしかデー

タがない曲の場合は2/LEFT
レ フ ト

パート)がガイ

ドされますが、ガイドに入る前に、パー

トキャンセルをした場合は、その設定が

ソングを変更するまで保持されます。

鍵盤ガイドランプを消したいとき…

ソ ン グ プ レ イ [ ガ イ ド モ ー ド ] ( S O N G

PLAY[GUIDE MODE])画面で、鍵盤ガイドラン

プのON/OFF
オ ン / オ フ

ができます。(P.88)

ガイドコントロールボタンがON
オ ン

できな

い…

ガイドコントロールボタンは、【SONG(ソン

グ ) 】 の ラ ン プ が 点 灯 中 か 、 デ モ 曲

「4.GUIDE DEMO」が選ばれているときで

なければ選べません。また、3種類のガイ

ドは、同時に2種類以上を選ぶことはでき

ません。

3 練習する
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して演奏を再生させます。

➡ ピアノロールが出ます。伴奏に合わせて練習します。

イージープレイのときは、どの鍵盤を弾

いても正しいメロディを演奏することが

できます。

再生中にガイドの種類を変更することが

できます。

(ただし、5ページめのソングプレイガイ

ドモード(SONG PLAY[GUIDE MODE])の画面でガ

イドモードに[SPECIA
スペシャル

L]が表示される曲

の場合は変更できません。)

ネクストノート、サウンドリピートのと

きは、【PAUSE(ポーズ)】は使えません。
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4 練習を終わる
ソングが最後まで再生されると自動的にストップします。また、パネルの

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押すと、ソングの再生がストップします。

もう一度【EASY PLAY(イージープレイ)】、【NEXT NOTE(ネクストノート)】または【SOUND

REPEAT(サウンドリピート)】を押すとランプが消え、ガイド機能がOFF
オ フ

になります。

ガイド機能がOFF
オ フ

になっていても、ソングプ

レイ[ガイドモード](SONG PLAY[GUIDE

MODE])画面で[LAMP
ラ ン プ

]をOFFにしていない限

り、ソングの再生中、鍵盤ガイドランプは

1/RIGHT、2/LEFTパートの鍵盤を示します。

このとき、1/RIGH
ライト

T、2/LEFT
レ フ ト

パートが両方と

もON
オ ン

またはOFF
オ フ

になっていると、1/RIGH
ライト

T、

2/LEFT
レ フ ト

パートの鍵盤を示し、どちらかのパー

トがOFF
オ フ

になっているときは、OFF
オ フ

になって

いるパートの鍵盤を示します。

ソングの再生中に、ガイド機能、ガイド

ランプ、ガイドされるパートをON/OFF
オ ン / オ フ

す

ることもできます。

ソングの再生テンポは、ソングを選んだ

あとに、TEMPO(テンポ)【-/+】を使って変

更することができます。

トランスポーズ機能(P.110)によって、鍵

盤の音程を変更していても鍵盤ガイドラ

ンプの示す位置は変わりません。

右手/左手パートを独立して鳴らせるよう

に作っていないソフトの場合、ガイド機

能が効果的に機能しないことがあります。

ガイド機能のサウンドリピート(SOUND

REPEAT)モードでは、MLP-71Dが自動的

にガイドのフレーズの長さを決めますの

で、音楽的なフレーズとしては、ちょう

どよい長さにならないこともあります。

また、右手/左手パートを両方ともガイド

させている場合は、ガイドのフレーズが

短めになります。

ガイドに関するその他の機能
5ページめのソングプレイ[ガイドモード](SONG PLAY[GUIDE MODE])の画面では、ガイドに関する

様々な設定をすることができます。

ここでの設定はデモ曲の「4.GUIDE DEMO」再生中のガイドにも有効になります。

ガイドモード[GUIDE MODE]
[GUID

ガ イ ド

E MODE
モ ー ド

]は通常は[NORMA
ノ ー マ ル

L]が表示されています。[GUID
ガ イ ド

E MODE
モ ー ド

]を押して表示を

[ENSEMBL
ア ン サ ン ブ ル

E]にすると、イージープレイと通常のパートキャンセルを同時に別々のパートに設

定することがきます。この場合、1ページめのソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])の画面で、

パートキャンセルをしたパートは通常のパートキャンセルで、パートキャンセルをしていない

ほうのパートはイージープレイで演奏できる状態になります。

[ENSEMBL
ア ン サ ン ブ ル

E]は、[1/RIGH
ライト

T][2/LEFT
レ フ ト

]の両パ

ートにデータがある曲でのみ有効です。

ネクストノート、サウンドリピートのとき

は[ENSEMBL
ア ン サ ン ブ ル

E]は使えません。

また、[GUID
ガイド

E MODE
モ ー ド

]に[SPECIA
スペシャル

L]が表示される曲の場合は、ネクストノートのときに、特別

なガイド方式で、鍵盤ガイドランプの点灯だけによるガイドで再生します。[GUID
ガイド

E MODE
モ ー ド

]を

押して表示を[NORMA
ノ ー マ ル

L]にすると、通常のネクストノートの状態になります。

[SPECIA
スペシャル

L]は、再生する曲によって自動

的に表示されます。自動的に表示されな

い曲のときに、[GUID
ガイド

E MODE
モ ー ド

]を押して

[SPECIA
スペシャル

L]を表示させることはできませ

ん。

イージープレイ、サウンドリピートのと

きは、表示が[SPECIA
スペシャル

L]であっても、通

常のイージープレイ、サウンドリピート

のガイドになります。

ガイドモード…

設定範囲：NORMAL
ノ ー マ ル

/
/

ENSEMBL
アンサンブル

E/
/

(SPECIA
スペシャル

L)

基本設定：NORMAL
ノ ー マ ル

/
/

(SPECIA
スペシャル

L)の自動表示

バックアップの基本設定：OFF



88

ソ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル�

第
6
章�

サウンドリピート回数の設定
[SOUND

サ ウ ン ド

REPEA
リ ピ ー ト

T]を押すと、サウンドリピート時のお手本演奏のリピート回数を設定すること

ができます。また、ここで[AUTO
オ ー ト

]を選ぶと、お手本演奏のリピートは正しく弾けなかった部

分だけの演奏になり、すべてを正しく弾くことができると次のお手本演奏が流れます。

サウンドリピート回数…

設定範囲：AUTO
オ ー ト

、2～10

基本設定：3

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

ピアノロール表示の設定
[PIAN

ピアノ

O ROLL
ロ ー ル

]を押すと、ピアノロールのAUTO/
オ ー ト /

ON/OFF
オ ン / オ フ

の切り替えができます。AUTOでは、

ガイドコントロールのボタンの1つをON
オ ン

にすると、ピアノロールが出ます。ON
オ ン

にすると再生

中はいつも表示されます。OFF
オ フ

にするとピアノロールは出なくなります。

ピアノロール…

設定範囲：AUTO
オ ー ト

/
/

ON/OFF
オ ン / オ フ

基本設定：AUTO
オ ー ト

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

鍵盤ガイドランプのON/OFF
オ ン / オ フ

[LAMP
ラ ン プ

]を押して表示をOFF
オ フ

にすると鍵盤ガイドランプを消すことができます。



■ソングの録音
MLP-71Dには、フロッピーディスクに自分の演奏を録音するソングレコード機能がありま

す。簡単な操作で録音できる"クイック録音"(P.91)と、アンサンブルの曲を多重録音できる"

トラック録音"(P.95)、自動伴奏をステップ録音する"コードシーケンス"(P.100)がありま

す。

録音してできた曲をソングと言い、1枚のフロッピーディスクに60ソングまで保存しておく

ことができます(1ソングのデータが大きい場合は、60ソングより少なくなってしまうことも

あります)。なお、ソングを録音するにはフォーマット済みのフロッピーディスクが必要です

(P.90)。

ソングの構成について

一例として、次の図のようにトラックごとに各パートを録音してソングを構成すること

ができます。

操作中には、確認、警告、エラーなどのメッセージがLCD画面に表示されることがあり

ます。各メッセージについては、P.135にメッセージ一覧が載っていますので、ご参照く

ださい。

ピアノ（右手）パート�

ピアノ（左手）パート�

ベースパート�

ストリングスパート�

リズムパート�

****パート�

（最大16トラックまで）�

1

2

3

4

9

リズムパート�

・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�

・�
・�
・�
・�
・�

16

10

トラック�
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ディスクの取り扱い上の注意について"フ

ロッピーディスクの取り扱い"(P.9)をお読

みください。

M L P - 7 1 D で 録 音 し た ソ ン グ は 、

XG/SMF
エックスジー/エスエムエフ

(フォーマット0)フォーマットに

なります。XG/SMF
エックスジー/エスエムエフ

(フォーマット0)フォ

ーマットについてはP.140をご参照くださ

い。

録音したソングデータは、再生時MIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】からは出力されません。
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録音の準備：ディスクのフォーマット
付属の「録音用ディスク」を初めて使うときは、最初にフォーマット(初期化)をします。市販

のフロッピーディスクの場合も同様です。一度録音で使用したフロッピーディスクを再フォー

マットする方法は、ファンクション機能のフォーマット(P.113)をご覧ください。

1 ディスクを入れる
付属の録音用ディスクを、ディスク挿入口に、図のように正しい向きと方向でカチッ

と音がするまでていねいに差し込みます。

➡ 数秒後に「ディスクをフォーマットしますか？(Start disk format?)」のメッセージが表示

されますので、[はい(OK)]を押します。キャンセルする場合は、[キャンセル

(CANCEL)]を押します。

ディスクインユースランプ�

ラベル�
�

�

シャッター�
�

市販の未フォーマットのフロッピーディ

スクや、異なるフォーマットのフロッピ

ーディスクの場合も同様の画面が出ます。

フォーマットの種類…

2DDのディスクは720KB、2HDのディス

クは1.44MBにフォーマットされます。

2 フォーマットを実行する
次のように「よいですか？(Are you sure?)」と確認を求める画面が現れますので、フォー

マットを実行するときは[はい(OK)]を、中止する場合は[いいえ(NO)]を押します。

フォーマット中はLCD画面にバーグラフが表示され、フォーマットの経過を示します。

フォーマットが完了すると自動的に元の画面に戻ります。



クイック録音

1 フォーマット済みのディスクを入れる
ライトプロテクトタブが"録音可"の位置になっていることを確認して、フォーマット

済みのディスクを、正しい向きと方向でディスク挿入口にカチッと音がするまでてい

ねいに差し込みます。

➡ MLP-71Dがディスクを読み込んで認識するまで、[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ス

]ランプが点灯します。その

後、ソングプレイモードに入っていない場合は【SONG(ソング)】を押してください。

➡ ランプが点灯し、ソングプレイ[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面が表示されます。ソングプレイ

[メイン](SONG PLAY[MAIN])画面が表示されていないときは、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で1ペ

ージを出してください。

  録音可  �
（演奏を録音できます。）�

  録音不可  �
（演奏を録音できません。）�

フロッピーディスクの裏面�

ディスクインユースランプ�

ラベル�
�

�

シャッター�
�
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ディスクに関係するファンクションの画

面や、カスタムスタイル(CUSTOM STYLE)画

面のときは、ディスクを差し込んでも、

自動的にソングプレイモードにはなりま

せん。

スタイルファイルディスクを使うとき…

スタイルファイルディスクを使うときは

録音のディスクを入れる前に、スタイル

ファイルディスクの読み込み(P.68)の手順

でスタイルを読み込んでください。
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2 録音するソングナンバーを選ぶ
[SONG]▼▲を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使って録音するソングナンバーを選

びます。

1～60の中から選ぶことができます。選んだ番号が曲を録音する場所になります。選

んだソングナンバーの横にソングネームが表示されているものは、すでにデータが録

音されていることを示しています。この場合、他のソングナンバーを選んでください。

3 ソングレコードモードに入る
【REC

レコード

(録音)】を押します。

➡ 【REC
レコード

(録音)】のランプが点灯し、レコードモードの1ページめのクイックレコード

(QUICK RECORD)画面が現れます。

【REC
レコード

(録音)】のランプが点灯していて、クイックレコード(QUICK RECORD)画面が表示さ

れていない場合は、PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】を使って、1ページめの画面を開い

てください。

クイックレコード(QUICK RECORD)画面で、

録音するソングナンバーを変更すること

ができます。

レコードモードに入ったときに、自動伴奏

がON
オ ン

になっていた場合、[ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y]ト

ラックが自動的に[REC
レコード

]表示になります。
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4 録音パートを選ぶ
クイックレコードの録音方法では、右手パート(1/RIGHT)、左手パート(2/LEFT)、自

動 伴 奏 ＆ リ ズ ム パ ー ト ( A C M P & R H Y ) の 3 パ ー ト の 録 音 が で き ま す 。

[1/RIGH
ラ イ ト

T][2/LEFT
レ フ ト

][ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y]を押して、パートを[REC
レコード

(録音できる状態)]や

[OFF
オ フ

(録音も再生もされない状態)]に切り替えることができます。また、すでにデー

タが入っているパートでは[PLAY
プ レ イ

(再生)]も選べます。

パネルの【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押しても、[ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y]パートを自動的に

[REC
レコード

]表示にすることができます。また、[ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y]を[REC
レコード

]表示にしておいて、

【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押してランプを消すと、リズムだけの録音ができます。

[1/RIGH
ライト

T]と[2/LEFT
レ フ ト

]を、同時に[REC
レコード

]に

することはできません。

ハーモニー、デュアル、スプリットを使

った録音のトラック…

ハーモニー機能を使ってハーモニーの演

奏データを録音したり、デュアルやスプ

リット機能を使って2つのパートを録音す

ることもできます。この場合、ハーモニ

ーは6、7、8トラックに、1/RIGH
ライト

Tパート

録音でデュアルを使うと1トラックと3ト

ラックに、スプリットを使うと1トラック

と5トラックに、2/LEFT
レ フ ト

パート録音でデ

ュアルを使うと2トラックと4トラックに、

スプリットを使うと2トラックと5トラッ

クに録音されます。

自動伴奏を使った録音のトラック…

自動伴奏の録音トラック構成は、トラッ

ク9～10にリズム、トラック11にベース、

トラック12～16にコードとなっています。

どれか1つでもパートが[REC(録音できる状態)]に設定されると、自動的に、鍵盤を弾き始める

と録音がスタートする録音スタンバイ状態になります。

いずれかのパートを[REC
レコード

]表示にすると、

ディスクの記憶残容量がテンポ表示の横

にKB(キロバイト)単位で示されます。

2DD/2HDディスクの容量は、何も録音され

ていないときで約690KB/1400KBです。音数

では、およそ50,000音/100,000音分ですが、

機能をたくさん使うと減ります。録音をス

タートすると、この記憶残容量表示は小節

番号表示に変わります。

[ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y]パートを[REC
レコード

]表示にする

と、シンクロスタートでの録音スタンバ

イ状態になり、タイミングをとるための

ガイドとしてのメトロノームが鳴り出し

ます。(シンクロスタートを解除するとメト

ロノームは鳴りません。)

自動伴奏の録音方法にはインテンポで弾

かずに録音できるコードシーケンス

(P.100)もあります。



94

ソ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル�

第
6
章�

5 音色、伴奏スタイルなどを選ぶ
通常の方法で、録音に使う音色や伴奏スタイル、テンポなどを設定します。(ここで、

鍵盤を弾いたり、【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すと録音がスタートしてしまい

ますので、音色やスタイル、テンポを再生して確認しておきたい場合は、ソングプレ

イモードに入る前にしておきます。)

スタイルファイルディスクを使うとき…

スタイルファイルディスクを使うときは

録音のディスクを入れる前に、スタイル

ファイルディスクの読み込み(P.68)の手順

でスタイルを読み込んでください。

自動伴奏を録音するときには、イントロ

(INTRO)やオートフィル(AUTO FILL)、エ

ンディング(ENDING)、フェードイン/ア

ウト(FADE IN/OUT)も録音できます。イ

ントロ(INTRO)は演奏を始める前に、オ

ートフィル(AUTO FILL)は演奏の途中で、

エンディング(ENDING)は演奏を終わると

きに、フェードイン /アウト ( FAD E

IN/OUT)は演奏の始めや終わりに、それ

ぞれのボタンを押します。エンディング

(ENDING)や、曲の終わりにフェードイン

/アウト(FADE IN/OUT)を押した場合は、

エンディングパターン(フェードアウト)

を演奏したあと自動的にストップします。

メトロノームにあわせて録音するとき…

1. 音色を選んだあと【METRONOME(メト

ロ ノ ー ム )】 を 押 し 、 メ ト ロ ノ ー ム

(METRONOME)画面で拍子を選びま

す。→メトロノームが鳴り出します。

2. 演奏と同時に録音が始まります。このと

き、メトロノーム音は録音されません。

ディスクを入れていないとき…

短い曲であればそのまま本体に録音する

ことができます。最大約2500音符[25KB
キロバイト

]

録音できますが、機能をたくさん使うと

減ります。ただし、電源を切ったり別の

曲が読み込まれた時点で消えてしまいま

す。詳しくは、ディスクを使わない録音

(P.108)をご参照ください。

6 録音をスタートする
録音のスタートには次のいくつかの方法があります。

手弾き音([1/RIGH
ラ イ ト

T]または[2/LEFT
レ フ ト

])の録音

鍵盤を弾き始めるか、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

自動伴奏やリズム([ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y])の録音

シンクロスタートで鍵盤(鍵盤をスプリットしている場合は左領域の鍵盤)を弾き始め

るか、【START/STOP(スタート/ストップ)】を押します。

手弾き音と、自動伴奏やリズムをいっしょに録音する場合

「自動伴奏やリズム([ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y])の録音」の方法でスタートすると、手弾き音の録

音も同時にスタートします。

先に手弾き音の録音を始めて途中から自動伴奏やリズムを入れる場合

「手弾き音([1/RIGH
ライト

T]または[2/LEFT
レ フ ト

])の録音」の方法で手弾き音の録音をスタートし、

途中で「自動伴奏やリズム([ACMP&RH
アカンパニメント&リズム

Y])の録音」の方法で自動伴奏やリズムの録

音をスタートします。

録音中のボリューム調節…

録音中は【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/

ソング ボリューム)】やミキサー(MIXER)画面が、

録音される自動伴奏や手弾きのパートのボ

リューム調節用として機能します。

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】は、レコードモードに入ったとき

に、スライダーの位置に関係なく、標準

値(=MAX
マックス

の値)に自動的にリセットされま

す。

録音中のスプリット機能、ハーモニー機

能のON/OFF
オ ン / オ フ

…

1/RIGHTパートを選んで録音していると

き は 、 録 音 の 途 中 の 一 部 分 だ け

【SPLIT(スプリット)】や【HARMONY(ハーモニ

ー)】をONにして録音することができます。

2/LEFTパートを選んでいるときは、その

ようにしても、スプリットの左領域の音

やハーモニーの音は録音されません。ま

た、録音パートを変更すると、【SPLIT(ス

プリット)】【HARMONY(ハーモニー)】は自動

的にOFF
オ フ

されます。

録音中は鍵盤ガイドランプは点灯しません。
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7 録音をストップする
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

➡ 録音がストップします。データがディスクに書き込まれると、【REC
レコード

(録音)】のラン

プが消灯し、ソングプレイ画面になります。

または…【REC
レコード

(録音)】を押しても録音がストップします。

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すと、自動伴奏＆リズムの録音だけがストップし

ますので、そのまま続いて自動伴奏＆リズムなしの録音ができます。最終的に録音を

終えるときは、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】または【REC
レコード

(録音)】を押します。

録音をストップしてもディスクにデータ

を書き込むまで、少し時間がかかります。

ディスクドライブの[DISK
ディスク

IN
イン

USE
ユ ー ズ

]ランプ

が点灯しているときは、絶対にディスク

を取り出さないでください。

録音したソングには、一時的に[SONG 
ソ ン グ

***](***はナンバー)のようなソングネー

ムが自動的に付けられます。ソングネー

ムは好きなものに変えることができます

(P.103)。

自動伴奏やハーモニー機能を使って録音

をした場合、録音をストップすると、

【 ACMP ON
アカンパニメント オン

(自 動 伴 奏 オ ン )】 や

【HARMONY(ハーモニー)】のランプは自動

的に消えます。

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】は、レコードモードを終了したと

きに、スライダーの位置に関係なく、標

準値(=MAX
マックス

の値)に自動的にリセットされ

ます。

8 録音したものを聞いてみる
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

➡ いま録音したデータが再生されます。再生中は、P.84で示したように【REW
リワインド

(巻戻し)】、

【FF
フォワード

(早送り)】、【PAUS
ポ ー ズ

E(一時停止)】を使って再生をコントロールしたり、TEMPO(テン

ポ)【-/+】でテンポを変更することができます。再生に合わせて鍵盤を弾くことも

できます。

最後まで再生すると自動的にストップします。または、もう一度【PLAY/STOP(プレイ/

ストップ)】を押して再生をストップすることもできます。

トラック録音(多重録音)

1 録音の準備をする
トラック録音の最初の手順は、クイック録音の手順1～3とまったく同じです。

2 トラックレコード(TRACK RECORD)画面を開く
PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E 】【F 】を使って、2ページめのトラックレコード(TRACK

RECORD)画面を開きます。各トラックが[TRACK
ト ラ ッ ク

]EFの上に表示されます。再生

できるトラックはナンバーが四角い枠で囲まれた状態になっています。また録音する

トラックはナンバーが反転表示されます。データが何も入っていないトラックはドッ

ト(・)で表示されます。

[RHYTH
リ ズ ム

M]のトラックにデータが入ってい

る場合は、RHYTHMの文字の右下に"■"が

表示されます。
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3 録音トラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]EFを押すか、【ダイアル】や【-/+】を使ってトラックを選びます。

➡ 選ばれているトラックには下線が表示されます。

選んだトラックは、一番右側のLCDボタンを押して、トラックを[REC
レコード

(録音できる状

態)]や[OFF
オ フ

(録音も再生もされない状態)]に切り替えることができます。また、すでに

データが入っているトラックでは[PLAY
プ レ イ

(再生)]も選べます。再生をOFF
オ フ

にしたトラッ

クは、トラック表示の枠囲いが消え、ナンバーだけの表示となります。

鍵盤の手弾き演奏を録音するトラックは、同時に2つまで選ぶことができます。デュアル/スプ

リット機能により2音色を使う演奏を録音する場合は、手弾き用の録音トラックは2つ選ぶ必要

があります。自動伴奏やハーモニーを録音する場合は、自動的にその録音トラックが決まりま

す。

・ 自動伴奏機能をON
オ ン

にした場合、自動的にトラック9～16が同時に録音状態になります(それ

らのトラックには自動伴奏のデータが録音されます)。

・ ハーモニー機能をON
オ ン

にした場合、自動的にトラック6～8が同時に録音状態になります(それ

らのトラックにはハーモニーのデータが録音されます)。

[RHYTH
リ ズ ム

M]を押すと、リズムトラックとしてトラック9と10が同時に選ばれます。一番右側

のLCDボタンを使って、トラック9、10の[REC
レコード

]、[PLAY
プ レ イ

]、[OFF
オ フ

]を選びます。

トラック10は(場合によっては9も)、伴奏

スタイルのリズム音を録音するためにだ

け使われ、鍵盤の手弾きパートの録音用

には使えません。また、ハーモニーや自

動伴奏の録音トラックは決められていま

すので、ハーモニーや自動伴奏を録音す

る場合には、それ以外のトラックに鍵盤

の手弾きパートを録音する必要がありま

す。

自動伴奏をON
オ ン

にすると、自動的にシンク

ロスタートでの録音スタンバイ状態にな

ります。

リズムトラック(9と10)を[REC
レコード

]表示にす

ると、シンクロスタートでの録音スタン

バイ状態になり、タイミングをとるガイ

ドとしてメトロノームが鳴り出します。

4 演奏の準備をする
録音するトラックを選んだら、音色や伴奏スタイルを選び、テンポ調節やリバーブな

どの演奏に必要な設定を行います。
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5 録音をスタートする
録音のスタートには次のいくつかの方法があります。

手弾き音の録音

鍵盤を弾き始めるか、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

自動伴奏やリズムの録音

シンクロスタートで鍵盤(鍵盤をスプリットしている場合は左領域の鍵盤)を弾き始め

るか、【START/STOP(スタート/ストップ)】を押します。

手弾き音と、自動伴奏やリズムをいっしょに録音する場合

「自動伴奏やリズムの録音」の方法でスタートすると、手弾き音の録音も同時にスタ

ートします。

先に手弾き音の録音を始めて途中から自動伴奏やリズムを入れる場合

「手弾き音の録音」の方法で手弾き音の録音をスタートし、途中で「自動伴奏やリズ

ムの録音」の方法で自動伴奏やリズムの録音をスタートします。

録音中は現在の小節位置がLCD画面に表示されます。音のデータ以外にも実際には次

のようなさまざまなデータが同時に録音されています(演奏方法や設定のし方によっ

て異なります)。

自動伴奏やハーモニーをON
オ ン

にした状態

で、トラック録音の画面を開いた場合、

自動的にそれぞれの録音に必要なトラッ

クが選ばれ、シンクロスタートでの録音

スタンバイ状態になります。

演奏を間違えたときは、間違えたところ

だけを録音し直すことができます。詳し

くはパンチイン/アウト録音(P.98)を参照

してください。

バックアップのお勧め…

ある程度データを録音したら、別のソン

グナンバーにコピーをとっておくことを

お勧めします(コピーの操作については

P.114を参照してください)。録音中に誤

ってデータを消してしまったときでも、

バックアップがあれば安心です。

トラック単位で個別に録音される内容

・ノート(音符)

・音色

・ボリューム(基本設定値は最大)

・パン

・ダンパーペダル

・ソフトペダル

・ソステヌートペダル

・リバーブデプス

・エフェクトデプス

・パート単位のボリューム

・フェードイン/アウト(ボリュームデータに変換して録音)

ソング全体に録音される内容

・テンポ

・リバーブタイプ

・リバーブデプス

・エフェクトタイプ*

・伴奏スタイル

・イントロ

・メインA/B

・フィルイン

・エンディング

*エフェクトに関しては、最後に録音されたトラックのエフェクトが優先されます。

その他の録音内容

伴奏スタイルのデータについては、上記に示したもの以外に次の内容が記録されます。

・パート単位のボリューム
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6 録音をストップする
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

➡ 録音がストップします。データがディスクに書き込まれると、【REC
レコード

(録音)】のラン

プが消灯し、ソングプレイ画面になります。

または…【REC
レコード

(録音)】を押しても録音がストップします。

【START/STOP(スタート/ストップ)】を押すと、自動伴奏やリズムの録音のみがストップし

ますので、そのまま続いて自動伴奏やリズムなしの録音ができます。最終的に録音を

終えるときは、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】または【REC
レコード

(録音)】を押します。

【ACMP/SONG
アカンパニメント/ソング

VOLUME
ボ リ ュ ー ム

(自動伴奏/ソング ボリュ

ーム)】は、レコードモードを終了したと

きに、スライダーの位置に関係なく、標

準値(=MAX
マックス

の値)に自動的にリセットされ

ます。

新しいトラックを追加する
上記の手順を繰り返して、別の録音トラックや音色を選び、新しいパートを録音していきます。

必要に応じて、録音済みのトラックを再生させながら録音します。この操作を繰り返して1つ

のソングを完成します。

すでに録音されているトラックを選んで

録音すると、元の内容が消え、新しく録

音された内容が上書きされます。

パンチイン/アウト録音
パンチイン/アウト録音を使えば、演奏を間違えた場所だけを部分的に録音し直すことができ

ます。録音済みのトラックを再生させて、録音をやり直したい位置から録音をスタート(パン

チイン)し、好きな位置で録音をストップ(パンチアウト)することができます。それ以外の部分

は元のまま残すことができます。

自動伴奏、リズム、ハーモニーが録音さ

れているトラックにはパンチイン/アウト

録音はできません。

1 ソングを再生する
ソングを再生させ、録音をやり直したい場所(パンチインする場所)まで進めます。

2 パンチインの位置で一時停止する
パンチインする場所の少し手前で【PAUS

ポ ー ズ

E(一時停止)】を押し、一時停止させます。パ

ンチインする場所の1、2小節前で止めておくと、タイミングが合わせやすくて便利で

す。

3 パンチイン/アウト機能をON
オ ン

にする
【REC

レコード

(録音)】を押します。

➡ パンチイン/アウト(PUNCH IN/OUT)画面が現れます。
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4 トラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]EFを押すか、【ダイアル】や【-/+】を使って録音しなおすトラックを

選びます。

➡ 選ばれているトラックには下線が表示されます。

選んだトラックは、一番右側のLCDボタンを押して、トラックを[REC
レコード

(録音できる状

態)]や[OFF
オ フ

(録音も再生もされない状態)]に切り替えることができます。また、すでに

データが入っているトラックでは[PLAY
プ レ イ

(再生)]も選べます。再生をOFF
オ フ

にしたトラッ

クは、トラック表示の枠囲いが消え、ナンバーだけの表示となります。

パンチインすることができるトラックだ

けが表示され、選べます。自動伴奏、リ

ズム、ハーモニーが録音されているトラ

ックは選ぶことができません。

パンチイン/アウト トラックの自動設定…

トラックを指定しないと、最後に[REC
レコード

]

になっていたトラックが自動的に選ばれ

ます。

5 パンチインモードを選ぶ
右から2番目のLCDボタンで、パンチインのモードを選びます。次の2種類のモードが

あります。

1ST
ファースト

KEY
キ ー

：手順7のパンチイン再生スタート後、最初に弾かれた鍵盤の音から録音

が始まる方法です。

PEDA
ペ ダ ル

L： 手順7のパンチイン再生スタート後、左のペダルが踏まれたときから録

音が始まる方法です。

パンチインモードのPEDA
ペ ダ ル

Lを選んだとき

は、左のペダルはパンチイン/アウトの機

能にだけ使用することができます(通常の

機能はキャンセルされます)。

6 パンチアウトモードを選ぶ
真ん中のLCDボタンで、パンチアウトのモードを選びます。次の2種類のモードがあ

ります。

REPLAC
リ プ レ ー ス

E：録音をストップすると、ストップした位置からあとのデータが消えま

す。

PCH.OUT
パ ン チ ア ウ ト

：録音をストップすると、ストップした位置からあとのデータは消えず

に残ります。

7 再生と録音をスタートする
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押すか、【PAUS

ポ ー ズ

E(一時停止)】を押すと先ほど一時停止し

ていた位置から再生がスタートします。

1ST KEY
ファースト キー

のモードを選んでいるときは、録音を開始したい位置で鍵盤を弾くと、パン

チイン録音がスタートします。

PEDA
ペ ダ ル

Lのモードを選んでいるときは、録音を開始したい位置で左のペダルを踏むと、

パンチイン録音がスタートします。

PEDA
ペ ダ ル

Lのモードを選んでいるときは、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】や【PAUS
ポ ー ズ

E(一

時停止)】を押して再生をスタートしなくて

も、直接左のペダルを踏んで録音をスタ

ートすることもできます。
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8 録音をストップする
【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押します。

➡ 録音がストップします。データがディスクに書き込まれると、【REC
レコード

(録音)】のラン

プが消灯し、ソングプレイメイン(SONG PLAY [MAIN])画面になります。

または…【REC
レコード

(録音)】を押しても録音がストップします。

PEDA
ペ ダ ル

Lのモードを選んでいるときは、左

のペダルを踏んで録音をストップするこ

ともできます。

コードシーケンス機能
コードシーケンス機能を使えば、リズムに合わせて一定のテンポで弾かなくても、コードネー

ムを元に自動伴奏を1ステップずつ入力して、伴奏パートを録音することができます。

1 録音の準備をする
クイック録音の手順1～3と同じように、フォーマット済みのディスクをセットし、録

音するソングナンバーを選んだあと、【REC
レコード

(録音)】を押してレコードモードに入りま

す。

⇒ PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で、レコードモードの3ページめ、レコードエディッ

ト(RECORD[EDIT])画面を出します。

ステップ入力の準備

コードネームの指定方法は、自動伴奏の[SINGL
シ ン グ ル

E FINGE
フィンガー

R]、[MULT
マ ル チ

I FINGE
フィンガー

R]、

[FINGER
フィンガード

ED]、またはLCD画面の文字による指定の中から選べます。自動伴奏によるコ

ードネーム指定をする場合は、好みの自動伴奏の押さえ方をこの時点で選んでおいてく

ださい。

2 コードシーケンス機能をON
オ ン

にする
レコードエディット(RECORD[EDIT])画面で、[CHOR

コ ー ド

D SEQ.
シーケンス

]を押します。

➡ コードシーケンス(CHORD SEQUENCE)画面が現れ、自動伴奏機能がON
オ ン

になります。そ

のときにフルキーボードの演奏法が選ばれていた場合は、フィンガードに切り替

わります。

自動伴奏の変更…

コードシーケンス機能をON
オ ン

にしている間

は、自動伴奏機能を解除することはでき

ませんが、【ACMP ON
アカンパニメント オン

(自動伴奏オン)】を押

して表示されるポップアップ画面を使っ

て、マルチフィンガー、フィンガード、

シングルフィンガーの演奏方法を切り替

えることは可能です。また、同様にスプ

リットポイントを変更することもできま

す。

コードシーケンスがON
オ ン

できない…

フロッピーディスクがディスクドライブ

に差し込まれていないときは、コードシ

ーケンス機能を使うことはできません。

クイックレコードやマルチトラック録音

で、録音した自動伴奏やリズムトラック

のデータがあった場合は、コードシーケ

ンスでの録音によって上書きされます。

コードシーケンス機能を使って、最大999

小節まで録音することができます。

コード入力の最小単位は、現在選ばれて

いる伴奏スタイルによって自動的に決め

られます。たとえば、現在のスタイルが

2/4、3/4、4/4、5/4、6/8、9/8、12/8の拍子

である場合、8分音符や8分3連音符単位で

のコード入力となります。また、それ以

外の拍子を持つスタイルの場合、1小節単

位でのコード入力となります。
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3 入力位置にカーソルを移動する
L C D 画 面 上 に は 、 8 分 音 符 単 位 で 区 切 ら れ た 小 節 バ ー が 示 さ れ ま す 。

[CURSO
カ ー ソ ル

R]EFを押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って三

角形のカーソル(▲)をコードやスタイルチェンジを入力したい位置に合わせます。

または…[CURSO
カ ー ソ ル

R]EFを押しても三角形のカーソル(▲)を移動することができま

す。

伴奏スタイルやセクションの切り替え位置…

伴奏スタイルやセクションの切り替えは、

各小節の先頭の位置にだけ入力すること

ができます(イントロは曲の先頭のみ)。

ただし、オートフィルは自由な位置に入

力することができます。

自動伴奏のボリューム調節…

ミキサー(MIXER)画面で自動伴奏のパート

単位のボリューム調節を行うと、画面右

側のボックスにボリュームマーク( )が

表示され、コードシーケンス(CHORD

SEQUENCE)画面で[SET
セット

]を押すと、現在の位

置にボリューム情報が録音されます(ソン

グの開始位置には、自動的にボリューム

情報が録音されています)。ボリューム情

報をうまく使えば、ソングの途中で自動

的に自動伴奏の音量が変化するような演

出が行えます。

4 コードや伴奏スタイルの種類を入力する
自動伴奏用左領域の鍵盤(スプリットポイント以下の鍵盤)で、現在の自動伴奏の演奏

方法に従ってコードを押さえるか、LCD画面の[ROOT
ル ー ト

]、[TYPE
タ イ プ

]を押して表示を反転

させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってコードを入力します。

または…[ROOT
ル ー ト

]や[TYPE
タ イ プ

]押してもコードが選べます。

鍵盤でコードを押さえた場合も、[ROOT
ル ー ト

]、

[TYPE
タ イ プ

]に入力されたコードネームが表示

されます。

⇒ 録音したい伴奏スタイルの種類や、テンポ、セクションの切り替えもここで選びます。

⇒ コードや伴奏スタイルを選んだら、[SET
セット

]を押します。現在カーソルが置かれてい

る位置に指定した内容のデータが録音され、小節バー上に黒い長方形のボックス

で示されます。カーソルは自動的に進みます。

また、録音されたスタイルの拍子、スタイルネーム、セクションがLCD画面の左上

に表示され、録音されたコードネーム、テンポが右側のボックスに表示されます。

同じ要領で、別の位置にカーソルを移動し、必要なコードやセクションを次々に録音

していきます。入力作業中はいつでも、【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】で再生して、入

力したデータの内容を確認することができます。

コードシーケンス機能によって録音されるデータは以下のとおりです。

コードシーケンス機能によって録音されるデータ

・伴奏スタイル

・セクション(メインA/B、イントロ、エンディング、オートフィル、フェードイン/アウ

ト、ブレイク)

・コードネーム

・自動伴奏のパートごとのボリューム(ミキサー画面での設定)

・テンポ

・リズムON/OFF
オ ン / オ フ

・ACMP/
アカンパニメント/

SONG
ソ ン グ

(自動伴奏/ソング)ボリューム(初期ボリューム値としてのみ)

・SMALL ACMP
スモール アカンパニメント

・VIRTUA
バ ー チ ャ ル

L ARRANGE
ア レ ン ジ ャ ー

R(1曲通してのON/OFF
オ ン / オ フ

のみ)

フェードイン中はフェードアウトを設定

できません。

リズムだけの入力…

[TYPE
タ イ プ

]を"---"表示にして録音すれば、コ

ードを空白のまま録音することができま

す。リズムだけを鳴らしたい場合などに

使用します。

ブレイクの入力…

[TYPE
タ イ プ

]を"---"表示にし、さらにリズム

ON/OFF
オ ン / オ フ

機能(後述参照)でリズムをOFF
オ フ

に

することにより、ブレイクを作ることが

できます。

録音できるコードの種類…

コードシーケンス機能を使って入力でき

るコードの種類は、P.47のフィンガード

のリストに載っているものと同じです。

鍵盤からは、オンベースコード(P.47)も入

力することができます。

小節バーの左側にそれぞれの小節番号が

示されます。

コードシーケンス機能にはその他にもさ

まざまな編集機能があります。このあと

の2ページめの画面の説明をご参照くださ

い。

前の位置に録音されたコード(LCD画面の

右側のボックスに示されているコード)と

同じコードは、[SET
セット

]を押しても録音され

ません。
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5 録音をストップする
すべての録音が終わったら、コードシーケンス(CHORD SEQUENCE)画面の2ページを開き、

[END
エ ン ド

MARK
マ ー ク

]を押してから[SET
セット

]を押して、終わりの位置を決めるエンドマークを入

力します。LCD画面の右側のボックスにエンドマークが表示されます。

続けて、【REC
レコード

(録音)】を押すと、「作成したデータをセーブしますか?(Save recorded data?)」

のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、録音された内容が保存され、コ

ードシーケンス機能が自動的に終了し、ソングプレイ(SONG PLAY)画面になります。保

存せずに終了したいときは[いいえ(NO)]、保存せずに入力を続けたい場合は[キャンセ

ル(CANCEL)]を押します。

エンドマーク�
�

コードシーケンス機能を使って録音した

データは、トラック9～16に録音されます。

通常の方法で再生したり、トラック録音

の方法でその他のトラックに録音を加え

たり、自動伴奏のパートにオリジナルの

フレーズを上書き録音したり、自由に取

り扱うことができます。

コードシーケンス機能によって録音され

たソングは、あとでまたコードシーケン

スの画面に入って修正することができま

す。ただし、その場合一度通常のトラッ

ク録音の方法で、自動伴奏のパートにオ

リジナルのフレーズを上書き録音したデ

ータは、プリセットの伴奏スタイルのデ

ータに書き替えられることになります。

(たとえば、ベースパートを上書き録音し

ても、コードシーケンスの画面でデータ

修正を行うと元のベースパターンに戻っ

てしまいます。)

コードシーケンスのその他の機能
コードシーケンス(CHORD SEQUENCE)画面の2ページには、コード入力をさらに効率よく行えるよう、

いくつかの機能が用意されています。

[ALL
オ ー ル

DELETE
デ リ ー ト

]

[ALL
オ ー ル

DELETE
デ リ ー ト

]を押すと、すべてのデータを削除することができます。「よいですか？(Are you

sure?)」のメッセージが表示され、[はい(YES)]を押すと実行されます。中止したい場合は[いいえ

(NO)]を押します。

[DELETE
デ リ ー ト

]

[DELETE
デ リ ー ト

]を押すと、現在カーソルが置かれている位置のデータを削除することができます。

「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示され、[はい(YES)]を押すとデリートが実行され

ます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

[END
エ ン ド

MARK
マ ー ク

]

[END
エ ン ド

MARK
マ ー ク

]を押して[SET
セット

]を押すと、現在カーソルが置かれている位置にエンドマークを入

力することができます。エンドマークはソングの終了位置を示すデータで、曲を意図どおりの

位置で終わらせるために必要です。(エンディングまたはフェードアウトで終了する場合は不

要です。)エンドマークを入力すると、それ以降の小節にカーソルを移動することはできなく

なります。エンドマークも通常のデータと同様に、[DELET
デ リ ー ト

E]を使って削除することができま

す。

エンドマーク…

エンドマークを入力しなかったソングは、

最後のデータがある小節の次の小節で終了

します。エンディング、フェードアウトが

入力されている場合はエンディング、フェ

ードアウトの最後の小節で終了します。

[RHYTH
リ ズ ム

M ON/OFF
オ ン / オ フ

]

[RHYTH
リ ズ ム

M ON/OFF
オ ン / オ フ

]を押して[SET
セット

]を押すと、リズム音のON/OFF
オ ン / オ フ

を入力することができます。

リズムOFF
オ フ

を入力した位置からリズム音が鳴らなくなり、リズムON
オ ン

を入力した位置からリズ

ム音が鳴るようになります。

リズムON/OFF
オ ン / オ フ

の状態はLCD画面の右側の

ボックスの マークで確認すること

ができます。
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レコードエディット機能
レコードモードには、ソングデータの完成度を高めるためのレコードエディット機能が用意さ

れています。レコードエディット機能には、録音したソングファイルに名前をつける、ソング

ネーム(SONG NAME)機能。トラックミックスやトラックデリートなどトラックに関する編集

ができる、トラックエディット(TRACK EDIT)機能。音色、リバーブ、エフェクト設定などの

ソングの初期データを変更できる、イニシャルエディット(INITIAL EDIT)機能があります。

レコードエディット機能を選ぶときは、エディットしたい曲を選んでからPAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】

【F】で、レコードモードの3ページめ、レコードエディット(RECORD[EDIT])画面を出しま

す。

レコードエディット機能は、MLP-71D、

CVP-98/96/94/92で録音したソングデータ

にだけ、使用することができます。

ソングネーム機能(ソングネームの変更)
MLP-71Dで録音されたソングファイルの名前を付けたり、変更することができます。レコード

エディット(RECORD[EDIT])画面で[SONG
ソ ン グ

NAME
ネ ー ム

]を押すと、名前を付ける画面が出ます。

ディスクがディスクドライプに差し込ま

れていないときは、ソングネーム機能を

使うことはできません。

1 ネームを入力する
[F]を押して下線の位置を移動し、ファイルネームの文字位置を選びます(ファイル

ネームは最大12文字でつけることができます)。

⇒【ダイアル】や【-/+】を使って入力したい文字や記号を反転させます。[CH.SET
キャラクターセット

]

を押すと、選んだ文字や記号がスタイルネームの下線が置かれている位置に入力

されます。同じ要領で別の文字位置に下線を移動して、文字や記号を入力してい

きます。

入力を間違ったときは[BACK
バ ッ ク

]を押します。下線の前の文字が消去され、消去された

位置に下線が戻ります。

また、[CANCEL
キ ャ ン セ ル

]を押すと、ネームの入力作業を中断して、レコードエディット

(RECORD[EDIT])画面に戻ります。

2 ネームを登録する
ソングファイルネームが完成したら、[OK]を押して登録します。新しい名前が現在

のソングファイルネームとして登録されます。中止したい場合は[キャンセル(CANCEL)]

を押します。

【REC
レコード

(録音)】を押してランプを消すとソングネーム機能を終了します。
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トラックエディット機能
レコードエディット(RECORD[EDIT])画面で[TRACK

ト ラ ッ ク

EDIT
エディット

]を押すと、トラックエディット[TRACK

EDIT]画面が出ます。トラックエディット[TRACK EDIT]画面には、トラックエディット[ミック

ス](TRACK EDIT[MIX])、トラックエディット[デリート](TRACK EDIT[DELETE])、トラックエディット[ク

オンタイズ](TRACK EDIT[QUANTIZE])の3ページが用意されています。

トラックミックス機能…トラックエディットの1ページめ
特定の2つのトラックのデータをミックスして、別のトラックにコピーすることができます。

1 ミックスする2つのトラックを選ぶ
[TRK
トラック

A]、[TRK
トラック

B]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってミ

ックスしたい2つのトラックのナンバーを選びます。

選んだトラックで使われている音色が、LCD画面の左側のA:/B:の横にそれぞれ表示

されます。

トラックコピー…

[TRK
トラック

A]、[TRK
トラック

B]には、データが録音さ

れているトラックだけが表示され、選べ

るようになっています。また、[TRK
トラック

B]

には、"---"(トラックを選ばない状態)も選

択できるようになっています。これを選

ぶと、結果として[TRK
トラック

A]で選んである

トラックが、単純に[TRK
トラック

C]にコピーさ

れることになります。

トラックミックスでは、[TRK
トラック

A]で選ば

れていたトラックの音色、ボリューム情

報など(音符以外のすべてのデータ)が、

ミックス後のトラックで有効になります。

2 ミックス先のトラックを選ぶ
[TRK
トラック

C]を使ってミックス先のトラックのナンバーを選びます。[TRK
トラック

C]を押して表

示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってミックス先のトラックのナンバ

ーを選びます。

選んだトラックにすでにデータが入っている場合、ミックス後は上書きされて消去さ

れることになります。

3 トラックミックスを実行する
[MIX
ミックス

]を押すと、「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]

を押すと、トラックミックスが実行されます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押し

ます。

トラックミックスを実行すると、[MIX
ミックス

]の表示が[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]の表示に変わります。

トラックミックスの結果が期待通りでなかった場合に、[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]を押すと、ト

ラックミックスを実行する前の状態に戻すことができます。

【REC
レコード

(録音)】を押してランプを消すとトラックミックス機能を終了します。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても、トラックミックス機能を終了します。

トラックミックスを実行しても、ミック

ス前の元のトラックのデータは残ります。

元のトラックのデータが不要になった場

合は、次に説明するトラックデリート機

能で削除してください。

トラックミックス実行中はLCD画面にバ

ーグラフが表示されます。

[ U N D O
ア ン ド ゥ

( 取 り 消 し ) ] を 行 う 前 に 、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して再生

をスタート/ストップし、トラックミック

スの結果を聞いてみることができます。

UNDO
ア ン ド ゥ

は、他のトラックを選んだりこの

モードを抜けると、できなくなります。

本体の内蔵RAMに録音されたデータ

(P.108)の場合は、UNDO
ア ン ド ゥ

はできません。
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トラックデリート機能…トラックエディットの2ページめ
特定のトラックのデータを削除することができます。

1 デリートするトラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]▼や▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って削除

したいトラックを選びます。

データが録音されているトラックだけが

表示され、選べるようになっています。

2 デリートを実行する
[DELET

デ リ ー ト

E]を押すと、「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[は

い(YES)]を押すと、トラックデリートが実行されます。中止したい場合は[いいえ(NO)]

を押します。

トラックデリートを実行すると、[DELET
デ リ ー ト

E]の表示が[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]の表示に変わり

ます。結果が期待どおりでなかった場合に、[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]を押すと、トラックデ

リートを実行する前の状態に戻すことができます。

【REC
レコード

(録音)】を押してランプを消すとトラックデリート機能を終了します。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても、トラックデリート機能を終了します。

トラックデリート実行中はLCD画面にバ

ーグラフが表示されます。

[ U N D O
ア ン ド ゥ

( 取 り 消 し ) ] を 行 う 前 に 、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して再生

をスタート/ストップし、トラックデリー

トの結果を聞いてみることができます。

UNDO
ア ン ド ゥ

は、他のトラックを選んだり、こ

のモードを抜けると、できなくなります。

本体の内蔵RAMに録音されたデータ

(P.108)の場合は、UNDO
ア ン ド ゥ

はできません。

トラッククオンタイズ機能…トラックエディットの3ページめ
一度録音したトラック内の音のタイミングのずれを特定の音符のタイミングに合わせて修正す

ることができます。たとえば、録音した音符を正確に8分音符や16分音符のタイミングに合わ

せて並べることができます。

1 クオンタイズするトラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]▼や▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってクオ

ンタイズしたいトラックを選びます。
データが録音されているトラックだけが

表示され、選べるようになっています。

2 クオンタイズの長さを選ぶ
音符のイラストがついたLCDボタンを押して、次の中からタイミングを合わせたい音

符の長さを選びます。
4分音符� 8分音符� 16分音符� 32分音符�

4分3連符� 8分3連符� 16分3連符�
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3 クオンタイズを実行する
[QUANTIZ

ク オ ン タ イ ズ

E]を押すと、「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[は

い(YES)]を押すと、クオンタイズが実行されます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を

押します。

トラッククオンタイズを実行すると、[QUANTIZ
ク オ ン タ イ ズ

E]の表示が[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]の表示に

変わります。クオンタイズの結果が期待通りでなかった場合に、[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]を押

すと、クオンタイズを実行する前の状態に戻すことができます。

【REC
レコード

(録音)】を押してランプを消すとトラッククオンタイズ機能を終了します。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても、トラッククオンタイズ機能を終了します。

ノートデータと音色データだけクオンタ

イズされます。

クオンタイズ実行中はLCD画面にバーグ

ラフが表示されます。

[ U N D O
ア ン ド ゥ

( 取 り 消 し ) ] を 行 う 前 に 、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して再生

をスタート/ストップし、トラッククオン

タイズの結果を聞いてみることができま

す。

UNDO
ア ン ド ゥ

は、クオンタイズの音符を変えた

り、他のトラックを選んだり、このモー

ドを抜けるとできなくなります。

本体の内蔵RAMに録音されたデータ

(P.108)の場合は、UNDO
ア ン ド ゥ

はできません。

イニシャルエディット機能(初期データの変更)
録音が終わったあとで、各トラックのボリューム値を変更したり、ソング全体に設定されてい

る初期データを変更(イニシャルエディット)することができます。レコード[エディッ

ト](RECORD[EDIT])画面で、[INITIAL EDIT
イ ニ シ ャ ル エ デ ィ ッ ト

]を押すと、イニシャルエディット(INITIAL EDIT)画面が現

れます。この画面では、16トラック全部を一度に表示して、ボリューム調節や音色、リバーブ

デプスなどの変更ができます。

以下の項目の変更ができます。項目について詳しくは、各参照ページをご覧ください。

イニシャルエディット画面で変更できる項目

●1～16トラックを選んでいる場合

・VOLUME(ボリューム)(P.79)

・VOICE(ボイス)(P.23)

・PAN(パン)(P.111)

・REVERB DEPTH(リバーブデプス)(P.33)

・EFFECT DEPTH(エフェクトデプス)(P.35)

●[TOTAL
ト ー タ ル

]を選んでいる場合

・TEMPO(テンポ)(P.77)

・REVERB TYPE(リバーブタイプ)(P.32)

・REVERB DEPTH(リバーブデプス)(P.33)

・EFFECT TYPE(エフェクトタイプ)(P.34)

VOICE(ボイス)を選んだ場合、MIDIでの

音色選択に使われるProgram Change

Number [PRG#]、Bank LSB [BKL]、Bank

MSB [BKM]も表示されます。

イニシャルエディットでVOICE(ボイス)

を変更すると、元の曲データの途中にあ

った音色変更はなくなります。

データの種類によって、「Fixed」が表示

され、変更できない項目がある場合もあ

ります。

「ピアノ アンサンブル」のDOCファイル

をコピーして、1/RIGH
ライト

Tや2/LEFT
レ フ ト

パート

に録音をした曲の音色変更の場合は、1ま

たは2トラックだけ変更できます。
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イニシャルエディット(INITIAL EDIT)画面での
設定変更

1 設定を変更するトラックを選ぶ
[TRACK

ト ラ ッ ク

]E かF を押して、設定を変更したいトラックを選びます。ここで、

[TOTAL
ト ー タ ル

]を選ぶと、トラックごとの設定変更でなく、曲全体の設定を変更することに

なります。

2 変更する項目を選ぶ
[SELECT

セ レ ク ト

]▼か▲を押して、設定を変更したい項目を選びます。

3 設定を変更する
【ダイアル】や【-/+】で設定値を変更します。曲を再生しながら設定の変更をするこ

とができますので、変更した効果の具合を確認しながら設定できます。

選ばれたトラックは反転表示�
�

選ばれたトラックの現在の設定値�
�

選ばれた変更する項目�
�

[TOTAL
ト ー タ ル

]を選び、リバーブデプス(REVERB

DEPTH)の設定を変更すると、その設定効果

は手弾きの音にもかかります。

自動伴奏、リズム、ハーモニーのデータ

が録音されているトラックの音色も変更

できます。

ボリューム(VOLUME)は、最初に録音したと

きの音量が100で表示されます。

これより小さくすることはできますが、

大きくはできません。

エフェクトタイプ(EFFECT TYPE)の設定は、1

曲につき1タイプです。

設定変更中の再生時に【REW
リワインド

(巻戻し)】を

使うと、正確に再生されない場合があり

ます。

4 変更結果を書き込む
必要な設定変更が終わったら、[WRITE

ラ イ ト

]を押します。「よいですか？(Are you sure?)」のメ

ッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、すべての変更結果が書き込まれます。

中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

[WRITE
ラ イ ト

]を押すと、その表示が[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]の表示に変わります。エディットの結

果が期待通りでなかった場合に、[UNDO
ア ン ド ゥ

(取り消し)]を押すと、エディットを実行する前

の状態に戻すことができます。

1ソング内のエディットされたすべてのト

ラックの内容が、1度の[WRITE
ラ イ ト

]を押す操

作で書き替えられます。

[ U N D O
ア ン ド ゥ

( 取 り 消 し ) ] を 行 う 前 に 、

【PLAY/STOP(プレイ/ストップ)】を押して再生

をスタート/ストップし、イニシャルエデ

ィットの結果を聞いてみることができま

す。

UNDO
ア ン ド ゥ

は、設定変更の新たな操作をした

り、イニシャルエディットモードを抜け

ると、できなくなります。

本体の内蔵RAMに録音されたデータ

(P.108)の場合はUNDO
ア ン ド ゥ

はできません。

5 終了する
【REC

レコード

(録音)】を押します。

➡ 【REC
レコード

(録音)】のランプが消え、イニシャルエディット機能を終了します。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても、イニシャルエディット機能を終了します。

また、書き込みを実行していない状態でこれらの操作を行うと、「エディットしたデ

ータを書き込みますか？(Write edited data?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を

押すと、エディット内容が書き込まれ、イニシャルエディット機能が終了します。

[いいえ(NO)]を押すと、エディット内容が書き込まれず、イニシャルエディット機能

が終了します。キャンセルして作業を続けたい場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。
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ディスクを使わない録音
MLP-71Dには約25KB

キロバイト

のRAM
ラ ム

が内蔵されており、ディスクを使わなくても約2500音程度の録音

は行えるようになっています。ディスクを入れずにソングレコードモードへ入ると、次のよう

に[SONG
ソ ン グ

]に[CVP
シーブイピー

]、音色表示の下に"CVP
シーブイピー

MEMOR
メ モ リ ー

Y"が表示され、クイック録音、トラック録

音、パンチイン/アウト録音の方法で録音することができます。

内蔵RAM
ラ ム

を使って録音を行うときのクイックレコード画面
コードシーケンス機能を使って、内蔵

RAM
ラ ム

へ録音することはできません。

ソングネーム機能は内蔵RAMに録音した

データに対しては使用できません。

トラックエディット機能(P.104)、イニシャ

ルエディット機能(P.106)は、内蔵RAM
ラ ム

で

録音したデータに対しても使えます。

また、内蔵RAM
ラ ム

にソングを録音したあと、ソングプレイモードへ入ると、次のように[SONG
ソ ン グ

]

に[CVP
シーブイピー

]が表示され、通常の方法で再生することができます。

内蔵RAM
ラ ム

のソングを再生するときのソングプレイ[メイン]の画面

内蔵RAM
ラ ム

へ録音したソングデータがあるときに、ディスクを差し込んで曲番号を選ぶと、

「CVP MEMORY
シ ー ブ イ ピ ー メ モ リ ー

を消去してよいですか?(Delete CVP MEMORY?)」のメッセージが出ます。ここで、

[はい(YES)]を押すと、内蔵RAM
ラ ム

へ録音したソングデータは消えます。また、電源をOFF
オ フ

にし

ても、内蔵RAM
ラ ム

へ録音したソングデータは消えてしまいます。したがって、そのデータが必

要であれば、ソングコピー機能(P.114)を使ってフロッピーディスクへ保存してください。

再生
録音したソングは、通常の方法で再生することができます。

デモモードやカスタムスタイルモードに

入ったり、スタイルファイルをロードし

たりした場合にも、内蔵RAMへ録音した

ソングデータは消えます。この場合は、

確認のメッセージは出ません。
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【ダイアル】や【-/+】は、一度LCDボタ

ンを押して表示が反転した、角の丸い四

角で囲まれた項目で使えます。

4 設定が完了したら【FUNCTIO
ファンクション

N(諸設定)】を押して終了
します。
➡ 【FUNCTION

フ ァ ン ク シ ョ ン

(諸設定)】のランプが消えます。

または…【EXIT
エグジット

(戻る)】を押しても終了します。

ファンクションモードでは、MIDIやディスクに関する機能や、MLP-71Dをさらに便利に使

いこなすための細かい設定ができます。これらの機能を目的に応じて使い分けることで、

MLP-71Dをより身近な楽器、より高度な楽器としてご利用いただけます。

各機能の選択と設定操作
各機能は、以下の手順で選択や設定をすることができます。

1【FUNCTIO
ファンクション

N(諸設定)】を押します。
➡ ランプが点灯し、ファンクションモードの画面が現れます。

2 PAGE
ペ ー ジ

(画面送り)【E】【F】で使いたい機能の画面を
開きます。
ファンクションモードには全部で17ページあります。

3 LCDボタンを押して表示を反転させたあと【ダイアル】
や【-/+】を使って値を設定したり、直接LCDボタンで
選んでさまざまな機能を実行します。

第7章 ファンクション



■キーボード

キーボード1(KEYBOARD 1)
1ページめの画面
チューン[TUNE]
音程(ピッチ)を微調整することができます。合奏のときなどに、他の楽器と音程を正確に合わ

せることができます。[TUNE
チ ュ ー ン

]にラの音(A3)の周波数(Hz
ヘルツ

)が表示されます。±約26ヘルツ(±約

100セント)の範囲を約0.2Hzきざみで設定できます。
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チューン…

設定範囲：414 .8Hz( -102 .1セント)～

466.6HZ(+101.62セント)

基本設定：440Hz

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

基本設定に戻すには…

[TUNE
チューン

]▼▲か【-/+】を同時に押します。

Hz
ヘルツ

…

音の高さを示す単位です。1秒間に音波が

何回振動するかという数値の単位です。

セント…

半音を100等分した音程の単位です。100

セント＝半音

ドラムキット音色には、チューンは効きません。

XG
エックスジー

Maste
マスター

r Tune
チューン

のデータが入った曲の再生

中は、XG
エックスジー

Maste
マスター

r Tune
チューン

の設定が有効になり

ま す 。 キ ー ボ ー ド 1 ( F U N C T I O N

KEYBOARD 1)画面にその数値が表示され

ます。

チューン設定は発音中の音にも有効です。

トランスポーズ[TRANSPOSE]
弾く鍵盤を変えずに、他の楽器や歌う人の声の高さにキーを合わせたり、演奏している曲を移

調することができます。半音単位でトランスポーズ量を設定できます。たとえば、トランスポ

ーズ量を"+5半音"に設定すると、ドを弾いたときにファの音が出ることになり、言い替えれば

ハ長調の弾き方でヘ長調の演奏ができることになります。

トランスポーズ…

設定範囲：-24半音(-2オクターブ)～+24半

音(+2オクターブ)

基本設定：0

バックアップの基本設定：OFF

基本設定に戻すには…

[TRANSPOS
トランスポーズ

E]▼▲か【-/+】を同時に押し

ます。

トランスポーズをかけた場合の発音域に

ついて…

トランスポーズによって、元の88鍵の最

高音(C7)より高くなる音は1または2オク

ターブ下の音で、元の88鍵の最低音(A-1)

より低くなる音は1または2オクターブ上

の音で発音します。

各種のドラムキット音色にはトランスポ

ーズはかかりません。

XG Transpos
トランスポーズ

eのデータが入った曲の再生

中は、曲の再生音にだけそのトランスポ

ーズデータが有効になります。手弾き音

には、パネルで設定した値が有効です。

ここでの設定は、MIDI送信される演奏デ

ータに対しても有効になります。

エフェクトセッティング[EFFECT SETTING]
音色を選んだときに、音色ごとに用意されているエフェクト設定(P.34)も、自動的に選ばれる

ようにするか、選ばれないようにするかを設定できます。[EFFECT
エ フ ェ ク ト

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

]を押して、表示

を[AUTO
オ ー ト

]にすると、自動的に選ばれるようになり、[MANUAL
マ ニ ュ ア ル

]にすると自動的には選ばれな

いようになります。
エフェクトセッティング…

設定範囲：AUTO
オ ー ト

/
/
MANUAL
マ ニ ュ ア ル

基本設定：AUTO
オ ー ト

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

エフェクト設定…

各音色には、エフェクトタイプ(EFFECT

TYPE)、エフェクトデプス(EFFECT

DEPTH)、エフェクトON/OFF
オ ン / オ フ

が設定され

ています。



キーボード2(KEYBOARD 2)
2ページめの画面
キータッチ[KEY TOUCH]
弾く強さに対する音の強弱の付きかた(タッチ感)を、4種類の中から選ぶことができます。使う

音色や演奏する曲、好みによって使い分けてください。[KEY
キ ー

TOUC
タ ッ チ

H]を押して選びます。【ダ

イアル】や【-/+】は使えません。

設定できる値：

[HARD
ハ ー ド

]： 強いタッチで弾かないと大きな音が出しにくい設定です。ピアニッシモからフ

ォルティッシモまで表情豊かな演奏ができます。

[NORMA
ノ ー マ ル

L]：標準的なタッチです。(＝基本設定)

[SOFT
ソ フ ト

]： 軽いタッチで大きな音を出すことができます。比較的音のつぶがそろいやすい

タッチです。

[FIXED
フィックスト

]： タッチによる音の強弱は付かず、一定の音量が出ます。その音量は、[FIXED
フィックスト

VELO.
ベロシティ

]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】で任意に設定で

きます(設定範囲：1～127、基本設定：76)

111

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン�

第
7
章�

鍵盤自体の重さは変わりません。

キータッチ…

基本設定：NORMA
ノーマル

L

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

パン[PAN]
演奏音が左右のどのあたりから聞こえるようにするか、パン(音像定位)を設定することができ

ます。次の3種類の音に対して、それぞれ個別に設定することができます。

[LEFT
レ フ ト

]： スプリットモード時の左領域音色

[RIGHT1
ラ イ ト 1

]：スプリットモード時の右領域音色／デュアルモード時の第1音色/通常演奏時の音

色

[RIGHT2
ラ イ ト 2

]：デュアルモード時の第2音色

左寄りになる� 右寄りになる�
中央�

パン…

設定範囲：[L(左端)]～中央～[R(右端)](21

段階)

基本設定：音色ごとの設定値(中央、キー

スケールパン、ドラムキット用パン)＊た

だし、どの音色の場合でも画面上では基

本設定が中央の位置で表示されます。

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

基本設定に戻すには…

【-/+】を同時に押します。

いくつかの音色では、初期設定がキースケールパン(低い音ほど左寄りから、高い音ほど右寄

りから聞こえる設定)になっています。

各種のドラムキット音色は、楽器音ごとに特定のパンが設定されています。この機能でのパン

の設定は音色ごとの初期設定の位置からの相対的な左右への移動になります。

この機能でのパンの設定は、すべての音

色に共通して影響します。

パンの設定は、鍵盤の手弾き音にだけ有

効です。

通常の演奏時(1音色での演奏時)には、

[RIGHT1(右領域／第1音色)]のパン設定が

有効です。



■ペダル

ペダル(PEDAL)
3ページめの画面
レフトペダル機能[LEFT PEDAL]
左のペダルに、いろいろな機能を割り当てることができます。

設定できる機能と内容

SOFT
ソ フ ト

： ソフトペダルになります(基本設定)。(P.31)

START/STOP
ス タ ー ト / ス ト ッ プ

： 【START / STOP (スタート/ストップ)】と同じ機能になります。

(P.22,38,94,97)

HARMON
ハ ー モ ニ ー

Y： ハーモニー機能がON
オ ン

のとき、左ペダルを踏んでいる間だけ、ハーモニー

をつけることができます。(P.51)

REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N： 左ペダルを踏むごとに、次のレジストレーションナンバーに登録されて

いるパネル状態を呼び出すことができます。(P.71)

MAIN A
メ イ ン A

： 【MAIN A(メインA)】と同じ機能になります。(P.38,48)

MAIN B
メ イ ン B

： 【MAIN B(メインB)】と同じ機能になります。(P.38,48)

ENDING/RIT.
エンディング/リタルダンド

： 【ENDIN
エンディング

G(後奏)】と同じ機能になります。2回続けて左ペダルを踏むとリ

タルダンドして終わります。(P.41,48)

BREAK
ブ レ イ ク

： スタイル再生中に左ペダルを踏むと、踏んでいる間だけブレイクを入れ

ることができます。ペダルから足を離すと、次の小節からもとの再生に

戻ります。1小節以内にもう一度左ペダルを踏むと、すぐにもとの再生に

戻すことができます。

FADE
フ ェ ー ド

IN/OUT
イ ン / ア ウ ト

： 【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】と同じ機能になります。(P.40,41)
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レフトペダル…

基本設定：SOFT
ソ フ ト

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

左ペダルをREGISTRATIONに設定してい

る場合、レジストレーションに設定され

ているレフトペダル機能は呼び出されま

せん。

ダンパーレンジ[DAMPER RANGE]
スプリットモード時のダンパーペダルが効く範囲を、右領域、左領域、右／左の両領域、の中

から選ぶことができます。[DAMPE
ダ ン パ ー

R RANG
レ ン ジ

E]を押して設定します。【ダイアル】や【-/+】は使

えません。

ダンパーレンジ…

設定できる値：R(右領域だけに効く設

定 ) 、 L ( 左 領 域 だ け に 効 く 設 定 ) 、

R&L(右／左の両領域に効く設定)

基本設定：R(右領域だけに効く設定)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ



■ディスク
以下の操作は、【FUNCTION

フ ァ ン ク シ ョ ン

(諸設定)】をON
オ ン

にして既当ページを開いてからフロッピーディス

クを差し込む手順になっています。先にフロッピーディスクが差し込まれていて【SONG(ソン

グ)】がON
オ ン

になっている場合は、【FUNCTION
フ ァ ン ク シ ョ ン

(諸設定)】をON
オ ン

にしてもディスクに関するファ

ンクション機能は使えません。【SONG(ソング)】を押してランプを消してから操作してくださ

い。

フォーマット(FORMAT)
4ページめの画面
フロッピーディスクをMLP-71D用にフォーマットします。何もデータの入っていない新しいデ

ィスクや、異なるフォーマットのディスクのフォーマットについては、P.90をご覧ください。

ここでの操作は、すでにMLP-71Dで使用中のディスクを、すべてのデータを消去するためにフ

ォーマットする場合の操作です。

操作手順

1 フォーマットするディスクを入れる
ライトプロテクトタブが"録音可"の位置になっていることを確認して、フロッピーデ

ィスクを正しい向きと方向で、ディスク挿入口にカチッと音がするまでていねいに差

し込みます。

ディスクインユースランプ�

ラベル�
�

�

シャッター�
�
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使用中のディスクをフォーマットすると、

それまでディスクに記録されていたデー

タは全部消えてしまいます。ご注意くだ

さい。

フォーマットの種類…

2DDのディスクは720KB、2HDのディス

クは1.44MBにフォーマットされます。

2 フォーマットを実行する
[START

ス タ ー ト

]を押します。

➡ 「よいですか？(Are you sure?)」と確認を求めるメッセージが現われますので、フォー

マットを実行する場合は[はい(YES)]を、中止する場合は[いいえ(NO)]を押します。

フォーマット中はLCD画面にバーグラフが表示され、フォーマットの経過を示します。フォー

マットが完了すると、そのディスクにソングを録音したり、コピーしたり、その他のデータを

セーブ(保存)することができるようになります。



ソングコピー(SONG COPY)
5ページめの画面
この画面では、MLP-71Dで録音したソングデータ(ディスク上のデータファイル)を、同じディス

クの中で別のソングナンバーにコピーしたり、別のディスクにコピーすることができます。

操作手順

1 コピーの準備をする
コピー元のソングが入ったディスクをディスクドライブに差し込みます。

⇒ 左から1番目か2番目のLCDボタンを押して、コピーの方法を選びます。次の2種類

の方法が用意されています。

DISK
ディスク

1-1：ソングを同じディスク内の別のソングナンバーにコピーする方法です。

DISK
ディスク

1-2：ソングを別のディスクへコピーする方法です。

2 コピー元のソングを選ぶ
[SONG

ソ ン グ

→]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってコピー元

となるソングを選びます。

➡ 選んだソングネームがLCD画面の上段に表示されます。

3 コピー先のソングナンバーを選ぶ(DISK 1-1のとき)
この操作はコピーの方法として[DISK

ディスク

1-1]を選んでいるときに必要な手順です。コピ

ーの方法として[DISK
ディスク

1-2]を選んでいるときは手順4に進んでください。

[SONG
ソ ン グ

]を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使ってコピー先と

なるソングナンバーを選びます。

➡ 選んだソングナンバーにすでにソングが入っている場合、ソングネームがLCD画

面の中段に表示されます。また、この場合コピーを実行すると、コピー元のソン

グが上書きされコピー先のソングは消えます。
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ディスクを使わずに内蔵RAMへ録音した

データがある場合は、コピー元のソング

が自動的に[CVP]になります。この方法

で、内蔵RAMのデータをディスクにコピ

ーすることができます(P.108)。この場合、

[DISK
ディスク

1-1]、[DISK
ディスク

1-2]の方法は選べませ

んので、[DISK
ディスク

1-1]、[DISK
ディスク

1-2]の方法を

使いたい場合は、まず内蔵RAMのデータ

を(必要であれば)ディスクにコピーし、

ソングデリート機能(P.116)を使って削除

したあと、改めて[DISK
ディスク

1-1]、[DISK
ディスク

1-2]

を選んでください。

同じディスク内でコピーを行う場合に、

コピー元を選んだあと、同じソングナン

バーをコピー先として選んでも、コピー

は実行されません。このような操作をし

た場合、「違う番号を選んでください！

(Select a different number!)」が表示されま

す。
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市販ソフトのコピー時の注意

市販のディスクソフトは著作権で保護さ

れていますので、コピー機能は個人で楽

しむ範囲でご利用ください。

MLP-71D、CVP-98/96/94/92以外で作られ

たデータを、1度コピーしたディスクから

さらに別のディスクにコピーすることは

できません。また、コピーしたDOCファ

イルの右手/左手パート以外には追加録音

できません。

CVP-98/96/94/92/79/69/59のソングデータ

もMLP-71Dでコピーすることができま

す。

4 コピーを実行する
[COPY

コ ピ ー

]を押します。

➡ コピーが始まります。同じディスクにコピーを行う場合、「よいですか？(Are you

sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、コピーが続きます。中

止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

別のディスクにコピーを行う場合、「**回ディスクを交換します。(Number of disk exchange

(**))」が表示され、コピーを完了するまでに、何回コピー元とコピー先のディスクを

入れ替える必要があるかが示されます。[はい(OK)]を押すとコピーが続きます。中止

したい場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。

別のディスクへのコピーを続けた場合、次のようなLCD画面の指示に従ってコピー元

とコピー先のディスクを入れ替えながら、コピー作業を進めます。

最初にコピー先のディスクを入れたときは、次のLCD画面が表示されますので、【ダ

イアル】や【-/+】を使ってコピー先のソングナンバーを選びます。

⇒ 選んだソングナンバーにすでにソングが入っている場合、ソングネームがLCD画

面に表示されます。また、この場合コピーを実行すると、コピー元のソングが上

書きされコピー先のソングは消えます。[はい(OK)]を押すと、コピーが続きます。

キャンセルしたい場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。



ディスクを使わずに録音したソングデータのコピー

ディスクを入れずにソングを録音した場合、MLP-71D本体の内蔵RAMにソングデータが入っ

ています。このデータをディスクへコピーする場合、まずソングコピー画面を開き、フォーマ

ットされたディスクを差し込みます。

⇒コピー先のソングナンバーを選んで、通常のコピー操作を行います。[CVP
シーブイピー

–DISK
ディスク

]の方法が

自動的に選ばれます。これにより、内蔵RAM
ラ ム

のデータがコピー元となり、ディスクにコピ

ーすることができます。
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内蔵RAMにデータがある場合、[DISK 1-

1]、[DISK 1-2]の方法は選べません。

ソングデリート(SONG DELETE)
6ページめの画面
この画面では、ディスクから不要なソングデータをデリート(削除)することができます。

デリート(削除)したあとは、元に戻すことはできませんので、大切なデータを誤ってデリート

(削除)してしまわないよう、ご注意ください。

操作手順

1 ソングデリートの準備をする
デリートしたいソングデータが入ったディスクをディスクドライブに差し込みます。

2 デリートするソングを選ぶ
【ダイアル】や【-/+】を使ってデリートしたいソングを選びます。また、MLP-71Dの

内蔵RAM
ラ ム

にあるソングデータをデリートすることもできます。この場合ソングナン

バーの代わりに[CVP
シーブイピー

MEMORY
メ モ リ ー

]を選びます(内蔵RAM
ラ ム

にソングデータがあるときにだ

け[[CVP
シーブイピー

MEMORY
メ モ リ ー

]が表示されます)。

3 デリートを実行する
[DELET

デ リ ー ト

E](削除)を押します。

➡ 「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、

選んだソングが削除されます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。



レジストレーション(REGISTRATION)
7ページめの画面

この画面では、レジストレーション機能で登録した各パネルの状態をフロッピーディスクにセ

ーブ(保存)したり、ディスクに保存してあるレジストレーションデータをロード(読み込み)し

たり、ディスクからデリート(削除)したり、ネーム(名前付け)したりすることができます。

これらのファイル操作を行う前に、正しいディスク(レジストレーションデータが入っている

もの、またはセーブするためのディスク)がディスクドライブにセットしてあるかどうか確認

してください。
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レジストレーション機能によって登録さ

れているパネル状態の内容については、

P.161をご参照ください。

基本操作手順

1 ファイルの種類を選ぶ
左から1番目か2番目のLCDボタンを押して、ロード／セーブ／デリート／ネーム操作

の対象となるファイルの種類を選びます。

REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N： 20種類のレジストレーションメモリーの各ファイル、またはす

べてのファイルの1セット

ALL
オ ー ル

SETUP
セ ッ ト ア ッ プ

： P.161のリストに載っているパネルセッティング内容のファイル

[REGISTRATIO
レ ジ ス ト レ ー シ ョ ン

N]を選び、セーブ(保存)やロード(読み込み)をする場合は、さらに

[REGIS
レジスト

T.**]を押して、セーブ(保存)の場合、保存するレジストレーションファイル

の番号を、ロード(読み込み)の場合、本体のロード先の番号を選びます。[ALL
オ ー ル

]、[A-

1～E-4]の中から選べます。

2 ファイル操作を選ぶ
右から2番目のLCDボタンで、[LOAD

ロ ー ド

](読み込み)/[SAVE
セ ー ブ

](保存)/[DELET
デ リ ー ト

E](削除)/[NAME
ネ ー ム

](名前

付け)の中から実行したいファイル操作を選びます。

3 [START
ス タ ー ト

]を押します。

➡ 操作が始まります。

これから先の手順は、選んだファイル操作によって異なります。以下の各ファイル操

作の説明をご参照ください。



[SAVE
セ ー ブ

](保存)
[SAVE

セ ー ブ

]を選ぶと、保存するファイルに名前を付ける画面が現れます。

[F]を押して下線の位置を移動し、ファイルネームの文字位置を選びます(ファイルネームは

最大12文字でつけることができます)。

⇒【ダイアル】や【-/+】を使って入力したい文字や記号を反転させます。[CH.SET
キャラクターセット

]を押すと、

選んだ文字や記号がファイルネームの下線が置かれている位置に入力されます。同じ要領

で別の文字位置に下線を移動して、文字や記号を入力していきます。

入力を間違ったときは、[BACK
バ ッ ク

]を押します。下線の一つ前の文字が消去され、消去された

位置に下線が戻ります。

また、[CANCEL
キ ャ ン セ ル

]を押すと、ネームの入力作業を中断して、レジストレーション(REGISTRATION)画

面に戻ります。

ファイルネームが完成したら、[SAVE
セ ー ブ

]を押して保存を実行します。保存を実行したときに保

存先のディスクにすでに同じ名前のファイルが存在する場合は、「同じ名前のファイルがあり

ます。入れ替えますか？(Same name! Overwrite?)」のメッセージが表示されます。[はい(OK
オーケー

)]を押すと、

既存のファイルに上書きでセーブが実行されます。キャンセルしたい場合は[キャンセル

(CANCEL)]を押します。

[NAME
ネ ー ム

](名前変更)
[NAME

ネ ー ム

]を選んだ場合、ネーム画面が表示されます。

まず、名前を変更したいファイルを選びます。左から1番目か2番目のLCDボタンを押してファ

イルを選び、[OK
オーケー

]を押します。

⇒ セーブ(保存)の時と同じような名前を付ける画面が現われますので、セーブの時と同じ方法

で新しいファイルネームを入力します。

⇒ [OK
オーケー

]を押すと新しい名前に変更されます。中止したい場合は[CANCEL
キ ャ ン セ ル

]を押します。[OK
オーケー

]

を押したとき、ディスクにすでに同じ名前のファイルが存在する場合は、「同じ名前のファ

イルがあります。入れ替えますか？(Same name! Overwrite?)」のメッセージが表示されます。[はい

(OK
オーケー

)]を押すと、名前を変更したファイルが、既存のファイルに上書きされます。キャンセル

したい場合は[キャンセル(CANCEL)]を押します。
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[LOAD
ロ ー ド

](読み込み)
[LOAD

ロ ー ド

]を選んだ場合、ロード画面が表示されます。ロードすると本体のデータは上書きされ

て消えますので、消したくない場合は、先にディスクにセーブ(保存)(P.118)してください。

まず、読み込みたいファイルを選びます。左から1番目か2番目のLCDボタンを押してファイル

を選び、[OK]を押します。

119

フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン�

第
7
章�

➡ 「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、選んだファ

イルが読み込まれます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

[DELET
デ リ ー ト

E](削除)
[DELETE]を選んだ場合、デリート画面が表示されます。

まず、削除したいファイルを選びます。左から1番目か2番目のLCDボタンを押してファイルを

選び、[OK]を押します。

➡ 「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、選んだファ

イルが削除されます。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。



トランスフォーム(TRANSFORM)
8ページめの画面
この画面では、MLP-71Dで録音したソングデータを、他のクラビノーバやピアノプレーヤ、サ

イレントアンサンブルピアノで再生できるように変換することができます。

これらのファイル操作を行う前に、正しいディスク(変換したいソングが入っている2DDのデ

ィスク)がディスクドライブにセットしてあるかどうか確認してください。
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データ変換に使用できるディスクの種類…

2DDのディスクに入っているソングデー

タのみ変換することができます。2HDの

ディスクでこの操作を実行しようとする

と、「2HDディスクは使えません！2DDデ

ィスクにコピーしてください。(2HD disk is

not valid! Please copy to 2DD disk.)」が表示されます。

このような場合、まず、ソングコピー機

能(P.114)を使って、変換したいソングデ

ータを2DDのディスクにコピーし、その

ディスクを使ってここでの操作を実行し

てください。

内蔵RAM上にあるソングデータは…

MLP-71Dで録音された、ディスクに入っ

ているソングデータだけ変換することが

できます。MLP-71Dの内蔵RAM上にある

ソングデータは、一度ディスクにセーブ

してからでないと変換できません。

CVP-98/96/94/92/79/69/59、

MDP10では…

MLP-71Dで録音したソングデータを変換し

なくても、そのままで再生できます。

データ変換後も変換前のソングデータは、

そのまま残ります。

操作手順

1 変換形式を選ぶ
左から1番めか2番めのLCDボタンで、どの楽器用にデータ変換をするのかを決めるた

めに変換形式を選びます。次の3種類の変換形式が用意されています。

CVP PERFORMAN
パ フ ォ ー マ ン ス

CE： この変換形式を選ぶと、MLP-51D/11D、CVP-

70/50/75/65/55/89/87/85/83、CLP-705、DOM-30、

DOU-10で再生することができるようになり

ます。

PIANO FORMAT 1(ピアノフォーマット1)：この変換形式を選ぶと、ピアノプレーヤSX

シリーズ、RFシリーズ、HG、HQ、HQ

Grand、サイレントアンサンブルピアノで再

生することができるようになります。

PIANO FORMAT 2(ピアノフォーマット2)：この変換形式を選ぶと、ピアノプレーヤMX

シリーズで再生することができるようにな

ります。

PIANO FORMAT1(ピアノフォーマット

1)、PIANO FORMAT2(ピアノフォーマッ

ト２)で変換したデータは、MLP、CVPシ

リーズや、DOM-30、DOU-10、MDP10で

は1、2トラックが再生されなくなります。

2 変換するソングを選ぶ
【ダイアル】や【-/+】で変換したいソングを選びます。

3 変換を実行する
[TRANSFORM

ト ラ ン ス フ ォ ー ム

]を押します。

➡ 「よいですか?(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、選

んだソングのデータ変換が始まります。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

変換が終了すると、「SONG No.**に入りました。(Completed! SONG No.**)」が表示され、

変換されたソングがどのソングナンバーに保存されたかを示します。変換された

ソングは自動的にソングナンバーが決まります。

また、CVP PERFORMAN
パ フ ォ ー マ ン ス

CEの変換形式によって変換を行った場合は、元の名前の最

初に"C)"が付けられ、PIAN
ピアノ

O FORMA
フォーマット

T 1/2の変換形式によって変換を行った場合は、

元の名前の最初に"P)"が付けられます。
変換後のソングには録音や設定変更はで

きません。



■MIDI

MIDI 1
9ページ目の画面
この9ページから11ページめの画面はMIDI(Musical Instrument Digital Interface)に関する機能で

す。
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MIDI端子を使う場合はHOST
ホ ス ト

SELEC
セレクト

Tス

イッチを「MIDI」に設定してください。

送信チャンネル[SEND CH]の設定

MIDI楽器どうしで、演奏情報を送受信するためには送信側と受信側でMIDIチャンネル(1～16

チャンネル)を合わせておく必要があります。ここではMLP-71DからMIDIデータを送信すると

きのチャンネルを設定します。

次の3種類の演奏情報に対して、それぞれ個別に設定することができます。

[LEFT
レ フ ト

]： スプリットモード時の左領域音色

[RIGHT1
ラ イ ト 1

]：スプリットモード時の右領域音色／デュアルモード時の第1音色/通常演奏時の音

色

[RIGHT2
ラ イ ト 2

]：デュアルモード時の第2音色

送信チャンネル…

[LEFT
レフト

]の設定範囲： OFF
オ フ

(送信しない)、1

～16チャンネル

基本設定： 3

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

[RIGHT1
ラ イ ト 1

]の設定範囲： OFF
オ フ

(送信しない)、

1～16チャンネル

基本設定： 1

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

[RIGHT2
ラ イ ト 2

]の設定範囲： OFF
オ フ

(送信しない)、

1～16チャンネル

基本設定： 2

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

MIDI受信について

MLP-71Dの音源部は"マルチティンバー"と呼ばれる仕様になっており、外部MIDI機器か

ら別々のMIDIチャンネルによって送信されるデータを、チャンネルごとに異なる音色で

同時に鳴らすことができます。たとえば、コンピューターやMIDIシーケンサーを使って

MLP-71Dでアンサンブル演奏をさせることができます。



ローカルコントロールのON
オ ン

/OFF
オ フ

[LOCAL]
通常、クラビノーバは、鍵盤を弾いて内蔵されている音源をコントロールし、音を出すしくみ

になっています。この状態はローカルコントロールON
オ ン

と呼ばれます。また、ローカルコント

ロールをOFF
オ フ

にすると、「鍵盤」と「音源」が切り離され、鍵盤を弾いてもMLP-71Dからは音

が出なくなります。MLP-71Dから音が出なくなっても、鍵盤を弾いた演奏情報はMIDI出力さ

れますので、MLP-71Dでは音を鳴らさずにMIDIで他の音源を鳴らしたいときなどに、ローカ

ルコントロールをOFF
オ フ

にします。

[LOCAL
ロ ー カ ル

]を押して選びます。【ダイアル】や【-/+】は使えません。
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ローカルコントロール…

設定範囲：ON
オ ン

/OFF
オ フ

基本設定：ON
オ ン

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

シンク[SYNC.]の選択
通常、ソング、「ピアノアンサンブル」、自動伴奏などは、MLP-71Dで指定したテンポに従い、

内部クロック(INT.)によって演奏されます。このクロックを外部(EXT.)に設定することによっ

て、MLP-71Dのテンポを外部のシーケンサーやリズムマシンからコントロールすることができ

ます。たとえば、外部のシーケンサーのテンポに合わせてMLP-71Dの自動伴奏を演奏させるこ

とができます。

[SYNC.
シ ン ク

]を押して選びます。【ダイアル】や【-/+】は使えません。
シンク…

設定範囲：INT.(内部クロック)/EXT.(外部

クロック)

基本設定：INT.(内部クロック)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

シンクが、EXT.(外部クロック)に設定され

ていて、外部からのMIDIクロック情報を

受信していないときは、自動伴奏や伴奏ス

タイルなどに関する操作は行えません。



MIDI 2
10ページめの画面
この画面には、どのタイプのMIDIデータを送信したり、受信したりできるようにするか、を

設定するMIDIフィルター(MIDI FILTER)の機能があります。

プログラムのON
オ ン

/OFF
オ フ

[PROGRAM]
MIDIでは、プログラムチェンジを使って送信側の機器から受信側の機器の音色ナンバーを切り替え

ることができます。たとえば、外部MIDIシーケンサーからプログラムチェンジがMLP-71Dに送信さ

れると、MLP-71Dで受信するMIDIの演奏データの音色が切り替わります。(このとき鍵盤での手弾き

音は切り替わりません)。また、MLP-71Dからプログラムチェンジを送信すると外部MIDI機器の音色

を切り替えることができます。(MLP-71Dのパネル上で音色を切り替えたときにプログラムチェンジ

が送信されます。)

いろいろなMIDIシステムを組んでいくと、このプログラムチェンジの送/受信ができたほうが便利な

場合と、できないほうが便利な場合とがあります。他の機器と音色切替を連動させたくない場合は、

[PROGRA
プ ロ グ ラ ム

M]をOFFにしてください。[PROGRA
プ ロ グ ラ ム

M]をTx&Rxにすると送/受信がON
オ ン

になります。

MLP-71Dの各音色のプログラムナンバーは、XG
エックスジー

音色配列に準拠しています。詳しくはP.154の

音色リストを参照してください。
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プログラム…

設定範囲：Tx&Rx (送 /受信できる状

態)/OFF
オ フ

(送/受信できない状態)

基本設定：Tx&Rx(送/受信できる状態)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

プログラムの設定がOFF
オ フ

の場合でも、

BANK
バ ン ク

MSB、LSBの送受信は行われます。

コントロールのON
オ ン

/OFF
オ フ

[CONTROL]
MIDIでは、コントロールチェンジを使って、ダンパーペダルの操作やエフェクトやボリュー

ムなどの演奏表現を、送信側の機器から受信側の機器に伝えることができます。たとえば、外

部MIDIシーケンサーからコントロールチェンジがMLP-71Dに送信されると、MLP-71Dで受信

するMIDIの演奏データがそれに反応します。(このとき鍵盤での手弾き音には影響しません)。

また、MLP-71Dから、外部へコントロールチェンジを送信すると、外部MIDI機器の演奏をコ

ントロールすることができます。(MLP-71Dでダンパーペダルなどの操作をしたときにコント

ロールチェンジが送信されます。)コントロールチェンジを送/受信したくない場合は、

[CONTROL
コ ン ト ロ ー ル

]をOFFにしてください。

MLP-71Dがコントロールチェンジとして扱える情報は、P.145に詳しくまとめてあります。

コントロール…

設定範囲：Tx&Rx(送/受信できる状態)、

OFF
オ フ

(送/受信できない状態)

基本設定：Tx&Rx(送/受信できる状態)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

システムエクスクルーシブのON
オ ン

/OFF
オ フ

[SYS EX.]
MIDIでは、システムエクスクルーシブメッセージを使って、MIDI機器やメーカー固有の各種

のデータを送信側の機器から受信側の機器に伝えることができます。システムエクスクルーシ

ブメッセージを送/受信したくない場合は、[SYS EX.
システムエクスクルーシブ

]をOFFにしてください。[SYS EX.
システムエクスクルーシブ

]を

Tx&Rxにすると送/受信がON
オ ン

になります。

MLP-71Dがシステムエクスクルーシブメッセージとして扱える情報は、P.147に詳しくまとめてあります。

システムエクスクルーシブメッセージ…

設定範囲：Tx&Rx (送 /受信できる状

態)/OFF
オ フ

(送/受信できない状態)

基本設定：Tx&Rx(送/受信できる状態)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

スタート/ストップのON
オ ン

/OFF
オ フ

[START/STOP]
MIDIでは、スタート/ストップコマンドを使って、送信側の機器から受信側の機器のリズムや

演奏をスタート/ストップすることができます。たとえば、外部MIDIシーケンサーからスター

ト/ストップコマンドをMLP-71Dに送信し、自動伴奏やソングなどの演奏をスタート/ストップ

することができます。また、MLP-71Dで自動伴奏などのスタート/ストップ操作をしたときに、

外部MIDIシーケンサーやリズムマシンの演奏をスタート/ストップすることができます。スタ

ート/ストップを送/受信したくない場合は、[START/STOP
ス タ ー ト / ス ト ッ プ

]をOFF
オ フ

にしてください。

[START/STOP
ス タ ー ト / ス ト ッ プ

]をTx&Rxにすると送/受信がON
オ ン

になります。

スタート／ストップ…

設定範囲：Tx&Rx(送/受信できる状態)、

OFF
オ フ

(送/受信できない状態)

基本設定：Tx&Rx(送/受信できる状態)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ
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MIDI 3
11ページめの画面
この画面には、トランスポーズの設定(P.110)をMLP-71Dで受信しているMIDIの演奏データに

対しても有効にするかどうか、自動伴奏/リズム、ハーモニーの演奏データを外部へ送信する

かどうか、また、外部から受信したMIDI情報を手弾き音にも有効にするかどうかなどを設定

する機能があります。

MIDIトランスポーズの受信[MIDI TRANSPOSE]
[MIDI TRANSPOS

ト ラ ン ス ポ ー ズ

E]をON
オ ン

にすると、P.110のトランスポーズの設定が、MLP-71Dで受信する

MIDIの演奏データに対して有効になります。

トランスポーズの受信…

設定値：ON
オ ン

(有効)/OFF
オ フ

(無効)

基本設定：ON
オ ン

(有効)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

MIDI送信される演奏データに対するトラ

ンスポーズは、ファンクション1ページめ

「キーボード 1(KEYBOARD 1)」での設定

が有効になります。

自動伴奏/ハーモニーの再生データの送信
[ACMP&RHY
アカンパニメント&リズム

]をON
オ ン

にすると、自動伴奏やリズムの再生時に、再生音がMIDIデータとして

MIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】から送信されます。この場合、MIDIチャンネルの9～16を使って送信されます。

[HARMON
ハ ー モ ニ ー

Y]をONにすると、ハーモニー機能を使用しているときのハーモニー(付加されてい

る装飾音など)の再生音が、MIDIデータとしてMIDI
ミ デ ィ

【OUT
ア ウ ト

】から送信されます。この場合、

MIDIチャンネルの6～8を使って送信されます。

これらの機能を使えば、自動伴奏やハーモニーを、コンピューターや外部シーケンサーなどで

録音することができます。

自動伴奏/ハーモニーの送信

[ACMP&RHY
アカンパニメント&リズム

]の設定値：OFF
オ フ

(送信しな

い)、9-16ch(送信する)

基本設定：OFF
オ フ

(送信しない)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

[HARMON
ハーモニー

Y]の設定値：OFF
オ フ

(送信しな

い)、6-8ch(送信する)

基本設定：OFF
オ フ

(送信しない)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

自動伴奏やハーモニーデータをMIDIで送

信するときは、手弾きの演奏データの送

信チャンネル(P.121)を設定する際、自動

伴奏の送信に使われる送信チャンネル9～

16や、ハーモニーの送信に使われる送信

チャンネル6～8と重ならないようにして

おきましょう。そうしないと、手弾き音

と自動伴奏やハーモニーの音色が同じに

なってしまうなどの不都合が生じる場合

があります。

[ACMP&RHY
アカンパニメント&リズム

]、[HARMON
ハーモニー

Y]のどちらか

がON
オン

になっていれば、送信チャンネル

(P.121)の[RIGH
ライト

T 1]がOFF
オ フ

になっていて

も、自動伴奏やハーモニーの再生データ

はMIDI送信されます。

リモートキーボード
[REMOT

リ モ ー ト

E KBD
キーボード

]で設定したMIDI チャンネルの情報を受けると、手弾きの音にもその情報が有

効になります。また、ここで受信した情報は録音することもできます。外部からのMIDI情報

が手弾き音に影響しないようにしたいときは、OFF
オ フ

を選びます。受信できる情報は次の4種類

です。

・Key
キ ー

ON
オ ン

/OFF
オ フ

(押鍵情報)

・Control
コントロール

Chang
チェンジ

e(演奏表現情報)の下記項目
#1 Modulation Bank Select MSB

7 Volume Bank Select LSB

11 Expression

64 Sustain Pedal

65 Sostenuto Pedal

66 Soft Pedal

123 All notes off

・Progra
プログラム

m Chang
チェンジ

e(音色切替情報)

・Pitch Bend(ピッチベンド情報)

リモートキーボード…

設定範囲：OFF
オ フ

(無効)、1～16(指定したチ

ャンネルで有効)

基本設定：OFF
オ フ

(無効)

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

リモートキーボードで受信したMIDI情報

は、MIDI
ミディ

【OUT
アウト

】からは出力されません。



■バックアップ

バックアップ(BACKUP)
12ページめの画面
この画面では、さまざまな機能の設定内容が、電源をOFF

オ フ

にしたあとも基本設定に戻らないで

保持されるよう、グループごとにバックアップのON/OFF
オ ン / オ フ

を設定することができます。

[▲か▼]を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使ってバックアップさせたいグループを選び、一

番右のLCDボタンで、選んだグループのバックアップON/OFF
オ ン / オ フ

を設定します。グループ名の前

にアスタリスク("＊")が付いているものは、現在そのグループのバックアップの設定がON
オ ン

にな

っていることを示しています。バックアップの設定をOFF
オ フ

にしているグループの内容は、電源

をOFF
オ フ

にすると基本設定に戻ります。

次のグループが用意されています。

・VOIC
ボイス

E SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

(音色に関する設定)

・REVERB/EFFECT(リバーブ/エフェクト効果)

・TUNE
チ ュ ー ン

(マスターチューニング、マイクロチューニング、スケールチューニング)

・PEDAL(ペダルの設定)

・ACMP
ア カ ン プ

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

(自動伴奏に関する設定)

・SONG
ソ ン グ

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

(ソングに関する設定)

・REGISTRATION(レジストレーション)

・MIDI
ミ デ ィ

SETTING
セ ッ テ ィ ン グ

(MIDIに関する設定)

・UTILITY
ユーティリティ

(ポップアップタイム、アラートサウンド)

各グループ内の設定項目については、P.161の一覧表をご参照ください。

バックアップの設定をON
オ ン

にしていても、電源をOFF
オ フ

にして約1週間以上過ぎると、バックアッ

プされている内容が消え、すべての設定内容が基本設定に戻ります。したがって、バックアッ

プされている内容を保持したい場合は、少なくとも1週間以内に数分間は電源をON
オ ン

にしてくだ

さい。
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各グループのうち、REGISTRATION(レ

ジストレーション)、UTILITY(ユーティ

リティ)については、バックアップの基本

設定がON
オン

になっています。その他のグル

ープはすべてバックアップの基本設定は

OFF
オ フ

になっています。

ヘルプやLCD画面の言語と、このバックア

ップON/OFF
オ ン / オ フ

の設定自体については、常に

バックアップされるようになっています。



リコール(RECALL)
13ページめの画面
この画面では、さまざまな機能の設定内容を、グループ単位、またはすべての内容を同時に基

本設定に戻すことができます。

[▲か▼]を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使って基本設定に戻したいグループを選び、

[START
ス タ ー ト

]を押します。

➡ 「よいですか？(Are you sure?)」のメッセージが表示されます。[はい(YES)]を押すと、選んだグル

ープの内容が基本設定に戻ります。中止したい場合は[いいえ(NO)]を押します。

次のグループが用意されています。

・VOIC
ボイス

E SETTIN
セッティング

G(音色に関する設定)

・REVERB/EFFECT(リバーブ/エフェクト効果)

・TUNE
チ ュ ー ン

(マスターチューニング、マイクロチューニング、スケールチューニング)

・PEDAL(ペダルの設定)

・ACMP
ア カ ン プ

SETTIN
セッティング

G(自動伴奏に関する設定)

・SONG
ソ ン グ

SETTIN
セッティング

G(ソングに関する設定)

・REGISTRATION(レジストレーション)

・MIDI
ミ デ ィ

SETTIN
セッティング

G(MIDIに関する設定)

・UTILIT
ユーティリティ

Y(ポップアップタイム、アラートサウンド)

・ALL
オ ー ル

(すべての設定)

各グループ内の設定項目については、(P.53)の一覧表をご参照ください。
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ヘルプやLCD画面の言語、バックアップ

ON/OFF
オン /オフ

の設定については、このリコール

機能を使っても基本設定に戻りません。

工場出荷時の状態に戻すには…

ヘルプやLCD画面の言語の設定も含めて、

MLP-71D本体を完全に工場出荷時と同じ

状態に戻したい場合は、一番右側の鍵盤

(C7)を押しながら【POWER
パ ワ ー

】をON
オン

にし

ます。英語のメッセージ「Back up data erased and

replaced by Factory data」が表示され、バックア

ップされていたデータが消え、工場出荷

時の状態になったことを示します。この

あと基本画面が表示されます。

この操作をすると、「ミュージックソフ

ト・コレクション」のディスクから読み

込んだ、"ワンタッチセッティングのファ

イル"のデータも消えます。必要なときは、

もう一度ディスクからの読み込みを行っ

てください。(P.68)



■ユーティリティ

マイクロチューニング(MICRO TUNING)
14ページめの画面
この画面では、鍵盤1つずつの音程(ピッチ)を微調整できます。この機能を使って、特定の鍵盤

の音程を微調整することができます。また、作った音程の設定をディスクにセーブ(保存)した

り、必要なときにロードして(読み込んで)使うこともできます。設定した音程は、この画面の1

番左のLCDボタンで、いつでもON/OFF
オ ン / オ フ

できます。

操作手順

1 1番左のLCDボタンを押してONにします。

2 鍵盤を選ぶ
チューニングを行いたい鍵盤を押します。

➡ 押した鍵盤の音名とその鍵盤の現在のチューニング値が表示されます。

3 チューニングする
[TUNE
チ ュ ー ン

]▼か▲を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使って選んだ鍵盤の音程をチューニ

ングします。チューニングしている鍵盤を弾いて音を確認しながら調節してください。

[TUNE
チ ュ ー ン

]▼▲を同時に押すと、その鍵盤の基本設定である"±0"に戻すことができます。
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設定できる範囲：-100 c e n t
セント

( -半音)～

+100cent
セント

(+半音)

基本設定：すべての鍵盤が0

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

4 上記の1と2の操作を繰り返す
上記の1と2の操作を繰り返して、他の鍵盤のチューニングを行います。

作った音程の設定は、名前を付けて1つのチューニングファイルとして、ディスクにセーブ(保

存)することができます。また、必要なときにロードして(読み込んで)使ったり、不要であれば

簡単にデリート(削除)することができます。

これらのファイル操作を行う前に、正しいディスク(マイクロチューニングデータが入ってい

るもの、またはセーブするためのディスク)がディスクドライブにセットしてあるかどうか確

認してください。

ファイル保存/名前変更/読み込み/削除

1 ファイル操作を選ぶ
右から2番めのLCDボタンで、実行したいファイル操作を[LOAD

ロ ー ド

](読み込み)、[SAVE
セ ー ブ

](保

存)、[DELET
デ リ ー ト

E](削除)、[NAME
ネ ー ム

](名前変更)の中から選びます。

2 [START
ス タ ー ト

]を押す
[START

ス タ ー ト

]を押すと選んだファイル操作を実行する画面が表示されます。

これから先の手順は、P.118～P.119の操作と同じです。選んだファイル操作によって

それぞれ下記ページをご参照ください。

[SAVE
セ ー ブ

](保存) ………P.118

[NAME
ネ ー ム

](名前変更) …P.118

[LOAD
ロ ー ド

](読み込み) …P.119

[DELET
デ リ ー ト

E](削除) ……P.119



スケールチューニング(SCALE TUNING)
15ページめの画面
この画面では、[PRESET

プ リ セ ッ ト

]を選ぶと音律(調律法)が選べます。また、[USER
ユ ー ザ ー

]を選ぶと、1オクタ

ーブ分の設定を作ったときに全鍵盤がオクターブ単位でその設定になる、ユーザースケールを

作ることができます。作った調律をディスクにセーブ(保存)したり、必要なときにロードして

(読み込んで)使うこともできます。

プリセットスケール
音律(調律法)が選べます。

現在最も一般的な調律法「平均律」が完成するまでには、時代と共に様々な音律が考えられ、

またそれによる音楽が誕生しました。当時の調律法で演奏することで、その曲が誕生した時の

響きを味わうことができます。

次の7種類の音律(調律法)が用意されています。

[EQUAL
イ コ ー ル

]平均律

1オクターブを12の間隔で等分した音律です。現在もっともポピュラーなピアノの調律方法で

す。

[PURE
ピ ュ ア

(MAJOR
メ ジ ャ ー

)]純正律(長調)

[PURE
ピ ュ ア

(MINOR
マ イ ナ ー

)]純正律(短調)

自然倍音を基準とするため、主要3和音が美しく純粋に響くのが特長です。現在でも合唱のハ

ーモニーなどで見られます。

[MEANTON
ミ ー ン ト ー ン

E]中全音律

ピタゴラス音律の3度の音程のうなりをなくすために改良された音律です。十六世紀後半から

十八世紀後半までにかけて広く普及し、ヘンデルも使用しました。

[PYTHAGORE
ピ タ ゴ リ ア ン

AN]ピタゴラス音律

ギリシャ時代の哲学者ピタゴラスによって考えられた、5度音程だけの組み合わせからできた

音律です。3度はうなりが生じますが5度と4度の音程が美しく、旋律の演奏に向いています。

[WERCKMEISTE
ヴ ェ ル ク マ イ ス タ ー

R]ヴェルクマイスター音律

[KIRNBERGE
キ ル ン ベ ル ガ ー

R]キルンベルガー音律

中全音律とピタゴラス音律を組み合わせた音律で、両者は、その組み合わせ方が異なります。

転調により曲想が変化するのが特長です。バッハやベートーベン時代に使用され、現在でもそ

の時代の音楽をハープシコード(＝チェンバロ)などで演奏するときに、しばしば用いられます。

操作手順

1 1番左のLCDボタンで[PRESET
プ リ セ ッ ト

]を選ぶと次の画面が
現れます。

2 [SCALE
ス ケ ー ル

]▼か▲を押すか、[SCALE
ス ケ ー ル

]▼や▲を押して
表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って
音律の種類を選びます。
[EQUAL

イ コ ー ル

]平均律以外の音律を選んだときは、基音(演奏する曲の調の主音)を設定する

必要があります。設定した基音の調に対して、各音律の効果が得られます。
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3 [KEY
キ ー

]を押して表示を反転させたあと【ダイアル】や
【-/+】を使って基音を選びます。
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基音…

設定範囲：C,C♯,D,D♯,E,F,F♯,G,G♯,

A,A♯,B,

基本設定：C

ユーザースケール
1オクターブ(12鍵)単位で鍵盤1つずつの音程(ピッチ)を微調整できます。

1オクターブ分の設定を作ると、オクターブの違う同じ音にもその設定が有効になります。

操作手順

1 1番左のLCDボタンで[USER
ユ ー ザ ー

]を選ぶと次の画面が現れ
ます。

2 設定する鍵盤を押します。
➡ 押した鍵盤の音名とその鍵盤の現在のチューニング値が表示されます。

3 [TUNE
チ ュ ー ン

]▼か▲を押すか、【ダイアル】や【-/+】を使っ
て音程を設定します。
チューニングしている鍵盤を弾いて音を確認しながら調節してください。[TUNE

チ ュ ー ン

]▼

▲を同時に押すと、その鍵盤の基本設定である"±0"に戻すことができます。

スケールチューニング　ユーザー…

設定範囲：-64cent
セント

～+63cent
セント

基本設定：すべての鍵盤が0

バックアップの基本設定：OFF
オ フ

4 上記の2.と3.の操作を繰り返して他の鍵盤のチューニン
グを行います。

作った調律は、名前を付けて1つのチューニングファイルとして、ディスクにセーブ(保存)する

ことができます。また、必要なときにロードして(読み込んで)使ったり、不要であれば簡単に

デリート(削除)することができます。

これらのファイル操作を行う前に、正しいディスク(スケールチューニングデータが入ってい

るもの、またはセーブするためのディスク)がディスクドライブにセットしてあるかどうか確

認してください。

ファイル保存/名前変更/読み込み/削除

1 ファイル操作を選ぶ
右から2番めのLCDボタンで、実行したいファイル操作を[LOAD

ロ ー ド

](読み込み)、[SAVE
セ ー ブ

](保

存)、[DELET
デ リ ー ト

E](削除)、[NAME
ネ ー ム

](名前変更)の中から選びます。

2 [START
ス タ ー ト

]を押す
[START

ス タ ー ト

]を押すと選んだファイル操作を実行する画面が表示されます。

これから先の手順は、P.118～P.119の操作と同じです。選んだファイル操作によって

それぞれ下記ページをご参照ください。

[SAVE
セ ー ブ

](保存) ………P.118

[NAME
ネ ー ム

](名前変更) …P.118

[LOAD
ロ ー ド

](読み込み) …P.119

[DELET
デ リ ー ト

E](削除 ……P.119



ポップアップタイム(POPUP TIME)
16ページめの画面
この画面では、MLP-71Dの各種ポップアップ画面の表示時間を設定することができます。音色

/伴奏スタイル選択のポップアップ画面とその他のポップアップ画面とで、異なる時間を設定

することができます。

音色/伴奏スタイル選択のポップアップ画面の表示時間を設定するときは[VOIC
ボイス

E/
/

STYLE
ス タ イ ル

]▼▲

を押して、その他のポップアップ画面の表示時間を設定するときは[OTHER
ア ザ ー ズ

S]▼▲を押して表

示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って表示時間を設定します。各項目の▼▲を

同時に押すと、それぞれの基本設定である、音色/伴奏スタイル選択のポップアップ画面は15

秒、その他のポップアップ画面は8秒に戻すことができます。
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ポップアップタイム…

設定範囲：0sec(0秒)～30sec(30秒)、∞

sec(無限大)

基本設定：音色/伴奏スタイルは15秒、そ

の他は8秒

バックアップの基本設定：ON

0sec(0秒)を選ぶと、その機能のボタンを

押している間だけポップアップ画面を表

示します。

∞se c (無限大)を選ぶと【DIS PLAY
デ ィ ス プ レ イ

HOLD
ホールド

(画面固定)】のランプが点滅しなくな

り、ポップアップ画面は自動で閉じなく

なります。【EXIT
エグジット

(戻る)】を押すと閉じま

す。

アラート(ALERT)
17ページめの画面
この画面では、エラーなどを知らせる警告音を、6種類の警告音の中から選びそのボリューム

を設定することができます。

[VOIC
ボイス

E]▼か▲を押して表示を反転させたあと、【ダイアル】や【-/+】を使って警告音を選び

ます。選択時に警告音が発音されるので、選びながら音を確認することができます。【-/+】を

同時に押すと、基本の警告音に戻ります。

また、[VOIC
ボイス

E]を押して反転させ、【ダイアル】や【-/+】を使って警告音のボリュームを設定

します。【-/+】を同時に押すと、ボリュームを基本設定の"50"に戻すことができます。
アラート…

設定できる警告音：STEEL DRUMS、

AGOGO、WOOD BLOCK、TIMPANI、

CELESTA 4FT、KALIMBA

基本設定：STEEL DRUMS

バックアップの基本設定：ON
オ ン

ボリュームの設定範囲：0～100

基本設定：50

バックアップの基本設定：ON
オ ン
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接続についての注意…

AUX OUT【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】から出力した音

を、AUX IN【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】に戻さないで

ください。AUX OUT【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】から

外部オーディオ機器に接続した場合も、

その機器から再びMLP-71DのAUX IN

【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】に接続しないでください。

MLP-71DのAUX IN【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】から入

力された音はそのまま、MLP-71DのAUX

OUT【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】から出力されますの

で、オーディオ系の発振が起こり、正常

な再生がされないばかりでなく、両機器

の故障の原因になります。

オーディオ接続コード及び変換プラグは

抵抗のないものをお使いください。

AUX IN【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】からの入力音には、

MLP-71D本体の【MASTE
マスター

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボ

リューム)】や【REVER
リ バ ー ブ

B(残響)】の設定は効き

ません。

モノ入力、モノ出力にはAUX IN 【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】、

AUX OUT 【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】をご使用ください。

第8章 その他

■他の機器と接続する端子

!【MIC
マ イ ク

.VOL.
ボリューム

】つまみ "【MIC
マ イ ク

.】端子 #【PHONE
フォーンズ

S】端子
マイク付きヘッドフォンのヘッドフォンプラグとマイクプラグを、【PHONE

フォーンズ

S】と【MIC
マ イ ク

.】に、

それぞれ差し込みます。

底面左側の端子は生徒用、背面左右の端子は先生用です。

マイク付きヘッドフォンHPE-100Mを底面左側の【MIC
マ イ ク

.】端子でご使用の場合は、付属の変

換プラグを【MIC
マ イ ク

.】端子に差し込んで、ご使用ください。

【MIC
マ イ ク

.VOL.
ボリューム

】つまみで、底面左側の【MIC
マ イ ク

.】に差し込んだマイクの音量を調節することがで

きます。（背面左右の【MIC
マ イ ク

.】には効きません。）

変換プラグ� HPE-100M

PHONES MIC. MIC. PHONES

底面左側� 背面左側� 背面右側�

推奨ヘッドフォン…

YAMAHAヘッドフォン(マイク付き)

HPE-100M(税別価格:12,000円)

$ AUX IN【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】端子

% AUX OUT【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】端子
・AUX IN【L/L

レフト/レフト

+R
ライト

】【R
ライト

】端子

オーディオ接続コードを使って図のように接続すると、他の楽器や機器の音を、MLP-71Dの

スピーカーから出すことができます。

・AUX OUT【L/L+R
レフト/レフト + ライト

】【R
ライト

】端子

オーディオ接続コードを使って図のように接続すると、MLP-71Dをステレオなどに接続して、

より大きな音を出したり、演奏を録音したりできます。ステレオに接続したときは、MLP-

71Dの【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】は中程の位置にして、ステレオ側で音量を調節し

てください。

フォーンプラグ(標準)
ピンプラグ�

AUX IN

ステレオ�

または�

ピン　フォーン�
変換プラグ�

ピンプラグ�

端子はフォーンジャック�
(標準)です。�
�

オーディオ接続コード�

シンセサイザー、�

音源モジュールなど�

オーディオ接続コード�

LINE OUT

端子はフォーンジャック�
(標準)です。�
�

フォーンプラグ(標準)
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& MIDI 【IN
イン

】【OUT
ア ウ ト

】端子
MIDI接続専用のケーブルを使って外部MIDI機器と接続します。

MIDI端子を使う場合は下記HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを「MIDI」に設定してください。

MIDIについての簡単な解説を「MIDI及びデータの互換性について」(P.140)に掲載しています

のでご参照ください。

' HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチ

(【TO
トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端子
【TO

トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端子は、パーソナルコンピューターに直接接続する端子です。

HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチは、MIDI機器やパーソナルコンピューターを接続する場合に、機器

やパーソナルコンピューターの種類に応じて切り替えるスイッチです。

詳しくは次項「パーソナルコンピューターとの接続」をご覧ください。

■パーソナルコンピューターとの接続
パーソナルコンピューター用のソフトを、MLP-71Dの【TO

トゥー

HOS
ホ ス ト

T】(またはMIDI端子)

とパーソナルコンピューターをつないで楽しむことができます。

MLP-71Dとコンピューターを接続する場合、次の2つの方法があります。

1. MLP-71Dの【TO
トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端子を使った接続方法

2. MLP-71DのMIDI端子を使った接続方法

1. MLP-71Dの【TO
トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端子を使った接続方
法

コンピューターのシリアルポート(RS-232C端子やRS-422端子)とMLP-71Dの【TO
トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端

子を接続します。

この方法では、MLP-71DをMIDIインターフェース機器として使用できるため、専用のMIDI

インターフェース機器は不要です。

接続方法
コンピューターのシリアルポート(RS-232C端子やRS-422端子)とMLP-71Dの【TO

トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端

子を、専用のシリアルケーブルで接続します。

接続するシリアルケーブルの種類
接続するコンピューターの種類に合わせて、下記のシリアルケーブルを使用してください。

・Macinto
マッキントッシュ

sh互換機： YAMAHA CCJ-Mac、または同等品

・NEC
エヌイーシー

PC
ピーシー

-9801/9821互換機： YAMHA CCJ-PC1NF、または同等品

・IBM-PC/AT
アイビーエム-ピーシー/エーティ

互換機： YAMAHA CCJ-PC2、または同等品

・パーソナルコンピューターによっては上記にあてはまらない場合もありますので、各シリ

アルケーブルの内部配線図(P.133)とパーソナルコンピューターの端子形状によりご判断く

ださい。

シリアルポート�

接続ケーブル�

MLP-71Dの【TO HOST
ト ゥ ー 　 ホ ス ト

】端子を使用する

場合は、最初に、MLP-71Dとコンピュー

ターの電源を切った状態でケーブルを接

続し、その後コンピューター→MLP-71D

の順番で、電源を入れてください。

MLP-71Dの【TO HOST
ト ゥ ー 　 ホ ス ト

】端子を使用しな

い場合は、必ず【TO HOST
ト ゥ ー 　 ホ ス ト

】端子からケ

ーブルを抜いてください。ケーブルを接

続したままだと、MLP-71Dが正常に動作

しないことがあります。
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MLP-71DのHOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチの設定
接続するパーソナルコンピューターの種類によって、MLP-71DのHOST

ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを切

り替えます。

・Macinto
マッキントッシュ

sh互換機：【Mac】(ボーレート=31,250bps、1MHzのクロックを使用)

・NEC
エヌイーシー

PC
ピーシー

-9801/9821互換機：【PC-1】 (ボーレート=31,250bps)

・IBM-PC/AT
アイビーエム-ピーシー/エーティ

互換機：【PC-2】 (ボーレート=38,400bps)

使用するソフトウェアの種類によって、

上記の設定では動作しないものがありま

す。お使いになるソフトウェアの取扱説

明書をよく読んで、適合するボーレート

の位置にHOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを設定し

てください。

HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを【PC
ピーシー

-2】【PC
ピーシー

-1】

【Mac
マ ッ ク

】に設定しているときは、【TO
トゥー

HOST
ホ ス ト

】端子が使えますが、MIDI
ミ デ ィ

【IN
イン

】

【OUT
ア ウ ト

】端子は使えません。MIDIデータ

を送受信しません。

逆に、HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを【MIDI
ミ デ ィ

】

に設定しているときは、MIDI
ミ デ ィ

【IN
イン

】

【OUT
ア ウ ト

】端子が使えますが、【TO
トゥー

HOST
ホ ス ト

】

端子は使えません。データを送受信しま

せん。

2. MLP-71DのMIDI端子を使った接続方法
接続方法
MIDIインターフェース機器を通じてMLP-71DのMIDI端子に接続します。専用のMIDIケーブル

を使います。

MLP-71DのHOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチの設定
MLP-71DのHOST

ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチを【MIDI
ミ デ ィ

】に設定します。

シリアルケーブルの内部配線図

・Macinto
マッキントッシュ

sh互換機用

システムペリフェラル→8ピンケーブル(YAMAHA CCJ-MACまたは同等品)

・NEC
エヌイーシー

PC
ピーシー

-9801/9821互換機用

ミニDIN 8ピン→D-SUB 25ピンケーブル(YAMAHA CCJ-PC1NFまたは同等品)

・IBM-PC/AT
アイビーエム-ピーシー/エーティ

互換機用

ミニDIN 8ピン→D-SUB 9ピンケーブル(YAMAHA CCJ-PC2または同等品)

ミニDIN�
8ピン�

D-SUB�
9ピン�

1�
2�
3�
4�
5�
8

2 (RxD)�
3 (TxD)�
5 (GND)�
7 (RTS)�
8 (CTS)

1�
2�
3�
4�
5�
8

2 (TxD)�
3 (RxD)�
4 (RTS)�
5 (CTS)�
7 (GND)

ミニDIN�
8ピン�

D-SUB�
25ピン�

1�
2�
3�
4�
5�
6�
7�
8

1 (HSK O)�
2 (HSK i)�
3 (TxDx-)�
4 (GND)�
5 (RxD-)�
6 (TxDx+)�
7 (GP-)�
8 (RxD+)

ミニDIN�
8ピン�

�

ミニDIN�
8ピン�

MIDI INMIDI OUT

MIDI OUTMIDI IN

MLP-71D

音源� コンピューター�
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・ プラグのピン番号

各プラグのピン番号は下記のとおりです。

パーソナルコンピューターによっては上記にあてはまらない場合もありますので上記各シ

リアルケーブルの内部配線図とパーソナルコンピューターの端子形状によりご判断くださ

い。

Window
ウィンドウズ

s3.1/Window
ウィンドウズ

s95をご使用のお客様へ(MIDI
ミ デ ィ

ドライバーについて)

付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクには、コンピューターのシ

リアルポートとクラビノーバの【TO
トゥー

HOS
ホ ス ト

T】端子を接続してデータのやりとりをする

ために必要な、「MIDIドライバー」を収録しています。必要に応じて、ディスクからお

持ちのパーソナルコンピューターにインストールしてお使いください。インストール

方法はディスク中の下記テキストファイルをご覧ください。

Window
ウィンドウズ

s95の場合：

A:¥DRIVER¥WIN95¥README.TXT

A:¥DRIVER¥WIN95¥LICENSE.TXT

Window
ウィンドウズ

s3.1(NEC PCシリーズ)の場合：

A:¥DRIVER¥WIN31¥NECPC98¥README.TXT

A:¥DRIVER¥WIN31¥NECPC98¥CBXT3.TXT

Window
ウィンドウズ

s3.1(IBM PCシリーズ)の場合：

A:¥DRIVER¥WIN31¥IBMPC¥README.TXT

A:¥DRIVER¥WIN31¥IBMPC¥CBXT3.TXT

A:はディスクのディレクトリーです

Macinto
マッキントッシュ

shはアップルコンピュータ株式会社の商標です。

PC-9801/9821は日本電気株式会社の商標です。

IBM-PC/AT
アイビーエム-ピーシー/エーティ

は、インターナショナルビジネスマシーン株式会社の商標です。

Windows
ウ ィ ン ド ウ ズ

は、米国Microsoft
マイクロソフト

Corporation
コーポレーション

の米国及びその他の国における登録商標です。

その他、本書に記載されている会社名及び商品名等は、各社の登録商標及び商標です。

Macintosh用�
ミニDIN�
8ピン�

NEC PC98シリーズ用�
D-SUB�
25ピン�

IBM-PC/AT互換機用�
D-SUB�
9ピン�

1 2

3 4 5

6 1 2 3 4 5 5 4 3 2 16 7 8 910111213

14151617 9 8 7 6181920 21 22 23 24 25

7 8

オモテから見たピン番号�

マッキントッシュ� エヌイーシー　ピーシー� アイビーエム-ピーシー/エーティ�
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■メッセージ一覧

共通メッセージ
ディスクを必要とする場面で、ディスクが挿入されていない場合にポップアップ表示されます。

⇒必要なディスクをディスクドライブに差し込んでから操作をしてください。

ソングの名前付けやデータ変換などをしようとしたときに、元になるソングデータがない場合にポ

ップアップ表示されます。

⇒データのあるソングを選ぶか、必要なソングデータの入ったディスクをディスクドライブに差し

込んでから操作をしてください。

レジストレーションやマイクロチューニングなどのファイルに関する操作をしようとしたときに、

それに該当するファイルがない場合にポップアップ表示されます。

⇒ファイルを作成するか、必要なファイルの入ったディスクをディスクドライブに差し込んでから

操作をしてください。

フォーマットされていないディスクか、クラビノーバのフォーマット以外のディスクが挿入されて

いる場合に表示されます。(P.90)

⇒フォーマットする場合は[はい]を押してください。フォーマットしない場合は[キャンセル]を押し

てください。

ライトプロテクトタブの位置が録音不可の位置になっているディスクに、録音や各種のファイル操

作を実行しようとした場合にポップアップ表示されます。

⇒ライトプロテクトタブの位置を録音可の位置にして(P.9)操作をしてください。それでも操作がで

きないディスクは、内部的にプロテクトがかかっているディスクですので、そのディスクに録音や

各種のファイル操作などはできません。

追加録音や各種のファイル操作を、それらができないファイルに対して実行しようとした場合にポ

ップアップ表示されます。MLP-71Dでは、ファイルの種類によって、追加録音やコピー、デリート

操作ができないことがあります。

ディスクへの録音やファイル保存/読み込みの最中に、データ上のエラーが発生した場合に表示され

ます。

⇒[はい]を押してからもう一度操作し直してください。それでもエラーが起こる場合は、ディスク

が壊れているかディスクドライブユニットの故障が考えられます。ディスクドライブの故障と考え

られる場合は、お買い上げの楽器店に修理をご依頼ください。

フォーマット、ソングコピーなどの時間のかかる作業が終わったときに数秒間表示されます。

クラビノーバ本体とディスクとの間でデータの処理が行われているときに表示されます。

⇒作業が終了すると自動的に消えます。

ソングデリートやフォーマットなどのいろいろな操作の中で、処理実行の確認のために表示されま

す。

⇒[はい]を選ぶと処理が実行されます。[いいえ]を選ぶと未処理のまま元の画面に戻ります。

差し込まれているディスクにこれ以上データを書き込むことができない場合に表示されます。

⇒[はい]を押したあと、ディスクの中の不要なデータを削除する(P.116)か、空き容量のある別のデ

ィスクを用意してもう一度操作してください。ソングの録音中に表示された場合は、録音が自動的

にストップし、その時点までの録音データは自動的に保存されます。
Disk full !

Are you sure ?

Don't remove the disk!

Completed!

Disk read/write error!

Protected song!

Protected disk!

Start disk format?

No file!

No song!

No disk!
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1枚のディスクに作ることができる最大ファイル数は、ソングファイルで、2DD、2HDディスク共60個、

各種ファイルの合計で、2DDディスクの場合約110個、2HDディスクの場合約220個です。

それを越えるファイルを1枚のディスクに作ろうとした場合に表示されます。

⇒[はい]を押したあと、ディスクの中の不要なデータファイルを削除する(P.116, 117)か、空き容量

のある別のディスクを用意して、もう一度操作してください。

ファイル保存をするときに、入力したファイル名と同じ名前のファイルがすでに存在する場合に表

示されます。

⇒[はい]を選ぶと上書きされます。上書きしたくないときは、[キャンセル]を押してください。

録音データ変換など、ソングの録音/再生中にはできない操作を実行しようとした場合にポップアッ

プ表示されます。

⇒ソングの録音/再生を停止してから、または、録音/再生モードを終了してから操作してください。

ガイドのリピート回数変更など、ソングの再生中にはできない操作を実行しようとした場合にポッ

プアップ表示されます。

⇒ソングの再生を停止してから、または、再生モードを終了してから操作してください。

機能が使えない状態のときにそのボタンが押された場合に表示されます。

ディスクからのデータ読み込みやデータ保存中に他の操作を実行しようとした場合にポップアップ

表示されます。

⇒ディスクからのデータ読み込みやデータ保存が終了してから操作をしてください。

クラビノーバ本体のRAMに録音した曲のエディットしたデータを書き込み中に、他の操作を実行し

ようとした場合にポップアップ表示されます。

⇒データの書き込みが終了してから操作をしてください。

ディスクソフトの再生など、クラビノーバ本体のRAMに録音したデータが消えてしまう操作を実行

する場合に表示されます。

⇒[はい]を選ぶと、クラビノーバ本体のRAMに録音したデータが消え次の操作を実行することがで

きます。データを消したくない場合は[キャンセル]を選んでください。

市販ソフトや、MLP-71D、CVP-98/96/94/92以外のクラビノーバで録音したデータへ録音やエディッ

トなどを実行しようとした場合に表示されます。

⇒[はい]を選ぶとMLP-71D、CVP-98/96/94/92用ソングに書き替えられ、さらに録音やエディットが

できます。データを書き替えたくないときは[キャンセル]を押してください。

ソングコピー関連メッセージ
別のディスクへのコピーが始まる前に、何回ディスクを交換する必要があるかを知らせます。

(P.115)

別のディスクへのコピーで、コピー先のディスクの挿入を促すときに表示されます。(P.115)

別のディスクへのコピーが始まって、最初にコピー先のディスクを挿入したときに表示され、コピ

ー先の曲番号を選ぶように促します。(P.115)

別のディスクへのコピーで、コピー元のディスクの挿入を促すときに表示されます。(P.115)

ソングコピーのときに、コピー元とコピー先に同じ曲番号を選んだ場合にポップアップ表示されま

す。

⇒コピー先の曲番号を変更してください。
Select a different number !

Insert disk 1.

Please select destination song number

Insert disk 2.

Number of disk exchange (**)

Convert to CVP song ?

Delete CVP MEMORY ?

Memory write operation in process !

Disk read/write operation in process !

Button not valid !

This button can't be used during playback !

This button can't be used during recording �
or playback !

Same name !  Overwrite ?

Too many files !
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カスタムスタイル関連メッセージ

カスタムスタイル機能をON
オ ン

にすると数秒間表示されます。(P.37)

カスタムスタイルモードで拍子を変更しようとすると表示されます。(P.58)

カスタムスタイルモードで小節数を変更しようとすると表示されます。(P.58)

カスタムスタイルモードで、元になるスタイルのパートを消去してからでないと録音できない操作

を実行しようとした場合に表示されます。(P.59)

カスタムスタイルモードでストアを実行しようとしたときに確認のために表示されます。また、ス

トアする前にスタイルを変更しようとしたときも表示されます。(P62)

カスタムスタイルモードでストアを実行する前に終了しようとした場合に表示されます。

⇒[はい]を選ぶとストアが実行されます。[いいえ]を選ぶとストアせずに基本画面に戻ります。[キ

ャンセル]を選ぶと元の画面に戻ります。(P.63)

カスタムスタイルモードでリコールセクションを実行しようとしたときに、拍子が変更されていて

リコールできない場合に表示されます。(P.63)

カスタムスタイルモードで、本体のメモリーにストアする前にディスクに保存しようとしたときに

表示されます。(P.65)

カスタムスタイルモードでストアを実行しようとしたときに、本体のメモリーが足りなくなった場

合に表示されます。(P.62)

上の画面で[削除]を選ぶと表示されます。

⇒削除するスタイルを選んで[はい]を押すとスタイル削除が実行されます。削除したくないときは

[キャンセル]を押してください。

カスタムスタイルモードで、録音中にメモリーがいっぱいになった場合に表示されます。(P.60) ま

た、クラビノーバ本体のRAMにソングを録音中に、メモリーがいっぱいになった場合にも表示され

ます。表示された場合は、録音が自動的にストップし、その時点までの録音データは自動的に保存

されます。

録音データ変換関連メッセージ

録音データ変換を実行するときに2HDディスクを使用している場合に表示されます。

⇒[はい]を押して、変換したいソングデータを2DDディスクへコピーしてから、そのディスクを使

用して録音データ変換を実行してください。

録音データ変換が終了したときに数秒間表示されます。変換したデータの入った曲番号が示されます。

Completed ! Song number **

2HD disk not valid !  Please copy to 2DD disk.

Not enough memory !

Delete style?

Not enough memory !  Please delete an �
unneeded style or simplify the current style.

Please store to memory before saving to disk.

Can't recall !

Store ******** ?

Store ******** ?

Clear part ?

Clear section ?

Clear style ?

Please select a source style.
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初期データの変更関連メッセージ

イニシャルエディット機能で設定変更した結果を書き込みせずに終了しようとした場合に表示され

ます。

⇒[はい]を選ぶと変更結果を書き込みます。[いいえ]を選ぶと書き込みせずに終了します。[キャン

セル]を選ぶと書き込みせずにイニシャルエディット画面に戻ります。

コードシーケンス関連メッセージ

コードシーケンスで録音中に終了しようとした場合に表示されます。

⇒[はい]を選ぶと作成したデータを保存します。[いいえ]を選ぶと保存せずに終了します。[キャン

セル]を選ぶと保存せずにコードシーケンス画面に戻ります。

コードシーケンスで録音中に、各小節の先頭の位置以外で伴奏スタイルやセクションの切り替えを

録音しようとした場合にポップアップ表示されます。

⇒伴奏スタイルやセクションの切り替えは小節の先頭に録音してください。(P.101)

スタイルファイルロード関連メッセージ

スタイルファイルディスクからスタイルを読み込み中、本体メモリーが足りなくなった場合に表示

されます。(P.68)

スタイルファイルディスクからスタイルを読み込み中、ファイルサイズが大きすぎるため[LISTE
リッスン

N]

が使えない場合にポップアップ表示されます。(P.68)

その他のメッセージ

コンピューターの電源が切れているか、ケーブルが正しく接続されていない、または、HOST
ホ ス ト

SELEC
セ レ ク ト

Tスイッチが正しく設定されていないか、コンピューター側のドライバーやMIDIアプリケー

ションが正しく機能していません。この場合は、いったんクラビノーバとコンピューターの電源を

切り、ケーブルの接続を確認してください。その後、コンピューター→クラビノーバの順番で、電

源を入れ直し、コンピューター側のドライバーやMIDIアプリケーションが正しく機能しているか確

認してください。

1週間以上電源をON
オ ン

にしなかったため、バックアップしていたデータが消えてしまった状態で電源

をON
オ ン

した場合に数秒間表示されます。また、工場出荷時の設定に戻した場合(P.126)にも表示されま

す。

電源をON
オ ン

にしたときに、ハードウェアシステム上でエラーが起きた場合に表示されます。

⇒お買い上げの楽器店までご連絡ください。

ディスクヘッドが汚れている場合に表示されます。市販の「乾式ヘッドクリーニングディスク」を

使用してディスクヘッドを清掃してください。

Clean the disk head !

Hardware error !

HOST is offline !

Too much data for LISTEN  function!  �
Please load data .

Not enough memory !  Delete an unneeded style ?

Button not valid !  Enter at the top of measure.

Save recorded data ?

Write edited data ?



現象

MLP-71Dの電源が入らない。

電源スイッチをONまたはOFFに

したとき、「カチッ」と音がす

る。

LCD画面が明るすぎて(暗すぎ

て)画面の文字が見えない。

ポップアップ画面が開かない。

鍵盤で弾く音が、自動伴奏やデ

ィスクの再生音に比べて小さ

い。

自動伴奏やディスクの再生音

が、鍵盤で弾く音に比べて小さ

い。

全体的に音が小さい。まったく

音が出ない。

自動伴奏、ディスクの再生がス

タートしない。

押さえた鍵盤の数だけ音が出な

い。

自動伴奏が再生されない。

自動伴奏で思ったとおりの和音

が出ない。

60ソングまで録音できない。

ソングデータの再生時、再生さ

れないトラックがある。

特定の音域で、ピアノ音色の音

程、音質がおかしい。

原因

電源プラグが差し込まれていない(本体側と

家庭用コンセント側)。

電気が流れたため。

周囲の温度によって明るさが変化するた

め。

【DISPLAY
ディスプレイ

HOL
ホールド

D(画面固定)】のランプが点灯

している。

手弾き音のボリュームが下がっている。

【ACMP
アカンパニメント

/SONG
ソ ン グ

VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/ソング ボリュ
ーム)】が下がっている。

【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】が下が

っている。

ヘッドフォンを接続している。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】のランプ

が点灯している。

ローカルコントロールOFFになっている。

MIDIシンクが外部(EXT.)になっている。

最大同時発音数を越えている。

自動伴奏機能の状態になっていない。

正確に押さえていない。

自動伴奏の種類に合った押さえ方をしてい

ない。

1曲の演奏時間が長かったり、たくさんの

機能を使ったため、記憶容量がいっぱいに

なった。

そのトラックが再生OFF
オ フ

になっている。

ピアノ音色では、ピアノ本来の音色をでき

る限り忠実に再現しようとしております。

その結果、音域により倍音が強調されて聞

こえるなど、音程や音質が異質に感じる場

合があります。

解決法

電源プラグを、本体と家庭用コンセント(AC100V)に確実に差

し込んでください。(P.11)

ご心配いりません。

【CONTRAST(コントラスト)】のつまみを回して調節してくださ

い。(P.14)

【DISPLAY
ディスプレイ

HOL
ホールド

D(画面固定)】を押してランプを消してください。

(P.16)

ミキサー画面で手弾き音のボリュームを上げてください。

(P.18, 49, 80)

【ACMP
アカンパニメント

/SONG
ソ ン グ

VOLUM
ボリューム

E(自動伴奏/ソング ボリューム)】を上げてく

ださい。

【MASTE
マ ス タ ー

R VOLUM
ボリューム

E(全体ボリューム)】を上げてください。

ヘッドフォンのプラグを抜いてください。

【FADE IN/OUT(フェードイン/アウト)】を押してランプを消してく

ださい。

ローカルコントロールをONにしてください。(P.122)

MIDIシンクを内部(INT.)にしてください。(P.122)

前の音を消して、後の音を優先的に鳴らすしくみになっていま

す。最大同時発音数については、「仕様」(P.166)をご参照くださ

い。

【ACMP
アカンパニメント

ON
オ ン

(自動伴奏オン)】を押して自動伴奏の状態にしてくだ

さい。

巻末の「Cコードの押さえ方一覧」を参考にしてください。

自動伴奏の種類を確認し、選んだ種類に合った押さえ方をし

てください。(P.43)

不要な曲を削除する(P.116)か、新しいディスクに録音してく

ださい。

OFF
オ フ

になっているトラックを再生ON
オ ン

にしてください。(P.77,

78)

異常ではありません。
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■故障かな？と思ったら

※電源をON
オ ン

したときに、「ハードウェアのエラーです！(Hardware Error!)」がLCD画面に表示された場合は、内部に異常がありますので、お買い上げ

の楽器店までご連絡ください。
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第9章 資料

■ MIDI
ミ デ ィ

及びデータの互換性について

基本的な確認項目
下記項目について、演奏データと、再生するMIDI

ミ デ ィ

機器が対応し

ているタイプが一致していないと再生できません。

ディスクのフォーマット

シーケンスフォーマット

音色配列フォーマット

ディスクのフォーマット
フロッピーディスクは、パーソナルコンピューターなどのいろ

いろな機器で、いろいろなデータの収納場所として使われます。

その際、フロッピーディスクのデータの収納方式にはいくつか

の種類があるため、その機器で対応している収納方式をフロッ

ピーディスクに最初に指定する必要があります。（たとえば、白

い紙に縦書きの線を入れるか横書きの線を入れるかというよう

なことです。）これが「フォーマット（初期化）する」というこ

とです。

• フロッピーディスクにはMF2DD（両面倍密度タイプ）と

MF2HD（両面高密度タイプ）というタイプがあり、それぞれ

のタイプによってもフォーマット形式が異なってきます。

• MLP-71Dでは両タイプのフロッピーディスクを使って録音も

再生もすることができます。

• MLP-71Dでフロッピーディスクをフォーマットすると、2DD

ディスクは720KB（キロバイト）、2HDディスクは1.44MB

（メガバイト）にフォーマットされます。（「720KB」「1.44MB」

はデータの記憶可能容量を示す言葉ですが、フォーマットの

種類を表すときに、このように言います。）

• 再生したいディスクのフォーマットと、再生したいMIDI
ミ デ ィ

機器

が対応しているディスクのフォーマットが一致していないと、

再生できません。

シーケンスフォーマット
演奏データを記録する書式のことをシーケンスフォーマットと

言います。

• 再生したい演奏データのシーケンスフォーマットと、再生し

たいMIDI
ミ デ ィ

機器が対応しているシーケンスフォーマットが一致

していないと、再生できません。

主なシーケンスフォーマットを紹介します。

SMF（スタンダードMIDI
ミ デ ィ

ファイル）

代表的なシーケンスフォーマットの1つです。

• 一般的なSMFには「フォーマット0（ゼロ）」と「フォーマ

ット1」があります。

• 多くのMIDI
ミ デ ィ

機器が「SMFフォーマット0（ゼロ）」に対応

しています。また、市販のディスクソフトの多くが「SMF

フォーマット0（ゼロ）」で作られています。

• MLP-71Dは「SMFフォーマット0（ゼロ）と1」に対応して

MIDI
ミ デ ィ

について
MIDI
ミ デ ィ

(Musical Instrument Digital Interface)とは、MIDI
ミ デ ィ

端子を備えた

MIDI
ミ デ ィ

機器間で演奏データや命令を送受信しあうための、各種送

受信データ様式についての統一規格です。

MIDI
ミ デ ィ

機器間でMIDIデータを送受信することにより、外部のMIDI
ミ デ ィ

機器の演奏をコントロールしたり、外部のMIDI
ミ デ ィ

機器から自機が

コントロールされたりすることができます。

• ただしMIDI
ミ デ ィ

機器でも、機種ごとに送受信できるMIDI
ミ デ ィ

データの

内容が同じではないため、接続しているMIDI
ミ デ ィ

機器間で共通に

扱えるデータや命令だけが送受信できることになります。共

通に扱えるデータや命令は、各機種の「MIDI
ミ デ ィ

インプリメンテ

ーションチャート」を照合して調べることができます。MLP-

71DのMIDI
ミ デ ィ

インプリメンテーションチャートはP.153に掲載さ

れています。

MIDI端子

MIDI
ミ デ ィ

ケーブルについて…

専用のMIDI
ミ デ ィ

ケーブルをご用意ください。

• ファンクション MIDI
ミ デ ィ

1～3(P.121)で各種のMIDI
ミ デ ィ

設定が行えま

す。

• MIDI
ミ デ ィ

についての詳しい知識は、各種の音楽雑誌や書籍で得る

ことができます。

データの互換性について
ここでは、MLP-71Dで録音したデータを他のMIDI

ミ デ ィ

機器で再生で

きるかどうか、あるいはその逆の、市販のいろいろな種類のデ

ィスクソフトや、電子楽器などで録音したソングデータ、パー

ソナルコンピューターなどで作成したソングデータをMLP-71D

で再生できるか、といった各種演奏データの互換性について考

える上での、一般的な基礎知識の一端をご紹介します。

実際は、再生できる場合でも、そのまま再生できる場合、再生

するためにいくつかの特殊な作業が必要となる場合など、再生

するMIDI
ミ デ ィ

機器やデータの特性により異なってきますので、事例

ごとに、下記を参考にしてお考えください。

MIDI【IN】：�
MIDIデータを受信
する端子です。�
�

MIDI【OUT】： 
MIDIデータを送信
する端子です。�
�
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います。(SMFフォーマット1の場合、17チャンクまでのも

のに対応しています。)

• MLP-71Dで録音した演奏データは「SMFフォーマット0

（ゼロ）」になります。

ESEQ
イーシーク

ヤマハの多くの機器やディスクソフトで採用されている代表

的なシーケンスフォーマットの1つです。

• MLP-71Dは「ESEQ
イーシーク

」に対応しています。

音色配列フォーマット
MIDI
ミ デ ィ

では音色を番号で指定します。（プログラムナンバーと言い

ます。）その番号の付け方（音色を並べる順番）の規格を「音色

配列フォーマット」と言います。

• 再生したい演奏データの音色配列フォーマットと、再生した

いMIDI
ミ デ ィ

機器が対応している音色配列フォーマットが一致して

いないと、音色が正しく再生されません。

主な音色配列フォーマットを紹介します。

GM
ジーエム

システムレベル1

代表的な音色配列フォーマットの1つです。

• 多くのMIDI
ミ デ ィ

機器が「GM
ジーエム

システムレベル1」に対応してい

ます。また、市販のディスクソフトの多くが「GM
ジーエム

システ

ムレベル1」で作られています。

• MLP-71Dは「GM
ジーエム

システムレベル1」に対応しています。

XG
エックスジー

「GM
ジーエム

システムレベル1」をさらに拡張し、豊かな表現力とデ

ータの継続性を可能にしたヤマハの音源フォーマットの音色

配列です。

• MLP-71Dは「XG
エックスジー

」に対応しています。

• MLP-71Dで録音した演奏データの音色配列は「XG
エックスジー

」にな

ります。

DOC

クラビノーバをはじめとするヤマハの多くのMIDI
ミ デ ィ

機器で対応

している音色配列です。ヤマハの別売ディスクソフト「ピア

ノ アンサンブル」のDOCファイルなどで使われています。

・ MLP-71Dは「DOC」に対応しています。

■ これらの条件を満たしていても、機器の仕様や、演奏データの特殊な作り方により、

完全な互換性が実現できない場合もあります。

■ 「各種の演奏データの再生について」(P.84)もご参照ください。次項で「MLP-71Dで

再生できる別売ディスクソフトのご紹介」を掲載しています。
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■ MLP-71Dで再生できる別売ディスクソフトのご紹
介

「XG
エックスジー

ソングデータライブラリー」
ファイルフォーマット：XG

エックスジー

/SMF

• 幅広いラインナップと高い表現力のXG
エックスジー

音源対応ソフト

多彩なジャンルのソングデータが豊富に取り揃えられていま

す。

コレクションシリーズ：TV&ムービー、ジャズ、クラシック、

J-POP、Rock&Pops、World Music

アンサンブルシリーズ

パッケージソフト
「ピアノ アンサンブル」
ファイルフォーマット：XG

エックスジー

/ SMF、DOC /ESEQ
イ ー シ ー ク

、

XG/ESEQ
エックスジー/イーシーク

• ピアノ演奏データとバックオーケストラデータを収めたフロ

ッピーディスク付きの楽譜集。

クラシック、ポピュラー、ジャズ、ファミリーの4ジャンル

■ MLP-71Dに付属の「ミュージックソフト・コレクション」のディスクに入っている

「ピアノ アンサンブル」は、XG
エックスジー

/SMFファイルのみを収録しています。

■ 「ピアノ アンサンブル」のXG
エックスジー

/ESEQファイルは、フリーテンポ(P.74)のファイルで

す。

「ピアノアソシエ」ディスク
ファイルフォーマット：DOC/ESEQ

イーシーク

、XG/ESEQ
エックスジー/イーシーク

• ピアノレッスンメソッド「ピアノアソシエ」専用ディスク

「ピアノアソシエ」は、ディスクソフトを活用した、ヤマハオ

リジナルピアノレッスンメソッドです。ディスクには、

DOC/ESEQ、XG/ESEQの2種類のファイルが収録されていま

す。MLP-71Dでは、両方のファイルを再生することができま

す。(P.140)楽譜は別売の「ピアノアソシエVol.1～Vol.3」を別

途お買い求めください。

■ 「ピアノアソシエ」のXG/ESEQファイルは、フリーテンポ(P.74)のファイルです。
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Muma
ミ ュ ー マ

ソフト
Muma
ミ ュ ー マ

について
Muma
ミ ュ ー マ

とは、ヤマハ独自の音楽データ店頭販売システムです。店

頭に設置されているMuma
ミ ュ ー マ

専用コンピューターで、音楽データを、

アルバム単位または自由選曲方式でお選びいただき、専用フロ

ッピーディスクに収録してご購入いただけます。豊富な音楽デ

ータが取り揃えられています。

■ 「ピアノアンサンブル」「ピアノアソシエ」はMuma
ミ ュ ー マ

ではお買い求めいただけません。

月刊「PIANO」掲載楽譜対応データ
ファイルフォーマット：XG

エックスジー

/ SMF、DOC /ESEQ
イ ー シ ー ク

、

XG/ESEQ
エックスジー/イーシーク

• 今弾きたい曲がすぐ弾ける月刊「PIANO」のマンスリーベス

ト5を収録したデータ

XG/SMF、DOC/ESEQ、XG/ESEQの3種類のフォーマットが用

意されていますが、MLP - 7 1Dでお使いになる場合は、

XG/SMFのデータをお買い求めください。楽譜は、別売の月

刊「PIANO」掲載楽譜が対応しています。

「ピアノソフト」
ファイルフォーマット：ESEQ

イーシーク

(音色はピアノに固定)

• ピアノ演奏のリスニングソフト

内外の一流ピアニストの演奏が収録されています。クラシッ

ク、ジャズ、ポピュラー、などの多彩なジャンル、豊富な曲

数の中から選べます。(一部ご利用いただけないタイトルもあ

ります。)

■ 「ピアノソフト」はフリーテンポ(P.74)のソフトです。

「ピアノソフトプラス」
ファイルフォーマット：XG/ESEQ

エックスジー/イーシーク

• バック伴奏付き「ピアノソフト」

ピアノにバックバンド/バックオーケストラの伴奏が付いたア

ンサンブルソフトです。幅広いジャンルからラインナップさ

れています。

■ 「ピアノソフトプラス」はフリーテンポ(P.74)のソフトです。

上記およびその他のディスクソフトについて詳しくは、ソフト

カタログをご覧ください。

■ ヤマハのディスクソフトのほかにも、「データの互換性について」(P.140)で説明した

フォーマットに該当する、市販の多くのソフトがご利用いただけます。
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(1) 送信
MIDI<----+---KEY ON/OFF 9nH

OUT |

| +---CONTROL CHANGE BnH

| | BANK SELECT MSB BnH,00H

| | BANK SELECT LSB BnH,20H

| | DATA ENTRY MSB BnH,06H

| | DATA ENTRY LSB BnH,26H

| | MAIN VOLUME BnH,07H

| | PANPOT BnH,0AH

| | EXPRESSION BnH,0BH

| | SUSTAIN BnH,40H

| | SOSTENUTE BnH,42H

| | SOFT PEDAL BnH,43H

| | REVERB SEND LEVEL BnH,5BH

| | VARIATION SEND LEVEL BnH,5EH

| |

| +---PROGRAM CHANGE CnH

|

+---+---SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE

| | <YAMAHA MIDI FORMAT>

| | <UNIVERSAL>

| |------- UNIVERSAL REALTIME F0H 7FH.....F7H

| |------- UNIVERSAL NON-REALTIME F0H 7EH.....F7H

| | <XG STANDARD>

| |------- XG PARAMETER CHANGE F0H 43H 1nH 4CH aaH aaH aaH ddH.....ddH F7H

| |------- XG BULK DUMP F0H 43H 0nH 4CH bbH bbH aaH aaH aaH ddH.....ddH ccH F7H

| | <CLAVINOVA MIDI COMPLIANCE>

| | <SPETIAL OPERATORS>

|

+-------SYSTEM REALTIME MESSAGE

MIDI CLOCK F8H

START FAH

STOP FCH

ACTIVE SENSING FEH

(2) 受信
MIDI>----+---KEY OFF 8nH

IN | |

| +---KEY ON/OFF 9nH

| |

| +---CONTROL CHANGE

| | BANK SELECT MSB BnH,00H

| | BANK SELECT LSB BnH,20H

| | MODULATION BnH,01H

| | PORTAMENTO TIME BnH,05H

| | DATA ENTRY MSB BnH,06H

| | DATA ENTRY LSB BnH,26H

| | MAIN VOLUME BnH,07H

| | PANPOT BnH,0AH

| | EXPRESSION BnH,0BH

| | SUSTAIN BnH,40H

| | PORTAMENTO BnH,41H

| | SOSTENUTO BnH,42H

| | SOFT PEDAL BnH,43H

| | HARMONIC CONTENT BnH,47H

| | RELEASE TIME BnH,48H

| | ATTACK TIME BnH,49H

| | BRIGHTNESS BnH,4AH

| | PORTAMENTO CONTROL BnH,54H

| | REVERB SEND LEVEL BnH,5BH

| | CHORUS SEND LEVEL BnH,5DH

| | VARIATION SEND LEVEL BnH,5EH

| | DATA INCREMENT BnH,60H

| | DATA DECREMENT BnH,61H

| | NRPN LSB BnH,62H

| | NRPN MSB BnH,63H

| | VIBRATO RATE BnH,63H,01H,62H,08H,06H,mmH

| | VIBRATO DEPTH BnH,63H,01H,62H,09H,06H,mmH

| | VIBRATO DELAY BnH,63H,01H,62H,0AH,06H,mmH

| | FILTER CUTOFF FREQ. BnH,63H,01H,62H,20H,06H,mmH

| | FILTER RESONANCE BnH,63H,01H,62H,21H,06H,mmH

| | AEG ATTACK TIME BnH,63H,01H,62H,63H,06H,mmH

| | AEG DECAY TIME BnH,63H,01H,62H,64H,06H,mmH

| | AEG RELEASE BnH,63H,01H,62H,66H,06H,mmH

| | DRUM INST *1

| | CUTOFF FREQ. BnH,63H,14H,62H,rrH,06H,mmH

| | FILTER RESONANCE BnH,63H,15H,62H,rrH,06H,mmH

| | AEG ATTACK RATE BnH,63H,16H,62H,rrH,06H,mmH

「MIDIデータフォーマット」は、データ/値を10進数や2進数、16進数で表現しています。

16進数の場合は数値の後(または列の頭)にH(Hexadecimal)が付いています。また、"n"

は任意の整数を表します。

データ/値を入力する場合は、以下のテーブルをご参照ください。

追加ノート
・ 上記のテーブル以外でも、たとえば、144～159(10進数)/9nH/1001 0000～1001

1111(2進数)は、それぞれ(1～16)チャンネルごとのノートオンメッセージを示しま

す。176～191/BnH/1011 0000～1011 1111は、それぞれ(1～16)チャンネルごとのコ

ントロールチェンジメッセージを示します。192～207/CnH/1100 0000～1100 1111

は、それぞれ(1～16)チャンネルごとのプログラムチェンジメッセージを示します。

240/F0H/1111 0000はシステムエクスクルーシブメッセージの始まりを示します。

247/F7H/1111 0111はシステムエクスクルーシブメッセージの終わりを示します。

・ aaH(16進数)/0aaaaaaa(2進数) はデータのアドレスを示します。アドレスは、High、

MidとLowがあります。

・ bbH/0bbbbbbbはバイトカウントを示します。

・ ccH/0cccccccはチェックサムを示します。

・ ddH/0dddddddはデータ/値を示します。

10進� 16進� 2進�

0 00 0000 0000

1 01 0000 0001

2 02 0000 0010

3 03 0000 0011

4 04 0000 0100

5 05 0000 0101

6 06 0000 0110

7 07 0000 0111

8 08 0000 1000

9 09 0000 1001

10 0A 0000 1010

11 0B 0000 1011

12 0C 0000 1100

13 0D 0000 1101

14 0E 0000 1110

15 0F 0000 1111

16 10 0001 0000

17 11 0001 0001

18 12 0001 0010

19 13 0001 0011

20 14 0001 0100

21 15 0001 0101

22 16 0001 0110

23 17 0001 0111

24 18 0001 1000

25 19 0001 1001

26 1A 0001 1010

27 1B 0001 1011

28 1C 0001 1100

29 1D 0001 1101

30 1E 0001 1110

31 1F 0001 1111

32 20 0010 0000

33 21 0010 0001

34 22 0010 0010

35 23 0010 0011

36 24 0010 0100

37 25 0010 0101

38 26 0010 0110

39 27 0010 0111

40 28 0010 1000

41 29 0010 1001

42 2A 0010 1010

43 2B 0010 1011

44 2C 0010 1100

45 2D 0010 1101

46 2E 0010 1110

47 2F 0010 1111

48 30 0011 0000

49 31 0011 0001

50 32 0011 0010

51 33 0011 0011

52 34 0011 0100

53 35 0011 0101

54 36 0011 0110

55 37 0011 0111

56 38 0011 1000

57 39 0011 1001

58 3A 0011 1010

59 3B 0011 1011

60 3C 0011 1100

61 3D 0011 1101

62 3E 0011 1110

63 3F 0011 1111

10進� 16進� 2進�

64 40 0100 0000

65 41 0100 0001

66 42 0100 0010

67 43 0100 0011

68 44 0100 0100

69 45 0100 0101

70 46 0100 0110

71 47 0100 0111

72 48 0100 1000

73 49 0100 1001

74 4A 0100 1010

75 4B 0100 1011

76 4C 0100 1100

77 4D 0100 1101

78 4E 0100 1110

79 4F 0100 1111

80 50 0101 0000

81 51 0101 0001

82 52 0101 0010

83 53 0101 0011

84 54 0101 0100

85 55 0101 0101

86 56 0101 0110

87 57 0101 0111

88 58 0101 1000

89 59 0101 1001

90 5A 0101 1010

91 5B 0101 1011

92 5C 0101 1100

93 5D 0101 1101

94 5E 0101 1110

95 5F 0101 1111

96 60 0110 0000

97 61 0110 0001

98 62 0110 0010

99 63 0110 0011

100 64 0110 0100

101 65 0110 0101

102 66 0110 0110

103 67 0110 0111

104 68 0110 1000

105 69 0110 1001

106 6A 0110 1010

107 6B 0110 1011

108 6C 0110 1100

109 6D 0110 1101

110 6E 0110 1110

111 6F 0110 1111

112 70 0111 0000

113 71 0111 0001

114 72 0111 0010

115 73 0111 0011

116 74 0111 0100

117 75 0111 0101

118 76 0111 0110

119 77 0111 0111

120 78 0111 1000

121 79 0111 1001

122 7A 0111 1010

123 7B 0111 1011

124 7C 0111 1100

125 7D 0111 1101

126 7E 0111 1110

127 7F 0111 1111

■ MIDIデータフォーマット
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| | AEG DECAY RATE BnH,63H,17H,62H,rrH,06H,mmH

| | PITCH COARSE BnH,63H,18H,62H,rrH,06H,mmH

| | PITCH FINE BnH,63H,19H,62H,rrH,06H,mmH

| | LEVEL BnH,63H,1AH,62H,rrH,06H,mmH

| | PANPOT BnH,63H,1CH,62H,rrH,06H,mmH

| | REVERB SEND BnH,63H,1DH,62H,rrH,06H,mmH

| | CHORUS SEND BnH,63H,1EH,62H,rrH,06H,mmH

| | VARIATION SEND BnH,63H,1FH,62H,rrH,06H,mmH

| | RPN LSB BnH,64H

| | RPN MSB BnH,65H

| | PITCH BEND SENS. BnH,65H,00H,64H,00H,06H,mmH

| | FINE TUNING BnH,65H,00H,64H,01H,06H,mmH,26H,llH

| | COARSE TUNING BnH,65H,00H,64H,02H,06H,mmH

| | NULL BnH,65H,7FH,64H,7FH

| | ALL SOUND OFF BnH,78H,00H

| | RESET ALL CONTROLLERS BnH,79H,00H

| | ALL NOTES OFF BnH,7BH

| | OMNI OFF BnH,7CH

| | OMNI ON BnH,7DH

| | MONO BnH,7EH

| | POLY BnH,7FH

| |

| +---PROGRAM CHANGE CnH

| |

| +---CHANNEL AFTER TOUCH DnH

| |

| +---PITCH BEND CHANGE EnH

|

+---+---SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE

| | <YAMAHA MIDI FORMAT>

| | <UNIVERSAL>

| |------- UNIVERSAL REALTIME F0H 7FH.....F7H

| |------- UNIVERSAL NON-REALTIME F0H 7EH.....F7H

| | <XG STANDARD>

| |------- XG PARAMETER CHANGE F0H 43H 1nH 4CH aaH aaH aaH ddH.....ddH F7H

| |------- XG BULK DUMP F0H 43H 0nH 4CH bbH bbH aaH aaH aaH ddH.....ddH ccH F7H

| |------- PARAMETER REQUEST F0H 43H 3nH 4CH aaH aaH aaH F7H

| |------- DUMP REQUEST F0H 43H 2nH 4CH aaH aaH aaH F7H

| | <CLAVINOVA MIDI COMPLIANCE>

| | <SPETIAL OPERATORS>

| | <Others>

|

+---+---SYSTEM REALTIME MESSAGE

| MIDI CLOCK F8H

| START FAH

| STOP FCH

| ACTIVE SENSING FEH

(3) 送信 / 受信

(3-1) CHANNEL VOICE MESSAGES

(3-1-1) KEY OFF(受信のみ)
STATUS 1000nnnn(8nH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

NOTE NUMBER 0kkkkkkk k = 0 (C-2) - 127 (G8)

VELOCITY 0vvvvvvv vは無視

(3-1-2) KEY ON/OFF
STATUS 1001nnnn(9nH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

NOTE NUMBER 0kkkkkkk k = 0 (C-2) - 127 (G8)

VELOCITY 0vvvvvvv (v≠0) NOTE ON
00000000 (v=0) NOTE OFF

(3-1-3) PROGRAM CHANGE
STATUS 1100nnnn(CnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

PROGRAM NUMBER 0ppppppp p = 0 - 127

* XG DRUM VOICE番号とPROGRAM NUMBERとの対応
P = 0 Standard Kit

P = 1 Standard2 Kit

P = 8 Room Kit

P = 16 Rock Kit

P = 24 Elctrnic Kit

P = 25 Analog Kit

P = 27 Dance Kit

P = 32 Jazz Kit

P = 40 Brush Kit

P = 48 Classic Kit

*XG SFX KIT番号とPROGRAM NUMBERとの対応
P = 1 SFX1 Kit

P = 2 SFX2 Kit

ドラムボイスが選ばれているときに異なるドラムボイスのプログラムチェンジを

受信すると、その時ドラムボイスで使用していたドラムセットアップデータは、

新しいドラムボイスのデータにリセットされる。

(3-1-4) CHANNEL AFTER TOUCH (受信のみ)
STATUS 1101nnnn(DnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

VALUE 0vvvvvvv v = 0 - 127 AFTER TOUCH VALUE

(3-1-5) PITCH BEND CHANGE
STATUS 1110nnnn(EnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

LSB 0vvvvvvv PITCH BEND CHANGE LSB

MSB 0vvvvvvv PITCH BEND CHANGE MSB

(3-1-6) CONTROL CHANGE
STATUS 1011nnnn(BnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

CONTROL NUMBER 0ccccccc

CONTROL VALUE 0vvvvvvv

* 送信する CONTROL NUMBER
c = 0 BANK SELECT MSB ; v = 0:XG NORMAL,

64:SFX NORMAL,

126:XG SFX KIT,

127:XG DRUM

c = 32 BANK SELECT LSB ; v = 0 - 127 *3

c =  6 DATA ENTRY MSB ; v = 0 - 127 *1

c = 38 DATA ENTRY LSB ; v = 0 - 127 *1

c =  7 MAIN VOLUME ; v = 0 - 127

c = 10 PANPOT ; v = 0 - 127

c = 11 EXPRESSION ; v = 0 - 127

c = 64 SUSTAIN ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 66 SOSTENUTO ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 67 SOFT PEDAL ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 91 REVERB SEND LEVEL ; v = 0 - 127

c = 94 VARIATION SEND LEVEL ; v = 0 - 127 (Connection=1[System]の時のみ)

* 受信する CONTROL NUMBER
c =  0 BANK SELECT MSB ; v = 0:XG NORMAL,

64:SFX NORMAL,

126:XG SFX KIT,

127:XG DRUM

c = 32 BANK SELECT LSB ; v = 0 - 127 *3

c =  1 MODULATION ; v = 0 - 127 *2

c =  5 PORTAMENTO TIME ; v = 0 - 127 *2

c =  6 DATA ENTRY MSB ; v = 0 - 127 *1

c = 38 DATA ENTRY LSB ; v = 0 - 127 *1

c =  7 MAIN VOLUME ; v = 0 - 127

c = 10 PANPOT ; v = 0 - 127

c = 11 EXPRESSION ; v = 0 - 127

c = 64 SUSTAIN ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 65 PORTAMENTO ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 66 SOSTENUTO ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 67 SOFT PEDAL ; v = 0-63:OFF , 64-127:ON *2

c = 71 HARMONIC CONTENT ; v = 0:-64  -  64:0  -  127:+63 *2

c = 72 RELEASE TIME ; v = 0:-64  -  64:0  -  127:+63 *2

c = 73 ATTACK TIME ; v = 0:-64  -  64:0  -  127:+63 *2

c = 74 BRIGHTNESS ; v = 0:-64  -  64:0  -  127:+63 *2

c = 84 PORTAMENT CONTROL ; v = 0 - 127 *2

c = 91 REVERB SEND LEVEL ; v = 0 - 127

c = 93 CHORUS SEND LEVEL ; v = 0 - 127

c = 94 VARIATION SEND LEVEL ; v = 0 - 127 (Connection=1[System]の時のみ)

c = 96 DATA INCREMENT ; v = 127 *1

c = 97 DATA DECREMENT ; v = 127 *1

*1 RPN,NRPNで指定パラメーターを設定する時のみ用いる。

*2 リズム音色に対しては無効。

*3 MSB = 0, 63以外のときは、0。

・ PROGRAM CHANGEを受信するまで、BANK SELECTの処理は保留される。ボイスバンク

を含めて、ボイスを変更する場合、BANK SELECTとプログラムチェンジメッセージを

セットにして、BANK SELECT MSB,LSB,PROGRAM CHANGEの順で送信すること。

・ MODULATION はビブラートの深さをコントロールする。

・ PORTAMENTO TIMEはPortamento Switch = ON の時のピッチ変化速度を調節する。

0 でポルタメント最短時間、127 でポルタメント最長時間となる。

・ PANPOT はメロディ音色、リズム音色とも音色のプリセット値に対し相対的に変化す

る。

・ PORTAMENT CONTROL において、ポルタメントタイムは常に 0に 固定。

・ HARMONIC CONTENTは、音色で設定されているレゾナンスを調節する。相対変化の

パラメーターであるため、64 を基準として増減の指定をする。

値が大きくなるほどクセのある音になる。音色により、効果のある範囲が設定できる範

囲より狭い場合がある。

・ RELEASE TIMEは、音色で設定されているエンベロープ リリース タイムを調節する。

相対変化のパラメーターであるため、64 を基準として増減の指定をする。

・ ATTACK TIMEは、音色で設定されているエンベロープ アタック タイムを調節する。
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相対変化のパラメーターであるため、64 を基準として増減の指定をする。

・ BRIGHTNESSは、音色で設定されているカットオフ周波数を調節する。相対変化のパ

ラメーターであるため、64 を基準として増減の指定をする。値が小さくなるほど柔ら

かな音になる。音色により、効果のある範囲が設定できる範囲より狭い場合がある。

(3-2) CHANNEL MODE MESSAGES
STATUS 1011nnnn(BnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

CONTROL NUMBER 0ccccccc c = CONTROL NUMBER

CONTROL VALUE 0vvvvvvv v = DATA VALUE

(3-2-1) ALL SOUND OFF (受信のみ)  (CONTROL NUMBER = 78H ,

DATA VALUE = 0)

該当チャンネルの発音中の音をすべて消音する。

ノート・オンやホールド・オンなどのチャンネルメッセージの状態も消去する。

(3-2-2) RESET ALL CONTROLLERS (受信のみ)  (CONTROL NUMBER =

79H , DATA VALUE = 0)

以下のコントローラーの設定値をリセットする。

PITCH BEND CHANGE 0 (中点)

AFTER TOUCH 0 (最小)

MODULATION 0 (最小)

EXPRESSION 127 (最大)

SUSTAIN 0 (オフ)

SOSTENUTO 0 (オフ)

SOFT PEDAL 0 (オフ)

NRPN 番号未設定状態、内部データは変化しない

RPN 番号未設定状態、内部データは変化しない

PORTAMENT CONTROL リセット

PORTAMENTO 0 (オフ)

(3-2-3) ALL NOTES OFF (受信のみ)  (CONTROL NUMBER = 7BH ,

DATA VALUE = 0)

該当チャンネルのオンしているノートをすべてオフする。ただし、サステインまたは

ソステヌートがオンの場合は、それらがオフになるまで発音は終了しない。

(3-2-4) OMNI OFF (受信のみ) (CONTROL NUMBER = 7CH , DATA

VALUE = 0)

ALL NOTES OFF を受信したときと同じ処理を行う。

(3-2-5) OMNI ON (受信のみ) (CONTROL NUMBER = 7DH , DATA

VALUE = 0)

ALL NOTES OFF を受信したときと同じ処理を行う。

OMNI ONにはならない。

(3-2-6) MONO (受信のみ) (CONTROL NUMBER = 7EH , DATA

VALUE = 0)

ALL SOUND OFFを受信したときと同じ処理を行なう。

3rd byte(モノ数)が 0 - 16 の範囲内にあれば該当チャンネルを Mode4(m = 1) にする。

(3-2-7) POLY (受信のみ) (CONTROL NUMBER = 7FH , DATA

VALUE = 0)

ALL SOUND OFFを受信したときと同じ処理を行ない、該当チャンネルをMode3 にす

る。

(3-3) REGISTERED PARAMETER NUMBER(RPN)
STATUS 1011nnnn(BnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

RPN LSB 01100100(64H)

RPN LSB NUMBER 0ppppppp p = RPN LSB(下表参照)

RPN MSB 01100101(65H)

RPN MSB NUMBER 0qqqqqqq q = RPN MSB(下表参照)

DATA ENTRY MSB 00000110(06H)

DATA VALUE 0mmmmmmm m = Data Value 

DATA ENTRY LSB 00100110(26H)

DATA VALUE 0lllllll l = Data Value

まず RPN MSB/LSBでパラメーターを指定し、その後データエントリーMSB/LSBでそのパラ

メーターの値を設定する。

RPN D.ENTRY

LSB MSB MSB LSB PARAMETER NAME DATA RANGE

00H 00H mmH --- PITCH BEND SENSITIVITY 00H - 18H (0 - 24 半音)

01H 00H mmH llH FINE TUNE {mmH,llH} = {00H,00H} - {40H,00H} - {7FH,7FH}

(-8192*100/8192) - 0 - (+8192*100/8192)

02H 00H mmH --- COARSE TUNE 28H - 40H - 58H (-24 - 0 - +24 半音)

7FH 7FH --- --- NULL RPN番号が指定されていない状態になる。

内部の設定値には影響しない。

(3-4) NON-REGISTERED PARAMETER NUMBER(NRPN) (受信のみ)
STATUS 1011nnnn(BnH) n = 0 - 15 VOICE CHANNEL NUMBER

NRPN LSB 01100010(62H)

NRPN LSB NUMBER 0ppppppp p = NRPN LSB(下表参照)

NRPN MSB 01100011(63H)

NRPN MSB NUMBER 0qqqqqqq q = NRPN MSB(下表参照)

DATA ENTRY MSB 00000110(06H)

DATA VALUE 0mmmmmmm m = Data Value 

まず NRPN MSB/LSBでパラメーターを指定し、その後データエントリーMSB/LSBでそのパ

ラメーターの値を設定する。

NRPN D.ENTRY

MSB LSB MSB LSB PARAMETER NAME DATA RANGE

01H 08H mmH --- VIBRATO RATE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 09H mmH --- VIBRATO DEPTH 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 0AH mmH --- VIBRATO DELAY 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 20H mmH --- FILTER CUTOFF FREQUENCY 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 21H mmH --- FILTER RESONANCE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 63H mmH --- EG ATTACK TIME 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 64H mmH --- EG DECAY TIME 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

01H 66H mmH --- EG RELEASE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

14H rrH mmH --- DRUM FILTER CUTOFF FREQ. 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

15H rrH mmH --- DRUM FILTER RESONANCE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

16H rrH mmH --- DRUM AEG ATTACK RATE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

17H rrH mmH --- DRUM AEG DECAY RATE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

18H rrH mmH --- DRUM PITCH COARSE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

19H rrH mmH --- DRUM PITCH FINE 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

1AH rrH mmH --- DRUM LEVEL 00H - 7FH (0 - 最大)

1CH rrH mmH --- DRUM PANPOT 00H   ,01H  - 40H   - 7FH 

(random,left - center - right)

1DH rrH mmH --- DRUM REVERB SEND LEVEL 00H - 7FH (0 - 最大)

1EH rrH mmH --- DRUM CHORUS SEND LEVEL 00H - 7FH (0 - 最大)

1FH rrH mmH --- DRUM VARIATION SEND LEVEL 00H - 7FH (0 - 最大)

MSB 14H-1FH(ドラム用)はそのチャンネルにドラムボイスがアサインされている場合のみ有

効。

rrH : drum instrument note number

(3-5) SYSTEM REALTIME MESSAGES

(3-5-1) MIDI CLOCK
STATUS 11111000 (F8H)

送信：96分音符 Timing で送信する。

受信：楽器本体の Clock が External に変更された場合、外部接続機器からの FAH 受信

後に96分音符 Timing として外部からの Clock を受信し、同期するようになる

Tempo用Timing Clock として内部 Clock を使用するかまたは MIDI IN から入る Timing

Clock を使用するかの選択が行える。

(3-5-2) START
STATUS 11111010 (FAH)

送信：楽器本体の Rhythm 、 Song 再生が Start したときに出力される。

受信：楽器本体の状態によるが、 Rhythm 、 Song 再生、 Song 録音が Start する。

(3-5-3) STOP
STATUS 11111100 (FCH)

送信：楽器本体の Rhythm 、 Song 再生が Stop したときに出力される。

受信：楽器本体の状態によるが、 Rhythm 、 Song 再生、 Song 録音が Stopする。

(3-5-4) ACTIVE SENSING
STATUS 11111110 (FEH)

約 200 msec 毎に送信する。

この Code を一度受信すると、 Sencing を開始する。約 400 msec 以上の間、Status も

Data も来ない時は、MIDI 受信 Buffer を Clear し、発音している音と Sustain を強制的

に OFF にする。また、各 Control 情報の値 は初期設定値にリセットする。

(3-6) SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE

(3-6-1) YAMAHA MIDI FORMAT

(3-6-1-1) SECTION CONTROL
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2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01111110 7E Style

00000000 00

0sssssss SS Switch No.

00H       : INTRO A

01H~07H   : INTRO B

08H       : MAIN A

09H~0FH   : MAIN B

10H       : FILL IN AA

11H~17H   : FILL IN BB

18H       : FILL IN AB

19H~1FH   : FILL IN BA

20H       : ENDING A

21H~27H   : ENDING B

0ddddddd DD Switch On/Off: 00H(Off),7FH(On)

11110111 F7 End of Exclusive

ONコードを受信すると指定したセクションに変化する。

(3-6-1-2) TEMPO CONTROL

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01111110 7E Style

00000000 01

0ttttttt TT Tempo4

0ttttttt TT Tempo3

0ttttttt TT Tempo2

0ttttttt TT Tempo1

11110111 F7 End of Exclusive

内部クロックを受信したテンポ値に変更する。

Tempo4からTempo1はSMFのテンポメタイベント値24ビットを下位から7ビット

毎に分割し、Tempo1から格納する。

(3-6-2) UNIVERSAL SYSTEM EXCLUSIVE

(3-6-2-1) UNIVERSAL REALTIME MESSAGE 

(3-6-2-1-1) MIDI MASTER VOLUME(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01111110 7F Universal Realtime

01111111 7F ID of target Device

00001001 04 Sub-ID #1=Device Control Message

00000001 01 Sub-ID #2=Master Volume

0sssssss SS Volume LSB

0ttttttt TT Volume MSB

11110111 F7 End of Exclusive

または
11110000 F0 Exclusive status

01111110 7F Universal Realtime

0xxxnnnn XN When N is received N=0-F, whichever is

received.

X = donﾕt care

00001001 04 Sub-ID #1=Device Control Message

00000001 01 Sub-ID #2=Master Volume

0sssssss SS Volume LSB

0ttttttt TT Volume MSB

11110111 F7 End of Exclusive

全チャンネルの VOLUME を一括で変更する。

TTの値をMIDI マスターボリューム値として用いる。(SSの値は無視)

(3-6-2-2) UNIVERSAL NON REALTIME MESSAGE 

(3-6-2-2-1) GENERAL MIDI SYSTEM ON

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01111110 7E Universal Non-Realtime

01111111 7F ID of target Device

00001001 09 Sub-ID #1=General MIDI Message

00000001 01 Sub-ID #2=General MIDI On

11110111 F7 End of Exclusive

または
11110000 F0 Exclusive status

01111110 7E Universal Non-Realtime

0xxxnnnn XN When N is received N=0-F, whichever is

received.

When N is transmitted N always=0.

X = donﾕt care

00001001 09 Sub-ID #1=General MIDI Message

00000001 01 Sub-ID #2=General MIDI On

11110111 F7 End of Exclusive

On を受信することにより、SYSTEM MODE がXG に変更される。MIDI マ

スターチューニングを除く全てのControlデータ設定値をDefaultに戻す。

このメッセージの実行には、約50ｍｓかかるため、次のメッセージとの間

隔を注意すること。

(3-6-3) XG STANDARD

(3-6-3-1) XG PARAMETER CHANGE

(3-6-3-1-1) XG SYSTEM ON

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0001nnnn 1N Device Number

01001100 4C Model ID

00000000 00 Address High

00000000 00 Address Mid

01111110 7E Address Low

00000000 00 Data

11110111 F7 End of Exclusive

On を受信することにより、SYSTEM MODE がXG に変更される。Controller

がResetされ、付表のMultiPart,Effectのすべてのデータと、All Systemのうち

(XG)と記されているデーターすべての設定値が、Default値になる。

このメッセージの実行には、約50ｍｓかかるため、次のメッセージとの間

隔を注意すること。

(3-6-3-1-2) XG PARMETER CHANGE

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0001nnnn 1N Device Number

01001100 4C Model ID

0aaaaaaa AA Address High

0aaaaaaa AA Address Mid

0aaaaaaa AA Address Low

0ddddddd DD Data

| |

11110111 F7 End of Exclusive

Data Sizeが２または４のパラメーターは、そのSize分のデータを送信する。

Address および Parameterについては、付表(P.149 ～ 152)を参照すること。

以下の４種類を送受信する。(送信はParameter Change Requestを受信した時

のみ)

XG System Data

Multi Effect Data

Multi Part Data

Drums Setup Data

(3-6-3-2) XG BULK DUMP

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0000nnnn 0N Device Number

01001100 4C Model ID

0bbbbbbb BB ByteCount

0bbbbbbb BB ByteCount

0aaaaaaa AA Address High

0aaaaaaa AA Address Mid
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0aaaaaaa AA Address Low

0ddddddd DD Data

| |

0ccccccc CC Check sum

11110111 F7 End of Exclusive

Address および Byte Count は、付表(P.149 ～ 152)を参照すること。

Check sum は「Byte Count、Start Address、Data、Check sum 自身を加算した値の

下位7bit 」がゼロになる値である。

XG バルクダンプ、バルクリクエストでは Address にブロックの先頭を指定し

た場合のみ受信する。

ブロックとは付表中 Total Sizeとして括られるデータ列の単位を示す。

以下の５種類を送受信する。(送信はBulk Dump Request Requestを受信した時の

み)

System Data

Multi Effect Data(各エフェクト単位)

Multi Part Data(各パート単位)

Drums Setup Data(各ノート単位)

System Information (送信のみ)

(3-6-3-3) XG PARAMETER REQUEST(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0011nnnn 3n Device Number

01001100 4C Model ID

0aaaaaaa AA Address High

0aaaaaaa AA Address Mid

0aaaaaaa AA Address Low

11110111 F7 End of Exclusive

Address および Byte Count は、付表(P. 149 ～ 152)を参照すること。

以下の４種類を受信する。

System Data

Multi Effect Data

Multi Part Data

Drums Setup Data

(3-6-3-4) XG DUMP REQUEST(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0010nnnn 2n Device Number

01001100 4C Model ID

0aaaaaaa AA Address High

0aaaaaaa AA Address Mid

0aaaaaaa AA Address Low

11110111 F7 End of Exclusive

Address および Byte Count は、付表(P. 149 ～ 152)を参照すること。

以下の5種類を受信する。

System Data

Multi Effect Data(各モジュール単位)

Multi Part Data(各パート単位)

Drums Setup Data(各ノート単位)

System Information

(3-6-4) CLAVINOVA MIDI COMPLIANCE

(3-6-4-1) INTERNAL CLOCK / EXTERNAL CLOCK(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

00000001 01 Clavinova common ID

0000001n 0N N: 2(Internal Clock),3(External Clock)

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-4-2) DOC MULTI TIMBRE ON / OFF(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

00000001 01 Clavinova commmon ID

00000110 1N N: 3(DOC Multi Timbre Off),4(DOC Multi Timbre On)

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-4-3) PANEL LED ON / OFF(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 45 CVP-98/96/94/92/MLP-71D

00011010 1A PANEL LED On/Off

0mmmmmmm MM MM: 00H(LED Off),01H(LED On),02H(LED 点滅)

03H(LED All OFF),04H(Panel LED 復帰)

00000000 00

0nnnnnnn NN LED No.

11110111 F7 End of Exclusive

パネルのLEDをリモートでOn/Offする。

(3-6-4-4) STYLE NUMBER

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 45 CVP-98/96/94/92/MLP-71D

00011101 1D Style No.

00000000 00

0ccccccc CC Style No. MSB

0ddddddd DD Style No. LSB

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-4-5) MIDI FA CANCEL(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 01 Clavinova common ID

01100001 61 MIDI FA Cancel

11110111 F7 End of Exclusive

このメッセージを受信すると[FAH]を受けてもリズムがスタートしないようにな

る。

(3-6-5) SPECIAL OPERATORS

(3-6-5-1) SPLIT POINT

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 01 Clavinova common ID

00010001 11 Sub ID

00000000 00

00010100 14 Split Point

0ddddddd DD Split Key No.

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-5-2) FINGERING

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 01 Clavinova common ID

00010001 11 Sub ID

00000000 00

01000000 40 Fingering

0000dddd 0D 0D: 00H(Off),01H(Single

Finger),02H(Fingered),

04H(Full Keyboard),07H(Multi Finger)

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-5-3) ACCOMP VOLUME

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 01 Clavinova common ID

00010001 11 Sub ID

0000nnnn 0N Part:  00H(All Part), 05H(Rhythm), 0AH(Bass),

06H(Chord),0DH(Pad),07H(Phrase)
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01000000 42 Accomp Volume

0ddddddd DD Volume Data: 00H~7FH

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-5-4) CHANNEL DETUNE

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 45 CVP-98/96/94/92/MLP-71D ID

00010001 11 Sub ID

0000nnnn 0N N = MIDI Channel

01000011 43 Dual Detune

0vvvvvvv VV Value VV: 00H - 40H - 7FH (-64 - 0 - +63)

11110111 F7 End of Exclusive

チャンネルディチューンは特定の（N=MIDI Channelで指定された）チャンネ

ルにのみ有効

(3-6-5-5) VOLUME ,EXPRESSION AND PAN REALTIME

CONTROL OFF

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 45 CVP-98/96/94/92/MLP-71D ID

00010001 11 Sub ID

0000nnnn 0N N = MIDI Channel

01001001 45 Volume and Expression Realtime Control Off

0vvvvvvv VV Value VV: 00H=on, 7FH=off

11110111 F7 End of Exclusive

このExclusiveのOnを受信するとその後のVolume,Expression,PANの変更は

次に受信するキーオンから有効になる。Offを受信すると通常に戻る。

(3-6-5-6) MIDI KEY LED MODE ON / OFF(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

01110011 73 Clavinova ID

01000101 01

00010001 11 Sub ID

0000nnnn 0N N = MIDI Channel

01000111 47 MIDI Key LED Mode On / Off

0ddddddd DD DD: 00H(Key LED Mode Off),01H(Key LED Mode On + 発音無),

02H(Key LED Mode On + 発音有)

11110111 F7 End of Exclusive

(3-6-6) Others

(3-6-6-1) MIDI MASTER TUNING(受信のみ)

2進 16進
11110000 F0 Exclusive status

01000011 43 YAMAHA ID

0001nnnn 1N When N is received N=0-F, whichever is received.

00100111 27 Model ID

00110000 30 Sub ID

00000000 00

00000000 00

0mmmmmmm MM Master Tune MSB

0lllllll LL Master Tune LSB

0ccccccc CC donﾕt care

11110111 F7 End of Exclusive

全チャンネルの TUNING を一括で変更する。

MM,LL の値をMIDI マスターチューニング値として用いる。(N及びCCの値は無

視)

T = M-128

T : 実際のチューニング値(-99cent - +99cent)

M : MM の 0 - 3 ビットを MSB 、LL の 0 - 3 ビットを LSB とする１バイトの値

(28- 228)

この設定は

GMシステムオン、XGシステムオンでリセットされない。

＜　付表　1-1 ＞

Parmeter Basic Address
Parameter Change

Address

(H) (M) (L) Description

SYSTEM 00 00 00 System

00 00 7D Drum Setup Reset

00 00 7E XG System On

00 00 7F All Parameter Reset

INFORMATION 01 00 00 System Information

EFFECT 1 02 01 00 Effect1(Reverb,Chorus,Variation )

MULTI PART 08 00 00 Multi Part 1

:

08 0F 00 Multi Part 16

08 10 00 Reserved

: : : :

DRUM 30 0D 00 Drum Setup 1 --------> Address Parameter

31 0D 00 Drum Setup 2 : :

3n 0D 00 note number 13

32 0D 00 Reserved 3n 0E 00 note number 14

: : : : : :

3F nn nn Reserved 3n 5B 00 note number 91

＜　付表　1-2 ＞

MIDI Parameter Change table ( SYSTEM )
Address Size Data Prameter Name Description Default

(H) (H) (H) Value(H)

00 00 00 4 0000 Master Tune -102.4..+102.3[cent] 00  04  00  00

01 ..07FF 1st bit3-0 -> bit15-12 (0400)

02 2nd bit3-0 -> bit11-8 (XG GM onで

Resetされない)

03 3rd bit3-0 -> bit7-4

4th bit3-0 -> bit3-0

04 1 00..7F Master Volume 0..127 7F

05 1 Not Used

06 1 28..58 Transpose -24..+24[semitones] 40

7D n Drum Setup Reset n=Drum Setup Number

7E 00 XG System On 00=XG Sytem on

7F 00 All Parameter Reset 00=on (receive only)

TOTAL SIZE  6

＜　付表　1-3 ＞

MIDI Parameter  table ( System information )
Address Size Data Prameter Name Description

(H) (H) (H)

01 00 00 E 20..7F Model Name 32..127(ASCII)

:

0D

0E 1 00

0F 1 00

TOTAL SIZE 10

(Dump Requestにより送信される。受信は行なわない。Bulk Dump Only)

＜　付表　1-4 ＞

MIDI Parameter Change table ( EFFECT 1)
Address Size Data Prameter Name Description

Default

(H) (H) (H)

Value(H)

02 01 00 2 00..7F Reverb Type MSB Ef. Type List参照

01(=HALL1)

00..7F Reverb Type LSB 00 : basic type



00

02 1 00..7F Reverb Parameter 1 Ef. Parameter List参照 Depend on Reverb type

03 1 00..7F Reverb Parameter 2 〃 〃

04 1 00..7F Reverb Parameter 3 〃 〃

05 1 00..7F Reverb Parameter 4 〃 〃

06 1 00..7F Reverb Parameter 5 〃 〃

07 1 00..7F Reverb Parameter 6 〃 〃

08 1 00..7F Reverb Parameter 7 〃 〃

09 1 00..7F Reverb Parameter 8 〃 〃

0A 1 00..7F Reverb Parameter 9 〃 〃

0B 1 00..7F Reverb Parameter 10 〃 〃

0C 1 00..7F Reverb Return -∞..0..+6dB(0..96..127) 60

0D 1 01..7F Reverb Pan L63..C..R63(1..64..127) 40

TOTAL SIZE 0E

02 01 10 1 00..7F Reverb Parameter 11 Ef. Parameter List参照 Depend on Reverb type

11 1 00..7F Reverb Parameter 12 〃 〃

12 1 00..7F Reverb Parameter 13 〃 〃

13 1 00..7F Reverb Parameter 14 〃 〃

14 1 00..7F Reverb Parameter 15 〃 〃

15 1 00..7F Reverb Parameter 16 〃 〃

TOTAL SIZE  6

02 01 20 2 00..7F Chorus Type MSB Effect Type List参照 41(=Chorus1)

00..7F Chorus Type LSB 00 : basic type 00

22 1 00..7F Chorus Parameter 1 Ef. Parameter List参照 Depend on Chorus Type

23 1 00..7F Chorus Parameter 2 〃 〃

24 1 00..7F Chorus Parameter 3 〃 〃

25 1 00..7F Chorus Parameter 4 〃 〃

26 1 00..7F Chorus Parameter 5 〃 〃

27 1 00..7F Chorus Parameter 6 〃 〃

28 1 00..7F Chorus Parameter 7 〃 〃

29 1 00..7F Chorus Parameter 8 〃 〃

2A 1 00..7F Chorus Parameter 9 〃 〃

2B 1 00..7F Chorus Parameter 10 〃 〃

2C 1 00..7F Chorus Return -∞..0..+6dB(0..96..127) 60

2D 1 01..7F Chorus Pan L63..C..R63(1..64..127) 40

2E 1 00..7F Send Chorus To Reverb -∞..0..+6dB(0..96..127) 00

TOTAL SIZE 0F

02 01 30 1 00..7F Chorus Parameter 11 Ef. Parameter List参照 Depend on Chorus Type

31 1 00..7F Chorus Parameter 12 〃 〃

32 1 00..7F Chorus Parameter 13 〃 〃

33 1 00..7F Chorus Parameter 14 〃 〃

34 1 00..7F Chorus Parameter 15 〃 〃

35 1 00..7F Chorus Parameter 16 〃 〃

TOTAL SIZE  6

02 01 40 2 00..7F Variation Type MSB Ef. Type List参照 "05(=DELAY L,C,R)"

00..7F Variation Type LSB 00 : basic type 00

42 2 00..7F Vari. Param. 1 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 1 LSB 〃 〃

44 2 00..7F Vari. Param. 2 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 2 LSB 〃 〃

46 2 00..7F Vari. Param. 3 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 3 LSB 〃 〃

48 2 00..7F Vari. Param. 4 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 4 LSB 〃 〃

4A 2 00..7F Vari. Param. 5 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 5 LSB 〃 〃

4C 2 00..7F Vari. Param. 6 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 6 LSB 〃 〃

4E 2 00..7F Vari. Param. 7 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 7 LSB 〃 〃

50 2 00..7F Vari. Param. 8 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 8 LSB 〃 〃

52 2 00..7F Vari. Param. 9 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 9 LSB 〃 〃

54 2 00..7F Vari. Param. 10 MSB Ef. Parameter List参照 Depend on Vari. Type

00..7F Vari. Param. 10 LSB 〃 〃

56 1 00..7F Variation Return -∞..0..+6dB(0..96..127) 60

57 1 01..7F Variation Pan L63..C..R63(1..64..127) 40

58 1 00..7F Send Vari. To Reverb -∞..0..+6dB(0..96..127) 00

59 1 00..7F Send Vari. To Chorus -∞..0..+6dB(0..96..127) 00

5A 1 00..01 Variation Connection 0:insertion,1:system 00

5B 1 00..1F Variation Part part1..32(0..31),off(127) 7F

5C 1 01..7F MW Vari. Ctrl Depth -63..+63 40

5D 1 01..7F PB Vari. Ctrl Depth -63..+63 40

5E 1 01..7F CAT Vari. Ctrl Depth -63..+63 40

5F 1 01..7F Not Used

60 1 01..7F Not Used

TOTAL SIZE 21

02 01 70 1 00..7F Variation Parameter 11 option Parameter Depend on Variation Type

71 1 00..7F Variation Parameter 12 〃 〃

72 1 00..7F Variation Parameter 13 〃 〃

73 1 00..7F Variation Parameter 14 〃 〃

74 1 00..7F Variation Parameter 15 〃 〃

75 1 00..7F Variation Parameter 16 〃 〃

TOTAL SIZE  6

＜　付表　1-5 ＞

MIDI Parameter Change table ( MULTI PART )
Address Size Data Prameter Name Description Default

(H) (H) (H) Value(H)

08 nn 00 1 00..20 Element Reserve 0..32 0(Part10),2(Others)150
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nn 01 1 00..7F Bank Select MSB 0..127 7F(Part10),00(Others)

nn 02 1 00..7F Bank Select LSB 0..127 00

nn 03 1 00..7F Program Number 1..128 00

nn 04 1 00..0F, Rcv Channel 0..16;1..16,127;off Part No.

7F

nn 05 1 00..01 Mono/Poly Mode 0:mono,1:poly 01

nn 06 1 00..02 Same Note Number 0:single 00

Key On Assign 1:multi

2:inst (for DRUM)

nn 07 1 00..02 Part Mode 0:normal 00 (Part10以外)

1..3:drum thru,drum1..2 01 (Part10)

nn 08 1 28..58 Note Shift -24..+24[semitones] 40

nn 09 2 00..FF Detune -12.8..+12.7[Hz] 08  00

nn 0A 1st bit3..0 -> bit7..4 (80)

2nd bit3..0 -> bit3..0

nn 0B 1 00..7F Volume 0..127 64

nn 0C 1 00..7F Velocity Sense Depth 0..127 40

nn 0D 1 00..7F Velocity Sense Offset 0..127 40

nn 0E 1 00..7F Pan 0:random 40

L63..C..R63(1..64..127)

nn 0F 1 00..7F Note Limit Low C-2..G8 00

nn 10 1 00..7F Note Limit High C-2..G8 7F

nn 11 1 00..7F Dry Level 0..127 7F

nn 12 1 00..7F Chorus Send 0..127 00

nn 13 1 00..7F Reverb Send 0..127 28

nn 14 1 00..7F Variation Send 0..127 00

nn 15 1 00..7F Vibrato Rate -64..+63 40

nn 16 1 00..7F Vibrato Depth -64..+63 40

nn 17 1 00..7F Vibrato Delay -64..+63 40

nn 18 1 00..7F Filter Cutoff Freq. -64..+63 40

nn 19 1 00..7F Filter Resonance -64..+63 40

nn 1A 1 00..7F EG Attack Time -64..+63 40

nn 1B 1 00..7F EG Decay Time -64..+63 40

nn 1C 1 00..7F EG Release Time -64..+63 40

nn 1D 1 28..58 MW Pitch Control -24..+24[semitones] 40

nn 1E 1 00..7F MW Filter Control -9600..+9450[cent] 40

nn 1F 1 00..7F MW Amp. Control -100..+100[%] 40

nn 20 1 00..7F MW LFO PMod Depth 0..127 0A

nn 21 1 00..7F MW LFO FMod Depth 0..127 00

nn 22 1 00..7F MW LFO AMod Depth 0..127 00

nn 23 1 28..58 Bend Pitch Control -24..+24[semitones] 42

nn 24 1 00..7F Bend Filter Control -9600..+9450[cent] 40

nn 25 1 00..7F Bend Amp. Control -100..+100[%] 40

nn 26 1 00..7F Bend LFO PMod Depth 0..127 00

nn 27 1 00..7F Bend LFO FMod Depth 0..127 00

nn 28 1 00..7F Bend LFO AMod Depth 0..127 00

TOTAL SIZE 29

nn 30 Not Used

: :

nn 40 Not Used

nn 41 1 00..7F Scale Tuning C -64..+63[cent] 40

nn 42 1 00..7F Scale Tuning C# -64..+63[cent] 40

nn 43 1 00..7F Scale Tuning D -64..+63[cent] 40

nn 44 1 00..7F Scale Tuning D# -64..+63[cent] 40

nn 45 1 00..7F Scale Tuning E -64..+63[cent] 40

nn 46 1 00..7F Scale Tuning F -64..+63[cent] 40

nn 47 1 00..7F Scale Tuning F# -64..+63[cent] 40

nn 48 1 00..7F Scale Tuning G -64..+63[cent] 40

nn 49 1 00..7F Scale Tuning G# -64..+63[cent] 40

nn 4A 1 00..7F Scale Tuning A -64..+63[cent] 40

nn 4B 1 00..7F Scale Tuning A# -64..+63[cent] 40

nn 4C 1 00..7F Scale Tuning B -64..+63[cent] 40

nn 4D 1 28..58 CAT Pitch Control -24..+24[semitones] 40

nn 4E 1 00..7F CAT Filter Control -9600..+9450[cent] 40

nn 4F 1 00..7F CAT Amplitude Control -100..+100[%] 40

nn 50 1 00..7F CAT LFO PMod Depth 0..127 00

nn 51 1 00..7F CAT LFO FMod Depth 0..127 00

nn 52 1 00..7F CAT LFO AMod Depth 0..127 00

nn 53 Not Used

: :

66 Not Used

nn 67 1 00..01 Portamento Switch off/on 00

nn 68 1 00..7F Portamento Time 0..127 00

nn 69 Not Used

: :

6E Not Used

TOTAL SIZE 3F

nn = PartNumber

Partにドラムボイスがアサインされている場合、以下のパラメーターは効果がかからない。

・Bank Select LSB

・Amp EG

・Portamento

・Soft Pedal

・Mono/Poly

・Scale Tuning

＜　付表　1-6 ＞

MIDI Parameter Change table ( DRUM SETUP )
Address Size Data Prameter Name Description Default

(H) (H) (H) Value(H)

3n rr 00 1 00..7F Pitch Coarse -64..+63 40 151
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3n rr 01 1 00..7F Pitch Fine -64..+63[cent] 40

3n rr 02 1 00..7F Level 0..127 Depend on the Note

3n rr 03 1 00..7F Alternate Group 0:off,1..127 Depend on the Note

3n rr 04 1 00..7F Pan 0:random Depend on the Note

L63..C..R63(1..64..127)

3n rr 05 1 00..7F Reverb Send Level 0..127 Depend on the Note

3n rr 06 1 00..7F Chorus Send Level 0..127 Depend on the Note

3n rr 07 1 00..7F Variation Send Level 0..127 7F

3n rr 08 1 00..01 Key Assign 0:single,1:multi 00

3n rr 09 1 00..01 Rcv Note Off off/on Depend on the Note

3n rr 0A 1 00..01 Rcv Note On off/on 01

3n rr 0B 1 00..7F Filter Cutoff Freq. -64..63 40

3n rr 0C 1 00..7F Filter Resonance -64..63 40

3n rr 0D 1 00..7F EG Attack Rate -64..63 40

3n rr 0E 1 00..7F EG Decay1 Rate -64..63 40

3n rr 0F 1 00..7F EG Decay2 Rate -64..63 40

TOTAL SIZE 10

n:Drum Setup Number(0 - 1)

rr:note number(0DH - 54H) 

XG SYSTEM onやGM onメッセージを受信すると、Drum Setup Parameter はすべて初期化される。

Drum Setup Reset メッセージにより、各Drum Setup Parameter を初期化することができる。

＜　付表　1-7 ＞

Effect Type List

COMP DISTORTION

AUTO WAH+OVERDRIVEAUTO WAH+DIST

XG ESSENTIAL EFFECT(XG必須)
Same as LSB=0
XG OPTION EFFECT

TYPE LSBに,EFFECT TYPEを持たない値を受信した場合、LSB=0のTYPEとなる。�

パネルのエフェクトは"[番号]エフェクト名"を元に設定されています。�

REVERB TYPE
TYPE MSBTYPE LSB

00 01 02 03..07 08 09..15 16 17 18 19 20 21..
000 NO EFFECT
001 [1]HALL1 [2]HALL2 [3]HALL3 [4]HALL4 [5]HALL5
002 [6]ROOM1 ROOM2 [7 ]ROOM2 [8]ROOM3 ROOM ROOM [9]ROOM4
003 [10]STAGE1 [11]STAGE2 STAGE [12]STAGE3
004 [13]PLATE PLATE PLATE
005..015 NO EFFECT
016 [14]WHITE ROOM
017 [15]TUNNEL
018 CANYON
019 [16]BASEMENT
020..127 NO EFFECT

CHORUS TYPE
TYPE MSBTYPE LSB

00 01 02 03..07 08 09..15 16 17 18 19 20 21..
000 NO EFFECT
001..064 NO EFFECT
065 CHORUS1 CHORUS2 CHORUS3 CHORUS4
066 CELESTE1 CELESTE2 CELESTE3 CELESTE4 CELESTE CELESTE
067 FLANGER 1 FLANGER2 FLANGER3 FLANGER FLANGER
068..127 NO EFFECT

VARIATION EFFECT TYPE
TYPE MSBTYPE LSB

00 01 02 03..07 08 09..15 16 17 18 19 20 21..
000 NO EFFECT
001 [1]HALL1 [2]HALL2 [3]HALL3 HALL HALL
002 [4]ROOM1 ROOM2 [5]ROOM2 [6]ROOM3 ROOM ROOM ROOM
003 [7]STAGE1 [8]STAGE2 STAGE [9]STAGE3
004 PLATE PLATE PLATE
005 DELAY L,C,R [17]DELAY LCR
006 [18]DELAY L,R
007 [19]ECHO
008 [20]CROSS DELAY
009 ER1 ER2
010 GATE REVERB
011 REVERS GATE
012..019 NO EFFECT
020 KARAOKE 1 KARAOKE 2 KARAOKE 3
021..063 NO EFFECT
064 THRU
065 CHORUS1 CHORUS2 CHORUS CHORUS
066 [13]CELESTE [12]CHORUS3 CELESTE3 [11]CHORUS2 CHORUS [10]CHORUS1 [22][23]ROTARY
067 FLANGER 1 FLANGER FLANGER [14]FLANGER FLANGER
068 SYMPHONIC [15]SYMPHONIC
069 ROTARY SP. Rotary Sp
070 TREMOLO [21]TREMOLO Rotary Sp
071 AUTO PAN [16]AUTO PAN Rotary Sp Rotary Sp Tremolo Gtr Tremolo
072 [24]PHASER PHASER
073 DISTORTION
074 OVER DRIVE
075 AMP SIM. DIST.HARD DIST.SOFT
076 3BAND EQ EQ DISCO EQ TEL
077 2BAND EQ
078 AUTO WAH [25]WAH
079..127 THRU
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■ MIDIインプリメンテーションチャート

Default
Changed

Default
Messages
Altered

: True voice

Note ON
Note OFF

Key's
Ch's

Basic
Channel

Mode

Note
Number

Velocity

After
Touch

Pitch Bender

Function Transmit Receive Remarks

 1 - 16 
 1 - 16 

3      *1 
˛
˛ 

  0 - 127
21 - 108

Ø  9nH, v = 1 - 127
˛

Ø 
Ø 

Ø  0 - 24 semi 

1 
1 - 16 

3 
˛ 

********************

21 - 108

********************

Ø  9nH, v = 1 - 127
˛  

˛ 
˛

˛ 

YAMAHA  [Clavinova] / Model : MLP-71D
Date: 18-FEB-1997
Version: 1.0

MIDI Implementation Chart

0, 32
1, 5, 7, 10, 

11
6, 38

64 - 67
71 - 74

84
91, 93, 94

96 - 97
98 - 99

100 - 101
120
121

Control 
Change

Ø
˛      *2
Ø
Ø
˛      *2
˛      *2
Ø      (#93  ˛ *2)
˛
˛      *2
Ø
˛
˛

Ø
Ø 
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø
Ø

Bank Select 

Data Entry

Sound Controller
Portamento Cntrl
Effect Depth
RPN Inc, Dec
NRPN LSB, MSB
RPN LSB, MSB
All Sound Off
Reset All Cntrls

Ø  0 - 127

********************

Ø 

˛ 
˛ 
˛ 

Ø 
Ø 

˛ 
Ø 
Ø 
˛

Ø  0 - 127

Ø 

˛ 
Ø 
˛ 

Ø 
Ø 

˛ 
Ø  (123 - 127)
Ø 
˛

: True #

: Song Pos.
: Song Sel.
: Tune

: Clock
: Commands

: Local 
ON/OFF
: All Notes 
OFF

Prog
Change

System Exclusive

System
Common

System
Real Time

Aux

Mes-
sages

Mode 2: OMNI ON,  MONO
Mode 4: OMNI OFF, MONO

Mode 1: OMNI ON,  POLY
Mode 3: OMNI OFF, POLY

Ø : Yes
˛ : No

Notes : *1 ; Receive Mode is always multi timbre and Poly mode.
*2 ; Transmitted when “ACMP&RHY” or “HARMONY” MIDI send sw is on.

Poly Mode Only
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■ 音色(ボイス)一覧
バンク� プログラム�

グループ� 音色名�
MSB# LSB# チェンジナンバー�

Piano Grand Piano (ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾋﾟｱﾉ) 0 112 0

Bright Piano (ﾌﾞﾗｲﾄ ﾋﾟｱﾉ) 0 112 1

Mellow Piano (ﾒﾛｰ ﾋﾟｱﾉ) 0 114 0

Rock Piano (ﾛｯｸ ﾋﾟｱﾉ) 0 113 1

Mono Piano (ﾓﾉ ﾋﾟｱﾉ) 0 113 0

Piano EP (ﾋﾟｱﾉ ｴﾚﾋﾟ) 0 115 2

Honky Tonk (ﾎﾝｷｰﾄﾝｸ) 0 112 3

Harpsichord1 (ﾊｰﾌﾟｼｺｰﾄﾞ1) 0 112 6

Harpsichord2 (ﾊｰﾌﾟｼｺｰﾄﾞ2) 0 113 6

Grand Harpsi (ｸﾞﾗﾝﾄﾞ ﾊｰﾌﾟｼ) 0 115 6

E.Piano Elec. Piano (ｴﾚｸﾄﾘｯｸ ﾋﾟｱﾉ) 0 113 4

DX EP (DX ｴﾚﾋﾟ) 0 112 5

CP80 (CP80) 0 116 2

Jazz EP 1 (ｼﾞｬｽﾞ ｴﾚﾋﾟ 1) 0 116 4

DX EP Modern (DX ｴﾚﾋﾟ ﾓﾀﾞﾝ) 0 115 5

Stage EP (ｽﾃｰｼﾞ ｴﾚﾋﾟ) 0 117 4

Galaxy EP (ｷﾞｬﾗｸｼｰ ｴﾚﾋﾟ) 0 113 5

Funky EP (ﾌｧﾝｷｰ ｴﾚﾋﾟ) 0 114 4

Hyper EP (ﾊｲﾊﾟｰ ｴﾚﾋﾟ) 0 115 4

Dream EP (ﾄﾞﾘｰﾑ ｴﾚﾋﾟ) 0 114 5

Jazz EP 2 (ｼﾞｬｽﾞ ｴﾚﾋﾟ 2) 0 112 4

Wire EP (ﾜｲﾔｰ ｴﾚﾋﾟ) 0 113 5

Tremolo EP (ﾄﾚﾓﾛ ｴﾚﾋﾟ) 0 118 4

Clavi. (ｸﾗﾋﾞ.) 0 112 7

Vibes Vibes (ﾋﾞﾌﾞﾗﾌｫﾝ) 0 112 11

Jazz Vibes (ｼﾞｬｽﾞ ﾊﾞｲﾌﾞ) 0 113 11

Celesta (ﾁｪﾚｽﾀ) 0 112 8

Marimba (ﾏﾘﾝﾊﾞ) 0 112 12

Glockenspiel (ｸﾞﾛｯｹﾝ) 0 112 9

Xylophone (ｼﾛﾌｫﾝ) 0 112 13

TubularBells (ﾁｭｰﾌﾞﾗｰ ﾍﾞﾙ) 0 112 14

Music Box (ﾐｭｰｼﾞｯｸﾎﾞｯｸｽ) 0 112 10

Steel Drums (ｽﾁｰﾙ ﾄﾞﾗﾑ) 0 112 114

Guitar Gut Guitar (ｶﾞｯﾄ ｷﾞﾀｰ) 0 112 24

Folk Guitar (ﾌｫｰｸ ｷﾞﾀｰ) 0 112 25

Jazz Guitar1 (ｼﾞｬｽﾞ ｷﾞﾀｰ) 0 112 26

Banjo (ﾊﾞﾝｼﾞｮｰ) 0 112 105

Harp (ﾊｰﾌﾟ) 0 112 46

Nylon Guitar (ﾅｲﾛﾝ ｷﾞﾀｰ) 0 113 24

Steel Guitar (ｽﾁｰﾙ ｷﾞﾀｰ) 0 113 25

Jazz Guitar2 (ｼﾞｬｽﾞ ｷﾞﾀｰ) 0 113 26

Clean Guitar (ｸﾘｰﾝ ｷﾞﾀｰ) 0 112 27

Dist. Guitar (ﾃﾞｨｽﾄｰｼｮﾝ Gt) 0 112 30

12Str.Guitar (12ｹﾞﾝ ｷﾞﾀｰ) 0 115 25

Mute Guitar (ﾐｭｰﾄ ｷﾞﾀｰ) 0 112 28

HawaiianGtr. (ﾊﾜｲｱﾝ ｷﾞﾀｰ) 0 114 26

OctaveGuitar (ｵｸﾀｰﾌﾞ ｷﾞﾀｰ) 0 115 26

Clavi. Tone / Synth Clavinova T. (ｸﾗﾋﾞﾉｰﾊﾞ ﾄｰﾝ) 0 112 88

NewAge Pad1 (ﾆｭｰｴｲｼﾞ Pd1) 0 113 88

NewAge Pad2 (ﾆｭｰｴｲｼﾞ Pd2) 0 115 88

Square Lead (ｽｸｴｱ ﾘｰﾄﾞ) 0 112 80

Saw. Lead (ｿｰ ﾘｰﾄﾞ) 0 112 81

Synth Pf (ｼﾝｾ Pf) 0 114 88

Strings Pad (ｽﾄﾘﾝｸﾞｽﾊﾟｯﾄﾞ) 0 112 51

Atmosphere (ｱﾄﾓｽﾌｨｱ) 0 112 99

Brass Bells (ﾌﾞﾗｽ ﾍﾞﾙ) 0 112 93

SynthCrystal (ｼﾝｾ ｸﾘｽﾀﾙ) 0 112 96

Synth Bell (ｼﾝｾ ﾍﾞﾙ) 0 116 88

Brass Pad (ﾌﾞﾗｽ ﾊﾟｯﾄﾞ) 0 112 90

Choir Pad (ｸﾜｲｱ ﾊﾟｯﾄﾞ) 0 112 91

Cosmic Pad (ｺｽﾞﾐｯｸ ﾊﾟｯﾄﾞ) 0 112 101

Quack Lead (ｸｱｯｸ ﾘｰﾄﾞ) 0 112 87

Organ Pipe Organ (ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 112 19

Class. Organ (ｸﾗｼｯｸ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 113 19

Chapel Organ (ﾁｬﾍﾟﾙ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 115 19

Jazz Organ (ｼﾞｬｽﾞ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 112 16

Accordion (ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ) 0 115 21

Perc. Organ (ﾊﾟｰｶｯｼﾌﾞ Org) 0 112 17

Trem. Organ (ﾄﾚﾓﾛ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 112 18

Rock Organ (ﾛｯｸ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 113 18

Theatre Org. (ｼｱﾀｰ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 114 16

Full Organ (ﾌﾙ ｵﾙｶﾞﾝ) 0 115 16

Elec. Organ (ｴﾚｸﾄﾘｯｸｵﾙｶﾞﾝ) 0 113 16

French Accrd (ﾌﾚﾝﾁｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ) 0 112 21

Tango Accrd. (ﾀﾝｺﾞｱｺｰﾃﾞｨｵﾝ) 0 112 23

Strings / Choir Orch.Strings (ｵｰｹｽﾄﾗｽﾄﾘﾝｸﾞ) 0 115 48

Strings (ｽﾄﾘﾝｸﾞｽ) 0 112 48

Violin (ﾊﾞｲｵﾘﾝ) 0 112 40

Pizzicato (ﾋﾟﾁｶｰﾄ) 0 112 45

Choir (ｸﾜｲｱ) 0 115 52

Class. Strs. (ｸﾗｼｯｸｽﾄﾘﾝｸﾞｽ) 0 114 48

PopularStrs. (ﾎﾟｯﾌﾟ ｽﾄﾘﾝｸﾞ) 0 116 48

StringsSlow1 (ｽﾄﾘﾝｸﾞｽ ｽﾛｰ1) 0 112 49

StringsSlow2 (ｽﾄﾘﾝｸﾞｽ ｽﾛｰ2) 0 112 49

Choir Oohs (ｸﾜｲｱ Oohs) 0 112 53

ChamberStrs. (ﾁｪﾝﾊﾞｰｽﾄﾘﾝｸﾞ) 0 113 48

Cello (ﾁｪﾛ) 0 112 42

Syn. Strings (ｼﾝｾ ｽﾄﾘﾝｸﾞｽ) 0 112 50

Synth Choir (ｼﾝｾ ｸﾜｲｱ) 0 112 52

バンク� プログラム�
グループ� 音色名�

MSB# LSB# チェンジナンバー�

Brass BigBnd Brass (ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞBr) 0 115 61

Small Brass (ｽﾓｰﾙ ﾌﾞﾗｽ) 0 113 61

Trumpet (ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ) 0 112 56

Trombone (ﾄﾛﾝﾎﾞｰﾝ) 0 112 57

French Horn (ﾌﾚﾝﾁ ﾎﾙﾝ) 0 112 60

BrassSection (ﾌﾞﾗｽ ｾｸｼｮﾝ) 0 112 61

Octave Brass (ｵｸﾀｰﾌﾞ ﾌﾞﾗｽ) 0 114 61

MuteTrumpet1 (ﾐｭｰﾄﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ1) 0 113 59

MuteTrumpet2 (ﾐｭｰﾄﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ2) 0 112 59

Tuba (ﾁｭｰﾊﾞ) 0 112 58

Synth Brass1 (ｼﾝｾ ﾌﾞﾗｽ1) 0 112 62

Synth Brass2 (ｼﾝｾ ﾌﾞﾗｽ2) 0 112 63

Soft Trumpet (ｿﾌﾄ ﾄﾗﾝﾍﾟｯﾄ) 0 112 56

Flugel Horn (ﾌﾘｭｰｹﾞﾙ ﾎﾙﾝ) 0 113 56

Brass&Sax (ﾌﾞﾗｽ & ｻｯｸｽ) 0 116 61

Sax / Flute Tenor Sax (ﾃﾅｰ ｻｯｸｽ) 0 112 66

Alto Sax (ｱﾙﾄ ｻｯｸｽ) 0 112 65

Flute (ﾌﾙｰﾄ) 0 112 73

Oboe (ｵｰﾎﾞｴ) 0 112 68

Clarinet (ｸﾗﾘﾈｯﾄ) 0 112 71

Soprano Sax (ｿﾌﾟﾗﾉ ｻｯｸｽ) 0 112 64

Baritone Sax (ﾊﾞﾘﾄﾝ ｻｯｸｽ) 0 112 67

Pan Flute (ﾊﾟﾝ ﾌﾙｰﾄ) 0 112 75

Bassoon (ﾊﾞｽｰﾝ) 0 112 70

Harmonica (ﾊｰﾓﾆｶ) 0 112 22

Piccolo (ﾋﾟｯｺﾛ) 0 112 72

Recorder (ﾘｺｰﾀﾞｰ) 0 112 74

Sax&Clarinet (ｻｯｸｽ&ｸﾗﾘﾈｯﾄ) 0 113 65

Sax Section (ｻｯｸｽ ｾｸｼｮﾝ) 0 114 65

WindEnsemble (ｳｨﾝﾄﾞｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ) 0 113 73

Bass Acous.Bass 1 (ｱｺｰｽﾃｨｸﾍﾞｰｽ1) 0 112 32

Acous.Bass 2 (ｱｺｰｽﾃｨｸﾍﾞｰｽ2) 0 113 32

E. Bass Slap (ｴﾚｷﾍﾞｰｽｽﾗｯﾌﾟ) 0 112 33

Finger Bass (ﾌｨﾝｶﾞｰ ﾍﾞｰｽ) 0 114 33

Timpani (ﾃｨﾝﾊﾟﾆｰ) 0 112 47

Elec. Bass (ｴﾚｷ ﾍﾞｰｽ) 0 113 33

FretlessBass (ﾌﾚｯﾄﾚｽ ﾍﾞｰｽ) 0 112 35

Slap Bass (ｽﾗｯﾌﾟ ﾍﾞｰｽ) 0 112 36

Synth Bass 1 (ｼﾝｾ ﾍﾞｰｽ1) 0 112 38

Synth Bass 2 (ｼﾝｾ ﾍﾞｰｽ2) 0 112 39

Pick Bass (ﾋﾟｯｸ ﾍﾞｰｽ) 0 112 34

Organ Bass (ｵﾙｶﾞﾝ ﾍﾞｰｽ) 0 117 16

Bass&Cymbal (ﾍﾞｰｽ & ｼﾝﾊﾞﾙ) 0 114 32

Drums Standard Kit (ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ｷｯﾄ) 127 0 0

Standard2Kit (ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ2ｷｯﾄ) 127 0 1

Room Kit (ﾙｰﾑ ｷｯﾄ) 127 0 8

Rock Kit (ﾛｯｸ ｷｯﾄ) 127 0 16

Electro Kit (ｴﾚｸﾄﾛ ｷｯﾄ) 127 0 24

Analog Kit (ｱﾅﾛｸﾞ ｷｯﾄ) 127 0 25

Dance Kit (ﾀﾞﾝｽ ｷｯﾄ) 127 0 27

Jazz Kit (ｼﾞｬｽﾞ ｷｯﾄ) 127 0 32

Brush Kit (ﾌﾞﾗｼ ｷｯﾄ) 127 0 40

Classic Kit (ｸﾗｼｯｸ ｷｯﾄ) 127 0 48

SFX1 Kit (SFX1 ｷｯﾄ) 126 0 0

SFX2 Kit (SFX2 ｷｯﾄ) 126 0 1

XG GrandPno 0 0 0

GrndPnoK 0 1 0

MelloGrP 0 18 0

PianoStr 0 40 0

Dream 0 41 0

BritePno 0 0 1

BritPnoK 0 1 1

El.Grand 0 0 2

ElGrPnoK 0 1 2

Det.CP80 0 32 2

LayerCP1 0 40 2

LayerCP2 0 41 2

HnkyTonk 0 0 3

HnkyTnkK 0 1 3

E.Piano1 0 0 4

El.Pno1K 0 1 4

MelloEP1 0 18 4

Chor.EP1 0 32 4

HardEl.P 0 40 4

VX El.P1 0 45 4

60sEl.P1 0 64 4

E.Piano2 0 0 5

El.Pno2K 0 1 5

Chor.EP2 0 32 5

DX Hard 0 33 5

DXLegend 0 34 5

DX Phase 0 40 5

DX+Analg 0 41 5

DXKotoEP 0 42 5

VX El.P2 0 45 5

Harpsi. 0 0

0

6

Harpsi.K 0 1 6

Harpsi.2 0 25 6

Harpsi.3 0 35 6

Clavi 0 7OrchestraHit (ｵｰｹｽﾄﾗ ﾋｯﾄ) 0 112 55
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バンク� プログラム�
グループ� 音色名�

MSB# LSB# チェンジナンバー�

XG Clavi K 0 1 7

ClaviWah 0 27 7

PulseClv 0 64 7

PierceCl 0 65 7

Celesta 0 0 8

Glocken 0 0 9

MusicBox 0 0 10

Orgel 0 64 10

Vibes 0 0 11

Vibes K 0 1 11

HardVibe 0 45 11

Marimba 0 0 12

MarimbaK 0 1 12

SineMrmb 0 64 12

Balimba 0 97 12

Log Drum 0 98 12

Xylophon 0 0 13

TubulBel 0 0 14

ChrchBel 0 96 14

Carillon 0 97 14

Dulcimer 0 0 15

Dulcimr2 0 35 15

Cimbalom 0 96 15

Santur 0 97 15

DrawOrgn 0 0 16

DetDrwOr 0 32 16

60sDrOr1 0 33 16

60sDrOr2 0 34 16

70sDrOr1 0 35 16

DrawOrg2 0 36 16

60sDrOr3 0 37 16

EvenBar 0 38 16

16+2'2/3 0 40 16

Organ Ba 0 64 16

70sDrOr2 0 65 16

CheezOrg 0 66 16

DrawOrg3 0 67 16

PercOrgn 0 0 17

70sPcOr1 0 24 17

DetPrcOr 0 32 17

Lite Org 0 33 17

PercOrg2 0 37 17

RockOrgn 0 0 18

RotaryOr 0 64 18

SloRotar 0 65 18

FstRotar 0 66 18

ChrchOrg 0 0 19

ChurOrg3 0 32 19

ChurOrg2 0 35 19

NotreDam 0 40 19

OrgFlute 0 64 19

TrmOrgFl 0 65 19

ReedOrgn 0 0 20

Puff Org 0 40 20

Acordion 0 0 21

AccordIt 0 32 21

Harmnica 0 0 22

Harmo. 2 0 32 22

TangoAcd 0 0 23

TngoAcd2 0 64 23

NylonGtr 0 0 24

NylonGt2 0 16 24

NylonGt3 0 25 24

VelGtHrm 0 43 24

Ukulele 0 96 24

SteelGtr 0 0 25

SteelGt2 0 16 25

12StrGtr 0 35 25

Nyln&Stl 0 40 25

Stl&Body 0 41 25

Mandolin 0 96 25

Jazz Gtr 0 0 26

MelloGtr 0 18 26

Jazz Amp 0 32 26

CleanGtr 0 0 27

ChorusGt 0 32 27

Mute Gtr 0 0 28

FunkGtr1 0 40 28

MuteStlG 0 41 28

FunkGtr2 0 43 28

Jazz Man 0 45 28

Ovrdrive 0 0 29

Gt.Pinch 0 43 29

Dist.Gtr 0 0 30

FeedbkGt 0 40 30

FeedbGt2 0 41 30

GtrHarmo 0 0 31

GtFeedbk 0 65 31

GtrHrmo2 0 66 31

バンク� プログラム�グループ� 音色名�
MSB# LSB# チェンジナンバー�

XG JazzRthm 0 40 32

VXUprght 0 45 32

FngrBass 0 0 33

FingrDrk 0 18 33

FlangeBa 0 27 33

Ba&DstEG 0 40 33

FngrSlap 0 43 33

FngBass2 0 45 33

Mod.Bass 0 65 33

PickBass 0 0 34

MutePkBa 0 28 34

Fretless 0 0 35

Fretles2 0 32 35

Fretles3 0 33 35

Fretles4 0 34 35

SynFretl 0 96 35

SmthFrt1 0 97 35

SlapBas1 0 0 36

ResoSlap 0 27 36

PunchThm 0 32 36

SlapBas2 0 0 37

VeloSlap 0 43 37

SynBass1 0 0 38

SynBa1Dk 0 18 38

FastResB 0 20 38

AcidBass 0 24 38

Clv Bass 0 35 38

TechnoBa 0 40 38

Orbiter 0 64 38

Sqr.Bass 0 65 38

RubberBa 0 66 38

Hammer 0 96 38

SynBass2 0 0 39

MelloSBa 0 6 39

Seq Bass 0 12 39

ClkSynBa 0 18 39

SynBa2Dk 0 19 39

SmthSynB 0 32 39

ModulrBa 0 40 39

DX Bass 0 41 39

X WireBa 0 64 39

Violin 0 0 40

Slow Vln 0 8 40

Viola 0 0 41

Cello 0 0 42

Contrabs 0 0 43

Trem.Str 0 0 44

SlwTrStr 0 8 44

Susp. Str 0 40 44

Pizz.Str 0 0 45

Harp 0 0 46

YangChin 0 40 46

Timpani 0 0 47

Strings1 0 0 48

S.Strngs 0 3 48

Slow Str 0 8 48

Arco Str 0 24 48

60sStrng 0 35 48

Orchestr 0 40 48

Orchstr2 0 41 48

TremOrch 0 42 48

Velo.Str 0 45 48

Strings2 0 0 49

S.SlwStr 0 3 49

LegatoSt 0 8 49

Warm Str 0 40 49

Kingdom 0 41 49

70s Str 0 64 49

Strings3 0 65 49

Syn Str1 0 0 50

Reso Str 0 27 50

Syn Str4 0 64 50

Syn Str5 0 65 50

Syn Str2 0 0 51

ChoirAah 0 0 52

S.Choir 0 3 52

Ch.Aahs2 0 16 52

MelChoir 0 32 52

ChoirStr 0 40 52

VoiceOoh 0 0 53

SynVoice 0 0 54

SyVoice2 0 40 54

Choral 0 41 54

AnaVoice 0 64 54

Orch.Hit 0 0 55

OrchHit2 0 35 55

Impact 0 64 55

Trumpet 0 0 56

Trumpet2 0 16 56

Brite Trp 0 17 56Aco.Bass 0 0 32
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バンク� プログラム�
グループ� 音色名�

MSB# LSB# チェンジナンバー�

XG Warm Trp 0 32 56

Trombone 0 0 57

Trmbone2 0 18 57

Tuba 0 0 58

Tuba 2 0 16 58

Mute Trp 0 0 59

Fr.Horn 0 0 60

FrHrSolo 0 6 60

FrHorn 2 0 32 60

HornOrch 0 37 60

BrssSect 0 0 61

Tp&TbSec 0 35 61

BrssSec2 0 40 61

HiBrass 0 41 61

MelloBrs 0 42 61

SynBrss1 0 0 62

Quack Br 0 12 62

RezSynBr 0 20 62

PolyBrss 0 24 62

SynBrss3 0 27 62

JumpBrss 0 32 62

AnVelBr1 0 45 62

AnVelBr2 0 64 62

SynBrss2 0 0 63

Soft Brs 0 18 63

SynBrss4 0 40 63

ChoirBrs 0 41 63

VelBrss2 0 45 63

AnaBrss2 0 64 63

SprnoSax 0 0 64

Alto Sax 0 0 65

Sax Sect 0 40 65

HyprAlto 0 43 65

TenorSax 0 0 66

BrthTnSx 0 40 66

SoftTenr 0 41 66

TnrSax 2 0 64 66

Bari.Sax 0 0 67

Oboe 0 0 68

Eng.Horn 0 0 69

Bassoon 0 0 70

Clarinet 0 0 71

Piccolo 0 0 72

Flute 0 0 73

Recorder 0 0 74

PanFlute 0 0 75

Bottle 0 0 76

Shakhchi 0 0 77

Whistle 0 0 78

Ocarina 0 0 79

SquareLd 0 0 80

SquarLd2 0 6 80

LMSquare 0 8 80

Hollow 0 18 80

Shroud 0 19 80

Mellow 0 64 80

SoloSine 0 65 80

SineLead 0 66 80

Saw Lead 0 0 81

Saw Ld 2 0 6 81

ThickSaw 0 8 81

Dyna Saw 0 18 81

Digi Saw 0 19 81

Big Lead 0 20 81

HeavySyn 0 24 81

WaspySyn 0 25 81

PulseSaw 0 40 81

Dr. Lead 0 41 81

VeloLead 0 45 81

Seq Ana. 0 96 81

CaliopLd 0 0 82

PureLead 0 65 82

Chiff Ld 0 0 83

Rubby 0 64 83

CharanLd 0 0 84

DistLead 0 64 84

WireLead 0 65 84

Voice Ld 0 0 85

SynthAah 0 24 85

Vox Lead 0 64 85

Fifth Ld 0 0 86

Big Five 0 35 86

Bass&Ld 0 0 87

Big&Low 0 16 87

Fat&Prky 0 64 87

Soft Wrl 0 65 87

NewAgePd 0 0 88

Fantasy 0 64 88

Warm Pad 0 0 89

バンク� プログラム�
グループ� 音色名�

MSB# LSB# チェンジナンバー�

XG Soft Pad 0 17 89

Sine Pad 0 18 89

Horn Pad 0 64 89

RotarStr 0 65 89

PolySyPd 0 0 90

PolyPd80 0 64 90

ClickPad 0 65 90

Ana. Pad 0 66 90

SquarPad 0 67 90

ChoirPad 0 0 91

Heaven 0 64 91

Itopia 0 66 91

CC Pad 0 67 91

BowedPad 0 0 92

Glacier 0 64 92

GlassPad 0 65 92

MetalPad 0 0 93

Tine Pad 0 64 93

Pan Pad 0 65 93

Halo Pad 0 0 94

SweepPad 0 0 95

Shwimmer 0 20 95

Converge 0 27 95

PolarPad 0 64 95

Celstial 0 66 95

Rain 0 0 96

ClaviPad 0 45 96

HrmoRain 0 64 96

AfrcnWnd 0 65 96

Carib 0 66 96

SoundTrk 0 0 97

Prologue 0 27 97

Ancestrl 0 64 97

Crystal 0 0 98

SynDrCmp 0 12 98

Popcorn 0 14 98

TinyBell 0 18 98

RndGlock 0 35 98

GlockChi 0 40 98

ClearBel 0 41 98

ChorBell 0 42 98

SynMalet 0 64 98

SftCryst 0 65 98

LoudGlok 0 66 98

ChrstBel 0 67 98

VibeBell 0 68 98

DigiBell 0 69 98

AirBells 0 70 98

BellHarp 0 71 98

Gamelmba 0 72 98

Atmosphr 0 0 99

WarmAtms 0 18 99

HollwRls 0 19 99

Nylon EP 0 40 99

NylnHarp 0 64 99

Harp Vox 0 65 99

AtmosPad 0 66 99

Planet 0 67 99

Bright 0 0 100

FantaBel 0 64 100

Smokey 0 96 100

Goblins 0 0 101

GobSynth 0 64 101

Creeper 0 65 101

Ring Pad 0 66 101

Ritual 0 67 101

ToHeaven 0 68 101

Night 0 70 101

Glisten 0 71 101

BelChoir 0 96 101

Echoes 0 0 102

Echoes 2 0 8 102

Echo Pan 0 14 102

EchoBell 0 64 102

Big Pan 0 65 102

SynPiano 0 66 102

Creation 0 67 102

StarDust 0 68 102

Reso&Pan 0 69 102

Sci-Fi 0 0 103

Starz 0 64 103

Sitar 0 0 104

DetSitar 0 32 104

Sitar 2 0 35 104

Tambra 0 96 104

Tamboura 0 97 104

Banjo 0 0 105

MuteBnjo 0 28 105

Rabab 0 96 105

Gopichnt 0 97 105ThickPad 0 16 89
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バンク� プログラム�
グループ� 音色名�

MSB# LSB# チェンジナンバー�

XG Oud 0 98 105

Shamisen 0 0 106

Koto 0 0 107

Taisho-k 0 96 107

Kanoon 0 97 107

Kalimba 0 0 108

Bagpipe 0 0 109

Fiddle 0 0 110

Shanai 0 0 111

Shanai 2 0 64 111

Pungi 0 96 111

Hichriki 0 97 111

TnklBell 0 0 112

Bonang 0 96 112

Altair 0 97 112

Gamelan 0 98 112

S.Gamlan 0 99 112

Rama Cym 0 100 112

AsianBel 0 101 112

Agogo 0 0 113

SteelDrm 0 0 114

GlasPerc 0 97 114

ThaiBell 0 98 114

WoodBlok 0 0 115

Castanet 0 96 115

TaikoDrm 0 0 116

Gr.Cassa 0 96 116

MelodTom 0 0 117

Mel Tom2 0 64 117

Real Tom 0 65 117

Rock Tom 0 66 117

Syn Drum 0 0 118

Ana Tom 0 64 118

ElecPerc 0 65 118

RevCymbl 0 0 119

FretNoiz 0 0 120

BrthNoiz 0 0 121

Seashore 0 0 122

Tweet 0 0 123

Telphone 0 0 124

Helicptr 0 0 125

Applause 0 0 126

Gunshot 0 0 127

CuttngNz 64 0 0

CttngNz2 64 0 1

Str Slap 64 0 3

Fl.KClik 64 0 16

Shower 64 0 32

Thunder 64 0 33

Wind 64 0 34

Stream 64 0 35

Bubble 64 0 36

Feed 64 0 37

Dog 64 0 48

Horse 64 0 49

Tweet 2 64 0 50

Ghost 64 0 54

Maou 64 0 55

Tel.Dial 64 0 64

DoorSqek 64 0 65

DoorSlam 64 0 66

ScratchC 64 0 67

ScratchS 64 0 68

WindChim 64 0 69

Telphon2 64 0 70

CarEIgnt 64 0 80

CarTSqel 64 0 81

Car Pass 64 0 82

CarCrash 64 0 83

Siren 64 0 84

Train 64 0 85

JetPlane 64 0 86

Starship 64 0 87

Burst 64 0 88

Coaster 64 0 89

Submarin 64 0 90

Laugh 64 0 96

Scream 64 0 97

Punch 64 0 98

Heart 64 0 99

Footstep 64 0 100

MchinGun 64 0 112

LaserGun 64 0 113

Xplosion 64 0 114

Firework 64 0 115
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■ ドラムキット一覧
Bank Select MSB 127 127 127 127 127 127
Bank Select LSB 0 0 0 0 0 0

Pgm#  (1-128) 1 2 9 17 25 26

Keyboard MIDI Key Alternate Standard Kit Standard Kit 2 Room Kit Rock Kit Electronic Kit Analog Kit
Note Note# Note off assign

C�1 13 C�-1 3 Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute
D1 14 D-1 3 Surdo Open Surdo Open Surdo Open Surdo Open Surdo Open Surdo Open
D�1 15 D�-1 Hi Q Hi Q Hi Q Hi Q Hi Q Hi Q
E1 16 E-1 Whip Slap Whip Slap Whip Slap Whip Slap Whip Slap Whip Slap
F1 17 F-1 4 Scratch H Scratch H Scratch H Scratch H Scratch H Scratch H
F�1 18 F�-1 4 Scratch L Scratch L Scratch L Scratch L Scratch L Scratch L
G1 19 G-1 Finger Snap Finger Snap Finger Snap Finger Snap Finger Snap Finger Snap
G�1 20 G�-1 Click Noise Click Noise Click Noise Click Noise Click Noise Click Noise
A1 21 A-1 Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click
A�1 22 A�-1 Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell
B1 23 B-1 Seq Click L Seq Click L Seq Click L Seq Click L Seq Click L Seq Click L
C2 24 C0 Seq Click H Seq Click H Seq Click H Seq Click H Seq Click H Seq Click H
C�2 25 C�0 Brush Tap Brush Tap Brush Tap Brush Tap Brush Tap Brush Tap
D2 26 D0 Ø Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl
D�2 27 D�0 Brush Slap Brush Slap Brush Slap Brush Slap Brush Slap Brush Slap
E2 28 E0 Ø BrushTapSwrl BrushTapSwrl BrushTapSwrl BrushTapSwrl ReversCymbal ReversCymbal
F2 29 F0 Ø Snare Roll Snare Roll 2 Snare Roll Snare Roll Snare Roll Snare Roll
F�2 30 F�0 Castanet Castanet Castanet Castanet Hi Q 2 Hi Q 2
G2 31 G0 Snare Soft Snare Soft 2 Snare Soft Snare Noisy SnrSnpyElctr SnareNoisy 4
G�2 32 G�0 Sticks Sticks Sticks Sticks Sticks Sticks
A2 33 A0 Kick Soft Kick Soft Kick Soft Kick Tight 2 Kick 3 Kick Tight 2
A�2 34 A�0 OpenRimShot RimShotHShrt OpenRimShot OpenRimShot OpenRimShot OpenRimShot
B2 35 B0 Kick Tight KickTghtShrt Kick Tight Kick 2 Kick Gate KickAnlgShrt
C3 36 C1 Kick Kick Short Kick Kick Gate KckGateHeavy Kick Analog
C�3 37 C�1 Side Stick Side Stick Side Stick Side Stick Side Stick SideStickAn
D3 38 D1 Snare Snare Short Snare Snappy Snare Rock SnareNoisy 2 SnareAnalog
D�3 39 D�1 Hand Clap Hand Clap Hand Clap Hand Clap Hand Clap Hand Clap
E3 40 E1 Snare Tight SnareTight H SnrTightSnpy SnareRockRim SnareNoisy 3 SnareAnalog2
F3 41 F1 Floor Tom L Floor Tom L Tom Room 1 Tom Rock 1 TomElectro 1 Tom Analog 1
F�3 42 F�1 1 Hi-HatClosed Hi-HatClosed Hi-HatClosed Hi-HatClosed Hi-HatClosed HatCloseAnlg
G3 43 G1 Floor Tom H Floor Tom H Tom Room 2 Tom Rock 2 TomElectro 2 Tom Analog 2
G�3 44 G�1 1 Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal HatCloseAn 2
A3 45 A1 Low Tom Low Tom Tom Room 3 Tom Rock 3 TomElectro 3 Tom Analog 3
A�3 46 A�1 1 Hi-Hat Open Hi-Hat Open Hi-Hat Open Hi-Hat Open Hi-Hat Open HatOpen Anlg
B3 47 B1 Mid Tom L Mid Tom L Tom Room 4 Tom Rock 4 TomElectro 4 Tom Analog 4
C4 48 C2 Mid Tom H Mid Tom H Tom Room 5 Tom Rock 5 TomElectro 5 Tom Analog 5
C�4 49 C�2 CrashCymbal1 CrashCymbal1 CrashCymbal1 CrashCymbal1 CrashCymbal1 Crash Analog
D4 50 D2 High Tom High Tom Tom Room 6 Tom Rock 6 TomElectro 6 Tom Analog 6
D�4 51 D�2 RideCymbal 1 RideCymbal 1 RideCymbal 1 RideCymbal 1 RideCymbal 1 RideCymbal 1
E4 52 E2 Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym
F4 53 F2 Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup
F�4 54 F�2 Tambourine Tambourine Tambourine Tambourine Tambourine Tambourine
G4 55 G2 SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal
G�4 56 G�2 Cowbell Cowbell Cowbell Cowbell Cowbell Cowbell Anlg
A4 57 A2 CrashCymbal2 CrashCymbal2 CrashCymbal2 CrashCymbal2 CrashCymbal2 CrashCymbal2
A�4 58 A�2 Vibraslap Vibraslap Vibraslap Vibraslap Vibraslap Vibraslap
B4 59 B2 RideCymbal 2 RideCymbal 2 RideCymbal 2 RideCymbal 2 RideCymbal 2 RideCymbal 2
C5 60 C3 Bongo H Bongo H Bongo H Bongo H Bongo H Bongo H
C�5 61 C�3 Bongo L Bongo L Bongo L Bongo L Bongo L Bongo L
D5 62 D3 Conga H Mute Conga H Mute Conga H Mute Conga H Mute Conga H Mute Conga Anlg H
D�5 63 D�3 Conga H Open Conga H Open Conga H Open Conga H Open Conga H Open Conga Anlg M
E5 64 E3 Conga L Conga L Conga L Conga L Conga L Conga Anlg L
F5 65 F3 Timbale H Timbale H Timbale H Timbale H Timbale H Timbale H
F�5 66 F�3 Timbale L Timbale L Timbale L Timbale L Timbale L Timbale L
G5 67 G3 Agogo H Agogo H Agogo H Agogo H Agogo H Agogo H
G�5 68 G�3 Agogo L Agogo L Agogo L Agogo L Agogo L Agogo L
A5 69 A3 Cabasa Cabasa Cabasa Cabasa Cabasa Cabasa
A�5 70 A�3 Maracas Maracas Maracas Maracas Maracas Maracas 2
B5 71 B3 Ø SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH
C6 72 C4 Ø SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL
C�6 73 C�4 Guiro Short Guiro Short Guiro Short Guiro Short Guiro Short Guiro Short
D6 74 D4 Ø Guiro Long Guiro Long Guiro Long Guiro Long Guiro Long Guiro Long
D�6 75 D�4 Claves Claves Claves Claves Claves Claves 2
E6 76 E4 Wood Block H Wood Block H Wood Block H Wood Block H Wood Block H Wood Block H
F6 77 F4 Wood Block L Wood Block L Wood Block L Wood Block L Wood Block L Wood Block L
F�6 78 F�4 Cuica Mute Cuica Mute Cuica Mute Cuica Mute Scratch H 2 Scratch H 2
G6 79 G4 Cuica Open Cuica Open Cuica Open Cuica Open Scratch L 2 Scratch L 3
G�6 80 G�4 2 TriangleMute TriangleMute TriangleMute TriangleMute TriangleMute TriangleMute
A6 81 A4 2 TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen
A�6 82 A�4 Shaker Shaker Shaker Shaker Shaker Shaker
B6 83 B4 Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells
C7 84 C5 Bell Tree Bell Tree Bell Tree Bell Tree Bell Tree Bell Tree

- 85 C�5
- 86 D5
- 87 D�5
- 88 E5
- 89 F5
- 90 F�5
- 91 G5

 : No Sound

●Key Off に「○」がついているものは鍵盤を離したときに発音が止まります。�
●Alternate Assign の番号はグループを表し、同じグループ番号の中で、1つの楽器を発音させると同じグループの中の他の楽器の発音が止まります。�
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Bank Select MSB
Bank Select LSB

Pgm#  (1-128)

Keyboard MIDI Key Alternate
Note Note# Note off assign

C�1 13 C�-1 3
D1 14 D-1 3
D�1 15 D�-1
E1 16 E-1
F1 17 F-1 4
F�1 18 F�-1 4
G1 19 G-1
G�1 20 G�-1
A1 21 A-1
A�1 22 A�-1
B1 23 B-1
C2 24 C0
C�2 25 C�0
D2 26 D0 Ø
D�2 27 D�0
E2 28 E0 Ø
F2 29 F0 Ø
F�2 30 F�0
G2 31 G0
G�2 32 G�0
A2 33 A0
A�2 34 A�0
B2 35 B0
C3 36 C1
C�3 37 C�1
D3 38 D1
D�3 39 D�1
E3 40 E1
F3 41 F1
F�3 42 F�1 1
G3 43 G1
G�3 44 G�1 1
A3 45 A1
A�3 46 A�1 1
B3 47 B1
C4 48 C2
C�4 49 C�2
D4 50 D2
D�4 51 D�2
E4 52 E2
F4 53 F2
F�4 54 F�2
G4 55 G2
G�4 56 G�2
A4 57 A2
A�4 58 A�2
B4 59 B2
C5 60 C3
C�5 61 C�3
D5 62 D3
D�5 63 D�3
E5 64 E3
F5 65 F3
F�5 66 F�3
G5 67 G3
G�5 68 G�3
A5 69 A3
A�5 70 A�3
B5 71 B3 Ø
C6 72 C4 Ø
C�6 73 C�4
D6 74 D4 Ø
D�6 75 D�4
E6 76 E4
F6 77 F4
F�6 78 F�4
G6 79 G4
G�6 80 G�4 2
A6 81 A4 2
A�6 82 A�4
B6 83 B4
C7 84 C5

- 85 C�5
- 86 D5
- 87 D�5
- 88 E5
- 89 F5
- 90 F�5
- 91 G5

 : No Sound

●Key Off に「○」がついているものは鍵盤を離したときに発音が止まります。�
●Alternate Assign の番号はグループを表し、同じグループ番号の中で、1つの楽器を発音させると同じグループの中の他の楽器の発音が止まります。�

127 127 127 127 126 126
0 0 0 0 0 0

28 33 41 49 1 2

Dance Kit Jazz Kit Brush Kit Symphony Kit SFX Kit 1 SFX Kit 2

Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute Surdo Mute
Surdo Open Surdo Open Surdo Open Surdo Open
Hi Q Hi Q Hi Q Hi Q
Whip Slap Whip Slap Whip Slap Whip Slap
Scratch H Scratch H Scratch H Scratch H
Scratch L Scratch L Scratch L Scratch L
Finger Snap Finger Snap Finger Snap Finger Snap
Click Noise Click Noise Click Noise Click Noise
Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click Mtrnm Click
Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell Mtrnm Bell
Seq Click L Seq Click L Seq Click L Seq Click L
Seq Click H Seq Click H Seq Click H Seq Click H
Brush Tap Brush Tap Brush Tap Brush Tap
Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl Brush Swirl
Brush Slap Brush Slap Brush Slap Brush Slap
ReversCymbal BrushTapSwrl BrushTapSwrl BrushTapSwrl
Snare Roll Snare Roll Snare Roll Snare Roll
Hi Q 2 Castanet Castanet Castanet
SnareTechno3 Snare Soft Brush Slap 2 Brush Slap 2
Sticks Sticks Sticks Sticks
KickTechno Q Kick Soft Kick Soft Kick Soft 2
Rim Gate OpenRimShot OpenRimShot OpenRimShot
KickTechno L Kick Tight Kick Tight Gran Cassa
KickTechno 2 Kick Jazz Kick Small GranCassa Mu CuttingNoiz Phone Call
SideStickAn Side Stick Side Stick Side Stick CuttingNoiz2 Door Squeak
Snare Clap Snare Brush Slap 3 Band Snare DstCuttingNz Door Slam
Hand Clap Hand Clap Hand Clap Hand Clap String Slap Scratch Cut
Snare Dry 2 Snare Tight Brush Tap 2 Band Snare 2 Bass Slide Scratch H 3
Tom Analog 1 Tom Jazz 1 Tom Brush 1 Tom Jazz 1 Pick Scrape Wind Chime
HiHatClose 3 Hi-HatClosed Hi-HatClosed Hi-HatClosed Telephone 2
Tom Analog 2 Tom Jazz 2 Tom Brush 2 Tom Jazz 2
HatCloseAn 2 Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal Hi-Hat Pedal
Tom Analog 3 Tom Jazz 3 Tom Brush 3 Tom Jazz 3
HiHat Open 3 Hi-Hat Open Hi-Hat Open Hi-Hat Open
Tom Analog 4 Tom Jazz 4 Tom Brush 4 Tom Jazz 4
Tom Analog 5 Tom Jazz 5 Tom Brush 5 Tom Jazz 5
Crash Analog CrashCymbal1 CrashCymbal1 Hand Cymbal
Tom Analog 6 Tom Jazz 6 Tom Brush 6 Tom Jazz 6
RideCymbal 1 RideCymbal 1 RideCymbal 1 HandCymShort
Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym Chinese Cym Fl.Key Click Ignition
Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup Ride Cym Cup Squeal
Tambourine Tambourine Tambourine Tambourine Exhaust
SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal SplashCymbal Crash
Cowbell Anlg Cowbell Cowbell Cowbell Siren
CrashCymbal2 CrashCymbal2 CrashCymbal2 HandCymbal 2 Train
Vibraslap Vibraslap Vibraslap Vibraslap Jet Plane
RideCymbal 2 RideCymbal 2 RideCymbal 2 HandCym2Shrt Starship
Bongo H Bongo H Bongo H Bongo H Burst
Bongo L Bongo L Bongo L Bongo L Coaster
Conga Anlg H Conga H Mute Conga H Mute Conga H Mute Submarine
Conga Anlg M Conga H Open Conga H Open Conga H Open
Conga Anlg L Conga L Conga L Conga L
Timbale H Timbale H Timbale H Timbale H
Timbale L Timbale L Timbale L Timbale L
Agogo H Agogo H Agogo H Agogo H
Agogo L Agogo L Agogo L Agogo L Shower Laugh
Cabasa Cabasa Cabasa Cabasa Thunder Scream
Maracas 2 Maracas Maracas Maracas Wind Punch
SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH SambaWhistlH Stream Heartbeat
SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL SambaWhistlL Bubble Footsteps
Guiro Short Guiro Short Guiro Short Guiro Short Feed Applause 2
Guiro Long Guiro Long Guiro Long Guiro Long
Claves 2 Claves Claves Claves
Wood Block H Wood Block H Wood Block H Wood Block H
Wood Block L Wood Block L Wood Block L Wood Block L
Scratch H 2 Cuica Mute Cuica Mute Cuica Mute
Scratch L 3 Cuica Open Cuica Open Cuica Open
TriangleMute TriangleMute TriangleMute TriangleMute
TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen TriangleOpen
Shaker Shaker Shaker Shaker
Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells Jingle Bells
Bell Tree Bell Tree Bell Tree Bell Tree Dog Machine Gun

Horse Laser Gun
Bird Tweet 2 Explosion
Kitty Firework
Growl
Haunted
Ghost
Maou
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■ ピアニストスタイル一覧

■ 伴奏スタイル一覧

BALLAD Slow Rock 1 (ｽﾛｰ ﾛｯｸ1)

Slow Rock 2 (ｽﾛｰ ﾛｯｸ2)

6/8 Ballad (6/8 ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Jazz Ballad (ｼﾞｬｽﾞ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Orchestral Jazz Ballad (ｵｰｹｽﾄﾗﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Rock Ballad (ﾛｯｸ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Soul Ballad (ｿｳﾙ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

6/8 Gospel (6/8 ｺﾞｽﾍﾟﾙ)

Blues (ﾌﾞﾙｰｽ)

Enka (ｴﾝｶ)

JAZZ Swing (ｽｨﾝｸﾞ)

Big Band Swing (BigBandｽｨﾝｸﾞ)

Big Band Ballad (BigBndﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Jazz Quartet (ｼﾞｬｽﾞ ｶﾙﾃｯﾄ)

Cool Jazz (ｸｰﾙ ｼﾞｬｽﾞ)

Dixieland (ﾃﾞｷｼｰﾗﾝﾄﾞ)

Boogie (ﾌﾞｷﾞ)

Bebop (ﾋﾞｰﾊﾞｯﾌﾟ)

Jazz Rock (ｼﾞｬｽﾞ ﾛｯｸ)

BALLROOM Foxtrot (ﾌｫｯｸｽﾄﾛｯﾄ)

Jive (ｼﾞｬｲﾌﾞ)

Big Band Quickstep (ｸｲｯｸｽﾃｯﾌﾟ)

Cha Cha (ﾁｬﾁｬ)

Rhumba (ﾙﾝﾊﾞ)

Tango Continental (ﾀﾝｺﾞ ｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙ)

Mambo (ﾏﾝﾎﾞ)

Beguine (ﾋﾞｷﾞﾝ)

LATIN POP Bossa Nova 1 (ﾎﾞｻﾉﾊﾞ1)

Bossa Nova 2 (ﾎﾞｻﾉﾊﾞ2)

Bossa Nova 3 (ﾎﾞｻﾉﾊﾞ3)

Salsa (ｻﾙｻ)

Samba (ｻﾝﾊﾞ)

Jazz Samba (ｼﾞｬｽﾞ ｻﾝﾊﾞ)

Reggae (ﾚｹﾞｴ)

Pop Reggae (ﾎﾟｯﾌﾟ ﾚｹﾞｴ)

グループ� 伴奏スタイル名� グループ� 伴奏スタイル名�

POP 8Beat Pop 1 (8ﾋﾞｰﾄ ﾎﾟｯﾌﾟ1)

8Beat Pop 2 (8ﾋﾞｰﾄ ﾎﾟｯﾌﾟ2)

8Beat Standard (8ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ)

8Beat Medium (8ﾋﾞｰﾄ ﾐﾃﾞｨｱﾑ)

8Beat Ballad (8ﾋﾞｰﾄ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Piano Ballad (ﾋﾟｱﾉ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Pop Ballad 1 (ﾎﾟｯﾌﾟﾊﾞﾗｰﾄﾞ1)

Pop Ballad 2 (ﾎﾟｯﾌﾟﾊﾞﾗｰﾄﾞ2)

Organ Ballad (ｵﾙｶﾞﾝ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

New Age (ﾆｭｰｴｲｼﾞ)

16BEAT 16Beat Pop (16ﾋﾞｰﾄ ﾎﾟｯﾌﾟ)

16Beat Shuffle 1 (16ﾋﾞｰﾄｼｬｯﾌﾙ1)

16Beat Shuffle 2 (16ﾋﾞｰﾄｼｬｯﾌﾙ2)

16Beat Ballad 1 (16ﾋﾞｰﾄﾊﾞﾗﾄﾞ1)

16Beat Ballad 2 (16ﾋﾞｰﾄﾊﾞﾗﾄﾞ2)

16Beat Ballad 3 (16ﾋﾞｰﾄﾊﾞﾗﾄﾞ3)

Fusion (ﾌｭｰｼﾞｮﾝ)

Fusion Ballad (ﾌｭｼﾞｮﾝﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Funk 1 (ﾌｧﾝｸ1)

Funk 2 (ﾌｧﾝｸ2)

DANCE POP Dance Pop 1 (ﾀﾞﾝｽ ﾎﾟｯﾌﾟ1)

Dance Pop 2 (ﾀﾞﾝｽ ﾎﾟｯﾌﾟ2)

Techno (ﾃｸﾉ)

Eurobeat (ﾕｰﾛﾋﾞｰﾄ)

Synth Boogie (ｼﾝｾ ﾌﾞｷﾞ)

70s Disco (70s ﾃﾞｨｽｺ)

TRADITIONAL March 1 (ﾏｰﾁ1)

Tropical (ﾄﾛﾋﾟｶﾙ)

March 2 (ﾏｰﾁ2)

Party Pop (ﾊﾟｰﾃｨ ﾎﾟｯﾌﾟ)

6/8 March (6/8 ﾏｰﾁ)

Jungle (ｼﾞｬﾝｸﾞﾙ)

Polka (ﾎﾟﾙｶ)

ROCK US Rock (US ﾛｯｸ)

Ragtime (ﾗｸﾞﾀｲﾑ)

16Beat Rock (16ﾋﾞｰﾄ ﾛｯｸ)

Showtune (ｼｮｰﾁｭｰﾝ)

8Beat Uptempo (8ﾋﾞｰﾄ Upﾃﾝﾎﾟ)

Showtime (ｼｮｰﾀｲﾑ)

Rock Shuffle (ﾛｯｸ ｼｬｯﾌﾙ)

COUNTRY Bluegrass 1 (ﾌﾞﾙｰｸﾞﾗｽ1)

Pop Shuffle (ﾎﾟｯﾌﾟ ｼｬｯﾌﾙ)

Bluegrass 2 (ﾌﾞﾙｰｸﾞﾗｽ2)

Rhythm & Blues (ﾘｽﾞﾑ & ﾌﾞﾙｰｽ)

Country Rock (ｶﾝﾄﾘｰ ﾛｯｸ)

Soul (ｿｳﾙ)

Country Shuffle (ｶﾝﾄﾘｰ ｼｬｯﾌﾙ)

Gospel Shuffle (ｺﾞｽﾍﾟﾙ ｼｬｯﾌﾙ)

8Beat Country (8ﾋﾞｰﾄ ｶﾝﾄﾘｰ)

Rock & Roll (ﾛｯｸﾝﾛｰﾙ)

Light Pop (ﾗｲﾄ ﾎﾟｯﾌﾟ)

Twist (ﾂｲｽﾄ)

Folkrock (ﾌｫｰｸﾛｯｸ)

Country Ballad (ｶﾝﾄﾘｰ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Cowboy Boogie (ｶﾝﾄﾘｰ ﾌﾞｷﾞ)

Country 2Step (ｶﾝﾄﾘｰ 2ｽﾃｯﾌﾟ)

WALTZ Standard Waltz (ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ﾜﾙﾂ)

Traditional Waltz (ﾄﾗｯﾄﾞ ﾜﾙﾂ)

Pop Waltz (ﾎﾟｯﾌﾟ ﾜﾙﾂ)

Jazz Waltz (ｼﾞｬｽﾞ ﾜﾙﾂ)

Big Band Waltz (BigBand ﾜﾙﾂ)

Viennese Waltz (ｳｨﾝﾅ ﾜﾙﾂ)

グループ� 伴奏スタイル名�

Musette Waltz (ﾐｭｾﾞｯﾄ ﾜﾙﾂ)

Country T. Waltz (ｶﾝﾄﾘｰT. ﾜﾙﾂ)

Country Waltz (ｶﾝﾄﾘｰ ﾜﾙﾂ)

グループ� 伴奏スタイル名�
PIANIST Piano Ballad (ﾋﾟｱﾉ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

Swing1 (ｽｲﾝｸﾞ1)
March (ﾏｰﾁ)
Arpeggio1 (ｱﾙﾍﾟｼﾞｵ1)
Samba (ｻﾝﾊﾞ)
Rock & Roll (ﾛｯｸﾝﾛｰﾙ)
80's Pop (80's ﾎﾟｯﾌﾟ)
6/8 March (6/8 ﾏｰﾁ)
Pop Ballad (ﾎﾟｯﾌﾟ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)
Petit Waltz (ﾌﾟﾁ ﾜﾙﾂ)
Jazz Ballad (ｼﾞｬｽﾞ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)
Swing2 (ｽｲﾝｸﾞ2)
Ragtime1 (ﾗｸﾞﾀｲﾑ1)
Arpeggio2 (ｱﾙﾍﾟｼﾞｵ2)
Bossa Nova (ﾎﾞｻ ﾉﾊﾞ)
Honky Tonk (ﾎﾝｷｰﾄﾝｸ)
Tight Rock (ﾀｲﾄ ﾛｯｸ)
Ragtime2 (ﾗｸﾞﾀｲﾑ2)
Rock Piano (ﾛｯｸ ﾋﾟｱﾉ)
Jazz Waltz (ｼﾞｬｽﾞ ﾜﾙﾂ)

グループ� 伴奏スタイル名�
PIANIST 16beatBallad (16ﾋﾞｰﾄﾊﾞﾗｰﾄﾞ)

2beat (2ﾋﾞｰﾄ)
Musical (ﾐｭｰｼﾞｶﾙ)
Arpeggio3 (ｱﾙﾍﾟｼﾞｵ3)
Rhumba (ﾙﾝﾊﾞ)
BoogieWoogie (ﾌﾞｷﾞｳｷﾞ)
Dance Pop (ﾀﾞﾝｽ ﾎﾟｯﾌﾟ)
Fanfare (ﾌｧﾝﾌｧｰﾚ)
Arpeggio4 (ｱﾙﾍﾟｼﾞｵ4)
Minuet (ﾒﾇｴｯﾄ)
Rocca Ballad (ﾛｯｶ ﾊﾞﾗｰﾄﾞ)
Old Jazz (ﾑｶｼﾉ ｼﾞｬｽﾞ)
Galop (ｷﾞｬﾛｯﾌﾟ)
Like Harp (ﾊｰﾌﾟﾉ ﾖｳﾆ)
Beguine (ﾋﾞｷﾞﾝ)
16beat Rock (16ﾋﾞｰﾄ ﾛｯｸ)
8beat (8ﾋﾞｰﾄ)
Cha Cha (ﾁｬﾁｬ)
Like Swan (ﾊｸﾁｮｳﾉ ﾖｳﾆ)
Birthday (ﾊﾞｰｽﾃﾞｲ)
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■ 設定値一覧

グループ� 内容� 基本設定� ワンタッチセッティング�
の設定項目�

レジストレーション�
登録内容とフリーズ項目(注1)

ALLSETUP(注2) バックアップグループ�
(注3）�

リコールグループ�
(注3）�

音色(VOICE) 第１音色名� グランドピアノ� ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

第１音色のオクターブシフト� 0 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

各ページの中で選ばれている音色� 先頭の音色� - - ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

デュアル(DUAL) デュアル ON/OFF OFF ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

第２音色名� Str　スロー1 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

第２音色のオクターブシフト� 0 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

デチューンの深さ� 5 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

デュアル音量バランス� 同音量� ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

スプリット(SPLIT) スプリット ON/OFF OFF ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

左領域音色名� アコ.ベース1 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

左領域音色のオクターブシフト� 0 ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

スプリット音量バランス� 同音量� ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

スプリットポイント� F＃2 - VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

リバーブ(REVERB) リバーブ ON/OFF 音色ごとの設定� ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

リバーブタイプ� スタイルごとの設定� ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

リバーブトータルデプス� 50 ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

リバーブパートデプス(BASS、CHORD、�
RHYTHM、KBD)

50 ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

エフェクト(EFFECT) エフェクト ON/OFF 音色ごとの設定� ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

エフェクトタイプ� 音色ごとの設定�

音色ごとの設定�

○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

エフェクトデプス(R1、R2、L) ○� REVERB/EFFECT ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

レジストレーション�
(REGISTRATION)

レジストフリーズ ON/OFF OFF - - - REGISTRATION REGISTRATION

フリーズ項目 ON/OFF(VOICE SETTING、�
REVERB/EFFECT、TUNE、PEDAL）�

OFF - - - REGISTRATION REGISTRATION

フリーズ項目 ON/OFF(ACMP SETTING) ON - - -

-

REGISTRATION REGISTRATION

レジストレーション20個すべての登録内容一式� 初期データ� - - REGISTRATION REGISTRATION

ミキサー(MIXER) ミキサーパートボリューム(BASS、CHORD、�
PAD、PHRASE、RHYTHM)

90 ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

ミキサーパートボリューム(HARMONY) 90 ○� ACMP SETTING ○�

○�

ACMP SETTING ACMP SETTING

ミキサーパートボリューム(KBD) 100 ○� VOICE SETTING VOICE SETTING VOICE SETTING

伴奏スタイル(STYLE) スタイル名� 8ビートポップ1 ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

各ページの中で選ばれている スタイル� 先頭のスタイル� -

-

- ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

メインA/Bの状態� MAIN A ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING -

自動伴奏 ON/OFF OFF ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

自動伴奏の種類� MULTI  FINGER ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

スモールアカンプ ON/OFF OFF ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

バーチャルアレンジャー ON/OFF ON ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

ハーモニー ON/OFF OFF ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

ハーモニータイプ� Trio ○� ACMP SETTING ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

メトロノーム(METRONOME) メトロノームタイプ� NORMAL - - ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

メトロノーム音量� 50 - - ○� ACMP SETTING ACMP SETTING

ソング(SONG) ガイドモード� NORMAL - - ○� SONG SETTING SONG SETTING

ガイドリピート回数� 3 - - ○� SONG SETTING SONG SETTING

ピアノロール表示� AUTO - - ○� SONG SETTING SONG SETTING

ヘルプ(HELP) 画面表示の言語� ENGLISH - - - 常にバックアップ� -

ファンクション(FUNCTION) チューン� 440.0Hz - - ○� TUNE TUNE

トランスポーズ� 0 - VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

エフェクトセッティング� AUTO - - ○� REVERB/EFFECT REVERB/EFFECT

キータッチ� NORMAL - VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

[FIXED]選択時の音量� 76 - VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

パン(LEFT、RIGHT1、RIGHT2)の設定� 中央� ○� VOICE SETTING ○� VOICE SETTING VOICE SETTING

レフトペダルの設定� SOFT - PEDAL ○� PEDAL PEDAL

ダンパーレンジ� R - PEDAL ○� PEDAL PEDAL

左領域音色の送信チャンネル� 3 - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

第一音色の送信チャンネル� 1 - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

第二音色の送信チャンネル� 2 - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

ローカルコントロール ON/OFF ON - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

シンクの選択� INT. - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

プログラム送受信 ON/OFF Tx&Rx - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

コントロール送受信 ON/OFF Tx&Rx - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

システムエクスクルーシブ送受信 ON/OFF Tx&Rx - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

スタート/ストップ送受信 ON/OFF Tx&Rx - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

MIDIトランスポーズ受信 ON/OFF ON - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

自動伴奏&リズム送信 ON/OFF OFF - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

ハーモニー送信 ON/OFF OFF - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

リモートキーボード� OFF - - ○� MIDI SETTING MIDI SETTING

マイクロチューニング ON/OFF OFF - - ○� TUNE TUNE

マイクロチューニング設定内容� 0 - - ○� TUNE TUNE

スケールチューニングの選択� PRESET - TUNE ○� TUNE TUNE

プリセットスケールの選択� EQUAL - TUNE ○� TUNE TUNE

プリセットスケールの基音� C - TUNE ○� TUNE TUNE

ユーザースケール設定内容� 0 - TUNE ○� TUNE TUNE

バックアップ項目のON/OFF状態� 項目ごとの設定(注4) ／� ／� ／� 常にバックアップ� ／�

ポップアップタイム(VOICE/STYLE) 15 - - ○� UTILITY UTILITY

ポップアップタイム(OTHERS) 8 - - ○� UTILITY UTILITY

アラートボイス� STEEL DRUMS - - ○� UTILITY UTILITY

アラートボリューム� 50 - - ○� UTILITY UTILITY

(注1)VOICE SETTING、REVERB/EFFECTなどは、それぞれが含まれるフリーズ項目を示します。�

(注2)ファンクションの"レジストレーション"の[ALL SETUP]の内容です。�

(注3)VOICE SETTING、REVERB/EFFECTなどは、それぞれが含まれるグループ項目を示します。�

(注4)REGISTRATION、UTILITYはON。その他はOFF。�
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■ エフェクトパラメーターリスト
HALL1,HALL2
ROOM1,ROOM2,ROOM3
STAGE1,STAGE2
PLATE (reverb, variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Reverb Time 0.3~30.0s 0-69 table#4
2 Diffusion 0~10 0-10
3 Initial Delay 0~63 0-63 table#5
4 HPF Cutoff Thru~8.0kHz 0-52 table#3
5 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
6
7
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11 Rev Delay 0~63 0-63 table#5
12 Density 0~3 0-3
13 Er/Rev Balance E63>R ~ E=R ~ E<R63 1-127
14
15 Feedback Level -63~+63 1-127
16

WHITE ROOM
TUNNEL
CANYON
BASEMENT (reverb, variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Reverb Time 0.3~30.0s 0-69 table#4
2 Diffusion 0~10 0-10
3 Initial Delay 0~63 0-63 table#5
4 HPF Cutoff Thru~8.0kHz 0-52 table#3
5 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
6 Width 0.5~10.2m 0-37 table#8
7 Heigt 0.5~20.2m 0-73 table#8
8 Depth 0.5~30.2m 0-104 table#8
9 Wall Vary 0~30 0-30

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11 Rev Delay 0~63 0-63 table#5
12 Density 0~3 0-3
13 Er/Rev Balance E63>R ~ E=R ~ E<R63 1-127
14
15 Feedback Level -63~+63 1-127
16

DELAY L,C,R (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Lch Delay 0.1~1486.0ms 1-7150
2 Rch Delay 0.1~1486.1ms 1-7150
3 Cch Delay 0.1~1486.2ms 1-7150
4 Feedback Delay 0.1~1486.3ms 1-7150
5 Feedback Level -63~+63 1-127
6 Cch Level 0~127 0-127
7 High Damp 0.1~1.0 1-10
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
14 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
15 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
16 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

DELAY L,R (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Lch Delay 0.1~1486.0ms 1-7150
2 Rch Delay 0.1~1486.1ms 1-7150
3 Feedback Delay 1 0.1~1486.2ms 1-7150
4 Feedback Delay 2 0.1~1486.3ms 1-7150
5 Feedback Level -63~+63 1-127
6 High Damp 0.1~1.0 1-10
7
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
14 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
15 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
16 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

ECHO (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Lch Delay1 0.1~743.0ms 1-3550
2 Lch Feedback Level -63~+63 1-127
3 Rch Delay1 0.1~743.0ms 1-3550
4 Rch Feedback Level -63~+63 1-127
5 High Damp 0.1~1.0 1-10
6 Lch Delay2 0.1~743.0ms 1-3550
7 Rch Delay2 0.1~743.0ms 1-3550
8 Delay2 Level 0~127 0-127
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
14 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
15 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
16 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

CROSS DELAY (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 L->R Delay 0.1~743.0ms 1-3550
2 R->L Delay 0.1~743.0ms 1-3550
3 Feedback Level -63~+63 1-127
4 Input Select L,R,L&R 0-2
5 High Damp 0.1~1.0 1-10
6
7
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
14 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
15 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
16 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

EARLY REF1,EARLY REF2(variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Type S-H, L-H, Rdm, Rvs, Plt, Spr 0-5
2 Room Size 0.1~7.0 0-44 table#6
3 Diffusion 0~10 0-10
4 Initial Delay 0~63 0-63 table#5
5 Feedback Level -63~+63 1-127
6 HPF Cutoff Thru~8.0kHz 0-52 table#3
7 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11 Liveness 0~10 0-10
12 Density 0~3 0-3
13 High Damp 0.1~1.0 1-10
14
15
16

GATE REVERB
REVERSE GATE (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Type TypeA,TypeB 0-1
2 Room Size 0.1~7.0 0-44 table#6
3 Diffusion 0~10 0-10
4 Initial Delay 0~63 0-63 table#5
5 Feedback Level -63~+63 1-127
6 HPF Cutoff Thru~8.0kHz 0-52 table#3
7 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11 Liveness 0~10 0-10
12 Density 0~3 0-3
13 High Damp 0.1~1.0 1-10
14
15
16

KARAOKE1,2,3 (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Delay Time 0~127 0-127 table#7
2 Feedback Level -63~+63 1-127
3 HPF Cutoff Thru~8.0kHz 0-52 table#3
4 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
5
6
7
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13
14
15
16

CHORUS1,2,3,4
CELESTE1,2,3,4 (chorus, variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Feedback Level -63~+63 1-127
4 Delay Offset 0~127 0-127 table#2
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13
14
15 Input Mode mono/stereo 0-1
16

FLANGER1,2,3 (chorus, variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Feedback Level -63~+63 1-127
4 Delay Offset 0~127 0-63 table#2
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13
14 LFO Phase Difference -180~+180deg(resolution=3deg.) 4-124
15
16

SYMPHONIC (chorus, variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Delay Offset 0~127 0-127 table#2
4
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11
12
13
14
15
16



163

資
料�

第
9
章�

ROTARY SPEAKER (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1 ●�
2 LFO Depth 0~127 0-127
3
4
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127

11
12
13
14
15
16

TREMOLO (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1 ●�
2 AM Depth 0~127 0-127
3 PM Depth 0~127 0-127
4
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10

11
12
13
14 LFO Phase Difference -180~+180deg(resolution=3deg.) 4-124
15 Input Mode mono/stereo 0-1
16

AUTO PAN (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1 ●�
2 L/R Depth 0~127 0-127
3 F/R Depth 0~127 0-127
4 PAN Direction L<->R,L->R,L<-R,Lturn,Rturn,L/R 0-5
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10

11
12
13
14
15
16

PHASER 1,2 (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Phase Shift Offset 0~127 0-127
4 Feedback Level -63~+63 1-127
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127 ●�

11 Stage 6~10(phaser1) / 3~5(phaser2) 3-10
12 Diffusion mono/stereo 0-1
13 LFO Phase Difference -180~+180deg.(resolution=3deg.) 4-124
14
15
16

DISTORTION
OVERDRIVE (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Drive 0~127 0-127 ●�
2 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
3 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
4 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
5 Output Level 0~127 0-127
6
7 EQ Mid Frequency 100Hz~10.0kHz 23-54 table#3
8 EQ Mid Gain -12~+12dB 52-76
9 EQ Mid Width 1.0~12.0 10-120

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127

11 Edge(Clip Curve) 0~127 0-127 mild~sharp
12
13
14
15
16

AMP SIMULATOR (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 Drive 0~127 0-127 ●�
2 AMP Type Off,Stack,Combo,Tube 0-3
3 LPF Cutoff 1.0k~Thru 34-60 table#3
4 Output Level 0~127 0-127
5
6
7
8
9

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127

11 Edge(Clip Curve) 0~127 0-127 mild~sharp
12
13
14
15
16

3BAND EQ(MONO) (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
2 EQ Mid Frequency 100Hz~10.0kHz 23-54 table#3
3 EQ Mid Gain -12~+12dB 52-76
4 EQ Mid Width 1.0~12.0 10-120
5 EQ High Gain -12~+12dB 52-76
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
8
9

10

11
12
13
14
15
16

2BAND EQ(STEREO) (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
2 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
3 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
4 EQ High Gain -12~+12dB 52-76
5
6
7
8
9

10
Å@

11
12
13
14
15
16

AUTO WAH (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Cutoff Frequency Offset 0~127 0-127 ●�
4 Resonance 1.0~12.0 10-120
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127

11
12
13
14
15
16

AUTO WAH+DIST
AUTO WHA+ODRV (variation block)
No. Parameter Value See Table Control

1 LFO Frequency 0.00Hz~39.7Hz 0-127 table#1
2 LFO Depth 0~127 0-127
3 Cutoff Frequency Offset 0~127 0-127 ●�
4 Resonance 1.0~12.0 10-120
5
6 EQ Low Frequency 50Hz~2.0kHz 8-40 table#3
7 EQ Low Gain -12~+12dB 52-76
8 EQ High Frequency 500Hz~16.0kHz 28-58 table#3
9 EQ High Gain -12~+12dB 52-76

10 Dry/Wet D63>W ~ D=W ~ D<W63 1-127

11 Drive 0~127 0-127
12 EQ Low Gain(distortion) -12~+12dB 52-76
13 EQ Mid Gain(distortion) -12~+12dB 52-76
14 LPF Cutoff 1.0kHz~thru 34-60 table#3
15 Output Level 0~127 0-127
16
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■ エフェクトデータアサインテーブル

LFO Frequency

Data Value Data Value Data Value Data Value

0 0.00 32 1.35 64 2.69 96 8.41

1 0.04 33 1.39 65 2.78 97 8.75

2 0.08 34 1.43 66 2.86 98 9.08

3 0.13 35 1.47 67 2.94 99 9.42

4 0.17 36 1.51 68 3.03 100 9.76

5 0.21 37 1.56 69 3.11 101 10.1

6 0.25 38 1.60 70 3.20 102 10.8

7 0.29 39 1.64 71 3.28 103 11.4

8 0.34 40 1.68 72 3.37 104 12.1

9 0.38 41 1.72 73 3.45 105 12.8

10 0.42 42 1.77 74 3.53 106 13.5

11 0.46 43 1.81 75 3.62 107 14.1

12 0.51 44 1.85 76 3.70 108 14.8

13 0.55 45 1.89 77 3.87 109 15.5

14 0.59 46 1.94 78 4.04 110 16.2

15 0.63 47 1.98 79 4.21 111 16.8

16 0.67 48 2.02 80 4.37 112 17.5

17 0.72 49 2.06 81 4.54 113 18.2

18 0.76 50 2.10 82 4.71 114 19.5

19 0.80 51 2.15 83 4.88 115 20.9

20 0.84 52 2.19 84 5.05 116 22.2

21 0.88 53 2.23 85 5.22 117 23.6

22 0.93 54 2.27 86 5.38 118 24.9

23 0.97 55 2.31 87 5.55 119 26.2

24 1.01 56 2.36 88 5.72 120 27.6

25 1.05 57 2.40 89 6.06 121 28.9

26 1.09 58 2.44 90 6.39 122 30.3

27 1.14 59 2.48 91 6.73 123 31.6

28 1.18 60 2.52 92 7.07 124 33.0

29 1.22 61 2.57 93 7.40 125 34.3

30 1.26 62 2.61 94 7.74 126 37.0

31 1.30 63 2.65 95 8.08 127 39.7

Modulation Delay Offset Reverb time

Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value

0 0.0 32 3.2 64 6.4 96 9.6 0 0.3 32 3.5 64 17.0

1 0.1 33 3.3 65 6.5 97 9.7 1 0.4 33 3.6 65 18.0

2 0.2 34 3.4 66 6.6 98 9.8 2 0.5 34 3.7 66 19.0

3 0.3 35 3.5 67 6.7 99 9.9 3 0.6 35 3.8 67 20.0

4 0.4 36 3.6 68 6.8 100 10.0 4 0.7 36 3.9 68 25.0

5 0.5 37 3.7 69 6.9 101 11.1 5 0.8 37 4.0 69 30.0

6 0.6 38 3.8 70 7.0 102 12.2 6 0.9 38 4.1

7 0.7 39 3.9 71 7.1 103 13.3 7 1.0 39 4.2

8 0.8 40 4.0 72 7.2 104 14.4 8 1.1 40 4.3

9 0.9 41 4.1 73 7.3 105 15.5 9 1.2 41 4.4

10 1.0 42 4.2 74 7.4 106 17.1 10 1.3 42 4.5

11 1.1 43 4.3 75 7.5 107 18.6 11 1.4 43 4.6

12 1.2 44 4.4 76 7.6 108 20.2 12 1.5 44 4.7

13 1.3 45 4.5 77 7.7 109 21.8 13 1.6 45 4.8

14 1.4 46 4.6 78 7.8 110 23.3 14 1.7 46 4.9

15 1.5 47 4.7 79 7.9 111 24.9 15 1.8 47 5.0

16 1.6 48 4.8 80 8.0 112 26.5 16 1.9 48 5.5

17 1.7 49 4.9 81 8.1 113 28.0 17 2.0 49 6.0

18 1.8 50 5.0 82 8.2 114 29.6 18 2.1 50 6.5

19 1.9 51 5.1 83 8.3 115 31.2 19 2.2 51 7.0

20 2.0 52 5.2 84 8.4 116 32.8 20 2.3 52 7.5

21 2.1 53 5.3 85 8.5 117 34.3 21 2.4 53 8.0

22 2.2 54 5.4 86 8.6 118 35.9 22 2.5 54 8.5

23 2.3 55 5.5 87 8.7 119 37.5 23 2.6 55 9.0

24 2.4 56 5.6 88 8.8 120 39.0 24 2.7 56 9.5

25 2.5 57 5.7 89 8.9 121 40.6 25 2.8 57 10.0

26 2.6 58 5.8 90 9.0 122 42.2 26 2.9 58 11.0

27 2.7 59 5.9 91 9.1 123 43.7 27 3.0 59 12.0

28 2.8 60 6.0 92 9.2 124 45.3 28 3.1 60 13.0

29 2.9 61 6.1 93 9.3 125 46.9 29 3.2 61 14.0

30 3.0 62 6.2 94 9.4 126 48.4 30 3.3 62 15.0

31 3.1 63 6.3 95 9.5 127 50.0 31 3.4 63 16.0

Table#1

Table#2 Table#4

EQ Frequency

Data Value Data Value

0 THRU(20)

1 22

2 25

3 28

4 32

5 36

6 40

7 45

8 50

9 56

10 63

11 70

12 80

13 90

14 100

15 110

16 125

17 140

18 160

19 180

20 200

21 225

22 250

23 280

24 315

25 355

26 400

27 450

28 500

29 560

30 630

31 700

32 800

33 900

34 1.0k

35 1.1k

36 1.2k

37 1.4k

38 1.6k

39 1.8k

40 2.0k

41 2.2k

42 2.5k

43 2.8k

44 3.2k

45 3.6k

46 4.0k

47 4.5k

48 5.0k

49 5.6k

50 6.3k

51 7.0k

52 8.0k

53 9.0k

54 10.0k

55 11.0k

56 12.0k

57 14.0k

58 16.0k

59 18.0k

60 THRU(20.0k)

Table#3
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Delay Time(200.0ms) Delay Time(400.0ms)

Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value

0 0.1 32 50.5 64 100.8 96 151.2 0 0.1 32 100.9 64 201.6 96 302.4

1 1.7 33 52.0 65 102.4 97 152.8 1 3.2 33 104.0 65 204.8 97 305.5

2 3.2 34 53.6 66 104.0 98 154.4 2 6.4 34 107.2 66 207.9 98 308.7

3 4.8 35 55.2 67 105.6 99 155.9 3 9.5 35 110.3 67 211.1 99 311.8

4 6.4 36 56.8 68 107.1 100 157.5 4 12.7 36 113.5 68 214.2 100 315.0

5 8.0 37 58.3 69 108.7 101 159.1 5 15.8 37 116.6 69 217.4 101 318.1

6 9.5 38 59.9 70 110.3 102 160.6 6 19.0 38 119.8 70 220.5 102 321.3

7 11.1 39 61.5 71 111.9 103 162.2 7 22.1 39 122.9 71 223.7 103 324.4

8 12.7 40 63.1 72 113.4 104 163.8 8 25.3 40 126.1 72 226.8 104 327.6

9 14.3 41 64.6 73 115.0 105 165.4 9 28.4 41 129.2 73 230.0 105 330.7

10 15.8 42 66.2 74 116.6 106 166.9 10 31.6 42 132.4 74 233.1 106 333.9

11 17.4 43 67.8 75 118.2 107 168.5 11 34.7 43 135.5 75 236.3 107 337.0

12 19.0 44 69.4 76 119.7 108 170.1 12 37.9 44 138.6 76 239.4 108 340.2

13 20.6 45 70.9 77 121.3 109 171.7 13 41.0 45 141.8 77 242.6 109 343.3

14 22.1 46 72.5 78 122.9 110 173.2 14 44.2 46 144.9 78 245.7 110 346.5

15 23.7 47 74.1 79 124.4 111 174.8 15 47.3 47 148.1 79 248.9 111 349.6

16 25.3 48 75.7 80 126.0 112 176.4 16 50.5 48 151.2 80 252.0 112 352.8

17 26.9 49 77.2 81 127.6 113 178.0 17 53.6 49 154.4 81 255.2 113 355.9

18 28.4 50 78.8 82 129.2 114 179.5 18 56.8 50 157.5 82 258.3 114 359.1

19 30.0 51 80.4 83 130.7 115 181.1 19 59.9 51 160.7 83 261.5 115 362.2

20 31.6 52 81.9 84 132.3 116 182.7 20 63.1 52 163.8 84 264.6 116 365.4

21 33.2 53 83.5 85 133.9 117 184.3 21 66.2 53 167.0 85 267.7 117 368.5

22 34.7 54 85.1 86 135.5 118 185.8 22 69.4 54 170.1 86 270.9 118 371.7

23 36.3 55 86.7 87 137.0 119 187.4 23 72.5 55 173.3 87 274.0 119 374.8

24 37.9 56 88.2 88 138.6 120 189.0 24 75.7 56 176.4 88 277.2 120 378.0

25 39.5 57 89.8 89 140.2 121 190.6 25 78.8 57 179.6 89 280.3 121 381.1

26 41.0 58 91.4 90 141.8 122 192.1 26 82.0 58 182.7 90 283.5 122 384.3

27 42.6 59 93.0 91 143.3 123 193.7 27 85.1 59 185.9 91 286.6 123 387.4

28 44.2 60 94.5 92 144.9 124 195.3 28 88.3 60 189.0 92 289.8 124 390.6

29 45.7 61 96.1 93 146.5 125 196.9 29 91.4 61 192.2 93 292.9 125 393.7

30 47.3 62 97.7 94 148.1 126 198.4 30 94.6 62 195.3 94 296.1 126 396.9

31 48.9 63 99.3 95 149.6 127 200.0 31 97.7 63 198.5 95 299.2 127 400.0

Room Size Reverb Width;Depth;Height

Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value Data Value

0 0.1 32 5.1 0 0.5 32 8.8 64 17.6 96 27.5

1 0.3 33 5.3 1 0.8 33 9.1 65 17.9 98 28.1

2 0.4 34 5.4 2 1.0 34 9.4 66 18.2 99 28.5

3 0.6 35 5.6 3 1.3 35 9.6 67 18.5 100 28.8

4 0.7 36 5.7 4 1.5 36 9.9 68 18.8 101 29.2

5 0.9 37 5.9 5 1.8 37 10.2 69 19.1 102 29.5

6 1.0 38 6.1 6 2.0 38 10.4 70 19.4 103 29.9

7 1.2 39 6.2 7 2.3 39 10.7 71 19.7 104 30.2

8 1.4 40 6.4 8 2.6 40 11.0 72 20.0

9 1.5 41 6.5 9 2.8 41 11.2 73 20.2

10 1.7 42 6.7 10 3.1 42 11.5 74 20.5

11 1.8 43 6.8 11 3.3 43 11.8 75 20.8

12 2.0 44 7.0 12 3.6 44 12.1 76 21.1

13 2.1 13 3.9 45 12.3 77 21.4

14 2.3 14 4.1 46 12.6 78 21.7

15 2.5 15 4.4 47 12.9 79 22.0

16 2.6 16 4.6 48 13.1 80 22.4

17 2.8 17 4.9 49 13.4 81 22.7

18 2.9 18 5.2 50 13.7 82 23.0

19 3.1 19 5.4 51 14.0 83 23.3

20 3.2 20 5.7 52 14.2 84 23.6

21 3.4 21 5.9 53 14.5 85 23.9

22 3.5 22 6.2 54 14.8 86 24.2

23 3.7 23 6.5 55 15.1 87 24.5

24 3.9 24 6.7 56 15.4 88 24.9

25 4.0 25 7.0 57 15.6 89 25.2

26 4.2 26 7.2 58 15.9 90 25.5

27 4.3 27 7.5 59 16.2 91 25.8

28 4.5 28 7.8 60 16.5 92 26.1

29 4.6 29 8.0 61 16.8 93 26.5

30 4.8 30 8.3 62 17.1 94 26.8

31 5.0 31 8.6 63 17.3 95 27.1

Table#5

Table#6

Table#7

Table#8
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■ 仕様

MLP-71D
鍵盤� 88鍵(A-1～C7)

音源� AWM音源�

最大同時発音数� 最大32音�

音色� クラビノーバ音色133種類+XG音色480種類+ドラムキット12セット�

音色グループ：ピアノ、エレクトリックピアノ、バイブ、ギター、クラビノーバトーン/シンセ、オルガン、ストリングス/クワイア、ブラス、�

サックス/フルート、ベース、ドラムス、XG�

デュアル、スプリット�

効果� エフェクト(25種類)、リバーブ(16種類)

伴奏スタイル� 伴奏スタイル100種類+ピアニストスタイル40種類�

スタイルグループ：ポップ、16ビート、ダンスポップ、ロック、バラード、ジャズ、ボールルーム、ラテンポップ、トラディショナル、カントリー、ワルツ�

ディスク/カスタム�

ピアニスト�

コントロール：スタート/ストップ、シンクロ、タップ、イントロ、メインA、メインB、オートフィル、エンディング、フェードイン/アウト�

メトロノーム、テンポ-/+

自動伴奏� シングルフィンガー、マルチフィンガー、フィンガード、フルキーボード�

ハーモニー、ピアニスト、ワンタッチセッティング、バーチャルアレンジャー、シンクロストップ、スモールアカンプ、コードアシスト、�

パート別ボリュームコントロール(ミキサー)

レジストレーション� バンクA～E×4メモリー＝20種類、フリーズ�

ソングプレイモード� ソング再生、リピート、パート別ボリュームコントロール(ミキサー)

コントロール：ソング、プレイ/ストップ、巻き戻し、早送り、一時停止�

ガイドコントロール：イージープレイ、ネクストノート、サウンドリピート�

ソングレコードモード� クイック録音、トラック録音、コードシーケンス録音、ソングネーム、トラックエディット、イニシャルエディット�

LCD/コントロールスイッチ� 240×64ドット液晶ディスプレイ、コントラスト、ビート、ファンクション、ミキサー、ページEF、ディスプレイホールド、LCDボタン、ダイアル、-/+、エグジット、�

スピーカー、コール�

ボリューム� マスターボリューム、ACMP/ソングボリューム�

デモ/ヘルプ� 27デモ曲、5ヘルプ言語(英、日、独、仏、西)

ディスクドライブ� 3.5インチ マイクロ フロッピー ディスクドライブ�

ペダルコントロール� 右ペダル� ダンパー�

中央ペダル� ソステヌート�

左ペダル� ソフト、スタート/ストップ、ハーモニーオン/オフ、レジストレーション+、メインA、メインB、エンディング/リット、ブレイク、フェードイン/アウト�

付属端子� ヘッドフォン端子(底面左側、背面左右)、マイク端子(底面左側、背面左右)、AUX出力端子(L/L+R、R)、AUX入力端子(L/L+R、R)TO HOST端子、�

MIDI端子(IN、OUT)

入力/出力仕様� AUX OUT：出力インピーダンス 600Ω/AUX IN：入力インピーダンス 10kΩ、入力感度：-10dBm

メインアンプ� 60w(30w×2)

スピーカー� 16cm×2

定格電源� AC100V  50/60Hz

消費電力� 50w

寸法[間口×奥行×高さ] 1400mm×548mm×854mm

(     )内はキーカバーを開けた場合� (1400mm×548mm×1086mm)

重量� 63.5Kg

※仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。�



O
ONE TOUCH SETTING …………………52

P
PAN ………………………………………111

POPUP TIME ……………………………130

PUNCH IN/OUT …………………………98

Q
QUICK RECORD …………………………92

R
RECALL …………………………………126

RECORD[EDIT] ……………………100, 103

REGISTRATION ……………………71, 117

REVERB …………………………………32

S
SCALE TUNING…………………………128

SEND CH…………………………………121

SINGLE FINGER …………………………43

SMALL ACMP ……………………………55

SONG COPY ……………………………114

SONG DELETE …………………………116

SONG NAME ……………………………103

SONG PLAY[GUIDE MODE] ……………87

SONG PLAY[MAIN] ……………………75

SONG PLAY[PART] ……………………79

SONG PLAY[REPEAT] …………………82

SONG PLAY[TRACK PLAY] ……………78

SPLIT………………………………………28

SPLIT POINT ……………………………30

STYLE NAME ……………………………62

STYLE SELECT …………………………36

SYNC. ……………………………………122

SYNCHRO STOP …………………………54

T
TRACK EDIT ……………………………104

TRACK RECORD…………………………95

TRANSFORM……………………………120

TRANSPOSE ……………………………110

TUNE ……………………………………110

V
VOICE SELECT …………………………23
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■ 索引
ア
アラート …………………………………130

イ
イージープレイ …………………………85

エ
エフェクト ………………………………34

エフェクトセッティング ………………110

エフェクトタイプリスト ………………34

オ
音色 ………………………………………23

カ
ガイド ……………………………………85

カスタムスタイル ………………………57

キ
キーカバー ………………………………10

キータッチ ………………………………111

キーボード1 ……………………………110

キーボード2 ……………………………111

キーボードパーカッション ……………25

ク
クイックレコード ………………………92

クイック録音 ……………………………91

クオンタイズ ………………………61, 105

ケ
鍵盤ガイドランプ ………………………85

コ
コードアシスト ………………………51, 55

コードシーケンス ………………………100

コントラスト ……………………………14

コミュニケーション機能 ………………18

サ
再生 ………………………………………74

サウンドリピート ………………………85

シ
自動伴奏 ………………………………36, 43

自動伴奏/ソング ボリューム ……………18

初期化 ………………………………………9

シンク ……………………………………122

シングルフィンガー …………………43, 45

シンクロストップ ……………………51, 54

A
ALERT……………………………………130

AUTO ACCOMPANIMENT ……………43

B
BACKUP …………………………………125

BREAK ……………………………………41

C
CHORD ASSIST …………………………55

CHORD SEQ ……………………………100

CHORD SEQUENCE ……………………100

D
DAMPER RANGE……………………… 112

DISK/CUSTOM STYLE …………………57

DUAL………………………………………26

E
EFFECT……………………………………34

EFFECT SETTING ………………………110

F
FINGERED ………………………………43

FORMAT…………………………………113

FREEZE……………………………………72

FULL KBD ………………………………43

I
INITIAL EDIT……………………………106

K
KEY TOUCH ……………………………111

KEYBOARD 1 …………………………110

KEYBOARD 2 …………………………111

L
LCD画面 …………………………………15

LCDボタン ………………………………15

LEFT PEDAL ……………………………112

LOCAL …………………………………122

M
MICRO TUNING ………………………127

MIDI 1 ……………………………………121

MIDI 2 ……………………………………123

MIDI 3 ……………………………………124

MIDI FILTER…………………………… 123

MIDIフィルター…………………………123

MIXER ……………………………18, 49, 80

MULTI FINGER …………………………43
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ハ
パーソナルコンピューター ……………132

バーチャルアレンジャー ……………51, 54

パート …………………………………58, 59

パートキャンセル ………………………77

ハーモニー ………………………………51

バックアップ ……………………9, 17, 125

パン ………………………………………111

伴奏スタイル ……………………………36

パンチイン/アウト ………………………98

ヒ
ピアニスト ………………………………44

ピアノロール ……………………………86

フ
ファイルアイコン ………………………76

ファンクション …………………………109

フィンガード …………………………43, 47

フォーマット ……………………9, 90, 113

譜面立て …………………………………10

フリーズ …………………………………72

フリーテンポのソフト …………………74

フルキーボード ………………………43, 48

ブレイク …………………………………41

フロッピーディスク ………………………9

ヘ
ペダル ………………………………31, 112

ヘッドフォン ………………………11, 131

ヘルプ ……………………………………19

ホ
ボイスセレクト …………………………23

ポップアップタイム ……………………130

ボリューム …………17, 37, 42, 48, 49, 79, 80

マ
マイクロチューニング …………………127

マルチフィンガー ……………………43, 48

ミ
ミキサー …………………………18, 49, 80

メ
メッセージ …………………………17, 135

メトロノーム ……………………………42
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ス
スケールチューニング …………………128

スタート …………………………38, 94, 97

スタート/ストップ ………………………76

スタイルセレクト ………………………36

スタイルファイル ………………………68

スタイルファイルディスク ……………68

ストア ……………………………………62

ストップ …………………………41, 95, 98

スプリット ………………………………28

スプリットポイント …………………30, 50

スモールアカンプ ……………………51, 55

セ
セクション ………………………………58

ソ
送信チャンネル …………………………121

ソングコピー ……………………………114

ソングデリート …………………………116

ソングナンバー …………………………75

ソングプレイ[ガイドモード]……………87

ソングプレイ[トラックプレイ]…………78

ソングプレイ[パート] …………………79

ソングプレイ[メイン] …………………75

ソングプレイ[リピート] ………………82

タ
端子 ………………………………………131

ダンパーレンジ …………………………112

チ
チューン …………………………………110

テ
ディスク／カスタムスタイル …………57

デモ演奏 …………………………………20

デモ曲一覧表 ……………………………22

デュアル …………………………………26

電源 ………………………………………11

テンポ ……………………………37, 42, 77

ト
トラックデリート ………………………105

トラックミックス ………………………104

トラックレコード ………………………95

トラック録音 ……………………………95

トランスフォーム ………………………120

トランスポーズ …………………………110

ニ
日本語表示 ………………………………14

リ
リコール …………………………………126

リバーブ …………………………………32

リバーブタイプリスト …………………32

レ
レコードエディット ………………100, 103

レジストレーション ………………71, 117

レフトペダル ……………………………112

ロ
ローカルコントロール …………………122

録音 ………………………………………89

ワ
ワンタッチセッティング ……………51, 52
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